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　　　　　Ⅰ．Mass appearance







（なんだこれは……）

　血のように赤く染まっていく巨大なスクリーンを見上げながら、天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中ちゆう尉いは何が起きているのかを見極めようとしていた。

　瞬まばたきすら許されない。まぶたは細かく痙けい攣れんし、クルーカットのこめかみには汗が浮いている。それが形のいい顎あごを伝い落ちてコンソールを濡ぬらしたことにも、彼は気がつかなかった。

　赤い輝かがやきのひとつひとつは、人類の敵である巨大生物──通称Ｇジー・Ｏオーが出現したことを示すものだ。網あみの目の如ごとく配備された監視衛星から寄せれた情報を、衛星軌道要塞基地オービツト・フオートレス《ヴァルハラ》のメインコンピューター《ノルン》で解析し、要よう塞さい内の作戦司令区《ビフレスト》の空中投影型巨大スクリーンに表示するようになっている。

　いま、そのＵＴＭユニバーサル横メルカトル図法で描き出された世界地図の陸地部分は、ほぼ赤一色で染められていた。すぐ脇わきに表示されているカウンターが、ものすごい勢いでその数を上げている。

　いつもなら、出現場所ともっとも近場の都市名を合成音声で読み上げる、《ノルン》の擬ぎ似じ人格のひとつ《ベルザンディ》も、しばらく前から沈黙していた。報告がとても追いつかないのだ。ただし出現場所は把握しているようだ。スクリーンの隅に開いたウィンドウに、カウンターの上昇と同じ速さでナンバーが振られたＧジー・Ｏオーとその出現場所がスクロールしている。

《ビフレスト》は異様な静けさに包まれていた。スタッフの顔は、誰だれも彼も赤く染まっている。有事に備えて十分な訓練を受けているはずの彼らが、ただ呆ぼう然ぜんと顔を仰あお向むけるばかりで、竜りゆう一いち郎ろうに指示を仰ぐことすら忘れていた。

　換気が完かん璧べきなはずの《ビフレスト》に、人の汗の臭においが満ちていく。竜一郎は宇宙遊泳の訓練を思い出していた。宇宙服の中に、ただ自分の息いき遣づかいと臭いだけがある世界。

　瞳ひとみが乾き、ずきりと痛みが走って、竜一郎の体はようやく瞼まぶたを閉じることを思い出した。二、三度瞬またたくと、涙が滲にじんで赤く変わった陸地の輪郭が不確かにぼやけた。

　その時、ピーっという電子音と共に、カウンターの上昇は止まり、ウィンドウ内のスクロールも停止した。一秒……二秒……それ以上、カウンターの表示が変わることはなかった。

「《ベルザンディ》！」

　竜一郎は叫んだが、瞳同様、口の中も渇かわいていて舌を嚙かみそうになった。それが妙にいまいましく、舌打ちをしたがうまくいかなかった。しかし、彼の声に他ほかのスタッフたちは我に帰り、慌てた様よう子すでそれぞれの配置へと戻っていく。《ビフレスト》は一気に喧けん騒そうに包まれ、それぞれが己が仕事を始め、ようやくひとつの頭脳として働き始めた。

「《ベルザンディ》、現状を報告しろ！」

　ざわめきに負けぬ声で、竜一郎は声を張った。《ノルン》に聞かせるためだけならば囁ささやき声で足りる。大声はスタッフに向けてのものだ。彼らに自分が、ヘルガ・アデナウワーの──司令長官の代わりに、きちんと機能していることを示すためである。

「《はい、隊長》」

　と、現状分析用擬ぎ似じ人格《ベルザンディ》の落ち着いた合成音声がすぐに応こたえた。

「《ＵＴユニバーサルタイムワン一八：三三時に、中国の重じゆう慶けいの西三キロメートルに最初のＧ・Ｏが出現後、ほぼ同時に世界各地にＧ・Ｏが出現しています。続く出現地を読み上げますか？》」

「いや、いい。……スクリーンを見れば大体はわかる」

「《了解しました。──Ｇ・Ｏは都市・非都市を問わず、現在、その場で停止。総数は五三六八七〇九一です》」

　──五〇〇〇万！

　その数に《ビフレスト》全体がざわめいた。カウンターの表示でわかっていたはずでも、音として聞くと、妙な実感があった。

　絶望感が、苦味となって腹から込み上げる。竜一郎は無理やりそれを嚥えん下かした。

　Ｇ・Ｏの出現は、これまでは必ず一体だった。唯一の同時出現の事例にしても、正確には同時ではなく、恐きよう竜りゆう型Ｇ・Ｏが消滅すると同時に海洋哺ほ乳にゆう類るい型Ｇ・Ｏが現れたにすぎない。つまりこれは初めてのケースだった。しかも、同時に五〇〇〇万以上とは！

　たった一体のＧジー・Ｏオーにさえ、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》──《the United Nations Cavalry Of Valkyrie》──《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊》は全兵力で当たってきたのだ。しかも、決して楽に勝てたわけではない。役割を分担し、五人がかりでようやく殲せん滅めつしてきたのだ。

（もしこいつらが一斉に爆ばく発はつしたら……）

　ぞっとしない想像だった。

　Ｇ・Ｏはその体内に《爆ばく核かく》と名づけられた組織を持っている。たったひとつで大都市を破壊し尽くす、戦略核に匹敵する威力の爆弾といっていい。Ｇ・Ｏは出現すると近場の人口密集地──つまり大都市を目指して移動し、その後、自爆するという行動を繰くり返してきた。その都度、一〇〇万単位の人命が失われてきた。

　万が一、いまの想像が現実のものとなれば、これだけの数のＧ・Ｏである。

（人類は滅ぶ……）

　竜りゆう一いち郎ろうは、拳こぶしを握り締しめた。

　現在宇宙にある国際宇宙ステーションと月基地、そしてこの《ヴァルハラ》にいる者を残して、人間はすべて死に絶えるだろう。ステーションと月基地には、それ自体で一〇年単位の長期にわたって生存を維持していく機能はない。物資のほとんどは地球から搬送されている。《ヴァルハラ》のみは、単体で恒星間航行が可能な設計になっていると聞いているが、それはあくまでプランであって、実際にそんなことが可能なのかどうかは、竜一郎にはわからなかった。

「──た、隊長……」

　オペレーターの声に、竜一郎は悲観論を頭から追い払った。Ｇ・Ｏはまだ爆発していない。できることは、まだあるはずだ。振り向くと、栗くり毛げをポニーテールにした女性オペレーターの顔には、歪ゆがんだ微笑ほほえみが張り付いていた。

「か、各国から次々と、救難要請が入っています……あの、どう返事をしたらいいでしょうか……？」

　竜一郎は唇を嚙かんだ。《ヴァルハラ》へのホットラインは一部の人間しか知らない。しかし他ほかのステーション同様ここも、国際法に基づき、救難要請については自動的に受信するようにできていた。その場合、直ただちに可能な措置をとることが義務付けられている。これに違反すれば、責任者は国際法廷で裁かれることになる。

（こいつは軍事ステーションだぞ！）

　竜一郎は舌を打った。今度は乾いていなかった。

「……応こたえる必要はない！　《ベルザンディ》、救難要請の専用回線を封ふう鎖さしろ！」

「《中ちゆう尉い、警けい告こくします。その命令は、国際法の『宇宙における遭難についての対処の条項』に違反しています》」

「構わない！　回線封ふう鎖さだ！　自分の名前で処理をしろ！」

「《……了解しました。救難要請専用回線を封鎖します》」

　たちまちオペレーターの目の前のモニターが静かになった。彼女は不安そうな瞳ひとみで竜りゆう一いち郎ろうを見ていた。制服に押さえつけられている、豊かな胸の名札を見る。

「君──カッター曹そう長ちようか──《ＣＯＶ委員会》に至急指示を仰いでくれ。同時出現以上の事態が起こった場合、どこを護まもればいいのか、それは委員会が判断することになっている」

「は、はい」

　曹長はコンソールへ向き直ると、すぐに仕事に取り掛かった。それを確認してから竜一郎はスクリーンを見上げた。いまだＧジー・Ｏオーに動きはない。

「……《ベルザンディ》、ひとつ聞きたい。これは、事実なのか？」

「《中ちゆう尉い、質問が不明瞭です》」

「俺おれが言いたいのは、いずれかの時点で何者かの介入があって、偽にせのデータをつかまされている可能性はないのか、ということだ」

　竜一郎の言葉に、スタッフの顔に縋すがるような希望の色が浮かんだ。

「《ノルン》への直接的なハッキングは不可能だとしても、中継点である監視衛星のデータを書き換えることは可能なはずだ。救難要請専用回線も乗っ取ることは難しくないだろう。全すべてがフェイクである可能性はないのか？」

「《直ただちに確認します。──監視衛星への不正な介入の痕こん跡せきは見つけられませんでした。救難要請専用回線も同様です》」

　竜一郎は胸のうちで唸うなった。他ほかのスタッフも同じだろう。

　そうだろうとは思っていた。だが、確認せずにはいられなかった。すべてが噓うそであってくれたなら、どんなに良いかしれない。

「《ベルザンディ》、《ヴァルハラ》はいまどこにいる？」

「《日本の上空を通過中です。現地は、日本標準時で現在、〇三：三八時です》」

「夜か……光学的にＧ・Ｏの姿を捉とらえられるか？」

　そう命じたのは、外部からの介在の余地を少なくするためだった。データになった時点で改かい竄ざんは可能になる。塵ちりほどの可能性だが、電子的に捉えた場合、最初の画像そのものがフェイクに差し替えられる可能性もあるのだ。

「《光学式カメラでＧ・Ｏを捉えます》」

　すぐにスクリーンの一角にウィンドウが開いて、夜の街が映し出された。だがそこは、昼間のように明るかった。街が目覚めている。ビルのネオンや部屋の明かり、道を我先に走る車のヘッドライトが、その異い形ぎようを夜に浮かび上がらせていた。

　無秩序な避ひ難なんが始まっていた。

　すでに事故も起きているようだ。炎と思われる輝きが隅の方にちらちらと見える。

　そして、Ｇジー・Ｏオーは一体ではなかった。僅わずか数百メートルの距きよ離りを置いて二体いる。

　どちらも同じような姿──というより、まったく同種体と見えた。

　体のほとんどは黒い毛に覆おおわれている。だが、見えるところでは、手と足の首から先、それに顔は無毛で、口は前に突き出し、後こう肢しだけで立っていた。腰を曲げ、手はだらりと下がっている。皺しわだらけの顔の中で、目は閉じられていた。

「これは……猿、か……？」

　そうとしか見えなかった。スクリーンに映っているのは、腰を折った状態でも身長が一二メートルもある、巨大な猿型のＧ・Ｏだった。体を起こせば一六、七メートルにはなるだろう。それがビルの間に、置物のように鎮ちん座ざしている。もう一体は交差点の真ん中で同じ格好で動かず、まるで一対の像のように見えた。

　──いずれ、Ｇ・Ｏは人に近しいものになるでしょう。

　生物側面対策班のイングマン研究主任の声が不意に蘇よみがえり、竜りゆう一いち郎ろうはぶるりと震ふるえた。

　身長一七メートルの人型のＧ・Ｏ……それは人間よりも、人類が知る唯一の知的生命体に遥はるかに近い。

　すなわち、対Ｇ・Ｏ戦における人類の切り札──ヴァルキュリアに。




　巨大な樹きを逆さにして宇宙に浮かべたような《ヴァルハラ》の下部に、ヴァルキュリア専用居住区《ヨトゥンヘイム》はあった。

　その一角にある質素ともいえる部屋に、止やむ気け配はいを見せぬ、Ｇ・Ｏ出現を示す警報アラームの音が、天井に埋め込まれたスピーカーから鳴り響ひびいていた。耳が痛くなるようなその音の嵐の中で、ヴァルキュリア騎き兵へいの一人、海かい津づ院いん真しん珠じゆは、光彩が一〇センチはあるその大きな黒い瞳ひとみで、閉じたままの床の円形のハッチを落ち着かな気に見つめていた。

　すでに彼女は、着替えを終えている。

　たっぷりと襞ひだの入った、足首まで届くチュニックの上に、胸から膝ひざ辺あたりまで届く、騎兵隊章を刺し繡しゆうした長方形の二枚の布を紐ひもで結んだものを着け、さらにその上に、シルバーホワイトのショートケープを羽は織おる、というそれは、ヴァイキングの女性の伝統的な衣装に近い。

　真珠の趣しゆ味みというわけではない。

　これが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の女性騎兵隊員の制服なのだ。

　対Ｇ・Ｏ戦前のブリーフィング時以外にはほとんど着ることがないこの制服は、機能性よりもイメージが優先されていた。

　ヴァルキュリア騎兵隊、と組織名が示すように《ＵＮＣＯＶ》には、さまざまな北欧神話がモチーフとして取り入れられている。

　例えば、《ＵＮＣＯＶ》の司令基地である、衛星軌道要塞基地オービツト・フオートレス《ヴァルハラ》の名前は、北欧神話の最高神オーディンの宮殿であり、戦死した勇者を迎え入れるための楽園の名前から取られたものだ。世せ界かい樹じゆ《ユグドラシル》の上に建ち、五四〇の部屋があるといわれていることにちなんでか、《ヴァルハラ》基地の部屋の数も五四〇だった。

　他ほかにも、作戦司令区の《ビフレスト》は外界と神界を結ぶ虹にじの橋の名称であり、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の旗き艦かん、衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター《スレイプニル》はオーディンの八本足の愛馬の名、というこだわりようである。

　これは、すべての計画の発端となった一大発見がなされたのが、ノルウェー中南部の山地、ヨートゥンハイメンだった、ということが大きい。

　ヨートゥンハイメンは昔から、北欧神話に出てくる、氷の地《ヨトゥンヘイム》のことだといわれていた。しかし、そこが本当に、神話で語られているような、巨人族の住む地であったと考える者は少数のオカルティストを除けばいなかった。

　だが、いまから二〇年前の二〇三五年、工事中に見つかった巨大な氷の洞どう窟くつからミイラ化した女性の遺体が発見されたことで、一部の人間はその見けん識しきと信仰を改めることになった。

　見つかったそのミイラは、ただのミイラではなく、驚おどろくべきことに身長が一六メートルもあったのである。

　しかし、巨人発見の報は、一時、世間を賑にぎわわせたが、元々が常識外の発見であり、せいぜいがタブロイド紙の表紙を飾る程度だった上に、発見者である巨大複合企業《ガルド》の情報操作によってすぐに終息した。

　それでも情報を聞きつけ、北欧神話は事実とする教義を持ったカルト宗教がいくつか生まれたが、たいした話題にもならなかった。

　その頃ころ、世間にはもっと重大な関心事があった──Ｇジー・Ｏオーである。

　のちに、延々と人類を脅おびやかし続けることとなる、この巨大生物との不幸なファーストコンタクトが、同じ頃に起きたばかりであった。地中海で発見されたアメーバ型のＧ・Ｏが、マルセイユで人類初の《ＧゴＯツＣク》──Giant Organic Calamityを起こし、一五〇万人の命が失われたのだ。

　その一五年後、Ｇ・Ｏ対策の切り札として《ガルド》の主導で《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔ》──《ヴァルキュリア騎き兵へい隊計画》が国連で提案され、承認を受けた。そう名づけられたのは、計画の要かなめとなる騎兵が、ヨートゥンハイメンで見つかった巨人の女性の子宮から見つかった凍結卵子を人間の精子と人工授精させて造られた巨人兵であり、しかも、その全すべてが女性体であったからだといわれている。

　ヴァルキュリア、とは、バルキリー、ワルキューレ、とも言い、オーディンに仕え、槍やりを手に戦場を駆ける戦いくさ乙おと女めのことである。

　Ｇ・Ｏを唯一倒すことのできる武器である《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を携えて戦う女性体の巨人騎兵を表すのにはふさわしい名称、と当時の記録には残されている。

　計画立案後四年を経て《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔ》は結実し、《ＵＮＣＯＶ》は初期活動を開始したが、そのときにはまだ、世間にはヴァルキュリアの正体は秘されていた。《ガルド》の開発した『人型万マンタイプオール能戦車マイテイタンク』である、というのが対外的な発表だった。

　真実が明かされたのは、衛星軌道要塞基地オービツト・フオートレス《ヴァルハラ》の完成後のことである。

　国連はその正体を明かすつもりはなかったようだが、本格活動への移行過程で、初期活動時《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の長官だった、元米国宇宙軍ＵＮＳＮ所属ビクター・ジェイコブスン少佐の判断ミスにより『事故』が起こり、ヴァルキュリアたちを守るために、新長官のヘルガが、初期装備の全身アーマーを強制排除したことで、ヴァルキュリア騎き兵へいが、実は巨人であることが世間に知られることになったのだった。

　国連と《ＣＯＶ委員会》は、事実を公表してヴァルキュリアたちに基本的な人権を与え、ヘルガ・アデナウワー長官の下もと、新体制化で《ＵＮＣＯＶ》の本格活動を開始させた。

　このヴァイキング風の制服も、その際に作られたものだ。

　それまで制服などはなかった。必要がなかった。

　ジェイコブスンにとって、自分たちは物だったからだ。Ｇジー・Ｏオーと戦うためだけの機械──それもきわめて厄やつ介かいな。

　なぜなら、真しん珠じゆたちには意思が、感情があったからだ。体は大きくても、十代の少女である。巨大な怪物の前に立てば、恐怖だって憶おぼえる。トリガーを引く指が凍ることもある。

　そんな時、ジェイコブスンは容よう赦しやなく薬を、電でん撃げきを真珠たちに与えて戦わせた。

　外界とは完全に遮断されたアーマーの中で、涙を流し、声が嗄かれるまで泣きながら戦ったことは一度や二度ではない。

　それでも従わざるを得なかったのは、彼らが自分たちの生せい殺さつ与よ奪だつ権を握っているからだった。

　真珠は、首のチョーカーにそっと指を触れた。

　国連はこれを《安全装置セーフテイユニツト》と呼んでいる。だが、真珠たちにとっては、首にかかった『首吊つりの紐ひも』だった。《ＣＯＶ委員会》が、ヴァルキュリアを制御できないと判断してスイッチを入れれば、肉体はアレルギー症状によってアナフィラキシーショックを起こし、短時間で死に至ることになる。チョーカーに仕込まれたアレルゲンに対して、そうした症状を起こすように体が調整されているのだ。

　自分たちは、初めからＧ・Ｏと戦うために造られた兵器だった。

　ジェイコブスンの下では、《棺桶コフイン》と呼ばれる旧型の強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドの中に全裸で閉じ込められ、外に出られるのはＧ・Ｏとの戦闘の時のみであれば、普通の制服など必要なかった。

　しかし、雨あま宮みや竜りゆう一いち郎ろうが新しい騎兵隊長に赴任してきて、すべては一変した。

　新基地《ヴァルハラ》には、自分たちのサイズに合わせた個室と、同サイズのキッチンやサロンが用意され、姉妹たちとも自由に顔を合わせることが許された。

　──夢のようだった。

　Ｇ・Ｏと戦う義務と《安全装置》は残ったが、これまでの扱いを思えば、真珠たちにとって《ヴァルハラ》は、その名の元の意味の通り《楽園》だった。

　なにより雨あま宮みや竜りゆう一いち郎ろうと出会えたことが一番の幸福だった、と、絶望の底に突き落とされたいまでも、それを否定することは真しん珠じゆにはできなかった。

　航宙自衛隊ＳＳＤＦの出向者である、弱冠二二歳のこの中ちゆう尉いだけが、自分たちを人間として扱ってくれたからだ。彼は、自分たちをナンバーでは呼ばず、初めから名前で呼んでくれた。

　海かい津づ院いん真珠というのは、本当の名前ではない。

　姓の『海津院』は精子を提供した日本人科学者のそれ、名前の『真珠』は彼女の出身である、《ガルド》傘さん下かのＢＴバトルトレーニング機関《ワイズリー》日本支部で公募でつけられた《通称》だ。

　正式な名前──そう呼べるのなら、だが──は《Valkyrie experimental animals no.5》という。略称《Ｖ─05》。

　つまり《実験動物ヴァルキュリア、その５番目》という、それが本名だった。

　科学者が姓を与えてくれたのは、親だからではない。星の発見者が自分の名前をつけるように、そこに自分の足跡を残すためにすぎなかった。誰だれもが自分たちをそう扱った。ジェイコブスンなどは『連中は実験動物』と公言してはばからなかった。

　しかし、竜一郎は違う。

　厳きびしい顔も見せるが、それは騎き兵へい隊長としてだ。上官と部下という身分さはあっても、それ以外では、彼は自分たちを同じ人間として扱ってくれていた。

　オフともなれば、官位の差さえなかった。

　例えば、特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツブ《扶ふ吟ぎん》のＶＲＴヴアーチヤルリアリテイタウンでのＶＲショッピングに、彼はよく付き合ってくれる。ずっと《ワイズリー》の研究所で過ごしてきた真珠たちにとっては、ショッピングという行為そのものが生まれて初めてのことだったが、見事にはまった。中尉を無理やり付き合わせ、ウィンドウショッピングをしたりするのは日常のことだった。

　竜一郎は、生まれて初めての料理も教えてもくれた。

　彼の得意な『航宙自衛隊ＳＳＤＦ特製カレー』──略して『航宙カレー』は、真珠にはいまだ無理だったが、妹のミルキィ・コーラルなどは実に見事に作ってみせた。それでも、基本的な調理なら、真珠でもあらかたこなせるようになったのは、すべて竜一郎の指導のおかげだった。

　何でもかんでも一〇倍サイズのキッチンで、彼は孤こ軍ぐん奮ふん闘とうして辛しん抱ぼう強く教えてくれた。何度包丁で刻まれかけたかしれない。それでも彼は諦あきらめなかった。

　そして、それまで食事といえば、チューブに入った何かどろどろしたものと、苦い錠剤だけしか知らなかった自分たちに、それ以外の世界があることを教えてくれたのも彼だった。

　人間が食べるものについては、研究所で詰め込まれた知識で知ってはいたが、生涯縁えんがないものだと思っていた。だがここでは、自分たちで作ることも、そうでなければ注文をすればすぐに一〇倍サイズの料理が届いて、それを楽しむことができる。

　それに竜一郎は、バカンスにも連れていってくれたりもした。

　さすがに街には近づけなかったが、無人島を借り切っての海水浴や、四方数十キロを立ち入り禁止・飛行禁止にしたサバンナでのピクニックなどに、彼は自分たちを連れていってくれた。そんなことをしてくれた人は、これまで誰だれもいなかった。

　そうしたことを思い出すと、いまでも胸の奥が温かくなる。もう二度とそうしたことはないのかもしれない、と思うと、よけいに愛いとしい思い出だった。

　この制服もそうだ。

　これを初めて着、姉妹たちと、竜りゆう一いち郎ろうの前に立った時のことは忘れられない。嬉うれしくて、誇らしくて、生まれて初めて胸を張ることができた。ただの実験動物の《Ｖ─》ナンバー体ではなく、ただひとりの自分──海かい津づ院いん真しん珠じゆとして人前に立てた瞬しゆん間かんだったからだ。

（けれど、今日は……）

　沈黙したままのハッチを見下ろして、真珠はため息をついた。

　ブリーフィングとなれば、竜一郎と顔を合わせないわけにはいかない。いまはそれが辛つらかった。姉妹たちも同じだろう──彼が、赴任してきたばかりの副隊長、シトロン・シュナイダー少しよう尉いと付き合っていることを知ってしまったのだから。

　二人はキスをしていた。

　人間は、挨あい拶さつでもキスをすることがあるというのは知っていたが、二人のそれは、そういうものとは違っていた。

　唇が、深く重なり合っていた。

　それは恋人同士がするキスだった。あらゆる資料がそれを示していた。

　それだけでも十分衝しよう撃げきだったが、シトロンがそれに追い討ちをかけてくれた。彼女はキスをしているホログラムを見せつけながら、所しよ詮せん、人間とヴァルキュリアは別、ということをことさらに言って、真珠たちから希望の芽を残らず毟むしり取っていったのだ。

　キスはおろか、抱き合うことも、手を繫つなぐこともできない──言われなくても、そんなことはわかっていた。わかっていたが、

（でも、もしかして隊長なら……）

　という想いは、姉妹全員が抱いていたに違いなかった。

　ここにはＶＲＴヴアーチヤルリアリテイタウンがある。接触感覚はなくても、そこでなら、彼との身長差はなく、同じ目線に立つことができた。いっしょにいられれば満足だったし、竜一郎もそう思ってくれるに違いない、と勝手に考えていた。

　だが、それは間違いだったと気づかされた。

　竜一郎は現実を、就任して間もない、きっとよく知らない《人間》の女の子を、自分たちの誰かよりも選んだのだから。

　手を繫ぎ、抱きしめ、キスすることができる相手でなければ──人間は人間同士でなければ、決して恋愛は成立しないということを、シトロンはことさらに言ってみせた。

　竜りゆう一いち郎ろうへの恋を自覚した途と端たんの失恋だった……平気で顔を合わせられるはずがない。

　だからといって戦わないわけにはいかなかった。大多数の人間にとって、自分たちの価値は、Ｇジー・Ｏオーと戦う以外にはない。以前のような生活に戻りたくなければ、そして生き長らえたければ、Ｇ・Ｏと戦うしかない。

　──それに、恋人にはなれなかったが、Ｇ・Ｏと戦っていれば、彼の部下ではいられるかもしれない。

（いまはそれでいい……）

　詭き弁べんだったが、そう考えれば胸の痛みはほんの少し和らいだ。

　だからこそ真しん珠じゆは、警報アラームが鳴ってすぐに制服へと着替えたのだった。しかし──

（けれど、どうしていつまで経たっても、ハッチが閉じたままなの……？）

　Ｇ・Ｏ出現の警報が鳴れば、遅くても一分以内には竜一郎から何らかの指示があり、ハッチが開くのが常だった。

　直径一〇メートルほどのそれは、エレベーターの入り口である。

　新型強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》が運ばれてきた場合は、乗り込めば後は自動的に《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の誇る最新鋭強襲揚陸艦《スレイプニル》へと運ばれる他ほか、作戦司令区《ビフレスト》にある巨大な作戦会議室《ケイブ》直通、もしくは宇宙港《ノーアトゥーン》へも行くことができる。また、ＶＲＴヴアーチヤルリアリテイタウンで買い物をしたその品が届くのもここからだ。

　人間用には、サロン・ルームに《ヴァルハラ》を貫くセントラル・エレベーターがあるが、真珠たちが《ヨートゥンハイメン》を出るには、このエレベーターを使うしかなかった。

　そしてこれは、自分たちで勝手に使えるものではなかった。使用は申告許可制なのだ。

　だが、これまでそれを不満に思ったことも、不自由に思ったこともなかった。願い出て、許可がおりなかったことも、長く待たされたこともなかったからだ。

　しかしいまオペレーターへの回線は繫つながらず（Ｇ・Ｏ出現警報下では自動的に遮断される）、ハッチも開かないという状況下で、真珠は初めて、自分たちがまだ囚とらわれていると感じていた。

（少しよう尉いを恋人にして、それで、あたしたちは部下としても必要なくなった……？）

　不意に浮かんだ、そんな愚おろかしい考えを、真珠は頭を振って振り払った。

　Ｇ・Ｏは、自分たちにしか倒せない。あの怪物を殲せん滅めつできる唯一の武器である《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》は、ヴァルキュリアが握ることで、初めて効果を発揮するのだから。

（でも……）

　真珠は、米国宇宙軍ＵＮＳＮにいる姉のことを考えた。

　遺伝上の欠陥が見つかったため、ロストナンバーになったはずの《ワイズリー》ロシア支部の《Ｖ─00》が、密ひそかに育てられ、米国宇宙軍に引き渡されていたことを知ったのは、この間のことだ。

　真しん珠じゆたちも出しゆつ撃げきした、アメリカの国境に近いカナダのトロント近郊での戦いで、彼女は自分の肉体の損傷には無む頓とん着ちやくに、ただひたすらＧジー・Ｏオーを倒すためだけに働いていた。痛みも、恐怖も感じてはおらず、もしかしたら意思すらないのかもしれなかった。

　人の言いなりになって動く、ただの生体兵器としてのヴァルキュリア──そんな姉妹が他ほかにもいたとしたら、それならば、自分たちに出しゆつ撃げき命めい令れいが出ないことも理解できる。彼女ならば、功を焦ったり、恐怖に駆られてパニックに陥ったりすることもないだろうからだ。

　それはぞっとしない想像だった。

　もしそうなら、こうしている間にも地上で、《安全装置セーフテイユニツト》の作動スイッチに手が置かれているかもしれないのだ。

　真珠は息を吞のんで、白い喉のどにぴったりと吸い付くようにはまっているチョーカーに触れた。それで作動の兆ちよう候こうがわかるわけでもないのだが、そうせずにはいられなかった。

　その時、不意にドアを小さく叩たたく音がして、真珠はハッとして振り返った。

　だが、いまは戦せん闘とう待機中だ。部屋を出てはいけない決まりになっている。空耳かと思ったが、警報アラームに混じって、もう一度、今度ははっきりとノックの音が聞こえた。

　真珠は、ショートケープを翻ひるがえしてドアに寄り、ロックを解除した。

　しゅっと音がして、金属製のドアは横ヘスライドして開いた。

「ミルキィ!?」

　そこには、真珠と同じ制服を着た末妹のミルキィ・コーラルが、不安気な顔で胸の前で両手を組むようにして立っていた。真珠とは色違いの、ピンクのショートケープの下で、肩が小さく震ふるえている。

《ワイズリー》イギリス支部で、真珠よりも一年遅れで誕生した彼女は、コーラル卿きようというイギリス人の精子の提供を受けている。そのため、イギリス系の白人の性質が肉体の特徴としてよく出ていた。白い肌。青い瞳ひとみ。ふわふわしたブロンドの髪。提供者の背が低いのかどうか真珠は知らなかったが、ミルキィは身長が一三メートルと真珠よりも三メートルも低く、一年齢周期しか年が離れていないのに、ずいぶんと幼く見えた。

　見た目だけでなく性格も甘えたところがある。

　泣き虫で怖がり──ミルキィは、戦闘には向いてはいなかった。

　ジェイコブスンはそんなことに配はい慮りよをするような男ではなかったが、竜りゆう一いち郎ろうは、指揮権が移ったその初戦から、ミルキィを戦闘要員からはずしていた。

　彼女の戦場での役割は、補給と救きゆう護ごである。

「シンジュお姉ちゃん……」

　そう言ったミルキィの目は、赤く腫はれていた。さっきまで泣いていたのだろう。

　胸が、ちくりと痛んだ。

　ミルキィも自分と同じく、失恋したのだとわかっていた。

　彼に《恋》をしていたのは、真しん珠じゆだけではない。姉妹全員がそうだった。そろって恋をして、そろって失恋したのだ。

　自分の痛みを思えば、ミルキィの心も察することができた。

　真珠は体を屈かがめるようにして小さな肩に手を乗せると、無理やり笑顔を作った。

「ミルキィ……駄だ目めじゃない。いまは待たい機き中でしょ？　お部屋にいなくちゃ」

「でも……」

「隊長さんに怒られて、他ほかの場所に行かされたくないでしょ？」

　言ってしまってから真珠は、意地悪な言い方、と自己嫌悪して唇を嚙かんだ。ミルキィの顔からは、さっと血の気が引いていた。シトロンから、ヴァルキュリア一人につき三機の無人砲台《シグルズ》をつけて世界の主要地域に再配備する、という《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の解体案を聞いたばかりだったのだから、当然だった。それをことさらに言ってしまうとは、意識していなくても、どこかに嫉しつ妬との気持ちがあるのかもしれない。

「さ、お部屋に戻って？」

　噓うそ臭くさい、と思いながら、笑顔を作り直して、真珠はミルキィを軽く押すようにした。冷たいとは思うが、いまはまだ、彼女の辛つらさを引き受けることができるほどの心の余裕はなかった。

　力が強すぎたのか、ミルキィは少しよろけた。愕がく然ぜんとしたような表情が胸を抉えぐったが、いまはそれもさらに真珠を苛いら立だたせるだけだった。もはや笑顔でいられなかった。と──
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「ミルキィだけじゃないもん！」

　涙を浮かべた瞳ひとみで、彼女はキッと真しん珠じゆを見上げた。

「お姉ちゃんたちだってお外にいるもん！　いけないことだと思うから、それを教えに来たのに！　シンジュお姉ちゃんのバカ！」

　ミルキィは、肩に置かれた手を払うようにして踵きびすを返すと、ピンクのショートケープをなびかせながら、ゆったりとした弧を描く廊下を駆けていってしまった。

　じん、と痛む腕を押さえて、真珠は小さな背中が見えなくなったその先をしばらく見つめていたが、ため息をつくと、部屋を出て廊下を歩きだした。

（一人で落ち込むこともできないなんて……）

　真珠はこんどこそ自分の性格が嫌いやになった。こんな時でも、迷惑をかけないようにしなくては、とか、怒られないようにしないと、と思って行動してしまうなんて。

（でも、仕方ないじゃない。皆がわがままを言ってたら、何もまとまらないし、それこそ、少しよう尉いの言っていた通りになってしまうかもしれないもの。そんなこと嫌だから、だから……仕方ない……）

　歩きながら、真珠は自分にそう言い聞かせた。

　廊下の先にはサロン・ルームがある。おそらくそこに、皆して集まっているのだろう。

　ミルキィは『お姉ちゃんたち』と言ったのだから、一人ではない。少なくても二人。長姉のレイン・ジーストとルビー・フォレストはいるはずだった。すぐ上の姉の水みず樹き晶あきらは、性格を考えれば、いない可能性の方が高かった。

　やがて廊下はＴ字路に繫つながって、ドアがなく廊下とは地続きとなっているサロン・ルームの入り口に、真珠は立った。

「……なにしてるのよ、姉さんたち」

　広い部屋を見回して、真珠は吐き捨てるように言った。

　レインとルビーがいたのは予想通りだったが、珍しいことに晶までもがそこにいて、しかも三人とも、いまだ私服のままだった。

　ジャージの上に白衣、という奇妙な格好の晶は、部屋の隅に立って、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の部隊章のスクリーンセイバーの表示されている壁かべのモニターを、眼鏡めがねの向こうから黒い瞳で見つめていた。適当に三つ編みのおさげにしたあちこちで黒い髪が跳ねている。

　彼女は、真珠と同じく日本人から精子の提供を受けて誕生したヴァルキュリアだ。しかし、一緒に育ったわけではない。

　晶は《ワイズリー》第一日本支部、真珠は第二日本支部の出身である。

　これも遺伝上の欠陥といえなくはない、近眼の晶だが、戦場では優秀な狙撃手スナイバーだった。文字通り《風が見える》彼女は、一二七ミリ劣化ウラン弾を使った長距離射しや撃げきで部隊随一の腕前を備えている。

　しかし、水みず樹き潤じゆん一いち郎ろう博士の情操教育の失敗か、晶あきらは積極性、自主性、自己表現能力などが他ほかの姉妹に比べて極めて低かった。ほとんど喋しやべらず、感情も面に出すことがほとんどない。微妙な変化を汲くみ取り、理解するしかなかったが、同じ民族の資質を受け継いでいるためか、真しん珠じゆはなんとなく晶の気持ちや考えがわかった。

　いまは落ち込んでいる。一見、そうは見えなくても間違いなかった。

　その斜め前に置かれたソファーのそれぞれの端に、レインとルビーが座っていた。レインはミニスカートのウエスタン風という格好、ルビーはぴったりしたＴシャツにジーンズという姿で、互いにそっぽを向いて、不ふ機き嫌げんなのを隠そうともしていなかった。

　二人は同じアメリカ支部の出身である。五人の中で、唯一、顔を合わせて育った姉妹で、いまでも、どちらが真の姉か、という不毛な争いをことある毎ごとに繰くり返していた。

　レインは、アングロサクソン系アメリカ人の形質を獲かく得とくしているため、肌は白く、髪は緩ゆるく波打つブロンドで、瞳ひとみは青い。鼻に少しそばかすが残っているが、年は真珠の一つ上の一七年齢周期でしかないのに、その顔も、体も、すでに大人おとなの女性と呼ぶのにふさわしかった。

　ルビーは、アフリカ系アメリカ人から精子の提供を受けて誕生し、肌は褐かつ色しよくで、髪は癖くせのきつい黒髪をしていて、瞳は少しだけ青みがかった黒という色をしていた。顔立ちは、彫りが深く、体と同じくしなやかで強きよう靭じんな、野生の獣けものを思わせた。

　よく言いあいもし、性格的にはそれほど似ているとはいえない二人だったが、髪を後ろに流すというその髪型と、共に気質的にフォワード要員に向いている、というところで、やはり一緒に育ったのだ、と思わせるところもあった。

　特に、何か問題を起こす時に二人の気が合うということを、真珠は《ヴァルハラ》に来て共に生活をするようになって知った。

　おかげで、何度、気を揉もんだかしれない。どうしてだか、いつも真珠が謝あやまる羽目になるのだ。

　しかし、今日ばかりは別だった。

　どう竜りゆう一いち郎ろうにとりなそう、と考えるよりも先に、この姉たちに対して怒りが湧わいた。

「……いいかげんにしてよ！」

　抑えられず、真珠は怒鳴っていた。晶とは反対側の隅で膝ひぎを抱えていたミルキィが、びくん、と震ふるえたが、それも真珠の憤りを鎮める役には立たず、レインとルビーがソファーに座ったままでこちらを睨にらんできても、怒りが萎なえることはなかった。

「警報アラームが聞こえないはずはないでしょう!?　戦せん闘とう待たい機き中に、しかも私服で、どうしてこんなところにいるの!?　いつ呼集がかかるかわからないのよ!?」

「オレの知ったことか」

　舌を打ってルビーは言い、真珠を驚おどろかせた。

「知ったことか、って……どういうこと……？」

「どうもこうもあるか。そのまんまだよ」

　ルビーはソファーに寄りかかるのをやめて、暗い目で真しん珠じゆを見つめた。

「少しよう尉いが言ってただろ？　所しよ詮せん、人間は人間同士なんだよ。隊長だっておんなじさ。少尉なんかと仲良くやってるんだからな。だったらＧジー・Ｏオーは人間の問題なんだから、自分たちで解決すればいいのさ。……オレたちの知ったことじゃない」

「そうネ。ルビーの言う通りヨ」

　レインも同じように体を起こし、テンガロンハットの下から真珠を見つめ、そう言った。

「隊長は、ワタシたちを裏切ったワ。彼も他ほかの連中と同じネ。ワタシたちを戦う道具としてしか見ていなかったのヨ。そんな人間たちのために、どうして戦ってあげなければいけナイ？」

　声を断ち切るように、真珠は、拳こぶしを握り締しめた腕を振った。

「なんでそうなるの!?　隊長さんが、あたしたちの誰だれかを選ばなかったからって、それは裏切りじゃないわ！　あたしたちが人間とは違うから選ばれなかった、って思うのは、事実から逃げてるだけだわ！」

「じゃあ、まったく関係ないって言えるのかよ！」

　ルビーはソファーの肘ひじ掛かけを殴りつけてヒビを入れ、その音でミルキィをますます萎い縮しゆくさせたが、気にも留めなかった。

「オレたちが人間と違うことが、隊長があの女を恋人に選んでオレたちを選ばなかったことと全然関係ないって、そう言えるのかよ！　そっちの方がよっぽど信じられないね！　隊長以外は、皆、そうだっただろ!?　オレたちはいつだってモノ扱いされてきた！　司令だって、オレたちを初めはナンバーで呼んだ！　隊長だけが違うことの方がおかしかったんだよ！」

「辛つらいからって、いままでの隊長さんとの思い出も否定するの!?」

「全部、ごまかしだったんだよ！　おまえこそ現実を見ろよ、真珠！　隊長が選んだのは、オレたちじゃない！　人間の女！　あのいけ好かない少尉だ！」

　ルビーは、もうたくさんだ、というように背中を再びソファーに投げ出して肩を竦すくめた。

「……それで十分じゃないか」

　逸そらした瞳ひとみに、微かすかに涙が揺れているのを見て、真珠はそれ以上何も言えなかった。

　怒りは溶けて消え、ルビーが感じている心の痛みがわかった。それはきっと、自分の胸の奥のそれと同じに違いなかった。

　唇を嚙かんだ真珠に、レインが薄うすく微笑ほほえみかけた。

「ワタシとルビーは、もうこれ以上、人間のために働く気はナイワ。真珠も、ロシアで生まれた姉さんを見たデショウ？　あれが人間の答えネ。部隊を分割？　再配備？　じゃあ、そのあとは？──きっと姉さんと同じにされてしまうワ。何も感じない、ただ、戦うための肉人形」

「そんなこと……」

　真珠には、ない、とは言い切れなかった。現に、アメリカは実行しているのだ。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》がやらないという保証はなかった。

「でも──でも、あたしたちが戦わなかったら、国連は、人間は、きっと《安全装置セーフテイユニツト》を作動させるわ！　それも、きっと一斉にじゃない。誰だれか一人、わたしたちの誰か一人だけを、見せしめのために殺すわ！　姉さんたちは、それを我慢できるの!?」

　誰も答えなかった。

「あたしは嫌いや！　絶対に嫌よ。……隊長さんが、姉さんたちの言う通りの人でもいいわ。でも、だからって、どうしていまの生活を捨てなきゃならないの？　いままで、こんなに楽しい日々があった？　命をかけて抵抗するのは、連中が本当に、あたしたちをばらばらにしようとしてからだって、あたしたちをロシアの姉さんのようにしようとしてからだっていいじゃない！　それじゃ駄だ目めなの？　レイン姉さん、忘れたの？　言ったよね、『同じ戦わなくちゃならないなら、この環境の方がいい』って！」

「……言ったかもしれないワ。けどね、真しん珠じゆ。それは、納得して言っていたわけじゃないのヨ。ただ、諦あきらめていたダケ。ワタシはいつも諦めていたワ。仕方ない、そうするしかない、ッテ。でも、ロシアの姉さんがあんな風にされたの見て、それに隊長まで、あんな女を選ぶ人間で、ワタシはわかったの。このまま言いなりになっていたら、いずれ同じ目に遭あう、ってネ。ワタシたちを分断して世界中に配置するなんていうのは、きっとただのいい訳ヨ。その方が、抵抗されずに済むものネ」

　ルビーの後ろで壁かべに寄りかかったまま、晶あきらが小さく頷うなずいて、レインの意見に賛同した。

「真珠、勘違いしないで欲しいのはね、ワタシは、隊長に失恋したからこんなことを言ってるわけじゃないのヨ。……確かに、ガッカリはしたし、悲しいけど、今度のことは、隊長と──いえ、人間とワタシたちの関係を、もう一度冷静に考え直すいいきっかけになったと思うノ。真珠もよく考えて──」

「だからって自殺!?　姉さんたちはそれでいいかもしれないわ！　でも、国連がスイッチを押すのは、姉さんたちの《首輪チヨーカー》だとは限らないのよ!?　あたしかもしれない！　ううん、ミルキィかもしれない！」

　ひっ、とうずくまったミルキィの喉のどから小さな悲鳴が漏れた。

「真珠！　ミルキィを怖がらせてどうするんだよ！」

　ルビーは怒鳴ったが、真珠は怯ひるまなかった。

「姉さんたちのしていることは、そういうことよ！　本当にそれがわからないの!?」

　国連が脅おどしをかけるために生いけ贄にえを誰だれか一人選ぶとしたら、それはミルキィ以外にはありえなかった。事実上、彼女は戦力外だからだ。ミルキィは大きな青い目に涙をいっぱいに溜ため、青い顔でレインとルビーを見た。唇が震ふるえている。二人の姉は、末妹から目を逸そらした。

「ミルキィは、うんって言ったの!?　姉さんたちのためなら喜んで生いけ贄にえになるって、そう言ったの!?」

「やめろよ、真珠っ……ミルキィを泣かすことないだろ……」

　喉のどの奥から声を絞り出すように、ルビーが言った。

「そうさせてるのは姉さんじゃない！」

　怒鳴り、それから息が詰まって、真しん珠じゆは言葉を切り、大きく深呼吸をした。目の回りがぼおっと熱い。瞬まばたきをすると、ぽろぽろと涙が落ちた。

　つられるように、ミルキィがとうとう声を上げて泣き出してしまった。うわーん、あーん、と幼い子供のように、ぐしゃぐしゃに顔を涙で濡ぬらして声をかぎりに泣いた。

　唇を震ふるわせながら、もう一度深呼吸をして、真珠は彼女の傍そばに行くと、膝ひざをついてそっと抱き締しめた。真珠に比べれば小さな手が、痛いほどにしがみついてきて、ショートケープのしたの胸のふくらみに顔をうずめるようにして、声をくぐもらせながら泣き続けた。

　ふわふわした頭を撫なでてやりながら、真珠はレインたちを向いた。

「……あたしだって、姉さんの言うこと、わからないわけじゃない。ロシアの姉さんに人間が何かしたんだろうってことぐらい、あたしたちが同じことをされるかもしれない、っていうことぐらい、わかってる。でも、だからって、隊長さんに逆らって、それでどうするの？」

　ルビーは答えなかった。レインも目を伏せ、晶あきらも視線を逸そらした。

「あたし、ここが好きよ」

　啜すすり泣きにまで落ち着いたミルキィの頭を抱き締めながら、真珠はゆっくりと言った。

「皆と一緒にいられるここが好き。ずっと施設で一人きりで育ってきて、ようやく一緒になれたんだもの。……それは、時々は喧けん嘩かもするし、腹が立ったりすることもあるけど、姉妹なんだから当然よね。ここにいたら、これからも戦い続けなくちゃいけないだろうし、きっと大変なことがまだまだあると思う。……でも、それでもあたしは皆と一いつ緒しよにいたいの！」

　何かを言いかけ、ルビーは口をつぐんだ。構わず、真珠は続けた。

「ロシアの姉さんは確かに強いわ。Ｇジー・Ｏオーを怖がっていなかったみたいだし、怪け我がも痛くないみたいだったもの。人間があのやり方に期待するのはわかる。だって、人間はＧ・Ｏが怖いんだもの！　強い武器が欲しいんだもの！　だったら、あたしたちは、五人のチームでロシアの姉さん以上に強いんだ、ってことを見せようよ！　そうすれば、きっと皆でここにいられるって思う！」

　ぎゅっ、とミルキィが真珠の背中に回した手に力を入れてきた。その頭を、再び優しく撫なでながら、真珠は姉たちの反応を待った。

（いざとなったら、あたしだけで戦うしかない）

　腕の中の温ぬくもりを感じながら、真珠はそこまで考えていた。

（姉さんたちは病気だって言って──メディカルチェックをされてるから体の方じゃすぐにわかってしまうから、心の方の病気だって言って、それでなんとかするしかない。……それに、あたしは姉さんたちほど、隊長さんに絶望していないもの）

　真珠を根底で支えているのはそれだった。

　確かに、竜りゆう一いち郎ろうは自分たちを選んではくれなかった。それで『ほら、やっぱり』と考えなかったとは言わない。しかし、だからと言って、これまでの彼の自分たちへの態度の全すべてが、噓うそである、と思うこともできなかった。あれが自分たちを手なずけるための演技であったとは、どうしても思えなかった。

　ふうう、とルビーがゆっくりと息を吐いて、肩から力が抜けていくのがわかった。彼女は、どこか恥ずかしげな微笑ほほえみを浮かべて真しん珠じゆを向き、

「恥ずかしいくらい前向きだよな、真珠は」

　と言った。照れが見え隠れしている。

「……悪い。なんか、ガキっぽかったよな。隊長に裏切──振られてさ、ちょっと自や棄けになってたんだよ、きっと」

「姉さん……」

「でもよ、連中のために戦うのが心底バカバカしくなったのは、本当だぜ。むしろ、許せねえとすら思ってる。オレとレインはアメリカの出身だ。二人とも、父親は施設の人間だし、皆のことも、アメリカのことも嫌いじゃなかった。でも、同じ《ワイズリー》のロシアの連中のやり方を見て、今度こそわかったことがある」

「何？」

「人間は、敵だ、ということさ」

　そんな、と反対意見を言おうとした真珠を、ルビーは手を上げて止めた。

「だって、そうだろ？　ロシアの姉さんをあんなふうにしちまったんだ。あんなことをした連中が、敵でなくてなんだ？　いまはＧジー・Ｏオーがいるから、オレたちは必要──利用されているが、真珠、もしＧ・Ｏがいなくなったらってこと、考えたことあるか？」

「そんなこと……」

「ないか。──連中はＧ・Ｏを恐れてる。けどよ、それと同じように、オレたちのことも恐れてる。だからこそ国連はこのクソいまいましい《首輪チヨーカー》をはめ、ジェイコブスンの野郎はオレたちを一人一人隔離して恐怖で縛しばりつけた。じゃあ、もしＧ・Ｏがいなくなったら、そのあとは？　連中はどうすると思う？」

「まさか、そんな……」

　真珠は作り笑いを浮かべようとしたが駄だ目めだった。

「きっと、そのまさかネ」

　とレインがルビーの言葉を引き継いだ。

「連中、ワタシたちを抹まつ殺さつするヨ。《安全装置セーフテイユニツト》のスイッチを入れるに違いないネ」

　ルビーが頷うなずいた。

「戦っても、戦わなくても、どうせいずれ死ぬんなら、人間どもめ、てめえらもＧ・Ｏに滅ぼされちまえ──と、まあ自棄になって、それで戦うのをやめよう、と思ったんだけどな。勝手に決めていいもんじゃなかったよな。オレたち、姉妹なんだから」

「けれどね、真しん珠じゆ。いずれその時が、人間がワタシたちの敵になるその日が、来るかもしれないということ、考えておいた方がいいと思うノ。ワタシももう、諦あきらめて適当なことを言うのはやめるワ。……ワタシだって、あなたたちと一緒にいたいもの」

　そう言って微笑ほほえんだレインの言葉に、言いくるめようとかいう、噓うそは感じられなかった。

　真珠は二人の考えを否定することはできなかった。

　それは、彼女が感じていたことでもあったからだ。怖がるわけでもなく、自然に接してくれた人間は、真珠の知る限り、竜りゆう一いち郎ろう以外にはいなかった。シトロンも怯おびえた様よう子すは見せなかったが、常にこちらに挑むような態度を取っていて、自然体とは言いがたかった。

　作戦司令区《ビフレスト》が、上層と下層に区切られているのは何のためか。目線の高さを合わせるためと謳うたっているが、本当は『堀』だとは考えられないだろうか。

（確かに、人間はあたしたちを怖がってるのかもしれない……でも、恐れながら、別の恐怖を刈り取るために、それを利用している？　だとしたら、姉さんの言う通り、次に刈り取られるのはあたしたち──）

「わかったでショウ？」

　言われ、真珠は目を瞬しばたたいた。可能性としては、否定できなかった。

「だから、備えておく必要はあると思うノ。なんとかこの《首輪チヨーカー》を外せるといいのだけれど……ロシアの姉さんもいるから、交渉は難しくなったと考えるべきでしょうネ」

　ソファーに座ったまま、ルビーは右みぎ拳こぶしを左の掌てのひらに打ちつけた。

「くそっ、やっぱり騙だまされた気分だぜ。もしかして隊長は、ロシアの姉さんが出しゆつ撃げきできるまでオレたちによけいなことを考えさせないように優しくしたんじゃないか、って思っちまう」

「それは、考えすぎだと思う……」

「だといいんだけどな。……とりあえず、今回は出てやるよ。後のことは、今度のＧジー・Ｏオーを片付けてから話し合おう。──晶あきら、おまえもそれでいいよな」

　眼鏡めがねの姉は、無言でこっくりと頷うなずいた。

「……決まりだな。それじゃ、とりあえず部屋に戻って着替えようぜ」

　言って、ルビーは立ち上がった。

　その時、不意に警報アラームが止まり、全員が思わず、天井のスピーカーを見上げた。これまで、戦せん闘とう配備につく前に警報が止まったことなどない。だが、円形のそれは、まるで誤報であったかのように沈黙して、ふたたび鳴ることはなさそうに見えた。

（もしかして、訓練だったの……？）

　そう思わせるほど、長い沈黙が続いた後、こんどは唐突に壁かべのモニターが切り替わった。

　腕の中でミルキィの体が強張こわばるのがわかった。

　彼女だけではない、真珠の体も思わず固くなっていた。モニターに映し出されたのは、他ほかならぬ竜りゆう一いち郎ろうの姿だったからだ。

　クルーカットの髪を乱し、彼は自分の姿がすでにモニターに映っていることに気がついていないように見えた。

『委員会に要請して、各国の軍事衛星から情報をこちらに回させろ！　《ヴァルハラ》の目だけでは足らない！　ハッキングのチェックを怠るな！』

　竜一郎は、酷ひどく疲れているように見えた。《ビフレスト》全体がざわついているのが、モニター越しにも感じられた。

　ちらり、と視線がこちらを向いて、すでに回線がつながっていることに彼はようやく気がついたようだった。ひとつ深呼吸をすると、さっと目を走らせて、僅わずかに顔を曇くもらせた。全すべてのモニターは双方向になっている。いま、彼のモニターには、サロンを含めた全ての部屋のモニターからの情報が表示されているはずだった。

　本来なら、ひとつに一人が映るはずなのが、そうではなかったことに不信を抱いているのだろう。しかも、三人は私服のままなのだ。だが、そのことについて竜一郎は、

『皆、いるな？』

　と言っただけで、あえて最初に触れることはなかった。

「隊長さん、Ｇジー・Ｏオーですか？」と真しん珠じゆは訊きいた。

『……そうだ』

　竜一郎の顔は、なぜか苦痛を感じているように見えた。

『だが、すぐの出しゆつ撃げきはない。警報アラームを止めたのもそれが理由だ。癇かんに障さわるからな。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機き動どう騎き兵へい隊は、現状のまま待機だ』

「……あたしたちではなく、ロシアの姉さんにやらせるんですか？」

『さあな。現在、ＵＮＳＮの動きは把握できていない。だが連中も、虎とらの子のヴァルキュリアをむざむざ失うような真ま似ねはしないだろう。いくらあの《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》が優秀だといっても──』

　竜一郎は言葉を切ると、ふっと息を吐いた。

『とにかく待機だ。いま、どこへ出撃するべきか《ＣＯＶ委員会》の決定を待っている。命令が下ればすぐに出撃する。なお、アデナウワー司令が席をはずしているため、現在、俺おれが代わって《ＵＮＣＯＶ》の指揮を執とっている。──とりあえず着替えておいた方がいいな、伍ご長ちよう』

　彼の瞳ひとみが、レイン、ルビー、晶あきらの三人を順に見たが、彼女たちは顔色を変えることも恐縮した様よう子すも見せなかった。そこから何かを感じたかどうか、彼の疲れた表情からは読み取ることはできなかった。

『追ってまた連絡する。ああ、部屋にいなくてもいいが、あまり食べるなよ」

「あの」

　通信を終わろうとしていた竜一郎に、真珠は呼びかけていた。

『どうした、伍ご長ちよう？』

　普ふ段だん、彼は真しん珠じゆのことを君付けで名前で呼ぶ。わざわざ階級で呼ぶのは、急によそよそしくなったわけではなく、そこが作戦司令部であり、周囲へのけじめのためだ。だが、そうはわかっていても、少しだけ切なかった。

「あの……どこへ、と言いましたよね？　つまり、Ｇジー・Ｏオーは複数体出現しているんですか？」

『……そうだ』

　妙な間が気になった。同時出現の可能性については、ウランバートルでの戦せん闘とう直後にハワイに新たなＧ・Ｏが出現したことで予測はついている。ことさら隠すようなことではない。

（何かおかしい）

　そう考えると、竜りゆう一いち郎ろうの背後の騒そう々ぞうしさも気になった。いつもは整然と事態に対処している、その同じスタッフとは思えない落ち着きのなさが、ちらちらと見て取れた。

（司令がいないときにＧ・Ｏが現れたせい？）

　確かにそれは初めての事態だと記き憶おくしていたが、しかし、ヘルガ・アデナウワーは《ヴァルハラ》に帰還しているはずだった。この緊きん急きゆう時に《ビフレスト》にいないのは変だった。

「隊長さん、何があったんですか？」

『……何もない。単に複数のＧ・Ｏが出現しているため、どこへ部隊を派遣するべきかその決定が長引いているだけだ。簡単には決まらないさ。なにしろ派遣されなかった先に対する責任は、委員会に被かぶってもらうことに決まったらしいからな。色々と思惑があるのだろう』

「それだけですか？」

『他ほかに何があるというんだ、伍長？』

「それじゃあ、教えてください。……Ｇ・Ｏは何体ですか？」

　竜一郎の顔が曇くもり、答えを躊躇ためらったのが明らかだった。

　それだけで、二体や三体ではないことがわかった。

　真珠は、彼の苦悩が理解できた気がした。現状《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が出しゆつ撃げきできるのは一箇所だ。出現場所に合衆国が含まれていれば、米国宇宙軍ＵＮＳＮに所属している《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》がそちらにあたるであろうから、同時に二箇所のＧ・Ｏに対処できるが、そこまでだった。

「隊長さん。いったいＧ・Ｏは──」

　その時、おかしなことが起きた。竜一郎が声を立てずに笑ったのだ。普段の彼の笑顔とはまったく違う、どこかぞっとするような笑顔だった。

　ごくり、と唾つばを飲み込んで、真珠は黙だまった。痛いほどに、ミルキィもしがみついてくる。

『──五〇〇〇万だ』

　震ふるえる声で、竜一郎は言った。

『五〇〇〇万だよ、伍長。地上はＧ・Ｏで溢あふれている』













　　　　　Ⅱ．ワシントンＤ．Ｃ．







（教えてしまってよかったのだろうか？）

　通話を終え、回線を切った後で、竜りゆう一いち郎ろうは少しだけ後悔した。

　五〇〇〇万というのは絶望的な数字だ。

　真しん珠じゆたちはこれまで、一対一の戦せん闘とうしか経験していない。同時出現時のシミュレーションは行っていたが、あくまで個々の、各個撃げき破はの可能性についてのみの検討だった。

　肉眼で視認できる範囲に、数体のＧジー・Ｏオーが出現する可能性は排除されていた。これまでの出現パターンから、その確率はほぼ零ゼロに近い、と結論されていたからだ。

（それが、いきなり五〇〇〇万とはな）

　竜一郎は、知らずに真珠たちに見せてしまっていた、ぞっとするような笑みをまた浮かべていた。それは人が、笑うしかない、という状況に追い込まれた時に漏らす笑みだった。

　画の消えた黒いモニターに映り込んだその顔に気づいて、竜一郎はハッとした。

　かりそめにも指揮を任された人間がしていい顔ではなかった。

　平手で、少し赤くなるほどに頰ほおを叩たたいて気合を入れた。ぱし、と意外と大きな音がしたが、スタッフの誰だれも気に留めた様よう子すはなかった。

（悩むな。彼女たちに真実を教えたのは正しい選択だった。彼女たちは本当の意味で訓練された兵士じゃない。是非を問わず、ただ命令に従うことはできないだろう。それに、俺おれが教えなくても、情報はいくらでも手に入れられる）

《ヨトゥンヘイム》のサロンのモニターでも、各部屋のネットワークの端末からでも、地上の情報は引き出せた。《ヴァルハラ》では、常時、世界中の衛星放送を受信しており、どこのホストへも接続することができる。

　そうした回線は簡単に遮断できたが、竜りゆう一いち郎ろうにその意思はなかった。

　情報を隠すということは、信頼関係にヒビを入れることになりかねない。

　真しん珠じゆたちがただの新兵なら、彼女の質問に対して竜一郎も、

『それは貴様の知るべき内容ではない』

　と一いつ喝かつしていただろう。

　だが、騎き兵へい隊長としての竜一郎が命じられたのは、兵士であるより先に、真珠たちを『女の子として扱え』という不可思議な命令だった。

　戦せん闘とう部隊であるということを思えば、そうした人間関係の構築は非効率的だったが、命令は命令である。それが《ガルド》からの内々の意向であっても、理由など、それこそ一中ちゆう尉いの知るべきことではなかった。実質《ＵＮＣＯＶアンコヴ》を動かしているのは《ガルド》だからだ。

　それは《ＣＯＶ委員会》のメンバーの顔ぶれからもわかる。アメリカを除いた、全員が《ガルド》に何らかの関かかわりがあることは、公然の秘密だった。

　それに対して、あまり非難めいた報道がされないのは、《ガルド》の《ＵＮＣＯＶ》に対する支援が、無償で行われているからに違いなかった。この《ヴァルハラ》も《ガルド》傘さん下かの重工業の連合企業体が造り上げた物だが、国連から建造費は一切貰もらっていないという話だった。つまりこの巨大な衛星軌道要塞基地オーピツト・フオートレスを一企業が『地球の平和のために』寄付したのである。

　そのメンテナンスの意味もあって、《ヴァルハラ》には実に多くの民間人がいた。

　ヘルガの友人でもある風かざ花はな夏なつ美みもその一人だ。

　弱冠二〇歳で、特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツプ《扶ふ吟ぎん》と戦闘訓練航宙艦バトルトレーニングシツプ《霧む忍にん》の最新鋭航宙艦、それに浮遊要塞フロートフオートレス《シグルズ》の設計までも手がけた、日につ帝てい重じゆう工こう業ぎようの若き天才技師の彼女は、手が空いていれば《ビフレスト》でオペレーターを買って出るのだが、いまは姿が見えなかった。

《ヴァルハラ》の主要なメンテナンスは、彼女のような民間出向組によって行われている。

《ガルド》が唯一の条件をつけたのがそこだったと聞いている。

　まだ特許取得前の先進技術も多数導入しているので、それを外部に知られることは企業としての命に関わる、という理由だったらしい。

　国連はこれを承諾した。Ｇジー・Ｏオー対策が何より優先であり、《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔ》の要かなめである《ヴァルキュリア》も、Ｇジー・Ｏオーを唯一倒せる《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》も、全すべて《ガルド》からの貸与品であるという負い目もあったに違いない。

　そんな力関係の下での《ガルド》の意向は命令と変わらず、就任前のレクチャーでもそのことはよくよく言い含められていたので、従うことに抵抗はなかった。

　だが、戸惑いはした。

　なにしろ竜りゆう一いち郎ろうは、生まれてこの方、性差で接し方を変えたことなどなかったからだ。

　それでも何とかうまくやれてきたように思う。竜一郎の立ち入れない女性特有の悩みに関しても、シトロン・シュナイダー少しよう尉いが副隊長に就任してくれたことで、クリアになった。

（そういえば、少尉はどこだ？）

　辺あたりをぐるりと見回し、彼女がまだ到着していないことに竜一郎は気がついた。

　途と端たん、人間用居住区《ミドガルド》にあるオープンカフェでの不意打ちのキスを思い出して、このような時にもかかわらず、顔を赤くしてしまい、内心で自分を叱しかり飛ばした。そうしてから、気持ちを切り替えてオペレーターの一人に声をかけた。

「君！　シュナイダー少尉を呼び出してくれ！」

「了解しました」

　オペレーターは《ヴァルハラ》の全区画に向け、シトロンに至急《ビフレスト》へ出頭する旨むねを繰くり返し放送した。竜一郎を含め、各人は専用の小型無線機を携帯しているが、所用に没頭していると気づかないことも多く、呼び出しは古典的にもっぱらこちらだった。

「中ちゆう尉い、《ＣＯＶ委員会》と回線がつながりました」

　カッター曹そう長ちようが振り返って告げた。

「スクリーンには出さなくていい。ここへ回してくれ」

　彼女が椅い子すを回して何がしかの操作をすると、竜一郎の目の前のコンソールのモニターに、厳きびしい顔をした白人男性の顔が映し出され、竜一郎は敬礼した。

『……君は誰だれだ？』

　男の第一声はそれだった。

『そこは司令の席ではないのかね？　我々は彼女の首をすげ替えた憶おぼえはないが？』

「自分は、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機き動どう騎き兵へい隊隊長、天あま宮みや竜一郎中尉であります。アデナウワー司令は不ふ慮りよの事故に遭あわれ、大事をとって、検査のために席をはずしております」

『この非常時に、かね？』

「非常時だからこそ、であります。内規に則のつとり、緊きん急きゆう避ひ難なん措置として、自分が司令代行任務についております」

『……大事のようだな、中尉』

「いえ、そのようなことは──」

『あの娘がそこにいないというのは、そういうことだよ、中尉』

　男は葉巻の両端を専用のカッターで切り落とすと、火を点つけ、紫し煙えんを吸い込むとゆっくりとそれを吐き出した。一いつ瞬しゆん、モニターが白く濁にごる。それが晴れ、彼が再び口を開くのを、竜りゆう一いち郎ろうは辛しん抱ぼう強づよく待った。

　彼は葉巻の腹を両手で遊ぶようにしながら、竜一郎を値踏みするように見ていたが、やがて小さなため息をついた。

『……いいだろう。君を司令代行と認めよう。私は委員会のメンバーの一人、大英帝国の代表のアーバンカムだ』

「光栄です、アーバンカム卿きよう」

　彼は、当然だ、というように頷うなずいた。

「早速ですが、現在、懸けん案あんでありましたＧジー・Ｏオーの同時出現が発生しております。自分は司令より出しゆつ撃げきの当該地域の決定は委員会が行う旨むね、承っております。ご指示を」

　するとアーバンカム卿は、失望を隠そうともせずに、首を振った。

『やはり現場の指揮官では、物事を大局的に見ることは無理か』

「どういうことでしょうか？」

『《ヴァルハラ》の監視システムは壊れているのかね？　Ｇ・Ｏは、地球上のほぼすべての国に出現しているのだぞ？　ここベルリンにも現れた。身長が一九メートルはある、巨大な猿のような奴やつがな。これだけの数を相手に何ができる？　みすみす切り札を失うだけだ。──出撃は認められない』

「それは、委員会の決定ですか？」

『そうだ。我々のいるベルリンも含め、委員会は正式に《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機き動どう騎き兵へい隊の地球へ降下を禁止する。いまは事態の推移を見守るのだ』

「しかし、我々は現在、戦う術すべを持っています。なのに手をこまねいて何もしないということを、世界の人々が納得するでしょうか？」

『中ちゆう尉い、それは本心ではあるまいな？　我々は、部下をみすみす死地へ追いやるような、無能な上官を選んだ憶おぼえはないぞ？』

「しかし、武器を持つものが戦って見せなければ、危うい手段に出る国がある可能性があるのではないでしょうか？」

『……核使用の心配をしているのかね？』

「それもあります。しかし、それよりも自分が懸念するのは、人々の感情の方です。役に立っているところを見せなければ、現状のやり方を見直すべきだという議論が起こるに違いありません。しかし現場の指揮官として申し上げますが、現状、《ヴァルキュリア》は単独では戦果をあげられません」

『《Ｖ─00》はどうなのかね？』

　ぴくっと動きそうなった眉まゆを、竜一郎は何とか抑え込むと、小さく深呼吸をした。

「……彼女は、すでに生体機械に過ぎないと思われます。同じに扱うということになれば、自分が内々に受けた命令は、もはや遂行できません」

　それを聞くと、アーバンカム卿きようは沈黙した。竜りゆう一いち郎ろうが受けた命令は、当然知っているのだ。

『……確かに世論は重要だ。再検討して──』

「中ちゆう尉い！」

　卿の声を遮るように、オペレーターの一人が竜一郎を呼んだ。

「卿、少しお待ちください──どうした!?」

　そう言い置き、竜一郎はモニターから顔を上げ、声の方を振り向いた。

「《ＵアＮンＭムＳツＳス》から艦かん艇ていが一隻出航しました！　ＵＮＳＮ所属、衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター《ハース》です！」

「何!?──《スクルド》！《ハース》の航路を予測しろ！」

「《りょーっかいっ！》」

　幼く、そしてフランクな合成音声がそう応じた。《ヴァルハラ》の誇るネオ第三世代コンピューター《ノルン》の内、《スクルド》は未来予測を担当する擬ぎ似じ人格である。《ノルン》は、この《スクルド》の他ほか、現状分析のための《ベルザンディ》、記録・分類のための《ウルズ》で、ひとつの頭脳を構成している。

　それぞれの名称はこれも北欧神話から取られていて、《スクルド》は未来の運命の女神、《ベルザンディ》は現在の運命の女神、《ウルズ》は過去の運命の女神のことであり、彼女たちを総称して《ノルン》と呼ぶ。

　擬似人格にまで姉妹設定がつけられているのは、開発者の趣しゆ味みらしい。緊きん張ちよう感がないということで、ヘルガが直すように命令を出したが、いまだにそのままだった。

「《計算終わりー！……んーとね、《ハース》はワシントンＤ．Ｃ．の上空を目指しているもよーだよ？》」

「《ベルザンディ》！　ワシントンにＧジー・Ｏオーは!?」

「《現在、二六五体を確認。いずれも出現位置で沈黙しています。市民の避ひ難なんは現在も進行中。市内八箇所で、暴動が発生。市し警けいとＳＷＡＴがこの鎮圧に当たりつつ、市民の誘導を行っています。軍の出動はありません》」

　驚きよう異いの再生能力でほとんど攻こう撃げきを受け付けないＧ・Ｏに対し、軍が行動を起こすことは、近年ではほとんどない。下へ手たに刺激をすれば被害が大きくなるだけであり、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が活動を開始するまで、人類はＧ・Ｏに対して逃げることしかできなかったのだ。《ヴァルキュリア》は、その人類がようやく手に入れた希望の『剣』のはずだった。

（なのに、いまはこうして、ＵＮＳＮが出撃するのを黙だまって見ているしかないとは……）

　苦渋が込み上げてくる。

　ＵＮＳＮ司令であるジョージ・ダラス提てい督とくのこの判断は、おそらくは大統領命令なのだろうが、賢けん明めいとは思えない。二六五体のＧジー・Ｏオーを相手に、たった一人の《ヴァルキュリア》と三機の《シグルズ》で戦うなど、無謀がすぎる。前回彼らはキツネザル型のＧ・Ｏ戦には勝利しているが、とても快勝とはいえなかった。

（……たとえ《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》が、アメリカだけの『剣』でも、人類にとってはかけがえのない戦力だ。みすみす死なせるわけにはいかない。それに、姉である彼女が死ねば、真しん珠じゆたちも悲しむ）

　竜りゆう一いち郎ろうは、手元のモニターを向いた。

「アーバンカム卿きよう。《ハース》が出しゆつ撃げきいたしました。彼らはワシントンに向かっています」

『その情報は、こちらでもいま確認した』

「この事態です。たとえ《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の意に添わなくても、《黒のヴァルキュリア》を失うことは人類にとって大きな痛手となります。……そちらで何とかできませんか？」

『同感だな。カーター委員を通じてダラス司令に圧力をかけよう──あの堅物が聞くとは思えぬがな』

「お願いいたします」

『……中ちゆう尉い。忠告しておく。我らの決定には従うのだぞ。わかっているな？』

「はい」

　いまのところは、そうするつもりだった。竜一郎は回線を切ると、そのままコンソールを操作して《ミドガルド》の生物対策方面班室へと内線を繫つないだ。

「天あま宮みや中尉だ。イングマン主任に《ビフレスト》に来るように伝えてくれ」




「な、なあ……隊長、五〇〇〇万って言ったか……？」

　まだ、私服のままのルビーの声は、微かすかに震ふるえていた。

　竜一郎の姿が消えて元の騎き兵へい隊章の画面に戻ったモニターの前から、真しん珠じゆたちはまだ動いてはいなかった。それだけ、竜一郎の残した言葉には衝しよう撃げきがあったのだ。

　五〇〇〇万などという数が一体どのくらいなのか、数字として○を並べることができても実感は抱けなかった。ただとてつもなく大量である、ということしか理解できない。

「と、とにかく、ＴＶをつけてみまショウ？」

　レインが立ち上がって壁かべの大型モニターに寄り、アメリカの衛星放送にチャンネルを合わせた。映ったのは、かつてはアメリカ五大ネットワークのひとつといわれたＵＢＣ放送のニュースチャンネルだった。

　緊きん張ちようした面持ちの女性キャスターが、どこかの通りの一角でマイクを握っている映像を見た途と端たん、真珠の服を摑つかんだミルキィの手に力が入った。

　キャスターの顔には、疲労が見て取れた。何となく髪も乱れている。その背後を、警けい官かんの誘導によって足速に人々が逃げていた。一見、落ち着いて避ひ難なんしているように見えるが、中には頭から血を流している男や、顔を青く腫はらした子供の姿などもあった。キャスターのリポートの声の向こうに、緊きん急きゆう自動車のサイレン音や、おそらくは銃声であろう音も混じっている。

　だが、ミルキィが見ていたのは、そうした人々の姿ではなかった。その背後──高層ビルの間に、Ｇジー・Ｏオーの姿が映っていたのだ。

「あれが、今度の……」

　ルビーが呟つぶやくと、ミルキィはますます真しん珠じゆにしがみつき、彼女はそんな妹の頭を無意識に撫なでてやりながら、しかし目は画面から離すことができなかった。

　そのＧ・Ｏは、どう見ても、巨大な猿だった。

　長い腕をだらりとたらし、皺しわだらけの顔をうつむけて目を閉じている。胸がとても分厚く、何かの資料で見た、ゴリラという種類の猿にとてもよく似ていた。

『ここワシントンでは、現在も市民の避ひ難なんが続いています』

　必死の顔で、レポーターは言った。

『突如として市内に現れた二六五体のＧ・Ｏは、現在もその場を動いておりません。何かを待っているかのようにも──え？　後ろ？』

　レポーターは背中を振り返り、ビルの間のＧ・Ｏを見た。その視線の先を追うように、カメラがズームアップする。

　目が開いていた。毛むくじゃらの顔が上を向き、黒い唇がめくれ上がって牙きばが剝むき出しになる様よう子すが、克明に映し出される。
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　中継の向こうで悲鳴が上がり、群集がパニックになったのか、次々と誰だれかにぶつかったかのように、カメラがひどくブレた。

　──ウオオォォォーッ!!

　Ｇジー・Ｏオーの喉のどから、雄お叫たけびのような声が迸ほとばしった。それも、ひとつではない。

　レインは画面を分割して、いくつかの別のニュースを映し出した。日本、イギリス、オーストラリアの番組だった。自動的に音声はオフになる。それぞれの国に現れたＧ・Ｏが映し出され、そのいずれもが、天に向かって咆ほう哮こうしているように見えた。

　ぞっとして、真しん珠じゆはミルキィを抱く手に力を込めた。

　ワシントンだけでも二六五体──それが、もし一斉に自じ爆ばくしたらどうなるのか……考えるに恐ろしかった。

　もしいま、あの只ただ中なかに出しゆつ撃げきを命じられたりしたら、待っているのは、まず間違いなく『死』だ。たった一体のＧ・Ｏを相手にしてさえ、快勝だったことは一度もないのだ。

　姉たちに対して、自分たちの優秀さを見せよう、と語った時の意気など、この事実の前には簡単に砕け散ってしまっていた。しかし、戦うことでしか、自分たちの存在は保てないということも、わかりたくはなかったが、理解していた。

（いったい、どうなるの……どうすればいいの……？）

　応こたえてくれる人は居ず、真珠たちは、ただ、モニターを見つめることしかできなかった。




「ワシントンのＧ・Ｏ、目を覚ましました！」

　オペレーターの一人が、悲鳴を上げるように報告した。米国宇宙軍ＵＮＳＮのこともあり、集中的に警けい戒かいさせていたのだが、竜りゆう一いち郎ろうにもすでに気づいていた。スクリーンが、空に向かって咆哮する巨大猿の、その姿を映し出していたからだ。

　もはや冷静に避ひ難なんをしている者など誰もいないことは、画面の隅の人々を見ればわかった。白煙がいくつも上がる。おそらくは警官隊が催さい涙るい弾だんを発射したのだろう。それでも崩くずれるような人の流れは止まらず、すぐに小さな光があちこちで瞬またたくのが見え、竜一郎は拳こぶしを握った。

（発砲したのか！）

　波が引くように、群集はＧ・Ｏから遠ざかり、そのあとには、倒れ、二度と動かないであろう市民の姿が──大人子供を問わず──残り、その周りには、血ち溜だまりが広がっていった。警官の姿もある。撃うったのは、彼らばかりではなかったのだ。

「《ベルザンディ》！　他ほかの地域のＧ・Ｏは!?」

「《──地球全域をスキャン中──全すべての地域で生体反応の活性化を確認しました。全Ｇ・Ｏ、活動を開始しました》」

「爆核は!?」

「《エネルギーの微量な増加は確認されましたが、臨界点には至っていません。安全域に留とどまっています》」

　しかし、安心はできなかった。これまでのことを考えれば、ワシントンのようにすでに都市への侵入を果たしているＧジー・Ｏオーは、いつ爆ばく発はつを起こしても不思議ではないのだ。

「中ちゆう尉い！《ハース》がワシントンの上空に到着しました！」

「映像を！」

　すぐにスクリーンに、元は航宙自衛隊ＳＳＤＦの所属であった老ろう朽きゆう艦かんの姿が映し出された。灰色に塗装され、下部の左右に三個ずつ、計六個の、単独での大気圏への突入離脱が可能な強きよう襲しゆう揚よう陸りくカプセル《コフィン》が、横向きに装着されている。《ハース》の名前の通り、まるで六輪の霊れい柩きゆう車しやのようだった。その車輪が、ゆっくりと、車体の中央部で割れるように展開を始める。《コフィン》は縦になり、《ハース》は今度は足を伸ばした甲かぶと虫むしのように見えた。

「オペレーター！　《ハース》に回線を繫つなげるか!?」

「やってみます」

　名も知らぬ女性職員から返事があって、すぐにスクリーンにウィンドウが開いて『呼び出し中』と表示された。長い数秒間だった。不意に恰かつ幅ぷくのいい老兵の姿が映り、胸の階級章でこの男がダラス司令だとわかった。

『なんだ』

　というのが、彼の第一声だった。

『あの小生意気な小娘かと思ったら、違うのか。──恐ろしくなって逃げ出したか？』

　ヘルガを侮ぶ辱じよくする言葉に、竜りゆう一いち郎ろうの胸の中で怒りが渦を巻いたが、なんとか耐えた。

「司令は重要案件があって、席を外しております。自分は、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機き動どう騎き兵へい隊隊長、天あま宮みや竜一郎中尉です」

『ふん。腰抜けの委員会の連中と、地球を逃げ出す算段でもしているのだろう？』

　彼はヤニのついた歯を剝むいて、ニヤニヤ笑ってみせたが、竜一郎はこの挑発を無視した。

「ダラス司令。ワシントンへ、例のヴァルキュリアを投入しようとお考えなら、自分は、おやめになった方がいいと考えます──大切な『彼女』を失いたくないのなら」

　ダラスの顔色が変わった。肌の色が灰をまぶしたようになって、怒りに頰ほおが震ふるえていた。

『……生意気な口を利くではないか……中尉風情が』

「自分はすでにヴァルキュリアを率いて、幾度かの実戦を経験しております。その上で申し上げているのです。彼女は、アメリカばかりではなく、人類にとって貴重な戦力です。その実力はトロントで拝見させていたきました。しかしそれでも、現状でのワシントンへの投入は危険すぎます。自じ爆ばくに巻き込まれれば、永久に失う恐れもある。それでも投入するというのであれば……それは、蛮ばん勇ゆうです」

　ダラスの向こうで、クルーたちが青くなっているのが見えた。いままで、彼にこんな口を利いた人間はいないのだろう。司令のこめかみには太い血管が浮き上がり、ぴくぴくと震ふるえている。あと一言二言で、切れて血を吹きそうだった。

『貴様、この私を阿あ呆ほうだと思っているのか……？』

　獣けものが唸うなるように、ダラスは言った。

『貴様に言われずとも、わかっておるわ！　アレは、合衆国国民にとって貴重な戦力だ！　だが、大統領の避ひ難なんがまだ終わっていない。《Ｖ─00》はその完了まで、Ｇジー・Ｏオーを食い止めるために使うだけだ』

「しかし、降下そのものが危険極まりないのですよ！」

『これは大統領命令だ！　貴様のような若造に意見される憶おぼえはない！──何だ!?』

　誰だれかに呼びかけられたのか、ダラスは荒々しく背中を向いた。その彼の許もとへ女性クルーが駆け寄り、携帯無線機を渡した。

『……カーターか、何だ？　──何!?　出しゆつ撃げきを取りやめろ!?　ふざけるな！　これは大統領命令だぞ！《ガルド》の返還請求など知ったことか！　大統領を見殺しにして、何の合衆国軍人だ！　経済制裁でも何でもやるがいいとあのバカどもに伝えろ！』

　ダラスは携帯を床に叩たたきつけて粉々にすると、その勢いのままモニターを振り返り、竜りゆう一いち郎ろうを思わず仰のけ反ぞらせた。

『小こ賢ざかしい真ま似ねをしおって！　アレは我々の兵器だ！　どう使おうが我々の自由だ！　チキンはそこで見ていろ、と貴様の上官に伝えるがいい！』

　彼が叩きつけるように言った『チキン』には、二重の侮ぶ蔑べつの意味があった。小娘、と、臆おく病びよう者、と言う意味だ。

「司令は、チキンなどではない！」

　堪こらえきれず、竜一郎は怒鳴ってしまっていた。この男が目の前にいたら、間違いなく殴なぐっていただろう。

『どうだかな！』

　そう言って、ダラスは鼻を鳴らし、ぷつ、と画面は暗転した。スクリーンには『応答なし』という表示が点滅するだけになった。

　皆が、仁に王おう立だちになってそれを睨にらむ竜一郎を、注視していた。

　一人のオペレーターの手元のコンソールで、チカチカと画面が点てん滅めつし、彼女は慌ててそれを確認した。

「あ。ち、中尉……《ハース》、《コフィン》を切り離しました。数、四。……姿勢制御ノズルの噴ふん射しやを確認。《コフィン》、熱圏下層へ突入します」

　四つの筒状のポッドの上部で青白い炎が明滅し、ゆっくりと地上へと落下し始めるのが見えていた。もはや止める術すべはなかった。

（……ヘルガ司令なら、どうにかできたのか……？）

　灼熱の弾丸と化して落下していく《コフィン》の様よう子すを見上げながら、もっと他ほかにやりようがあったのではないだろうかと煩はん悶もんし、竜りゆう一いち郎ろうは自分の無力さに歯は嚙がみした。

　だがここにヘルガはいない。

　無理だ、と言って投げ出してしまうことなどできなかった。それは、真しん珠じゆたちを他の人間に預けるということだ。大事な部下を、ダラスのような連中に再び渡すつもりはなかった。

（進むしかない。司令はきっと戻ってくる。それまで乗り切ればいいだけのこと──）

　そう考えて初めて、竜一郎は彼女の重責を理解した気がした。自分がいま考えたことは、この苦労をヘルガに押し付けようということに他ならなかった。

（違う、そうじゃない。適材適所なんだ。それだけだ）

　そこへむりやり考えを落とし、竜一郎は自分を納得させた。ただ、わかったことは、自分は大部隊を統括するような指揮官には向いていない、ということだった。

「《コフィン》、対流圏を突破しました。地上に到達します」

　オペレーターの報告に、竜一郎はスクリーンに向き直った。

《コフィン》の天部でパラシュートが開いて第一制動がかかる。数秒を待たず、四つのポッドは脚を出して逆噴ふん射しやをかけ、一気に速度を落とした。そうはいっても、ほとんど墜つい落らくと変わらない速度ではある。

　爆ばく発はつが起こったような強烈な震動と共に、ポッドはホワイトハウスを囲むように着地した。脚と胴体下部がアスファルトを突き破って深くめり込み、バランスを崩くずして傾く。その先には官邸があって、避ひ難なん用の軍用輸送ヘリコプターの到着を待っているシークレット・サービスが慌てた様子を見せたが、ポッドは何とか持ちこたえることができた。

　外がい殻かくが焼け焦げたポッドのハッチが軋きしんだ音を立てながら開く。街路樹の葉が、熱に当てられて、ボッと燃え上がった。

　三つのポッドから、黄金色の、中国の壺つぼのような形をした奇妙な兵器がゆっくりと現れた。蓋ふたに相当する部分には、蛙かえるの目玉のようなものがついていて、頭のように見えなくもない。それが忙せわしなく小刻みに回り、辺あたりを警けい戒かいしつつ、データを《ハース》に送っている。

　対Ｇジー・Ｏオー用浮遊要塞フロートフオートレス《シグルズ》──その量産型である。

　有人試作機は新生《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の初戦で、竜一郎が使用して大破させてしまっていた。その時のデータを基に量産化が行われたと聞いていたが、その最初の量産機は何な故ぜか《ＵＮＣＯＶ》にではなく、アメリカに納入されていた。

《シグルズ》はふわふわとした動きで、ホワイトハウスから少し距離をとった。それぞれの目は、ビルに遮られていても、各機に一番近いＧ・Ｏに向いている。

　配置が完了したようだった。

　それを待っていたかのように、最後のポッドから、ついにヴァルキュリアが姿を現した。

　ぱっくりと口を開いたハッチから、顎あごガードのない黒いヘルメットを被かぶった頭が、まず現れた。白い肌に鮮やかな赤い唇には、微笑ほほえみが浮かんでいる。瞳ひとみはバイザーに遮られて見ることができなかった。さらり、と長いブロンドの髪が流れ落ち、黒いグローブに包まれた手がハッチのふちにかかって、接触面が焦げて煙が上がった。

　体にぴったりとした漆しつ黒こくの戦せん闘とうスーツに全身を包み、《Ｖ─00》──ヴァルキュリアの名付けのパターンから言えば、精子提供者の姓を取って同じ姓とするので、彼女は、ドミトルヴュナ、と呼ぶことができるだろう──は、台地に立った。背後から銃じゆう架かがせり出して、十数種の武器が現れたが、彼女は銃には目もくれず、ただ《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》だけを取った。

　手の中で、《槍ランス》はすぐに歌いだした。

　ヴァルキュリアに関して確認されている《解明不可能現象》の一つだ。

　彼女たちが握ることで発生するこの歌が、Ｇジー・Ｏオーの細胞を構成する原子の核子間の核力を失わせ、その肉体を崩壊させているのでは、という仮説が《ワイズリー》によって検証されていたが、いまだに同一の周波数は再現できず、真しん偽ぎのほどは明らかにはなっていない。

　わかっているのは、この《槍》は、これまで地球上で確認されているどの金属にも当てはまらず、複製することもできない、ということだった。

　それを手に、ドミトルヴュナはホワイトハウスの脇わきに立った。その姿は、黒い自由の女神のようだった。アメリカの代表である大統領を守るために、天より使わされた黒天使──人々にもそう見えたのか、他人を射殺しても自分だけは逃げようとしていた市民が足を止め、拳こぶしを突き上げて歓声を上げていた。

　市し警けいは彼らを誘導しようとしていたが、民衆はとっくに、そんな指示に従う状態ではなくなっていた。中には騒ぎに加わっている警官もいる。口々に叫んでいる言葉は、アメリカ万歳、だ。それが怪物の気を引く可能性など、まったく考こう慮りよしていないように思えた。

　そのＧ・Ｏは、目を覚ました後も、空気の臭においを嗅かいだり、辺あたりの様よう子すを見回すなどして、いまだ動き出す様子はなかった。すでに都市に侵入を果たしているから、という理由ではないらしい。都市部以外の地域に出現したＧ・Ｏも、まだ移動を開始してはいないからだ。

（このまま、戦せん闘とうをせずに済むか……？）

　その可能性に、竜りゆう一いち郎ろうは期待した。

　ドミトルヴュナと《シグルズ》が、ホワイトハウスの傍そばを離れて攻こう撃げきを仕掛ける素振りは、いまのところなかった。軍のジェットヘリが到着して大統領が無事に脱出できれば、彼らも撤てつ退たいするかもしれない。

（早く来い）

　まだ姿も見せないヘリを、軍の危機管理の甘さを、竜一郎は胸の内で詰なじった。

　米国宇宙軍ＵＮＳＮに合衆国国内を任せることができれば《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の負担は大きく減る。世界の六分の一を任せることができるのだ。その貴重な戦力を、こんなことで失いたくはなかった。大統領の代わりはいくらでもいるだろうが、ヴァルキュリアの代わりはいないのだ。

　それに、もしドミトルヴュナがこの戦いで死ぬようなことになった場合、真しん珠じゆたちが受ける精神的なダメージが案じられた。

　彼女たちとは何とか良好な関係を築いてこられた、という自負が、竜りゆう一いち郎ろうにはあった。

　ジェイコブスンが指揮を執とっていた初期活動時の非人間的な扱いを考えれば、薬物や脅きよう迫はくに頼らず出しゆつ撃げきできているのは、成果といっていい。もちろん、彼女たちの首にあの《首輪チヨーカー》がある限り、それは無言の脅迫だ、といわれればその通りだが、竜一郎がそれをちらつかせたことは一度もなかった。

　信頼されている、と言い切るほど自惚うぬぼれてはいないが、それに近い関係には手が届いているのでは、という実感はあった。

　だがそれも、この一時で全すべて崩くずれてしまうかもしれない。

　ドミトルヴュナが死ねば、真珠たちは、Ｇジー・Ｏオーに、というよりも、むしろ、人間に殺された、と感じるだろう。彼女たちは志願して兵士になったわけではない。特にドミトルヴュナは、その自我さえ奪われ、戦場へ引き出されているのだ。そのことだけでも、真珠たちが、激しく人間を憎悪するのには十分だった。

　何とかして彼女を《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に引き取れないものだろうか、と竜一郎は考えていた。

　米国宇宙軍ＵＮＳＮのやり方では、いずれドミトルヴュナは取り返しのつかない怪け我がを負うに違いなかった。それは前回の戦いを見ればわかる。痛みの感覚を遮断しているのか、彼女はアキレス腱けんが切れても平気でＧ・Ｏとの戦せん闘とうを続けていた。

　痛みとは、機械に例えるなら故障を知らせる警報アラームだ。それを無視して使い続ければ、やがて取り返しがつかなくなる。

　そうとわかっていても、現状で竜一郎にできることは何もなく、せいぜいスクリーンを見上げて、早くヘリが来ることを祈るぐらいだった。

「中ちゆう尉い、委員会から通信が入っていますが……お出になられますか？」

「こっちに回してくれ」

　オペレーターに答えて、竜一郎はモニターを見下ろした。すぐにアーバンカム卿きようの不ふ機き嫌げんな顔が映った。映像にフォーカスがかかったようになっているのは、葉巻の煙のせいだろう。

『……結果はこの通りだ。カーターは役に立たなかった』

「残念です」

『《Ｖ─00》は惜しいが、一体のために他ほかの五体を失う愚は犯せん。──改めて、委員会の決定を伝える。機き動どう騎き兵へい隊は《ヴァルハラ》にて待機を命ずる。現状では、我々はどの国も助けない。それが公平というものだ』

「……卿、ベルリンにもＧ・Ｏは現れていますか？」

『ああ、ここにもいる』

「では、万が一、Ｇ・Ｏの自じ爆ばくによってベルリンが消滅した場合、今後の決定権はどうなるのでしょうか？」

『その時は、全すべてをアデナウワー司令に一任する。──そう伝えたまえ』

「はっ」

『……中ちゆう尉い。そこで世界の運命を見守れることを羨うらやましく思うぞ』

　ふっと笑みのようなものを浮かべて、アーバンカム卿きようの姿は消えた。

　彼の言葉には、何か特別な意味があるような気がしたが、なぜそう感じたのか、それが何であるのかは、わからなかった。

「中尉！　ホワイトハウスにヘリが接近中！」

「来たか！──《ベルザンディ》、ワシントンのＧジー・Ｏオーの爆ばく核かくに変化は？」

「《ありません》」

「……よし。急いでくれよ……」

　祈るような気持ちで竜一郎は呟つぶやき、ターボシャフトを四基備えた七枚の回かい転てん翼よくを持つ大型ヘリがワシントンの上空を飛ぶ様よう子すを見つめた。

《シグルズ》にも使われているフロート技術は《ガルド》が独占しているため、各軍はいまだにヘリコプターや垂直離着陸機を使用しているのが実状だった。だが、量産機がアメリカに流れたことで一気に技術の拡散が進むだろう。

　兵員室のスライド・ドアは全開になっていて、対Ｇ・Ｏ用というよりもおそらくは暴徒に備えるための重機関銃マシンガンは、ガンナーが即時に発砲できるような体勢になっていた。

　しかし、すでにホワイトハウスの周辺に市民はいない。彼らは避ひ難なんを止め、遠巻きにシュプレヒコールを上げている。米国宇宙軍ＵＮＳＮを信じているのか、それとも自や棄けになっているのか、竜りゆう一いち郎ろうには判断がつかなかった。

　ダラス司令の目的が、本当に大統領の護ご衛えいのみにあるのだとしたら、彼らは裏切られることになる。その際のパニックを考えると空恐ろしかった。

　ヘリはＧ・Ｏの頭上を直接飛びぬけるような真ま似ねはせず、蛇だ行こうしながらホワイトハウスへ近づいていった。低てい音おん翼よくを備えているが、騒音は皆無ではない。なるべく視界を遮るようにビルの間を抜けていく。

　幸いなことに、Ｇ・Ｏがヘリの音に刺激を受けた様子はなかった。僅わずかに顔を回しただけで追いかけるような素振りは見せなかった。

　建物の間から無人の通りへと飛び出すと、ヘリは一気にホワイトハウスの敷地内へと飛び込み、そこでホバリングした。叩たたきつけるような風にも怯ひるまず、シークレット・サービスはすぐさま四方へ散って警けい戒かいに当たった。

　すぐに、周囲を守られながら、官邸から大統領一家が出てくるのが見えた。姿勢を低くして、混乱に乗じた襲しゆう撃げきに用心しているのは明らかだった。狙ねらっているのはテロ組織ではない。彼が多く怨うらみを買っているのは、むしろ国民にだった。理由を明らかにせず、月のエネルギー採掘権を手放したことで激しい批判を受けているのだ。

　いまは『アメリカ万歳』と声を上げている市民が、きっかけさえあればすぐにでも自分に向かって襲おそい掛かってくることを、彼はよく知っているのだろう──市民が信じているのは自分を含めたアメリカという国であって、大統領ではない。

（急げ！）

　おどおどしながらヘリに向かう姿を見ながら、竜りゆう一いち郎ろうは胸のうちで毒づいた。ここに至っても大統領一家は走ろうともせず、過か剰じように周囲を気にしている。

「《警けい告こく》」

　と《ベルザンディ》の声が不意に作戦司令室に響ひびき渡って、竜一郎は、ぞわ、と産うぶ毛げが逆立つのを感じた。

「《Ｇジー・Ｏオー、移動を開始しました》」

「くそっ！──《ベルザンディ》！　ホワイトハウスから半径一キロ以内の個体全すべてを映像に出せ！《スクルド》はワシントン限定で各個体の進攻予測を！」

「《了解しました》」

「《りょーっかいっ！》」

　声が重なり、スクリーンが細かく分断されて二七体のＧ・Ｏが映し出された。各個体はすでに移動を始めていが、全個体ゆっくりと歩いていて、駆け出したりした個体はいなかった。視界が開けると周囲を見回し、何かを探しているようにも見えた。

「《でたよー！》」

　幼い声がそう告げて、スクリーンにワシントンの地図と赤い矢印が次々と表示された。

「これは……」

　結果は、竜一郎の予想を大きく裏切るものだった。全個体、ホワイトハウスに──敵であるヴァルキュリアのいる場所へ向かうと思われたのだが、違っていた。各個体は、一番手近なＧ・Ｏに向かうという予測だった。

「どういうことだ……！　まさか、この場で繁はん殖しよくしようというつもりじゃ──」

　不用意に口に出してしまってから、竜一郎は慌てて口をつぐんだ。しかし遅かった。不安げなクルーたちの視線が自分を見ている。これ以上Ｇ・Ｏが増えるという発想は、絶望以外の何物ももたらさない。

「──いや、それはないでしょう」

　その自信に満ちた声は、ちょうど竜一郎のいる場所からは死角になっている場所から聞こえた。誰だれ、と問うまでもなく、司令長官席へと続く階段を上がってきたのは、生物側面対策班のイングマン主任だった。

　三〇代の半ばを超えた、細身の白衣のこの男は、Ｇ・Ｏに関しては、ここにいる誰よりも知っているといってよかった。

「中ちゆう尉い。あのＧジー・Ｏオーは地球上の生物に当てはめていえば『雄おす』ですよ。──《ベルザンディ》透過スキヤン映像を。ああ、一体だけでいい。どうせどれも同じだ」

　スクリーンにＣＧで再現されたＧ・Ｏの体内透過映像が表示され、イングマンは手にしたポインタで短い足を具そなえた下半身の一角を指し示した。

「このＧ・Ｏは極めて、哺ほ乳にゆう鋼こう霊れい長ちよう目もくショウジョウ科ゴリラ族の生物に近い。ここの臓器、見えますか？　これは明らかに精巣です。陰茎もある。《ベルザンディ》にすでに全個体をチェックさせましたが、全すべて同じです。こいつらは全部が『雄』です。繁殖の危険性は、まあ、ないでしょう。──もっとも、突然『雌めす』に変態する可能性がないわけではありませんが、その確率は低いと思いますよ」

「なぜです？」

　彼の到着をありがたく思いながら、竜りゆう一いち郎ろうは聞いた。

「これまで現れたＧ・Ｏで、性のはっきりしているタイプは、全て『雄』だったからです。どうもＧ・Ｏに『雌』はいないようだ。それが何な故ぜなのかはわかりませんがね」

　ではなぜ互いを目指しているのか、と訊きこうとしたとき、オペレーターが声を上げた。

「中尉！　ホワイトハウスに二体接近します！」

　進攻予想図のうちの二つの矢印が、ホワイトハウスの上で重なっていた。

「《Ｖ─00》、《シグルズ》、共に動きます！」

《01》《02》の二機の浮遊要塞フロートフオートレスが北東側のＧ・Ｏに向かって、移動を開始し、ドミトルヴュナも一機を率いて西南方面へ移動を始めた。なるべく遠い場所でＧ・Ｏを食い止めようというのだろう。大統領は、と見ると、ちょうどヘリに乗り込もうとしているところだった。

　画面の一角が光って、ビルに一いつ瞬しゆんにして巨大な穴が開いた。二機の《シグルズ》が搭載のビーム兵器を発射して、先制攻こう撃げきを仕掛けたのだ。

「ビーム、命中しました！　Ｇ・Ｏ、左胸部から左腕を損傷。命中部位、蒸発しました。再生開始されます！」

「《Ｖ─00》、《シグルズ03》、攻撃開始しました！」

《03》の頭が回転して、蛙かえるの目玉のようなレンズが輝かがやき、荷電粒子の束たばがビルを貫いた。建物は次々と倒壊し、もうもうと粉ふん塵じんが立つ中、黒い影が躍おどり上がった。パ、パ、と《03》のレンズが再び輝いたが、旋回砲塔ターレツトの回転がＧ・Ｏの速度に追いついておらず、命中光はひとつもなかった。

　Ｇ・Ｏはビルをよじ登った。その基部をビームが灼やき、ビルは自重に耐えかねて崩ほう壊かいを始めた。崩くずれる瓦が礫れきに混じって、Ｇ・Ｏが《03》の直上へ落下する。

（やられた！）

　竜一郎は胃が重くなった。《シグルズ》の設計思想は戦車に近い。それゆえ直上からの攻撃には弱かった。Ｇ・Ｏは、落とされたのではなく自ら落ちたのだ、とすぐにわかった。濃い灰色をした拳こぶしが旋回砲塔ターレツトを潰つぶし、《03》は叩たたき落された。暴走したビームがアスファルトを抉えぐり、道が黒く沸ふつ騰とうする。

「ギイッ！」

　奇声を上げて、Ｇジー・Ｏオーは煙の中へ飛びのいた。そこを《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》の一いつ閃せんが横よこ薙なぎに襲おそったが、完全にかわされていた。ドミトルヴュナとＧ・Ｏは、瓦が礫れきを挟んで睨にらみ合う形になった。




「姉さんが戦ってる！」

　ほとんど悲鳴に近い声で、真しん珠じゆは思わず叫んでいた。

　映像が切れたあとニュースが再開された時、初めに映し出されたのは、《シグルズ─03》がＧ・Ｏによって叩き潰される様よう子すだった。望遠で捉とらえられ、あまり鮮明とはいえなかったが、煙の中に黄金の壺つぼに似た兵器が沈む様子はわかった。

　そこへ突進し、横薙ぎに《槍ランス》を振るったのは紛れもなくロシアの姉だ。ミルキィが、見たくない、というように真珠の服に顔をうずめた。

「ちくしょう……連中、あんな所へ姉さんを送り込みやがって……死んでもいいって思ってるに違いないぜ！」

　褐かつ色しよくの拳こぶしを掌てのひらに打ち付け、ルビーは眉まゆを吊つり上げてモニターを睨み付けた。

「自分たちが助かるためなら、ワタシたちなんかどうなったっていいって思ってるんだワ。大統領は、姉さんをあんなにした、そのＴＯＰネ！　そんな奴やつがいる場所を守るために、姉さんが危険な目に遭あわされるなんて、許せないヨ！」

「レインの言う通りだ！　助けに行こうぜ！」

　立ち上がり、ルビーは全員を見回した。

「こんな所で、姉さんが殺されるのを黙って見てなんかいられるか！　オレたちなら、きっと助けられる！　空のポッドをひとつ加えて揚よう陸りくして、無む理り矢や理りでもなんでも押し込む！　あとは打ち上げて逃げるんだ！　その後でＧ・Ｏが爆ばく発はつしようがなんだろうが知ったことか！」

「ルビーの言う通りね！」

　レインも立ち上がると、共に育った姉妹の手をしっかりと取った。

「ワタシたちなら助けられるワ！　《首輪チヨーカー》のこともきっと大丈夫ヨ！　こんなことで姉さんを失おうとしているのを止めようっていうんだから、国連だって邪じや魔まするわけないワ！」

「……賛成」

　壁かべに寄りかかっておさげの房をいじりつつ、ぼそりと晶あきらが呟つぶやいた。

　真しん珠じゆも同じ気持ちだった。怖くないわけではない。しかし、彼女をあそこで一人、戦わせておくような卑ひ怯きような真ま似ねはできなかった。自身の意思ではなかったとしても、一度、彼女には命を助けられている。今度は自分たちの番だ。

　救い出し、そのまま《ヴァルハラ》につれてくれば、意思を取り戻す術すべも見つかるかもしれず、何より自分たちをモノとしか見ていない、連中のやり方の下もとから姉を救い出したかった。ジェイコブスンに受けた仕打ちは、今でも思い出すだけで吐き気が込み上げる。

「隊長さんに頼もう。きっと、わかってくれるわ」

　レインもルビーも晶あきらも、そうに違いない、と疑っていない様よう子すで真しん珠じゆの言葉に頷うなずいた。

　無論、彼女自身もそう信じていた。




　ホワイトハウスを挟んだその背後で、《01》と《02》は挟きよう撃げきにかかっていた。ビームを縦じゆう横おうに放ちつつ、Ｇジー・Ｏオーの行動を封じ込めている。

　ドミトルヴュナと対たい峙じしていたＧ・Ｏが、突とつ如じよ、猛もう烈れつに胸を叩たたき始めた。ドコドコと肉を打つ音が辺あたりに響ひびいた。すると──

「なんだ!?」

　画面に映し出されていた二六五体のＧ・Ｏ全すべてが、同じ行動を始めていた。

「ドラミングのようですな」とイングマンは言った。「ゴリラの威い嚇かく行動ですよ。本来は力を誇示して戦いを回かい避ひするためのものですが──」

　しかし、Ｇ・Ｏは腕を下ろすと、長いそれを動かして一斉に駆け出した。

「どうも戦うようだ」

　イングマンの言葉通り、Ｇ・Ｏはそれぞれの進攻予想図の先にいた相手に、牙きばを剝むいて躍おどりかかっていった。体長が一九メートルほどもあるゴリラが、取っ組み合いながらビルに突っ込み、車を押し潰つぶし、逃げ遅れた人々の群れの中へと倒れ込んだ。悲鳴が上がり、轢ひき潰された人々で道は赤黒く染まった。

　オペレーターの何人かが、耐え切れずに持ち場を離れ、洗面所へと駆けていった。

　竜りゆう一いち郎ろうは、咎とがめるることはしなかった。

「《ベルザンディ》！　他ほかの場所はどうなっている！」

「《お待ちください──全世界で同様の現象が起こっています。各Ｇ・Ｏは最短距離のＧ・Ｏと戦せん闘とう中。都市部では徐々に被害が広がっています》」

　それはワシントンの様子を見ればわかった。戦闘に巻き込まれ、あちこちで建物の崩ほう壊かいが起きている。このままの勢いでいけば、ひとつの都市が壊かい滅めつするのにそう時間はかかりそうもなかった。これでは自じ爆ばくでなくても結果は同じだ。

「《Ｖ─00》、Ｇ・Ｏと戦闘に突入しました！」

　その報告にスクリーンの一部に目をやると、ドミトルヴュナが突進するところだった。

　Ｇ・Ｏは姿勢を低くすると、彼女の頭上を飛び越えようとした。

　その足首をドミトルヴュナは摑つかんだ。引きずられ、そのまま背中から倒れながらも、Ｇ・Ｏをビルへと叩たたきつける。壁かべが崩くずれ、ガラスが砕け散り、鉄骨が曲がった。毛皮の下、裂けた皮ひ膚ふから血が溢あふれる。それは、どろりとして赤かった。

　くぐもったＧジー・Ｏオーの悲鳴の響ひびく中、ドミトルヴュナは立ち上がると同時に、摑つかんだ足首をそのまま捻ひねった。

　鈍い音がして関節が外れ、Ｇ・Ｏのアキレス腱けんが切れた。足の指先が逆の方向を向き、ぶらりと垂れ下がる。怪物は歯を剝むき、巨大な指で瓦が礫れきをかきむしった。

　だが、足を摑んだ手を離さず、ドミトルヴュナは瓦礫の下からＧ・Ｏを引きずり出し、うつぶせのその背中を踏みつけた。そうして動けなくしておいて、彼女は《槍ランス》を二閃せんさせた。

　Ｇ・Ｏの両腕が、すっぱりと肩から切り落とされ、ごろり、と転がった。《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》で受けた傷は回復しない。切断面から細胞の崩ほう壊かいが始まり、傷口は原子レベルで分解を始めた。

　ドミトルヴュナは出しゆつ撃げき当初から変わらぬ微笑ほほえみを浮かべたまま、《槍》の先を筋肉が分厚く盛り上がったその背中へ、容よう赦しやなくぶち込んだ。

　Ｇ・Ｏは、ひときわ高い悲鳴を上げた。

　それは、おそらくは戦うはずだったのであろう、《シグルズ》に動きを押さえ込まれたＧ・Ｏの口からも、まるで合わせたように上がった。

「Ｇ・Ｏ、崩壊します！」

　貫通した《槍》の周辺から、急速に崩壊が始まっていた。まるで砂の山が風に崩くずれて運ばれるように、跡形もなく消えていく。

「ヘリはどうだ！」

　竜りゆう一いち郎ろうはオペレーターに問いただした。スクリーンでは確認できない。ホワイトハウスの周辺は、崩れたビルの粉ふん塵じんで、視界が極端に悪くなっている。

「まだ離陸していません！」

　視界不良のせいだろうか？　それとも、ローターが粉塵を吸い込んだのだろうか？

（なんでもいい、早く何とかして離陸しろ！）

　そうでなければ、ドミトルヴュナは戦い続けなくてはならない。

　彼女のブーツの裏がアスファルトを踏みしめ、Ｇ・Ｏは完全に消しよう滅めつした。切り落とされた腕も、崩れて消えている。

　その時、手元のコンソールのモニターの隅で、《ヨトゥンヘイム》から通信が入っていることを示すアイコンが表示されているのを見つけた。

（こんな時に、いったいなんだ？）

　トラブルの予感を感じつつ、しかし、竜一郎はウィンドウを開いた。

　サロン・ルームが映った。真しん珠じゆたちは、まだそこに揃そろっていた。一様に表情が厳きびしい。

「どうした？」

　部屋に戻っていないことは責めず、竜一郎はそう訊きいた。

『隊長』と口を開いたのは、ルビーだった。『オレたちをワシントンに行かせてくれ！』

「……何？」

　画面の向こうでルビーは拳こぶしを握った。

『姉さんを助けたいんだ！　トロントでオレたちは姉さんに助けられた。今度はオレたちの番だ！　大丈夫、姉さんをポッドに押し込んで脱出するだけにする。Ｇジー・Ｏオーとは極力戦わない。いいだろ!?」

　ふー、と竜りゆう一いち郎ろうはため息をついた。

「……駄だ目めだ」

　真しん珠じゆたちの表情がモニターの中で凍りついた。反論をされる前に竜一郎は先を続けた。

「おまえたちの気持ちはわかるが、認めるわけにはいかない。危険すぎる。Ｇ・Ｏは、すでに都市にいる。その意味がわからないわけじゃないだろう？　いつ自じ爆ばくしてもおかしくないんだぞ。そんな場所へ、どんな理由があっても、行かせるわけにはいかない」

『じゃあ、見殺しにするってのかよ！』

「彼女は、大統領が脱出すれば引きあげる。すでにヘリは到着した。米国宇宙軍ＵＮＳＮもこんなことで《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》を失う愚は犯さないはずだ」

　自分でも大して信じていないことを、竜一郎は言った。だからといって、彼女たちの願いを聞き入れるのは、もっと愚かな行為だった。

『……結局、自分たちのことが大事なんだろ？』

「何だって？」

　思ってもいなかった言葉を聞かされて、竜一郎は思わず訊きき返していた。

　ルビーの表情は険しかった。彼女だけではない。真しん珠じゆとミルキィを除けば、不信感を隠そうともしていなかった。表情の変化に乏しい晶あきらでさえ、そうだとわかった。

『Ｇ・Ｏと戦う《道具》を失いたくないんだろ？　だから、姉さんを切り捨てるんだな？　やっぱり隊長も連中と同じだったってわけだ！』

「いったい何を言って──」

　竜一郎の言葉はしかし、通信が切られ、途中で漂うことになった。

（何だっていうんだ）

　ヘルガがいればすぐにでも《ヨトゥンヘイム》に行くところだが、いまはここを離れるわけにはいかなかった。

「ヘリ、離陸しました！」

　その報告にスクリーンを見上げると、白煙を吹き散らしながら大型ヘリが浮き上がるところだった。ヘリはそのまま高度を取って移動を始めたが、Ｇ・Ｏがこれを追う様よう子すはなかった。

（これで、作戦は終了したはずだ。さっさと引き上げさせろ）

　その思いは口には出さず、代わりに竜一郎は、オペレーターに、いつでも《ハース》に通信を繫つなげる世に指示を出した。

「おや？」

　その時、イングマンが意味ありげに隣となりで首を傾かしげた。

「どうしました？」

「ホワイトハウスの北東のＧジー・Ｏオー、映像を拡大してください」

　竜りゆう一いち郎ろうがオペレーターに頷うなずくと、他ほかの映像を押しのけて《シグルズ》に押さえ込まれているＧ・Ｏの映像が拡大された。

　ビームに灼やかれた左胸部から先は、すでに再生を終え、新しい腕が生はえていた。その左右を《シグルズ》が浮遊して、時折、実弾による牽けん制せいのための銃じゆう撃げきを加えている。Ｇ・Ｏは歯を剝むき出し、官邸の向こうで周囲の警けい戒かいに入ったドミトルヴュナを睨にらみつけるようにしながら、脱出の機会を窺うかがっているようだった。

　だが、これと言って目を引くようなものはなかった。

「……これがなにか？」

「再生した腕ですよ。右腕と明らかに違う」

　そう言われ、もう一度よく見たが、竜一郎にはその違いがわからず、彼を振り向いた。

「わかりませんが」

「短くなっている。それと指の甲側面があまり平たくない。あれは、地面に手をつかなくていい種類の《類人猿》の手ですよ」

「違う腕が生えたというんでか？」

「ええ。──ほら、ごらんなさい。始まった」

　イングマンはＧ・Ｏをポインタで指し、竜一郎はスクリーンに向き直って息を吞のんだ。

　大勢の職員が見守る中、Ｇ・Ｏは歓かん喜きとも呻うめきともつかぬ声を上げながら、ゆっくりと変態を始めていた。

　足が長くなり、腰が僅わずかに伸びていた。腕はもはや、膝ひざを大きく曲げなければ指が地面につくことはなく、右腕の指も、左腕同様に丸みを帯びていく。ぱらぱらと、体毛が抜けて薄うすくなり、針のようなその毛が辺あたりに舞った。顔も変化を始め、潰つぶれたようだった鼻が僅かに高くなり、突き出した顎あごも多少後退したように見えた。

　同じ猿類には変わりないように見えるが、もはやゴリラには似ていなかった。むしろ──

「チンパンジーに見えなくもない、ですな」

　イングマンが顎を撫なでながら言って、竜一郎は驚きよう異いの目で彼を見た。しかしイングマンの目はスクリーンにくぎづけになっていて、その口元には悦ばしげな笑みが浮かんでいた。

「私の推測は正しかったようだ。これはおそらく、進化をかけた戦いですよ、中ちゆう尉い。一対一で戦い、勝った方が次の段階へ進むことができる。それを繰くり返していけばいずれ──」

「主任！」

　吠ほえるように竜一郎は彼の言葉を遮った。まるで、いま我に返ったかのように、イングマンは口を押さえると、その先を言うことはなかった。

　ざっと一いち瞥べつすると、彼の言葉に聞き入っていた職員も、慌てて自分の仕事へ戻った。

「……発言は慎重にお願いします」

「いや、申し訳ない」

　答えて、イングマンは、表情を改めた。

　Ｇジー・Ｏオーがいずれ人間体になるかもしれない、という生物側面対策班の予測は、一部の上級職員にしか知らされていない機密事項だった。Ｇ・Ｏが変態の先にたどり着くのがヴァルキュリアと同じ巨人だ、などということが広まれば、どんな批判、圧力が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》にかかってくるかわからなかった。

「──中ちゆう尉い、ヘリが安全空域へ離脱しました。《Ｖ─00》、撤てつ退たいする模様です」

「！　そうか！」

　スクリーンを見上げると、確かにドミトルヴュナは撤退準備にかかっていた。《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》をポッドへ戻し、自らも中へと入る姿がはっきりと確認できた。焼け焦げたハッチが閉じていく。《シグルズ》は彼女が離脱する時間を稼ぐためか、まだＧ・Ｏを牽けん制せいしていた。

　ポッドの下部から猛烈な勢いで白煙が上がり、《コフィン》は上昇を始めた。ヘリに乗らなかった官邸職員が噴ふん射しやのガス熱に巻き込まれて燃え上がるのが見えた。ポッドは徐々に加速をつけてワシントンを離れていく。

　もう十分と見たか、《シグルズ》も撤退を開始した。

　だが、今度はＧ・Ｏも見逃さなかった。連携が崩くずれたその隙すきを突いて大きく跳ちよう躍やくすると、《02》の直上から飛び掛かった。そのまま、丸い頭の上に飛び乗る。旋回砲塔クーレツトが回り、振り落とそうとしたが、がっちりと摑つかまれていて離れなかった。

　その腕が、振り落とされん、とレンズの前にかかった時、ビームが放たれた。それはＧ・Ｏの右腕を関節から灼やき消したが、その先にはホワイトハウスがあって、これを溶解炎上させた。

　ああっ、と声を上げたのは、アメリカ人のスタッフだろう。

　Ｇ・Ｏは残った腕で《02》のレンズを叩たたき割り、旋回砲塔を殴りつけて官邸の敷地へと墜つい落らくさせた。芝生が抉えぐれ、植樹が倒れる。Ｇ・Ｏは奇声を発しながら執しつ拗ように殴り続け、ついに《02》は沈黙した。

「《01》離脱します」

　米国宇宙軍ＵＮＳＮは、確実に一機を残す方を選んだようだった。《02》が攻こう撃げきされている間に《01》はポッドへ戻っていた。ハッチが閉じ、ポッドは打ち上げを開始した。

　気づいたＧ・Ｏが咆ほう哮こうを上げつつ駆け寄ったが、間に合わなかった。跳躍して伸ばした腕は空を摑み、そのまま落下し、高温のガス熱がその頭上が降り注いで巨体を燃もえ上がらせた。

「ギャアアアッ!!」

　Ｇ・Ｏは辺あたりの建物を破壊しながら転げまわった。黒く焦げた皮ひ膚ふが破れて赤い肉が覗のぞく。なんとか炎は消えたが、怪物はそのまま動かなくなった。

　だが、死んだわけではない。この程度で死ぬなら、人類はとっくに勝利を収めている。

　竜りゆう一いち郎ろうは、大きく息をついた。ひとまず、ドミトルヴュナを失わずには済んだ。

「中ちゆう尉い！」

　オペレーターの一人が緊きん迫ぱくした声で彼を呼び、竜一郎は振り向いた。

「なんだ？」

「急激にＧジー・Ｏオーの数が減っていきます！」

「地図を出せ！」

　すぐにスクリーンが切り替わって、世界地図が映し出された。一見してわかるほど、赤点の数が減っていた。いまも減少は続いている。

「《ベルザンディ》何が起きている!?」

「《Ｇ・Ｏの戦いに、次々と決着がついています。敗れたＧ・Ｏは細胞が崩ほう壊かいして消しよう滅めつし、勝利したＧ・Ｏは新たな形質を獲得し、再び活動を休止しています》」

「《ＧゴＯツＣク》は？」

「《確認されていません。全すべてのＧ・Ｏの爆ばく核かくが安定を保っています》」

「そうか……マリア少しよう尉い！」

　竜一郎は少し考えた後で、衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター《スレイプニル》のクルーでもある彼女を呼んだ。

　ショートボブの髪を揺らしながら、マリア・マリア少尉は階段を上がり、彼の傍そばに来て敬礼した。その顔は少し青ざめている。

　彼女に少し顔を寄せるようにして、竜一郎は小声で、

「少尉、ここを頼む」

　と言った。

　彼女の表情が強張こわばった。こんな状況で司令室を任されるとなれば当然だった。

「……俺おれは、司令の所へ行ってくる。委員会から連絡があったらすぐに知らせてくれ」

「はい」

　と答えた声は震ふるえていた。

　本来なら、副隊長であるシトロンに頼むところなのだが、所在が知れなければ仕方なかった。

　竜一郎は顔を離すと、司令室を見渡した。人々の、どこか縋すがるような視線が苦しく、心を静めるために深呼吸をした。

「《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は警けい戒かい態勢を維持し、委員会の決定があるまで待機する！　今度のＧ・Ｏの出現パターンはこれまでにないものだ！　皆、自分の国のことが心配だとは思うが、ここは耐えてくれ！　ここの指揮は一時、マリア少尉に任せる！」

　ざわめきが起こったが、竜一郎が一いち瞥べつすると波が引くように静まった。

　少尉の肩を軽く叩たたいて竜一郎が席を離れると、すぐあとにイングマンが続いた。

「私は研究室に戻って、分析を続けます」

　彼はそう言い、二人は連れ立ってセントラル・エレベーターへと向かった。竜りゆう一いち郎ろうがこれから行こうとしている医療センターは、生物側面対策班の入る建物があるのと同じ《ミドガルド》にあった。彼女は──ヘルガ・アデナウワー司令はまだそこにいるはずだった。

　エレベーターに近づいていくと、その傍そばで待機していた四〇歳に近い警けい備び班長が緊きん張ちようした面持ちでやってきて、竜一郎に目配せをした。

　イングマンは察して、竜一郎から離れ、一人、先にエレベーターへと乗り込むと扉を閉めて《ビフレスト》へと上がっていった。

　竜一郎は、周囲に声が漏れぬ所まで足早に移動すると、

「どうした？」

　と訊たずねた。班長の顔には苦渋の色が浮かんでいた。

「……ヴィクトル・アデナウワーが殺されました」

「なっ──」

「彼ばかりではありません。シトロン・シュナイダー少しよう尉いも撃うたれました。犯人は──ニル・ライアー特別顧問です」

　グレーのスーツを着た男の顔が思い出され、竜一郎は声もなかった。













　　　　　Ⅲ．生と死の分かれ目







「これです」

　セキュリティ・センターのモニタールームの常勤スタッフが呼び出した、班長から指定された映像を、竜りゆう一いち郎ろうは食い入るように見た。

　職員のプライベートルームが並ぶ階層のひとつが映っている。その廊下に備え付けられているカメラが録画した映像の下方から、ヴィクトルを連れた警けい備び兵へいが四人入り込んできた。

　彼らが一番手前の部屋の前に差し掛かったとき、扉が開き、警備兵たちは足を止めた。部屋の中の様よう子すは映っていないが、入り口に立っているのは間違いなくライアーだった。

　手には拳けん銃じゆうが握られていた。ライアーは何事かを呟つぶやいて発砲し、ヴィクトルの頭ががくりと仰のけ反ぞり、そのまま崩くずれ落ちた。

　警備兵の反応は早かった。ライアーの手から銃を叩たたき落とすと、その腕を取りにかかる。しかし、どこをどうされたのか、兵たちは一斉に倒れ、その脇わきをライアーは悠ゆう々ゆうと通り過ぎた。兵たちが何事かを言うと彼は立ち止まって振り返り、そこを目掛け、彼らは発砲した。しかし、弾は当たらなかった。ライアーの目前で細かい光が散ったが、それだけだった。

　同じことが繰くり返されたが、結果は変わらなかった。ライアーは無傷で立っている。そして彼が手を上げると、どういうわけか、兵たちは互いに銃口を向け、そして発砲した。

　今度は命中した。そうしてライアーは去り、廊下には五つの死体が残った。

　映像はそこで停止した。

　竜りゆう一いち郎ろうは、詰めていた息を吐いた。目を閉じても壁かべに飛び散った赤黒い色が蘇よみがえってくるようだった。彼が現場に到着した時には、すでに死体は片付けられて、壁の血けつ痕こんも綺き麗れいに洗浄された後であり、惨さん劇げきを示す物は周辺に張られた黄色のテープと、死体のあった場所に置かれた小さな標ひよう識しきだけだった。

　それは部屋の中にもあって、殺人がそこでも行われたことを示していた。

　撃うたれたのはシトロンだった。

　彼女は、心臓を撃ち抜かれて即死だったらしい。犯行に使われたのはヴィクトルを撃ったのと同じ銃であることが確認されていた。つまり二人を撃ったのは、ライアーということだ。

（だが、なぜ……）

　ライアーは《ヴァルハラ》の特別顧問として《ガルド》から派遣されてきた人物である。表向きは、傘さん下か企業からの出向者の待遇格差などを調整するため、と聞いているが、その真の目的は、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の活動が《ガルド》の不利益にならないように監視するため、だと耳にしたことがあった。

　一方、ヴィクトルは、《ガルド》の総帥、ロイヤル・アデナウワーの三男である。しばらく前に、視察という名目で《ヴァルハラ》にやって来、ヘルガからライアーが、その世話を命じられていた。

（そのヘルガ司令をヴィクトルが刺し、その彼をライアーさんが殺した……）

　ヘルガはいま、医療センターに収容されているが、このことを知る者は僅わずかだった。司令付きの執事であるカリウスが機転を利かせ、そのように計らってくれたのだ。彼からの第一報以後、情報は入ってきていないが、軽症でないことはカリウスの話からわかっていた。

（《ガルド》絡みだろうか……？）

　そう考えるのが、一番、自然に思えた。被害者は二人ともアデナウワー一族の兄妹、被疑者は被害者の一人と《ガルド》から送り込まれた男なのだ。

（だが、だとしたら、少しよう尉いはなぜ殺されたんだ？）

　彼女がライアーの部屋にいた理由について、竜一郎に思い当たる節はなかった。もっとも彼女の私生活について、深く知っているわけではなかったのだが。

（何かに気づき、それで殺されたのか……？）

　それを問い質ただそうと部屋を訪れ、いきなり撃たれのかもしれない。彼女が銃を抜いた形跡はなかったという。

「中ちゆう尉い、もう一度、ご覧になりますか？」

「……頼む」

　映像が頭から再生され、竜りゆう一いち郎ろうは注意深く見た。

「あ──止めて」

　すぐに一時停止になる。モニターの中で、ライアーが銃を構え、微笑ほほえんでいた。

「どうかしましたか、中尉？」

「これ。この時、何を言ってるんだかわかるか？」

「ええ、リストにしてありますよ」

　スタッフはコンソールの隅に置いてあったペーパーを取り上げると、竜一郎に渡した。

　手早く捲めくり、当該箇所を確認する。

「……『ヘズ』？　意味は？」

「さあ？」

「これで間違いないか？」

「ありませんよ。この男は銃を突きつけながら『ヘズ』と話し掛けてます」

　竜一郎は考え込んだが、それが何を意味するのかはわからなかった。隠語だろうか？　《ガルド》の人間にだけわかる言葉なのかもしれない。カリウスに訊きいてみよう、と竜一郎はこの言葉を忘れないように記き憶おくに留とどめた。

「班長。ライアーさ──いや、ライアーの行方は？」

「捜索しています」

　つまり、いまは見失っているということだった。

「では」竜一郎は一時停止を解除した。「この映像をどう思う？」

「加工されたものでないことは確かです」

「とすると、なぜ彼は警けい備び兵へいの銃じゆう撃げきを受けて無事なのだと思う？　見たところ無傷だ。命中してもいない。彼らの技量からして、こんなことがありえるか？」

「まず、ありえません」

「理由を説明できるか？」

「いえ」

　竜一郎は、もう一度映像を一時停止させ、モニターを指した。彼の指は、ライアーの目前で明めい滅めつする光を示していた。

「これが気になる。解析させてくれ」

「わかりました」

　背筋を伸ばすと、竜一郎はモニタールームを出るために踵きびすを返した。背後で警備班長が敬礼をして見送ってくれた。

（不思議だな……）

　廊下をセキュリティ・センターのエントランスへ向かいながら、竜りゆう一いち郎ろうはおかしな気分だった。現場を見ても、こうしていま、ライアーがヴィクトルを殺すところを見ても、いまひとつ実感が湧わかなかった。

　シトロンも、彼の手にかかっているのは間違いない。だが、まだ遺体を確認していないせいか、悲しみなどは込み上げてはこなかった。

（医療センターに収容されているんだったな……）

　ヘルガもそこにいる。生も、死も、等しくそこにある、ということだ。

　竜一郎はセンターを出ると、《ミドガルド》を走り回る無人タクシーの一台を呼んだ。




「行かせてくれなかったな」

　ソファーに沈み込み、ルビーは絞り出すように呟つぶやいた。

「隊長は、姉さんを──オレたちの家族を見捨てようとした」

　どこか獣けものが唸うなるようでもあった。

　壁かべのモニターは、また、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい隊章に変わっていた。どうやら放送局が破壊されたようだった。それがＧジー・Ｏオー同士の戦いに巻き込まれたためか、それとも暴動によるためなのかはわからなかった。

　他ほかのチャンネルに替える気にもなれず、入力信号がない状態が続いて、画面が切り替わってどのくらいたったのか、真しん珠じゆにはよくわからなかった。

　自分の中の感情に整理をつけようと必死で、時間を気にしている余裕はなかった。

　レインは何も言わずに横を向き、背もたれに寄りかかるようにしている。ついた息は震ふるえていて、大きな青い瞳ひとみには少しだけ涙が浮いていた。

　晶あきらは先と変わらず壁に背を預けたまま、一心におさげの房をいじっていた。とてもせわしなく、毛先は折れたり、縮ちぢれたりと、酷ひどく痛んでしまっている。

「でも！」

　無言で腕を回したまま離れないミルキィを抱き締しめたまま、真珠は声を張った。

「隊長さんが、あたしたちを行かせてくれなかったのは、本当にあたしたちが心配だったからだと思うわ！」

　ルビーの気持ちはよくわかったが、真珠はあえて、竜一郎を擁よう護ごした。姉が彼を非難するなら、真珠は彼を守るしかなかった。

　そうしなければ、何かが終わってしまう気がした。

　無論、心の片隅では、真珠も竜一郎を非難していた。ここで、ただ見守っているということがどんなに辛つらいことか、なぜ、彼はわからないのだろうか、と。その度、所しよ詮せん──という声が浮かび上がってくるのを、真珠は何度も抑えつけていた。その先を認めてしまったら、何かとても大事なものを無くしてしまう──そんな予感がしていた。

「隊長さんの言ったとおり、Ｇジー・Ｏオーはいつ自じ爆ばくするかわからないもの。その威力は、姉さんたちも知ってるでしょう？」

「ああ、知ってるよ。あの爆発に巻き込まれたら、オレたちだってどうなるかわからない。隊長は、確かにオレたちを守りたくて、ああ言ったんだろうさ。けど……それは、オレたち自身をか？　それとも戦力としてのヴァルキュリアをか？」

「！……それは……そんなの、両方に決まってるじゃない……」

「隊長も、そう言うだろうな……困った顔をしてさ」

　ふうう、とルビーはため息をついた。

「だけどよ。重要なのはどっちなんだ？」

「それは……」

　そんなこと、自分に答えられるはずはなかった。真実は、竜りゆう一いち郎ろうにしかわからない。

　しかし、たとえ彼の口から肯定的な答え──おまえたちを守りたかったからで、戦力云うん々ぬんは二の次だ──を聞かされたとしても、それをいまの自分たちが信じられるかどうかはわからなかった。

（行かせてくれたなら、もう一度、隊長さんを信じることができて、あたしたちを選ばなかったのは、ヴァルキュリアがどうとか、そういうことじゃなかったんだ、と思えたかもしれないのに……）

　しかし、竜一郎は真しん珠じゆたちの頼みを拒否した。

　隊長として正しい判断だったとしても、感情的には割り切れるものではない。

　それでも、ここへ来て直接話してくれれば、また違ったのかもしれなかったが、《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》が脱出して、もうずいぶん経たっていると思えるのに、彼が現れる気け配はいはなかった。それとも、まだ数分と経っていないのだろうか？

「どっちにしろ、オレたちがバカだった、ってことさ」

　そう吐き捨てるように言って、ルビーはソファーを立った。

「まだ、どっかで期待してたんだな、オレも。でも、これで目が覚めた。あの少しよう尉いの言う通りだったのさ。やっぱり、隊長はオレたちと違うんだ」

「でも、姉さんは助かったわ……」

　真珠はそう返したが、自分でも、声に力がないことに気がついていた。

「それは結果だろ？」

　言って、それからルビーは真珠の肩に手を置き、真っ直ぐに瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「……真珠、オレはもう別に、戦わない、って言ってるわけじゃない。もう冷静になったよ。真珠の言う通り、ここの生活を守るためには、戦わなきゃならないもんな。……けれど、もうそれは、純粋にオレたちの──姉妹のためにやる」

「ワタシも、ルビーに賛成ヨ」

　ため息をついて、レインもそうはっきりと言った。

「本当に信じられるのは、ワタシたち姉妹たちだけネ。隊長は、やっぱり違うのヨ」

「でも！　隊長さんは前に、東京湾にいた、自分と同じ日本人を、あたしたちのために諦あきらめてくれたわ……」

「そうかもしれないけど、日本人はたくさんいるし、あそこにいたのは、隊長の家族じゃなかったワ。でも、ワタシたちは、六人きりヨ。それを考えテ」

　真しん珠じゆは言葉を返せなかった。

　それに、いまの彼女たちに何を言っても、心には届かないような気がした。まるで竜りゆう一いち郎ろうに恋したことなど忘れような言い方が、真珠には信じられなかった。

（だって……あたしは、まだ好きだもの……）

　振り向いてもらえないのと、自分の想いは別のことだ。いずれは諦めなければならないのだろうが、そんなに簡単に、スイッチを切り替えるように、心を変えられるはずはない。

　ずきん、と胸が痛んだ。締しめ付けられるように、本当に痛かった。

（ああ、そうか──）

　ルビーの瞳ひとみの奥を見つめて、真珠はわかった気がした。

（姉さんたちは、隊長さんを──人間を否定することで、彼が酷ひどい男性であると思い込むことで、この痛みから少しでも早く抜け出そうとしているんだわ）

　真珠はうつむいた。彼女には、それは間違っている、と言うことはできなかった。

（でも、姉さん……痛みの奥にまだ残っている、この暖かい気持ちまで、否定しなくちゃいけないの……？）

　声に出したわけではない問いに、答えるものはなかった。

　ルビーは真珠の肩から手を離すと、

「部屋にいる。隊長の命令だからな」

　と言って、彼女の脇わきを通り抜けていった。

　レインがそれに続いて、真珠を抱き締めていたミルキィも、その腕を逃れて後に従った。廊下に出たところで彼女は振り向いたが、その目は腫はれていて、涙がまだ溜たまっていた。

　真珠はため息をついた。

　シトロンは実に見事な『楔くさび』を打ち込んでくれた、と思った。竜一郎との間ばかりでなく、姉妹たちの間にも溝を作ってくれたのだから、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の副隊長のくせに、よくもやってくれたものだと思う。

　こんな精神状態で戦せん闘とうに出て、それでどうなるのかはわからなかった。

（……知るもんか）

　不意に湧わきあがった感情に、真珠は自分でも驚おどろいた。慌てて、そんなことを考えてはいけない、と強く思い直した。

「真しん珠じゆ」

　振り向くと、すぐ傍そばにいつのまにか晶あきらが来ていて、眼鏡めがねの奥からじっとこっちを見つめていた。日本人の遺伝子を受け継いだ二人はもとより童顔だったが、晶の方がより幼く見られがちで、黒い瞳ひとみの奥の想おもいは、読み取ることはできなかった。

「なに……？」

「やっぱり人間は信用できない」

　瞬まばたきもせず、晶はそう言った。声を聞くのは、久しぶりだった。彼女はほとんど口をきかない。その声は不思議な透明感があって、耳を塞ふさいでいてもするりと入り込んできた。

「わたしたちは研究所で、ジェイコブスンの下もとで、それを思い知っていたはず」

「それは、そう……だけど……」

「例外はないんだ」

　きっぱりと言い置いて、晶もまたサロンを出ていった。

　その背中は、全すべてを拒絶していた。

　ぽつん、と真珠は一人残され、人間の尺でいえば猫の出入り口のような、セントラル・エレベーターの入り口を見下ろした。

（どうして来てくれないの……隊長さん……？）

　掌てのひらに乗せて、直接、声が聞きたかった。

　いまさら、シトロンとの仲を確認する気はなかったが──それは、辛つらすぎる──せめてワシントンのことは、もう少し言い訳をして欲しい。

　もう一度、信じさせて欲しかった。

　だが、いつまでも待ってもエレベーターは到着せず、誰だれも来てはくれなかった。




「司令はどこです？」

　受付は通さず、竜りゆう一いち郎ろうは救急処置室ＥＲへ直接乗り込み、担当の医師に直接問い質ただした。

　容よう態たいについては、カリウスによって緘かん口こう令れいが敷しかれているはずだがら、ここへ来るのが一番早いと考えてのことだった。

　どうやら正解だったらしい。さすがに顔は知られているのか、誰すい何かされることはなく、

「……こちらです」

　医師は小声でそう言うと、先に立って竜一郎を処置室の奥へと導いた。

　短い廊下の先にはエレベーターがあった。

　ストレッチャーでそのまま乗り込める広いカーゴに入ると、微かすかに血の匂においがした。それがヘルガのものだとはいわないが、それでも落ち着かない気分にはなった。

　ほとんど震動を感じさせずに、エレベーターは上昇を始めた。

「あの……それで、容態は？」

「それは、患者の担当医師にお聞きください」

　会話はそれだけだった。

　医師は、竜りゆう一いち郎ろうを三階で下ろすと、真っ直ぐ行ったところです、と告げて、エレベーターで下へと戻っていった。

　それほど忙しいわけではないようなのに、まったく愛想がない。

　人ひと気けのない、異様に清せい潔けつな廊下の先には大きなスチール製のドアがあり、その手前に、あまり座り心地のよくなさそうな、背もたれのないソファーが置かれていて、そこに老紳士が一人座っているのが見えた。

　竜一郎は静かに、しかし急いで傍そばに行くと、

「カリウスさん」

　と呼びかけた。

　顔を上げた彼は、酷ひどく老け込んでしまったように見えた。後ろへ撫なで付けた白しら髪がも、ずいぶんと乱れている。いつもは皺しわのひとつもない燕えん尾び服ふくにも、脇わきに置かれた手袋にも、べっとりと血がついて固まっていた──髭ひげにも。

　竜一郎はこの老人のことを、ヘルガの執事であるとしか知らなかった。彼女が幼い頃ころからずっと仕えてきたらしい。他ほかにも、護ご衛えいも兼ねている、とは聞いていた。だから彼女は、傍に警けい備びの兵を置かないのだ、と。

　それなのに、よりにもよって彼女の私室ともいうべき場所で、おそらくは彼の傍で、ヘルガは暴漢に襲おそわれたのだ。カリウスの心中が察せられた。

「司令の容よう態たいは？」

　その問いに、彼は銀色をしたドアの方を振り向き、竜一郎もそれに倣ならった。ドアの上に、手術中であることを示すランプが点っていた。

「搬送中に一度、心臓が停止しました」

　ぞわ、と竜一郎の肌に粟あわが立った。

「何とか持ち直し、手術が行われていますが、傷は内臓にまで達していて、非常に危険な状態だそうです」

「助かるんですか……？」

　カリウスは答えなかった。つまりそれが答えだった。絶対に助からない人間を、手術などしない。ようするに助かる可能性はあるが、非常に低い確率だ、ということだ。

　いま、自分たちが、彼女にしてやれることはなにもない。竜一郎は、執事に並んでソファーに腰を下ろした。スプリングの軋きしみが消えると、あとは静寂が耳に痛かった。

　微かすかに聞こえるのは空調の音のみ。《ヴァルハラ》には元々健康な人間が集まっているため、普ふ段だんからここはあまり込み合うことはなく、まして手術室ともなれば、事故でも起こらない限り使われることはなかった。だから、しばらくして、

「中ちゆう尉い……」

　と、詰まっていたものを吐き出すように漏れたカリウスの声は、よく響ひびいた。

「お嬢じよう様がおいくつかご存知ですか？」

「一二歳、だと記き憶おくしていますが」

「そうです。その年でＥＵＳＮの大佐の地位まで昇り、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の長官として、老ろう獪かいな《ガルド》の連中と渡り合うことがどれほどの重責か、おわかりなりますか？」

　竜りゆう一いち郎ろうは、わかる、とは言えなかった。言えば、それは噓うそになる。今度のことで、その一端を垣間見ることはできたと思うが、それで全体を知ったとは、考えてはいなかった。

「お嬢様は、常に大人おとなの中で生きてこられました。自ら望まれた道とはいえ、いたましく思うこともしばしばでした。しかし《ＵＮＣＯＶ》に赴任されてからは、少し……ほんの少しだけですが、少女らしい笑顔を見せられるようになられておいでだったのです」

　それは、風かざ花はな夏なつ美みのおかげだろうか、と竜一郎は考えた。軍属でない夏美は、ヘルガのことも階級にはこだわらず『司令チャン』などと呼んで、彼女を苦笑させていた。長く軍の中で生きてきたのなら、そうした経験は初めてのことだっただろう。

「風花様やあなたのことを話される時、お嬢様は本当に楽しそうでした。それだけでも、《ヴァルハラ》に来て良かった、と思いました。それを……」

　カリウスの顔は、ひどい苦痛を受けたかのように歪ゆがんだ。
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「それを、あの男は奪おうとした。お嬢じよう様にナイフを突き立てた──よりにもよって、私のすぐ傍そばで！　悔やんでも悔やみきれない！　傍にいたのに！」

「カリウスさん……」

　竜りゆう一いち郎ろうは、慰める言葉を知らなかった。だから、事実だけを伝えることにした。

「……ヴィクトル・アデナウワーは死にましたよ」

　驚おどろいた顔で、カリウスは、竜一郎を見た。

「死んだ……？」

「ええ。護ご送そう中にニル・ライアーによって射殺されました。彼はシュナイダー少しよう尉いも殺しています。その上、彼を捕らえようとした警けい備び兵へいが四人、なぜか互いに殺しあいました」

「その時の状況を、詳しく教えてくださいませんか？」

「それは……」

　竜一郎は僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、カリウスほどの男から情報が漏ろう洩えいするとは思えなかった。

「わかりました。──といっても、大したことはわかっていないのですが」

　そう前置きして、竜一郎は記録映像に残っていた内容を話した。

　彼は、そのほとんどに黙だまって耳を傾けていたが、一箇所だけ反応をしたところがあった。

「ライアーは何と言ったと言いましたか？」

「え？」

「ヴィクトルを撃うつ前に、ライアーは何と？」

「ああ、それなら──『ヘズ』です」

　それを聞くと、カリウスは何かを考え込むような表情になり、その顔を見て竜一郎は、やはり何かを知っている、と確信した。

「……カリウスさん。この事件は《ガルド》の内紛ですか？」

「なぜです？」

　と言ったカリウスの顔からは、表情というものが消えていた。

　その変わりように竜一郎は驚おどろいたが、面には出さなかった。

「刺されたのも刺したのもアデナウワー一族の人間です。そして、その犯人を射殺したのも《ガルド》から派遣された人物となれば、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に対するテロだとは考え難い。『ヘズ』とは、《ガルド》の中だけで通用する、何かの隠語ではないんですか？」

「聞いたことはありません」

　竜一郎は、カリウスの方へ僅わずかに身を乗り出した。

「カリウスさん。今後も司令が狙ねらわれるようなことがあっては困るのです。話してはもらえませんか？　何が起きているのかがわかれば、自分にも打てる手があるかもしれない。ここも厳重に警備させます。しかし、ここには《ガルド》の人間が多数います。《ヴァルハラ》は彼らで動いている。それを全員、拘束するわけにはいかない。選別するには情報が必要です」

　カリウスはしばらく黙もくしていたが、やがて、重いため息をついた。

「すみません」

　と言うのが、その答えだった。

「中ちゆう尉いを信用していないわけではありません。しかし、あなたの質問に答えることは、私にはできない。それには、お嬢じよう様のお許しをいただかなくては」

「しかし──」

「お嬢様は必ず回復いたします。こんなことで命を落とされるはずがない。その時には、きっとお話しくださるでしょう。それまでどうか、お待ちいただきたい」

　否と言うのを許さぬ雰囲気が、カリウスの全身から滲にじんでいた。

　それでもなお言葉を継つごうとした時、彼の様よう子すが一変した。血の付いた眼鏡めがねの向こうで青い瞳ひとみが大きく見開かれ、それは竜りゆう一いち郎ろうを見てはいなかった。

　何を見ているのか、と振り返った彼は、手術室の扉の上のランプが消えていることに気がついた。スチール製のそれがゆっくりと開き、中から返り血に汚れたグリーンの手術衣の医師が現れて、竜一郎とカリウスは立ち上がって彼の言葉を待った。

　医師はすでにマスクをずらしていて、目の下には黒々とした隈くまが浮き出ていた。技術の発達した現在の平均手術時間を考えると、この手術は長い方だった。彼は静かに息を吐くと、竜一郎たちを交互に見て、そして頷うなずいた。

「司令は命を取り留めました」

　その言葉に、安あん堵どしたのか、カリウスの肩が下がった。竜一郎も喉のどの中に感じていた、固いしこりのようなものが溶けて消えた気がした。

「卵らん巣そうのひとつは損傷が激しく、摘出しなくてはなりませんでしたが、子宮の方は大丈夫です。将来、お子さんを産むことも、問題はありません」

　カリウスは、ああ、と顔をほころばせたが、竜一郎は、喜んでいいのかどうか、判断がつかなかった。人体については一通り勉強し、卵巣が二つあることも知ってはいたが、それがひとつでも妊娠が可能かどうかは知らなかった。竜一郎の習ったのは、応急手当に関することであり、産科学はその中に含まれてはいなかった。

　しかしカリウスの反応を見る限り、医師の通告したことは不幸中の幸いであるらしい。

「司令はすでにＩＣＵに移られました。ガラス越しにですが、お会いになりますか？」

「お願いします」

　カリウスは即答し、竜一郎も頷いた。

　すると医師は手術室からナースを一人呼び、竜一郎たちを集中治療室ＩＣＵへ案内するように告げると、一礼して再びスチール扉の向こうへと戻っていった。

「こちらです」

　医師と同じグリーンの手術衣を着たままの彼女に、二人は窓まどのない廊下を曲がった先の部屋に案内された。ドアを開けると、そこは横に長い待合室のような所で、分厚い窓まどの向こうにベッドがあって、そこに酸素テントをかけられたのがひとつ見えた。

　彼女は手術用の脱がせやすい服を着ていて、髪は最後に会った時と同様、耳の上で、細いリボンでまとめられたままだった。おでこを出して目を閉じて横たわっている姿は、周りの物々しい生命維持装置がなければ、昼寝シエスタをとっているだけのように見えた。その横顔からは、とても、彼女が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》を率いてＧジー・Ｏオーと戦っているなどとは想像がつかなかった。

　ナースは一礼して出ていき、再び竜りゆう一いち郎ろうはカリウスと二人きりになった。

　執事はしかし、窓の傍そばに立って、食い入るようにベッドの上の小さな姿を見つめ、もはや竜一郎のことなど、目に入っていないと思えた。

（これ以上は、訊きいても何も答えてくれないだろうな）

　ヘルガが助かった以上、後は回復を待って、彼女の口から真相が語られるのを期待するしかなかったが、望みは薄うすいと思われた。

　これが本当に《ガルド》の内紛であるのなら、竜一郎には関係のない話だからだ。

　しかし、シトロン殺しの犯人だけは──ライアーだけは、捕まえなければならなかった。これだけは、《ガルド》の意向がどうであれ、別だった。シトロンは《ＵＮＣＯＶ》の軍属であり、短い間だったとはいえ、自分の部下だったのだ。

（う……）

　そう考えた途と端たん、彼女の唇の感触が思い出され、同時に、胸が強く締しめ付けられて、竜一郎は、喉のどの奥から嗚お咽えつが込み上げそうになるのを、必死に堪こらえねばならなかった。

　なぜか急に、彼女は死んだのだ、ということが感情を伴って理解できた。

　それでも、会いに行かなくては、という思いが強く湧わきあがってきて、竜一郎はカリウスに一礼すると、静かに面会室を出、その足で地下へ──霊れい安あん室しつへと向かった。




　竜一郎が出ていったことにカリウスが気がついたのは、それから五分も経たった後のことだった。自分の中で、ヘルガの無事が納得できてから、つめていた息を抜いて振り向けば、そこにはもう、彼の姿はなかった。

（何も訊けないと悟って、《ビフレスト》に戻ったのか……？）

　そうだとすれば、正しい判断だ。

　何事もヘルガの判断を仰いでからでなければ、カリウスが話せることなど何もなかった。万が一、彼女が助からなかったら、その時はわからなかったが、こうして命を取り留めた以上は、仮定の話でしかないし、考えたくもなかった。

　エレベータの中で、刃傷が卵らん巣そうに達していると聞かされた時は、暗黒の中に突き落とされた気がしたものだった。心臓が停止したのに気がついた時は、こっちの心臓が停止してしまいそうだった。

　いまはともかく、全すべてが終わった後でヘルガには、《ガルド》とはまったく関係のないところで、恋をし、結婚もして、子供にも恵まれて欲しい、とカリウスは思っていた。何ものにも縛しばられない、彼女自身の人生を送って欲しい、とそう願っていた。

　だが、それが危うく奪われるところだった、と考えるだけで、胃の辺あたりで怒りが炎を巻いて、息を吐けば、そのまま火炎が吹けそうだった。

（まさか、ヴィクトルがお嬢じよう様を襲おそうとは……）

　不覚だった。

　確かに彼はヘルガを恨うらんではいた。自分こそが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令にこそふさわしい、と考えており、ただ愚ぐ痴ちるだけではなく、《扶ふ吟ぎん》と《霧む忍にん》の納入を遅らせる、といった直接的な行動に出たこともあった。

　しかし、まさか殺そうとするとまでは思わなかった。そんな度胸があるとは思ってもみなかったし、それでは失うものが大きすぎるからだ。

《ＵＮＣＯＶ》の司令に危害を加えたとなれば、裁判は軍法に則のつとって行われる。それは一般の刑事裁判とは比べ物にならないほど厳きびしいものだ。また《ガルド》での地位も全て失うことは明らかだった。

（それでも、ヴィクトルは実行した）

　それだけ恨みが深かったとも考えられるが、しかし、彼は《ビフレスト》の司令長官席へ直行できるエマージェンシー・エレベーターから現れた。

　あれは、ヘルガにしか使えないようにできている。ヴィクトルに、そのセキュリティを解除するような知識はなかった。

　とすれば、今度の襲しゆう撃げきには、手を貸した人間がいるということだ。

（ライアーか……？）

　彼はヴィクトルを射殺したという──その意味は、二通り考えることができた。

　ひとつは、ヴィクトルを操っていたのがライアーであり、彼にヘルガを狙ねらわせ、その後で口封じのために殺した、という可能性。

　もうひとつは、ヴィクトルがヘルガを襲ったことを知った総帥の命令で、彼を射殺した、という可能性である。

　元より、ライアーは、特別顧問などという肩書きをつけてはいるが、《ガルド》のスパイであり、ヘルガを監視するために送り込まれたのだということを、カリウスも、そしてヘルガ自身も確信していた。

　しかし、襲撃から逮捕、そして射殺までの時間を考えれば、前者の方が妥当だった。

　だが、そうだとしても、あのエレベーターを動かすには、網もう膜まく、指紋、声紋、ＤＮＡ照合、と様々なセキュリティをクリアしなくてはならない。

　とても、ライアー一人の手引きだとは考え難かった。

（甘かった）

　カリウスは臍ほぞをかんだ。相手が、よもやこれほど早く、しかも、このような直接的な行動に出るとは、彼もヘルガも予測していなかったのだ。

　勿もち論ろん、今度のことは、ライアーの独断のはずはない。そうでなければヴィクトルが、アデナウワー一族の三男が、おいそれと言いなりになるわけがなかった。彼を従わせることができる人間は、同じアデナウワー一族の、彼よりも力がある人間、つまり──

（総帥め……）

　でっぷりと肥え太り、ただ生き長らえているだけの、肉塊のような老人の姿を思い出し、カリウスは眉まゆを顰ひそめた。ロイヤル・アデナウワー総帥は、年は自分とそう変わらないはずだが、長年の飽食が崇たたって、一人では立つこともできなくなっていると聞いていた。

　彼は、地球のどこかにある隠れ家から、世界中へ号令を発する一方で、巨人の発見に触発されて誕生したカルト宗教のひとつ《歓喜の黄昏たそがれ教団》に対して多額の援助を行い、これを手足のように使っていると調べがついていた。

　この教団は、北欧神話のラグナレク──神々の最終戦争──が再び起こり、その後に世の中は生まれ変わると信じている。そして、自分たちが新しい人類の祖として新しい世界に生き残る、という『世界再生』を教義として信仰している団体だ。

《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔ》そのものが、教団の発案だ、という噂うわさもあった。現に、ミルキィ・コーラルの遺伝子提供者であるロバート・コーラル卿きようは、教団の熱心な信者だということがわかっている。

　また《ヴァルハラ》の全職員──軍属であるないに拘かかわらず──の二割も、教団の信者であることが判明していた。

　ヘルガの命令で、中枢に入り込んでいる信者の人事異動を始めたばかりで事件が起きたのは、カリウスにとって痛つう恨こんの極きわみだった。シトロンの赴任や、ヘルガの供をして地球へ行くなどの些さ事じに追われていたことは確かだが、そんなことは何の言い訳にもならない。

（しかし……）

　カリウスは、ガラス越しにヘルガを見つめながら、顎あごを撫なでた。

（ライアーは、何な故ぜヴィクトルを『ヘズ』と呼んだのだ？）

　ヘズ、とは確か北欧神話の神の一人だが、どのような神かは思い出せなかった。

　だが、もし二人が教団の信者だとすれば、ライアーがヴィクトルを『ヘズ』と呼んだことにも説明がつく。彼の教団では、軍隊でいえば大たい佐さや中ちゆう尉いといった階位を、北欧神話の神の名で表すのだ。総帥がパトロンなら、その息子が教団の幹部であったとしても不思議ではない。

　しかし、そうした結果は、前回の調査では出ていなかった。

（もう一度、調べ直す必要があるな）

　思いも寄らぬ人物が、実は、信者であるかもしれない。だが、自分でやるわけにはいかなかった。ここを離れるわけにはいかないし、ハッキングの技術もない。

　彼は、上着のポケットから衛星回線の携帯電話を取り出して、メモリーからアドレスを呼び出し、ある番号へとかけようとして、一いつ瞬しゆん、考え込んだ。

　彼女もひょっとしたら──という疑念が、頭をもたげたのだった。しかし、ヘルガが彼女のことを信用していたことを思い出し、カリウスはそれを信じて、発信のボタンを押した。




　夜明けが近い、戦場さながらの喧けん騒そうの中で、その呼び出し音に気がついたのは奇き蹟せきのようなものだった。

　放り出してあったダッフルバッグの傍そばをたまたま通りがかり、取っ手にぶら下げていたスペースシャトルのキーホルダーがカタカタ揺れているのが目に入ったからわかったのだ。

　風かざ花はな夏なつ美みは、作業服の衿えりをパタパタと動かしながら、鞄かばんのジッパーを開け、服やら何やらと鞄の布地の間に挟まっていた衛星回線携帯電話を取り出すと、ディスプレイを見た。

（カリウスさん？）

　夏美はポニーテールを揺らして後ろを振り向き、

「ちょっと電話してくる！」

　と作業中のスタッフに怒鳴って、もう少し静かな場所──作業詰所へと走っていった。

　皆、出払っていて無人の詰所の中に入ると、外の喧騒も少しは遠のいた。それでも、右耳を塞ふさいで、左耳に電話をぴたりとあてなければならなかったが。

「もしもーし！」

　思わず大声になってしまうのは、そうしないと自分の声の確認ができないからだ。

『風花様ですか？』

「そうです！　ごめんなさい！　ちょっと周りうるさくて！」

『いえ。……いま、どちらにおいでですか？』

「種たね子が島しまですよ！　宇宙センターです！」

『宇宙センター？』

「ええ！　うちで造ってた試作品を《ヴァルハラ》に持っていこうと思って！　その打ち上げ準備中なんです！」

『そうですか……それではお忙しいのですね』

「それはそうですけど！　ところで！　天あま宮みやクンはどうしたんですか!?」

『彼なら、先ほどまで私と一緒にでしたが？』

「はあ!?　《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はなんで出しゆつ撃げきしないんです!?　屋や久く島しまにＧジー・Ｏオーが出現して！　それでもう一体、海から現れて！　いま、山の上で取っ組み合いしてるんですよ!?」

『それは……彼はそのようなことは何もいっておりませんでしたが』

「とにかく！　いつ、こっちにやってくるか、わからないから！　それで打ち上げを急いでいるんですよ！」

『……《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は出しゆつ撃げきできないのかもしれません』

「なんで!?」

『Ｇジー・Ｏオーは世界中に現れたようなのです』

「はあ!?」

『人類の手の中にある武器は、アメリカのを含めれば六体のヴァルキュリアだけです。おいそれとは出せないのでしょう』

「ちょっと待ってて！」

　夏なつ美みはテーブルの上のリモコンを取ると、詰所の隅の壁かべにかかっているＴＶのスイッチを入れ、衛星放送のニュースチャンネルに合わせた。画面の隅の方に『Ｇ・Ｏ大量出現！』のテロップが躍おどっている。

「！……ちょっと、マジ!?」

　ボリュームを上げた。

『──如、世界中に現れたＧ・Ｏは、今のところ都市部にあっても、自じ爆ばくには至っていませんが、Ｇ・Ｏ同士の戦いによって被害は広がっています。都市部では多くの建物が崩ほう壊かいし、避ひ難なんが間に合わなかった多くの人々が巻き添えとなって死亡しています。各地の救きゆう護ご所には次々と怪け我がをした人が運び込まれている模様ですが、死傷者はいまも増加の一方で、正確な数は把握できていません』
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　半ば呆ぼう然ぜんとして、夏なつ美みはカリウスのことも忘れ、画面に見入ってしまった。

　ずっと作業にかかりきりで、誰だれもＴＶなど見てはいなかった。

　屋や久く島しまにＧジー・Ｏオーが現れてからは、それこそ全員でさらに作業を急ぐばかりで、世界中で同じことが起きているかも、などと考えた人間はいなかった。とにかく《荷物》を無事に打ち上げる以外のことは頭から追い払っていたのだ。三つの強きよう襲しゆう揚よう陸りく用ポッドと、それを宇宙で回収するためのシャトルを同時に打ち上げるのだ。余計なことを考えている余裕はなかった。

　画面には、世界各地の都市の無残な様よう子すが次々と中継で映し出されていた。

『──こちらロンドンです。グレーター・ロンドン全域で一〇〇〇体とも発表された、Ｇ・Ｏ同士の戦いによって、多くの建造物が被害に遭あい、ウェスト・エンドはほぼ壊かい滅めつしてしまいました。Ｇ・Ｏ同士の戦いの決着のついていないイースト・エンド方面では、夜になってさらに被害が拡大しています。いまやロンドンは霧きりではなく、街が燃える煙と、粉ふん塵じんによって覆おおい尽くされようとしています』

　レポーターの顔は煤すすで黒くなっていて、顔は青ざめていた。マイクを握る手は埃ほこりで白く汚れていて、血もついている。彼の傍そばに立つ標識がかろうじて読めて、そこがロンバート街だということがわかった。ライトと炎に照らされた、ウォール街に並ぶ世界金融取引の中心は見る影もなかった。──通りの向こうには、Ｇ・Ｏの足が見えている。

『──こちらエジプトです。ギザのピラミッドは、Ｇ・Ｏがこれを崩くずして互いに投げ合うという行為に及んだため、完全に姿を消しました。石の幾いくつかはカイロにまで届き、空港の管制塔や滑走路に命中して、脱出を試みていた旅客機が連鎖的に爆ばく発はつを起こしています。死者の数や、犠牲者の中に日本人が含まれているのかなどは、一切不明です。カイロ市内でも多数のＧ・Ｏがいまだに戦いを続けていて、いつ終息するのか見当もつきません』

　録画映像で、すぐ隣となりの島で殴り合っているのと同じ、ゴリラに似たＧ・Ｏがピラミッドを殴りつけて壊し、転がった巨大な石を摑つかんで、投げつける様子が映った。画面は次にカイロ市内の様子に切り替わり、建物に石が命中する瞬しゆん間かんの映像が流れ、次に地獄の底のように激しく燃える空港の様子が映し出された。

『──上空から見たパリの様子です。いま、街を照らすのは、電灯の輝きではなく炎です。五四〇〇体を超えるＧ・Ｏ同士の戦いは、現在も市内のいたるところで続いています。エッフェル塔は鉄骨を引きちぎられて曲がり、シャンゼリゼは見る影もなく破壊されました。エリゼ宮も炎上し、地下鉄構内へ逃れた多数の人々がそのまま生き埋めとなって犠ぎ牲せいになったとの情報も入っています。ルーブル美術館も破壊され、おそらくは〝モナ・リザ〟や〝ミロのビーナス〟といった人類の宝もすでに失われたと思われます。ここはまるで──』

　不意に中継が途と絶だえてスタジオへと画面は切り替わったが、途絶の一瞬前、夏美の目ははっきりと、ヘリに向かって何かが飛んでくるのを見ていた。何かはわからないが、それが命中して、ヘリは破壊されたのだろう。

『──東京湾から見た、悪夢の夜が明けつつある、東京の様よう子すです』

　夏なつ美みは思わず、ごくりと唾つばを飲み込んで思わず身を乗り出していた。

『区内だけでも四〇〇〇体を超えたＧジー・Ｏオー同士の戦いによって、街は、第二次世界大戦末期の大だい空くう襲しゆう以上の被害を受け、焦しよう土どと化しつつあります。地方へ避ひ難なんしようとした人々が殺到して渋滞になった高速道路は各所で分断され、炎上し、まるで炎の川のようになっています。新・旧都庁も共に倒壊し、多数の死者が出た模様です。また、多くの人々が避難した上野公園一帯では、整理をしようとした警けい官かん隊や機動隊と市民が小こ競ぜり合いを起こし、暴動状態になって、こちらも多数の死者が出ているという情報も入っています』

　船の上から見る東京は、低い雲に覆おおわれているかのように霞かすんで、ほとんど何も見えなかった。時折、煙の切れ間から炎が顔を覗のぞかせたりしている。

　東京湾娯楽海上都市《シー・ベガス》は、都心とを結ぶ海上高速道が、以前にＧ・Ｏが襲来した際に落ちたきりで修復がなされておらず、人々が避難してくることができずにいるはずだったが、これも炎上し、傾いていた。

　赤い星を船体に描いたタンカーが激突している。おそらく停泊中だった外国船がこぞって洋上へ避難しようとした際に、操船を誤り、衝しよう突とつしたのだろう。

「どうなっちゃうのよ、一体……」

　思わず声に出し、その自分の声で我に返り、夏美は携帯を再び耳にあてた。だが、聞こえない。急いでＴＶのボリュームを下げると、何とかカリウスの声がもう一度聞こえた。

『──夫ですか？』

　大丈夫か、と言ったのだろう。夏美は、体はね！　と怒鳴るように言った。

「どうなってるんですか、これ！　まるで世界滅めつ亡ぼうじゃないですか！」

『どうやらそのようですね』

「そのよう、って──！」

『私も、いま、風かざ花はな様が見ておられるニュースの音声で詳しいことを知り、驚おどろいているのです』

「えっ!?　どうしてですか!?　《ヴァルハラ》は全すべて把握してるでしょう!?」

『私はいま、事情があって《ビフレスト》にはいないのです。──それよりも風花様。お願いがございます』

「こんな時に!?」

『はい。急ぎ、《ヴァルハラ》の全職員の経歴を洗い直していただきたいのです。特に《ヴァルハラ》の重要部署に配属されている《ガルド》からの出向者を優先で』

　夏美はそれを聞いて目を丸くした。

「無理！」

　即答だった。カリウスは簡単に言うが、前回ハッキングした時から比べると《ガルド》本社のメインコンピューターのセキュリティは一段上がっている。打ち上げ準備を進めながら、片手間にやれるようなことではないのだ。

『お願いします。……これは、お嬢じよう様の安全に関かかわることなのです』

　ピン、と来るものがあった。

　夏なつ美みは、カリウスの声の奥に滲にじむ焦りのようなものを、敏感に感じ取った。この老紳士が、そうした感情を悟らせることは珍しい。つまり、それだけ切迫した事態が《ヴァルハラ》で──ヘルガの周囲で起きている、ということだった。

「……わかった！」

　夏美は怒鳴った。気持ちが昂たかぶって、敬語を使うことも忘れていた。

「何とかするわ！　それで、司令チャンは大丈夫なんでしょうね!?」

『大丈夫です。いまは──少しお休みになっています』

　いまは、の後の間が少し気になったが、あえては訊たずねなかった。そういう言い方をしたということは、秘密にしておきたいのだろうからだ。

　とりあえずいまは、大丈夫、と言ったカリウスの言葉を信じるしかなかった。

「たぶん、報告はそっちに戻ってからになると思います！　それまでに調べられるだけ調べておきますから！」

『よろしくお願いします』

「司令チャンによろしく！　あと天あま宮みやクンに《おみやげ》があるって伝えて下さい！」

『わかりました。それでは、よろしくお願いします』

　普ふ段だん通りの声を残して、ぷつ、と通話は切れた。

　夏美も、ボタンを押してディスプレイを待ち受け画面に戻すと、もう一度、ＴＶのボリュームを上げた。

『──ワシントンも壊かい滅めつ状態です。我がＵＮＳＮのヴァルキュリアによって、大統領は無事脱出しましたが、ホワイトハウスは完全に破壊されました。リンカーン記念館も見る影もなく崩くずれ、アメリカ議会図書館の九〇〇〇万の蔵書も全すべて燃えてしまったと思われます。ＵＮＳＮも《シグルズ》を二機失い、市民にも多数の死傷者が出ています。ああ、神はどこにおられるのでしょうか──』

「……どこにもいないでしょ、そんなの」

　呟つぶやき、電源を切ると、夏美は小走りに詰所を出て、大声で作業を急ぐよう檄げきを飛ばした。




「こちらが、発見時にご遺体が所持しておられた品です」

　霊れい安あん室しつの管理者は、そう言って、銀色のトレーを竜りゆう一いち郎ろうの机の上に置いた。

　ＩＤカード。ポーチ。ハンカチ。携帯用コスメ。自動拳銃オートマチツク。予備弾だん倉そう。携帯無線。──そして、ライターとシガレットケース。

　竜りゆう一いち郎ろうは薄うすい銀の小箱を取り上げて、パチン、と蓋ふたを開いた。中には細めの煙草たばこが、ケースの三分の二くらいまで、まだ残っていた。

　煙草を吸っていたとは知らなかった。彼女とのキスは、喫きつ煙えん者しやに独特の臭においはしなかった。感じられたのは、カフェ・オレに入れたダイエット・シュガーの甘い匂においだけだ。

　ケースを閉じてトレーの上に戻し、今度は自動拳銃オートマチツクを手に取った。安全装置はかかったままだ。マガジンを抜いて弾の数を調べるまでもなく、銃口の臭いをかげば、最近発射されていないことは明らかだった。他ほかの物も一通り調べてみたが、ライアーに殺されなければならない理由につながる品は、特になかった。

「ご遺体の方もご覧になられますか？」

「……お願いします」

　男は頷うなずくと、四角くい金属蓋が並んだ壁かべの方へと竜一郎を導き、ただひとつネームプレートの張られた蓋の取っ手に手をかけて、これを引いた。

　ガラガラと音を立てて引き出された台の上には、半透明の袋が載っていた。死体袋、というやつだ。乳白色のビニールの向こうに、変色した白っぽい肌がぼんやりと透けている。

　管理者は慣れた手つきでジッパーを引き下ろすと、袋の口を大きく開いて後ろに下がった。

　竜一郎は前に出ると、中を覗のぞき込んだ。

（少しよう尉い……）

　息が喉のどに詰まった。

　表情は、眠っているように穏やかだったが、集中治療室ＩＣＵのヘルガの横顔と決定的に違っていたのは、肌にまったく血の気がないところだった。それは、蠟ろう燭そくの表面を思わせた。睫まつ毛げや、ベリーショートのブロンドの額に生はえ際には、薄く霜がついている。少しぷっくりとした唇には、口紅を薄く刷はいたままだったが、皺しわが寄って色も黒く変色していた。

　それが、なぜだか無性に悲しかった。

　肉体は、まだこうしてここにあっても、もはや、彼女が目を開くことも、体を起こすこともないことがわかってしまった。確かにここにいるのに、もうこれはシトロンではないのだ。

　近しい人間が死ぬのを見るのは、これが初めてというわけではない。

　竜一郎の両親は、彼が子供の頃ころに事故死していたし、その後に引き取って育ててくれた祖母も、二年前に他界していた。航宙自衛隊ＳＳＤＦ付属高校でもクラスメイトがバイクに乗っていてトラックに撥はねられて死んだこともある。

　だからといって慣れるわけではなかった。声や、仕し草ぐさや、癖くせ……そうしたものが諸もろ共とも失われて、二度と見ることも聞くこともできなくなるのは、信じがたい喪失感を伴う。

　彼らの死の時に感じたのと同じ痛みを、竜一郎はいま、感じていた。

　そしてそれは、ひとつの問いを孕はらんでいた。すなわち──

（どうして、死ななければならなかったんだ……）

　ということだ。

　問い掛けたところで答えが返ってくるはずもなく、同じ問いは世界中でされているはずだった。

　──なぜ、あの人が、と。

　しかし、Ｇジー・Ｏオーがそれに答えることは、永遠にないだろう。

　だが、ライアーは違う。

　彼は人間だ。捕らえれば、理由を聞き出すことができる。わかったところで、納得できるわけではないだろうが、理由がないよりはマシだった──それも所しよ詮せんは、生きている人間の感傷に過ぎないとはわかっていたが。

　それでも、動機を明らかにすることで、何かしら得られることもあるはずだった。

　この殺人が《ガルド》に関係があるのなら、真相はヘルガを守ることになるかもしれない。

（しかし……どうする？　このことを、真しん珠じゆ君たちに話すべきだろうか……）

　ヘルガがいれば彼女の判断を仰ぐところだが、あの容よう態たいでは無理な話だ。

　シトロンが真珠たちと、赴任してから昨日までの短い期間に、どのくらい親しくなれたのかはわからない。

　気持ちは正しく量れるものではないし、すぐ顔に出る竜りゆう一いち郎ろうに全すべてを報告してしまっては、『女同士でしかできない話をさせる』という、ヘルガの意図に意味がなくなってしまうので、報告書は上がってきてはいなかった。

　いつ出しゆつ撃げき命令が下るかしれない状況で、これ以上、動揺させるのは避さけたい。

　降下すれば、どのみちわかってしまうＧ・Ｏのこととは違い、シトロンの件は、隠しておこうと思えばそうすることができる。

　問題は、信頼だった。

　彼女たちが、ワシントンへの出撃を拒否されたことに不満を持っているであろうことは、あの通信の様よう子すで感じていた。シトロンの死を隠し、だが仮にそれが後に知られた時、彼女たちが自分をどう思うか──それが気にかかった。

　彼女たちを、前任者のように《脅迫》して戦わせることは絶対にしたくない。

　それには信頼関係があることが絶対に必要だった。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の敵はＧ・Ｏばかりではない。噓うそをつけば、それを暴きたてようとする連中がいないとも限らない。

（やはり、話すべきだろう）

　辛つらい事実だが、この仕事に従事している以上、死はついて回る。こうしたこともあるのだ、ということをいまのうちにわかっていた方がいい──竜一郎はそう決断した。

　それに、きっと乗り越えてくれる、とも信じられた。

（あの子たちは、想像を絶する虐ぎやく待たいに耐え抜いてきたんだ。強い精神を持っている。きっと受け入れ、そしてより強くなってくれるだろう）

　もうひとつ、ヘルガのこともいずれは発表しなくてはならないことを思うと、そちらはさらに頭が痛かった。この非常時に司令が不在であることの理由を、いつまで隠してはおけない。事実を公表すれば《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の危機管理を問われるであろうし、適当な理由をつければヘルガの能力を疑問視する声が、ここぞとばかりに上がるだろう。

　ましてやいま《ＵＮＣＯＶ》は、Ｇジー・Ｏオーが現れているというのに出しゆつ撃げきもせず、地上が蹂じゆう躙りんされていくのを宇宙の高みから黙だまって見ているのだ。これからどんな非難が巻き起こるか、想像したくもなかった。

（司令の件は、委員会の判断を仰いだ方がいいだろう）

　一介の中ちゆう尉いが独断で決めてしまうには、あまりにことが大きかった。

「……もう、よろしいですか？」

　管理者にそう問い掛けられて、竜りゆう一いち郎ろうは物思いを断ち切り、ええ、と答えた。

　その時、彼の軍服のポケットで呼び出し音が鳴った。

　男に軽く睨にらまれて、竜一郎は彼に会釈をしながら急いで霊れい安あん室しつを出ると、携帯を取り出して相手を確認した。それは警けい備び班長からだった。

　竜一郎は通話ボタンを押すと、廊下を歩きながら携帯を耳に当てた。

「もしもし──」




「あ、中尉。警備班長のパージです」

　セキュリティ・センターのモニタールームの常勤スタッフと共に画面を見ながら、受話器を首に挟はさむようにして、班長はそう告げた。彼の両手は、メモをとるために塞ふさがっていて、録画されたデータの操作はスタッフに任せている。

「ニル・ライアーが映っている映像を見つけました。三時間ほど前のものです」

『よし。直ただちに付近を捜索させてくれ。見つけ次第、無力化して拘束しろ。ただし、殺しては駄だ目めだ。必ず生かして捕まえるんだ』

「それなんですが……」

　班長は画面の一つを見ながら、言い難そうにした。

「ちょっと無理じゃないかと思います」

『……命令には従えない、ということか？』

「いえ！　まさかそんな！」

　受話器の向こうで若い中尉の声に怒りが滲にじむのを聞き取って、班長は慌てて続けた。

「そうではなくて、すでに死亡しているのではないか、と思われるのです」

『どういうことだ』

『実は、ニル・ライアーの姿が映っているのは、《ミドガルド》の第三三エアロックの監視カメラなのですが……この男、宇宙服もつけずに、エアロックを開放しているのです」

『エアロックが緊きん急きゆう開放されたなら、すぐにわかるはずだろう？』

「そうなんですが──」

　班長はぱらぱらとメモを何枚か戻して、ボールペンのキャップをかぶせた尻しりの方で、問い合わせて書き取った箇所を探した。

「ええと……ああ、あった。この時間、監視システムには一切記録が残っていません。つまり映像には確かにニル・ライアーが正規の手順を踏まずにエアロックを開放し、そのために緊きん急きゆう隔かく壁へきが降りる様よう子すが映っているのですが、警報アラームは作動せず、記録にも残っていません」

『当直の人間はなんていってるんだ？』

　班長はまたメモを捲めくった。

「ええと、警報は鳴らなかった、と言っていますが、断言はできないそうです。そのときは全区画にＧジー・Ｏオー出現警報が鳴り響ひびいていましたから。しかし、記録にも残っていないとなると、やはり鳴らなかったのかもしれません」

『…………』

「中ちゆう尉い？」

『……班長、その当直者は《ガルド》の出向者か？』

「確かそうです」

『よし。拘束して尋問しろ。ライアーの自殺を幇ほう助じよしたか、何らかの手段を用いて逃がした疑いがある』

　班長は僅わずかに眉まゆを寄せて不愉快そうな顔をした。

「中尉、彼はそのような人間ではありません。ここへ来て以来の付き合いなのです。彼の人柄はよくわかっています。ですから──」

『拘束しろ』

　ふーっと息をついて、班長は口をへの字に結んだ。常勤のスタッフが、知らぬ顔で手元のコーヒーを飲んだが、目はちらちらとパージを見ていた。

『今度の一件は《ガルド》絡みだ。その人物が手を貸していないとは言い切れない。拘束し、尋問しろ』

「…………」

『どうした、復唱しろ』

　班長はメモとボールペンを放り投げると、見えるわけでもないのにわざとらしく直立不動になって敬礼をし、

「了解！　当直者を拘束・尋問いたします！」

　と怒鳴った。

　あまりの大声に、常勤スタッフの若者は膝ひざの上にコーヒーをこぼしてしまい、慌ててこれを拭ぬぐったが、しっかりと染みてしまっていた。

　それを見ても、班長は笑わなかった。

『よ、よし……それと、第三三エアロックの内と外の両方を、念のために捜索させてくれ。医療センターにも警けい備び兵へいを配置しろ。ただし《ガルド》の人間は加えるな』

「了解しました！」

『ただちに、かかってくれ。……頼むぞ』

　ぷつ、と通話が切れると、班長は乱暴に受話器を置いて、スツールに軋きしみを上げさせて腰を下ろした。

「生きてるわけねえじゃねえか！」

「ですよね」

　ず、とコーヒーをすすって、若者は言った。

　映像にははっきりと、ライアーが生身のままエアロックが開放されていくところが映っているのだ。途中で隔かく壁へきが降りてしまっているため、その最後までは記録されていないが、備え付けの簡易宇宙服に着替えている時間は到底なかった。

　これで、生きていられるはずはなかった。

　見つかるとしても間違いなく死体で、しかも見つかる確率自体かなり低い。空気と一緒に吸い出され、そのまま宇デ宙ブ塵リのひとつになっている可能性の方がよほど大きかった。

　だが、ため息をついて、班長は叩たたきつけた受話器をもう一度取り上げた。

「あれ、捜させるんですか？」

「仕方ないだろ、仕事だ。それに、医療センターの警備も命じなけりゃならない。子供だろうが、若造だろうが、連中がいなければ、あの《怪物》どもをうまく戦わせられないってんなら我慢するさ」

「でも、出しゆつ撃げきは見合わせているんでしょう？」

「数が多いみたいだからな」

「地上はどうなってるんでしょうねえ……家の親も無事だといいんですが」

「……そうだな」

　班長は《ビフレスト》で見た絶望的な状況は話さず、ただ短縮ボタンを押した。













　　　　　Ⅳ．ヴァルキュリアVSヴァルキュリア







《ビフレスト》の作戦司令区は静けさに包まれていた。

　といっても、人がいないわけではない。

　半はん舷げん休息中のため、スタッフの半分は持ち場を離れているが、残りの半分は自分の席についている。しかしその彼らも、コーヒーを飲んだり、遅い昼食をとったりと、半日前までの慌ただしさは噓うそのようだった。

　その中で、竜りゆう一いち郎ろうも司令官席を離れられずにいた。

　一度《ビフレスト》へ状況確認に戻ったのが運の尽きだった。緊きん急きゆうで連絡を入れるほどではないが、判断を仰ぎたい、という瑣さ末まつな事柄が次から次に待っていたのだ。

　いつ自じ爆ばくが始まるかわからない状況では、一命は取り留めたとはいえ、ヘルガの復帰の見込みが立たないとわかった以上、もはやここを離れるわけにもいかず、《スクルド》を交えた各対策班との打ち合わせも目白押しで、とても休息など取れなかった。

　もっとも三日間ぐらいなら眠らなくても平気なように鍛きたえられているので、特に休みたいとも思わなかったのだが、できれば、真しん珠じゆたちのところへ行って直接、色々なことを話し合っておきたかった。

　モニター越しの会話では擦すれ違いをさらに増しそうだったので、連絡も入れていなかった。ゆえに彼女たちは未いまだに、シトロンが死んだことも、ヘルガが重傷を負って集中治療室ＩＣＵにいることも知ってはいない。

　数時間前までは、世界の状況だけはサロンのモニターで確認できるようにしていたが、それもいまは回線を遮断していた。地上の主な放送局はかなりの被害を受けて沈ちん黙もくしたが、衛星を使って海かい賊ぞく的に放送を続けているところも多かったが、それも全すべて見られないようにしてある。

　あまりにひどい内容だったからだ。

　重じゆう慶けいに最初のＧジー・Ｏオーが現れてから六時間が経過して、世界中にほぼ同時に出現した約五〇〇〇万体のＧ・Ｏは、互いに殺し合い、いまはその数を六七一〇八八六体──おおよそ六〇〇万──八分の一まで、数を減らしている。

　比例して、都市への被害も少なくなってはいた。戦いの場所が、郊外へと移ってきているからだ。と言っても、ワシントンを例にあげれば、現在も三〇体のＧ・Ｏが、移動、もしくはＧ・Ｏ同士で戦せん闘とう中である。

　Ｇ・Ｏの出現分布は、人類の人口分布に近いことも判明した。つまり、都市部にほど多くのＧ・Ｏが現れたのである。離島や山中などには、零～数体のＧ・Ｏしか出現せず、被害もほとんどなかったが、都市部のそれは膨ぼう大だいだった。

　大都市圏はほぼ壊かい滅めつ状態にあり、政府の要人が多数死亡したために無政府状態になって、暫定的に軍が統治に当たっている国も少なくはなかった。地方へ脱出を試みる人々によって引き起こされる事故や暴動が混乱に拍車をかけ、そうした市民に軍や警けい察さつが発砲したり、中には戦車による砲ほう撃げきや戦闘ヘリを使ったより直接的な鎮圧に乗り出す国もあったが、非難の声を上げるような国はなかった。

（自分の尻しりに火が点ついているのに、他ほかの国のことなど心配している暇はない、というわけだな……）

　竜りゆう一いち郎ろうはエスプレッソを飲みながら、スクリーンを見上げた。一〇分ほど前から、奇跡的に何の質問も報告もない状態だったので、下にある大型のエスプレッソマシンのところに行って淹いれてきたのである。舌に心地良い苦味が、気だるさを消してくれるようだった。

　スクリーンには、眠ったように動かない一体のＧ・Ｏが映っている。

　それはもはや、類人猿とはいえなかった。なぜならこの最新のＧ・Ｏは、両手を地につかずに二足歩行を行い、さらに道具を使うからだ。このＧ・Ｏは一代前の状態ですでに、崩くずれたビルの瓦が礫れきを振るって相手を倒したのである。

「霊れい長ちよう目もくショウジョウ科のチンパンジーも、蟻あり塚づかからシロアリを取る際に細い草の茎などを使って捕食活動を行いますがね。これは、そうした行為とは明らかに違う」

　ミーティングの際、イングマンはそう説明した。何が違うのか──スクリーンの一角に開いたウィンドウに映ったのは、Ｇジー・Ｏオーが瓦が礫れきの間にかがんで、何かをしているところだった。その手元と、振り上げた腕の先が同時にズームされると、両方に石を握っていた。

「石同士を打ち合わせて、打製石器を造っている。片側だけでなく裏表両面に刃をつけているから、これはチョッピングトゥールですな。ショウジョウ科の生物は、道具を使うことはできても加工することはできない。それに《ベルザンディ》によって行われた透過スキヤンデータから作成した骨格標本ＣＧに現れている、眼がん窩か上隆起、前額、頤おとがいの特徴から見て、このＧ・Ｏは、約一六四万年前から一万年前までの間の地質第四紀前、更新世の化石人類──つまり猿人に極めて近い。要するに人類の祖先の猿にそっくりに進化した、ということです」

「あなたの予想──Ｇ・Ｏはいずれ人になる、という考えが当たった、ということですか」

　竜りゆう一いち郎ろうが言うと、イングマンは頷うなずいた。他ほかのスタッフは押し黙だまってただ聞いている。

「あまり嬉うれしくはありませんがね」

「その場合、知能の方は？」

「脳容量の増加率を見る限り、いずれは言語も操れるほどにはなるでしょうが、脳をどこからか別に持ってでも来ない限り、いきなり喋しやべったりはしないと考えますがね。コミュニケーションを取ることを期待しておいでなら、望みは薄うすいでしょうな。ヴァルキュリアが現在、言語を操り、中ちゆう尉いとさまざまにコミュニケーションを取れるのは、『教育』の成果に他なりません」

　竜一郎は漠然と、人にたどり着いたＧ・Ｏが、何かしらのメッセージを伝えてくるのではないか、と考えていた。だが、あれも生物だと考えれば、可能性は低いのかもしれない。

「では、この進化と、Ｇ・Ｏの大量発生には、何か因果関係があると思いますか？」

「まあ、無関係なはずはないでしょうが……因果となるとちょっとわかりませんな。世代間、個体間に意思の疎通があるのかどうかも定かではない。しかし、一気に進化を終息させようとしているのだ、とはわかります──我らと同じ、ホモ・サピエンスがその到達点と仮定してですが」

「その先があると？」

「いまの我々が、進化の頂点に立っているのだと考えるのは傲ごう慢まんですよ」

　人の進化のその先──それを、こんな形で見ることができたとしても、人類がそこへ到達できるのかどうかはわからなかった。

　今度のことで、いったいどのくらいの人間が死んだのか、見当もつかない。経済活動や政治の正常化の目め処どが早々につかなければ、暴動などによってさらに多くの命が、人間自身の手によって奪われるだろう。

　だが、正常化にはＧ・Ｏの排除が不可欠だ。

　それについては、唯一と言ってもいい明るい要素が、イングマンによって提示された。

「人間の体には、爬は虫ちゆう類るい亀かめ目もくのような甲こう羅らもなければ、竜りゆう盤ばん目もく獣じゆう脚きやく類るいのような強きよう靭じんな牙きばも顎あごもない。猿人が道具を造ったのは、失った牙きばを手に入れなければならかったからです。そして我々は、その牙を一六四万年以上かけて研とぎ澄すませてきた。Ｇジー・Ｏオーがこの先、原人、旧人と進化しても、せいぜい鉄骨を研いで《槍ランス》のようなものを作る程度でしょう。その上で、体長もヴァルキュリアとさして変わないとなれば、制圧はこれまでよりも容易ではありませんかな？」

　イングマンの問いかけに、皆の視線が竜りゆう一いち郎ろうに集まった。

　確かにそうかもしれない。

　同じ人間ならば、銃を持った方が強いのは道理だ。複数体を相手にしても、勝算は十分にあると思えた。

　竜一郎が大きく頷うなずくと、皆の顔に、安あん堵どしたような表情が浮かんだが、それは、Ｇ・Ｏの大量出現以来、初めてのことだと思えた。彼がスクリーンに目をやると、スタッフもつられたようにそれを見上げた。

　ウィンドウのひとつには世界地図が映っていて、そこに多くの赤い光点が輝かがやいていた。それが時折、ひとつ、またひとつと、ふっと消えていく。

「まるで、バトルロイヤルみたい……」

　ポツリと呟つぶやいたのは、班長の誰だれかではなく、オペレーターの一人だった。

　彼女は慌てて口をつぐんだが、それを聞いてイングマンは面おも白しろそうな顔をした。

「主任、なにか？」

「いえ……バトルロイヤル、と聞いて、ひょっとしたら、本当にそうなのかもしれないと思いましてね。より強いものが進化を手に入れるのは、生物として理に適かなっている。この大量出現も、そのためと考えれば、わからなくもない。弱肉強食は自然の法則です」

「では、この戦いに生き残ったＧ・Ｏが──」

「最強の人型Ｇ・Ｏ、ということになるでしょうな。──まあ、それでも我らの優位は変わらないでしょう。肉体をいくら鍛きたえたところで、銃弾は止められない」

　イングマンは、そう締しめくくった。

（──だが、Ｇ・Ｏは人ではない）

　竜一郎は、カップを包むように持ちながらシートに体をゆったりと預け、スクリーンを見上げながら、そう気を引き締しめた。

　驚きよう異い的な再生能力も、爆ばく核かくも、普通の生物にはないものだ。これまでのところ、他ほかに目立った特殊能力が確認されていないからといって、この人型Ｇ・Ｏも最終的にもこれまでと同じ、と考えるのは早計だった。

（これまでと同じく全力を尽くす……それ以外にない）

　何よりそれが、最も確実な方法に思えた。

　ただひとつ竜一郎が心苦しく思うのは、自分が共に戦場に立てないことだった。

　初戦の『オパビニア』型Ｇジー・Ｏオー戦以後、その機会はなく、竜りゆう一いち郎ろうのできることは遥はるか空の高みに浮かぶ衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター《スレイプニル》からあれこれと指示を出すだけだった。

　無論、それも大事な役目だとはわかっている。

　戦場に出てしまえば、目の届く範囲は狭くなる。局地戦場全体を見渡して指示を出して確実に敵を倒すには、後方で事態の推移を注意深く見ていた方が効率的だった。

　戦術面までをヘルガには頼めない。彼女にはもっと大きな、政治状況や、国際世論の推移、《ガルド》の意向などを含めた、戦略的な見地から判断を下す役割があった。

　せめて戦場での判断くらいは竜一郎が担わなければ、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の隊長として責任を果たしているとはいえない。

　しかし、前線の兵士が信頼するのは、やはり、共に命をかけてくれる仲間である。後方の安全な場所にいて、あれこれと偉えらそうに指示だけを出す上官が嫌われるのは、時代の常だ。

　この先の戦いも《スレイプニル》にいて、ただモニター越しに指示を出していたのでは、いずれ彼女たちが命令に従わなくなる日が来るかもしれない。

（いや、もう兆ちよう候こうは現れている、か……）

　過去二回の戦せん闘とうで、すでに彼女たちは、重大な判断ミスと命令違反を犯していた。

　ひとつは自己の勝手な判断による攻こう撃げきの休止、ひとつは作戦を無視した独断専行だった。

　どちらもに、一歩間違えば命を落としかねない、危険な事態だった。

　そんな時に、空の上で見ているしかないというのは恐ろしくもどかしい。《スレイプニル》には同型艦かん程度なら一撃で撃沈できる威力を持つ、粒子ビーム砲が四門装備されているが、大気を貫いて地上を攻撃できるほどの威力はなかった。

（少しよう尉いには、期待してたんだがな）

　シトロンは欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮ・統合戦略室・室長補だったと聞いていた。彼女になら《スレイプニル》からの指揮を任せることができるかもしれない、と考えていたのだ。

　──しかし、もう彼女はいない。

　その上、ヘルガも不在では、ますます《スレイプニル》を離れるわけにはいかないだろう。もっとも《シグルズ》も何もないのでは、そもそも戦場に出ることはできなかったのだが。

（アメリカには回しても、こっちには回せないっていうのはなんなんだ？）

　どうにも《ガルド》の考えていることはわからなかった。量産型が無人機だから《ＵＮＣＯＶ》には納入しなかった、というのでは理由にはならない。

　アメリカに三機渡したのなら、こちらには一五機は欲しかった。

　ヴァルキュリア一人に対して三機の護ご衛えいというアメリカの小隊構成は、悪くない。それは『キツネザル』型Ｇ・Ｏとの戦いで見せてもらった。一チームであの戦果なら、四チームなら、より確実だ。《スレイプニル》には八基しか《コフィン》を搭載できないため、もう一艦、衛星軌道輸送艦が必要になるが、これは旧型艦で十分だから、手に入れるのは難しくないだろう。

　ただし、《シグルズ》単独でＧジー・Ｏオーを相手にするのは、やはり無理なようだというのは、先の大統領救出作戦で明らかになった。

　救出自体は成功したものの、米国宇宙軍ＵＮＳＮも《シグルズ》を二機失なったのだ。

　しかし、あの作戦でアメリカは、損失に見合う見返りを手に入れたように竜りゆう一いち郎ろうには思えた。世界中から、高い評価と指示を集めることに成功したのだ。

　比べて、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》への非難は、分刻みに高まっていると感じられていた。

　自分たちが見捨てられた、と感じた、生き残った人々が、あちこちで怪気炎を上げていて、その様よう子すがニュースとしてひっきりなしに流されている。その事態に油を注いだのが、アメリカ大統領の演説だった。彼は、幼い子供を抱きかかえながら、《ＵＮＣＯＶ》を一部の企業が私物化していると批判し、《ＣＯＶ委員会》を有事に対応できない無能な集団と糾きゆう弾だんした。さらに自軍のヴァルキュリアにはロボトミー的処置が施されていて、たった一機でＧジー・Ｏオーを倒すことができた、と拳こぶしを振り上げたのだった。

　こんな状況までも政治に利用する神経が、竜一郎には理解できなかった。

『それが政治家というものだ、中ちゆう尉い』

　とヘルガがいたら言ったことだろう──声に嫌悪を滲にじませて。

　嫌悪といえば、インタビューを受けている市民たちの声にも、竜一郎は腹が立っていた。

　彼らは一様に、ヴァルキュリアは人間に奉仕すべきだと決め付けていたからだ。

　意図的に情報を操作しているのか、反対意見はなく、人々は異口同音に《ＵＮＣＯＶ》を非難し、身勝手に、自分たちを優先的に助けるべきだった、と主張して、限りがなかった。布に《ＵＮＣＯＶ》の騎き兵へい隊章を描いて燃やしている様子や、アメリカがドミトルヴュナに施している処置を《ＵＮＣＯＶ》のヴァルキュリアにも行うべきだ、という報道が、どの国のチャンネルでも繰くり返し流されていた。

　竜一郎が、真しん珠じゆたちにＴＶを見せないことに決めた主な原因は、これだった。本意ではなかったが、こんなものを彼女たちに見せたくはなかった。

　それは、士気が下がるとか、そんな理由ではなく（零ゼロではないが、あくまで二次的なものだった）彼女たちに、自分がした不快な思いをさせたくなかったからだった。

（こんな勝手な言い分があるものか）

　何度見ても、その思いは変わらなかった。被害に遭あった人々が、やり場のない怒りをＴＶにぶつける気持ちはわからないではない。しかし、限度というものがある。旗はたを焼いたりするのは明らかに行き過ぎだ。

　その上、東京やウランバートルといった、彼女たちが命がけで守った都市からも、同じような批判が上がるに至っては、怒りを通り越してあきれるばかりだった。

　さらに国連では、《ＵＮＣＯＶ》の指揮権を《ＣＯＶ委員会》から《国連安全保障理事会》へ委い譲じようさせるための動議が出される動きもあるようだった。いや、すでに出されているかもしれない。本部のあるニューヨークには三七〇〇体近いＧジー・Ｏオーが出現して、街はほぼ壊かい滅めつ状態にあったが、地下シェルター内の第二本部は無傷で残り、いまもそこで活動しているらしい。

　採決を無効にするよう働きかけてもらおうと、《委員会》には幾いく度ども連絡を取ろうとしているのだが、応答はなかった。

　国連と違い、《ＣＯＶ委員会》の本部はベルリンにある。

　一七〇〇体を超えるＧ・Ｏの戦いに巻き込まれたベルリンも、被害状況は他の都市と変わらなかった。Ｇ・Ｏ同士の戦せん闘とうに巻き込まれ、本部が壊かい滅めつした可能性もある。

　その場合、動議は可決される可能性が高かった。

　以前、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の解体案が出されたとき、それが否決されたのは、《委員会》の根回しがあったからに他ほかならないからだ。

（もし可決されたら……俺おれはどうする？　彼女たちを、渡せるのか？）

　竜りゆう一いち郎ろうは自問した。指揮権が安保理に移った後でも、自分がこのまま隊長の地位に残れるとは思えなかった。アメリカがそれを許さないだろう。

　そうなれば真しん珠じゆたちの待遇は、良くてジェイコブスン旗き下か時と同等、でなければドミトルヴュナと同じ処置を施されて、『戦う肉人形』に変えられてしまうことだろう。

（渡せるわけがない）

　そんなことを、許せるはずはなかった。

　だが、そうは言っても、結局は逆らえないだろうとは理解していた。自分ひとりが気き張ばったところで、他のスタッフやクルーが同調してくれなければ、《ヴァルハラ》に立て籠こもることすらできないのだ。

　それについては、期待してはいなかった。

　彼らの多くは、国連によって召集された軍人だ。命令には従うだろう。それに、竜一郎ほど真珠たちと親しく交わっているわけでもない。近くで姿を見たことのある人間の方が、稀まれなはずだ。そんな相手のために、命をかけてまで自分の側に立ってくれるとは思えなかった。

　捕らえられれば、人類そのものへの反逆行為で軍事裁判にかけられ、死刑を宣告されるのは目に見えているのだ。

（……それで、構うものか）

　竜一郎は、あっさりとそう決意できていた。死の意味を理解していないわけではない。しかし見捨ててしまうには、彼は真珠たちと親しくなりすぎていた。

　他人から、馬ば鹿かだと思われようがなんだろうが、それが天あま宮みや竜一郎という人間だった。

　だが決して、人類などどうなっても構わない、と思っているわけではない。

　無む為いに命が奪われていくのは悲しいことだし、できることなら救いもしたかった。しかし今回は、状況がそれを許さなかっただけだ──プロは、自分の命を犠ぎ牲せいにはしない。美談にはなるかもしれないが、後にもっと多くの命を助けられるチャンスを潰つぶすのは、格好つけの愚か者か、無能な上官がすることだ。

　竜りゆう一いち郎ろうはエスプレッソを飲み干すと、それをコンソールの脇わきに置いて、もう一度《委員会》に連絡を試みようとモニターに手を伸ばした。

「中ちゆう尉い」

　オペレーターの一人、劉りゆう伍ご長ちように声をかけられて、竜一郎は手を止めて彼女を振り向いた。

「どうした？」

「《ヴァルハラ》に近づいてくる艦かん隊たいがあります。識別信号確認──米国宇宙軍ＵＮＳＮ、英国宇宙軍ＲＳＮ、航宙自衛隊ＳＳＤＦ、アジア大陸宇宙軍ＡＣＳＮの航宙艦です。欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮを除く《ＵアＮンＭムＳツＳス》に駐留中の全艦と確認しました」

　竜一郎は立ち上がった。カップがコンソールから落ちて砕くだけ散った音に、席で仮眠を取っていたスタッフが目を覚ます。

「第一級対艦戦せん闘とう警けい報ほう発令！　対艦戦闘配備！」

「第一級対艦戦闘警報発令、対艦戦闘配備実行します」

　復唱が終わると同時に、要よう塞さい内に、対艦戦闘配備を命じる警報アラームが鳴り響ひびいた。対Ｇジー・Ｏオー戦の時とは違うそれの音は《ヴァルハラ》が稼動を開始して、初めて使われた警報だった。次々とスタッフが戻ってきて、自分の座席へと戻る。

《ヴァルハラ》の外がい壁へきでは、自立型自動射オートノミツクフアイア撃管制装置コントロールシステムを搭載した、重レーザー連装砲、対艦・対宙ミサイル発射装置が次々とせり出し、虚こ空くうを睨にらんだ。

「スクリーンに艦隊の様よう子すを映し出せ」

「各艦隊、映ります」

　Ｇ・Ｏの姿は隅へと押しやられ、代わりに、最大望遠で捉とらえた各国宇宙軍の姿が次々とスクリーンに映し出された。

　先頭を進んでくるのは、米国宇宙軍の衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター『ハース』だ。腹には《コフィン》を抱いていて、その両りよう翼よくに、八〇ミリレーザー連装砲三基と、艦対宙ミサイルＶＳＭ八連装発射装置四基を備えた『キャルフォルニア型』航宙戦闘艦を二隻、従えている。

　英国宇宙軍は戦闘航宙艦が四隻、航宙自衛隊は護ご衛えい艦が三隻で、アジア大陸宇宙軍の戦闘航宙艦も三隻だった。その、計一三隻の艦隊が、全天方向から《ヴァルハラ》を押し包むように、絶対航行禁止区域へと近づきつつある。

　すぐに境界線までの距離が一五キロを切って、《ヴァルハラ》からは各艦に向けて警報が発せられた。

『《警告します。貴艦は絶対航行禁止区域に近づきつつあります。警告を無視し、許可なく同区域内に立ち入った場合、強制排除を実行します。なお、これは国連安全保障理事会で認められた防衛行為であり、生命他ほかあらゆる損失の責任は貴艦にあります。繰くり返します──》』

「どうだ？」

「各艦かん、減速、認められませ──あ、いえ！　減速しました！」

「《スクルド》！　予想停止位置は!?」

「《えーっとねえ……境界線ぎりぎり、って感じ！　ＡＦＣＳは作動しないよ？》」

　幼い合成音声で、《スクルド》はそう予測した。

　現在の設定では、航行禁止区域内に侵入した場合でも、三キロ地点まではグレーゾーンとなっている。それを越えなければ《ヴァルハラ》から攻こう撃げきを仕掛けるようなことはなかった。要よう塞さいとは防衛のための基地だ。相手もそれは承知しているようだった。

「──全艦停止。境界まで約一〇〇メートルの位置です」

　ホッとしたのもつかの間、最大望遠で捉とらえた艦に変化が現れたのを見つけて、竜りゆう一いち郎ろうは唾つばを飲み込んだ。

「中ちゆう尉い！　全艦、ミサイル発射筒開放しました！」

　報告を聞くまでもなく、その様よう子すは、はっきりとスクリーンに映っていた。

「ロック・オンされたか!?」

「いえ、反応ありません。ハッチを開いただけのようです」

　だけ、で済まされる問題ではない。これは十分な示威行動だ。戦せん闘とうの意思があるとみなされても文句は言えない。

（何のつもりだ……）

　竜一郎はスクリーンをじっと見つめた。

　最初に頭に浮かんだ疑問は、これが国連の命令による行動なのかどうか、とうことだった。

　そうであるなら、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は国連の組織である以上、彼らは《ヴァルハラ》の自立型自動射オートノミツクフアイア撃管制装置コントロールシステムの攻撃不許可命令コードを持っているはずだった。その場合、大規模な抵抗はできない。

　しかしこれがアメリカの専行による多た国こく籍せき軍的行動ならば、《ヴァルハラ》は彼らに対して抗戦が可能だった。国連安保理は《ガルド》のいいなりにはならないが、かと言って、アメリカに盲目的に追従するわけでもない。

（これが多国籍軍なら……《ＵＮＣＯＶ》の指揮権委い譲じようの動議の承認は困難、とアメリカは判断したということか？）

《ガルド》の影えい響きようが強い欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮが作戦に不参加なのも、それを裏付けているように思えた。

「中尉。米国宇宙軍ＵＮＳＮから入電です。繫つなぎますか？」

「繫いでくれ、劉りゆう伍ご長ちよう」

　すぐにスクリーンに知った顔──ジョージ・ダラス司令が現れた。その目は生き生きと輝かがやいて、老ろう軀くには精気が満ちている気がした。

『あの小娘はどうした』

　第一声がそれだった。どことなく面おも白しろがっているような様よう子すがあった。

「所用で席をはずしておられます」

『重要な話がある。すぐに呼んでもらおう』

「ご用件は自分が承ります。そのように命じられておりますので」

　それを聞くと、ダラスは鼻を鳴らした。

『呼びたくても呼べないのだろう？　小娘は負傷したそうじゃないか』

（やはり知られたか）

　先ほどからの態度から、そうではないか、と感じていたのだ。

　怪け我がの具合は伏せられていたが、スタッフにはすでに、ヘルガが負傷したこと、シトロンが殉じゆん職しよくしたことは知らされていた。しかし、誰だれから何ど処こから、という犯人捜しは後回しだった。

「そのようなデマを、何処でお聞きになられたかは存じませんが、自分の方もお尋ねしたいことがあります。──この示威行動は何のおつもりですか？」

『示威行動？　違うな。これは警けい告こくだよ、中ちゆう尉い。貴官も、一三隻もの艦かんを相手にして馬ば鹿かなことはすまい。我々は世界を代表してここへ来た』

　馬鹿なことをしているのはどっちだ、と竜りゆう一いち郎ろうは腹の中で唸うなった。

　しかしこれではっきりとした。連中は国連安保理の承認を得てはいない。そうならば、こんな脅おどしをかけてくることなく、こちらを無効化できるからだ。

「……劉りゆう伍ご長ちよう」

　竜一郎はコンソールのマイクの集音力を絞って彼女を小声で呼んだ。

「包囲している全艦と通信を開け。我々の会話を聞かせたい」

「了解しました。一〇秒お待ちください」

　竜一郎はマイクを元に戻すと、腹の中で数を数えながら、ダラスに向かって不敵に微笑ほほえみかけた。すると思った通り、彼はこめかみに青筋を立てた。馬鹿にされた、と取ったのだろう。

（──さあ、正念場だぞ。頭を使え。ヘルガ司令なら、と考えるんだ）

『何がおかしいか、中尉！』

　すぐには答えず、竜一郎は数を数え続けた。

　一〇秒経たった。

　伍長が小さく頷うなずいて、竜一郎は深呼吸をした。

「……ダラス司令。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に対する軍事行動は、国連への反逆、世界に対するテロ行為です。即刻、包囲を解き、撤てつ退たいしていただきたい」

『テロだと!?　ふざけるな！　我らは世界を代表して集まったのだ！』

「では、これは国連の承認を得ての行動だと？」

『ふん！　《ガルド》の傀かい儡らいに成り下がった腰抜け機関など関係ない！　なんら有効な手を打つこともできず、地下に籠こもって口角泡を飛ばし合っていてＧジー・Ｏオーが倒せるか！』

「なるほど……つまり、これはアメリカをはじめとする《一部の国》の独断での行動、というわけですね？」

『我々の意思が、世界の意思だ！　中ちゆう尉い、即刻《ヴァルハラ》を明け渡してもらおう。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は、現時点をもって、我ら多た国こく籍せき宇宙軍の管かん轄かつに置く。否、というのではあれば、実力行使も厭いとわぬぞ！』

　さらなる脅おどしか、各艦かんの重レーザー砲が回転し、銃口がぴたりと《ヴァルハラ》に向いた。

　スクリーンの中で、ダラスはいやらしい笑みを浮かべた。

『わが国には実績がある。五人のヴァルキュリアは有効に使ってやろう』

「《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》のように、ですか？」

『貴様らはアレをそう呼んでいるのか？　ま、そういうことだ。貴様らも世界のことを考えるならば、おとなしく──』

「お断りします」

　ダラスが全すべてを話し終える前に、竜りゆう一いち郎ろうは彼の言葉を遮った。

「《ＵＮＣＯＶ》は国連の組織です。その国連の承認を受けていないまったく身勝手な行動を、世界の意思などと軽々しく言わないでいただきたい。貴方あなたがたに彼女たちは渡せません。貴方がたが、自国と同盟国以外の国を守るという保障がどこにもない。例えば、今度の一件が終息して、今後、今回同調しなかったＥＵにＧジー・Ｏオーが出現した場合、《ヴァルキュリア》を派遣しますか？　そうは思えない。現に、司令。あなたはトロントで我々と共同戦線を張ろうとはしなかった」

『それは、貴様らが無能だからだ！』

「ならばワシントンの一件は？　《黒のヴァルキュリア》はＵＮＳＮが不法に確保しているとはいえ、世界を守るための貴重な兵だ。それを貴方がたは危険を冒して、大統領救出、という自国の利益のために使用した。そんな国に、どうして残りの《ヴァルキュリア》を任せることができますか？　世界は、宇宙軍を持っている国ばかりではないのです」

『中尉風情が、小こ賢ざかしいことを吐ぬかすな！　ならば何な故ぜ、世界が蹂じゆう躙りんされていくのを黙だまってみている！　偉えらそうなことをいうなら、いますぐ世界を救って見せろ！』

「司令。自分は、それほど傲ごう慢まんではありません。たった五人の《ヴァルキュリア》でいますぐにこの世界を救えるとは思ってはいません。しかし、幸いなことに、Ｇ・Ｏは互いに殺し合いをして、その数を急速に減らしています。どのくらいの数になるまでそれを続けるつもりなのかはわかりませんが、彼らがそれをやめた時こそが、我らの出番だと考えております」

『それまでは黙って殺されていろ、と民衆に向かって貴様は言えるのか!?』

「無理な出しゆつ撃げきを行って彼女たちを失えば、我らはＧ・Ｏにただ蹂じゆう躙りんされるしかなかった、あの暗黒時代に逆戻りすることになるのです！　貴方はそれを望んでいるんですか!?」

『だから、我々がうまく使ってやろうと言うのだ！　ええい、くだらない議論はもうたくさんだ！　大人おとなしく引き渡せばよし。拒むと言うのであれば──』

「武力に訴えると言うのですか？　国連の機関である我々に対して攻こう撃げきを仕掛けると言うのなら、我々は貴方あなたがたをテロリストと認識し、抗戦します。国連は決してテロには屈しない。それでもなお攻撃すると言うのなら、貴方がたは《ヴァルハラ》が『要よう塞さい』と呼ばれているその真の意味を思い知ることになるでしょう」

　カメラの向こうで、一いつ瞬しゆん、ダラスが鼻はな白じろんだのがわかったが、それはすぐに消えてしまってどのくらいの人間が気がついたかはわからなかった。

《ヴァルハラ》が衛星軌道要塞基地オービツト・フオートレスと呼ぶにふさわしい武装を備えていることは、公式に発表されているスペック表を見れば素人であっても理解できる。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はＧジー・Ｏオーと戦うために作られた組織だが、強力な武器を持つがゆえに、端から対人類戦を想定した武装の数々が用意されていた。一三艦かんは多いが、勝てない数ではない。《ヴァルハラ》も無傷とはいかないだろうが、相手の被害はもっと甚大になるだろう。

『あくまで逆らう、と言うのだな？』

「仕方ありません」

『そうか。……では、こういうのはどうだ？』

　ダラスが手を上げて、何かを指示した。すると──

「中ちゆう尉い！　《ハース》のハンガーハッチが開きます！《コフィン》も続いて展開！」

　竜りゆう一いち郎ろうにも見えていた。前部、斜めの外がい壁へきにせり出すようについているブリッジの下の装甲壁が上に向かってゆっくりと開いていく。同時に、車輪のように見える筒のひとつが、艦に対して垂直に立ち始めた。

　装甲壁の向こうに初めに見えたのは、細く黒い足だった。肌の色ではなくブーツと、ぴったりとした黒いスーツの色だ。

　ふくらはぎから腿ももへの、なだらかなラインが次第にあらわになっていく。

　ほっそりとした腰には、革のように見えるガンベルトが巻きつけられていて、二丁の自動拳銃オートマチツクがホルスターに、一〇を超えるマガジンがベルトに挿さされていた。続く豊かな胸は脇わきから絞り上げられるように、肩へと回るベルトによって強調されている。広い肩の上には、ヘルメットですっぽりと隠された頭があって、偏光バイザーの上で太陽光が躍おどっていた。

　顔は見えない。だが、誰だれなのかはわかっていた。

「ドミトルヴュナ……」

　竜一郎の呟つぶやきを聞きつけたダラスが不可解な顔をしたが、理由はすぐにわかった。連中は彼女たち名前で呼ぶことはない。だから、誰だれのことかわからなかったのだろう。おそらくダラスは、彼女の遺伝情の父親であるロシアのアレクサンドル・ドミトルヴュナ博士の名前など、覚えてもいないに違いなかった。

『我々はこれより《Ｖ─00》に《ヴァルハラ》を接収させる。──貴様に、世界を救うことのできる貴重な兵士を撃うてるか？』

　竜りゆう一いち郎ろうは言葉に詰まった。これがヘルガであれば、問答無用で重レーザーの一斉射で、ドミトルヴュナもろとも《ハース》を撃げき沈ちんしていたかもしれないが、彼にとっては躊躇ためらうに十分な事態だった。

　何より問題なのは、真しん珠じゆたちがドミトルヴュナを姉と認識していることだった。その彼女を撃つことなど、竜一郎にはできなかった。

　ドミトルヴュナは、背中のバックパックのスラスターを吹かしてハンガーを出ると、ハッチの開いた《コフィン》へと取り付いた。そうして、中から《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を取り出すと、それをガンベルトの後ろに横向きに差し込んで固定した。

（簡易Ｓ２装備か……）

　それは宇宙戦せん闘とう用装備のことである。《ヴァルキュリア》は、全地形・全天候での戦いを想定されているため用途に合わせた装備が用意されている。Ｓ２のＳはＳｐａｃｅの意味だが２とついているのは、海中用装備がＳ装備と呼ばれているからである。ホルスターの銃も普通の自動拳銃オートマチツクではない。弾丸自体が高圧のガスを噴ふん射しやして飛ぶ、小型のロケット弾発射装置のようなものだ。

（活動可能時間は三〇分だが……どうする？　《ヴァルハラ》の防衛装備では、彼女は怪け我がではすまない）

　スタッフが、押し黙だまった竜一郎を不安げに振り返った。その中に、ダラスの、どこか勝ち誇ったような笑い声が響ひびいた。

『大人おとなしく蹂じゆう躙りんされるがいい。──それが嫌いやなら、とっとと降伏するのだな。我々は常に回線は開いている』

　そう言って、スクリーンからダラスの顔は消えた。

「《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》、移動を開始しました。絶対航行禁止区域へ侵入！」

「くそっ！　《ベルザンディ》！　ＡＦＣＳのアンターゲットリストに、ドミトルヴュナを追加しろ！」

「《了解。リストの修正を行います──完了しました》」

　命令はすぐに実行され、これで彼女はグレーゾーンを越えても、こちらの防衛火器に問答無用で攻撃されることはなくなった。

　だが、彼女の方は違う。

　あの銃を、《槍ランス》を振るって、いくらでも《ヴァルハラ》を痛めつけることができる。それこそ全すべての砲台を破壊することも可能だろう。宇宙港《ノーアトゥーン》に係留中の航宙艦かんは無傷で手に入れようとするだろうが、その他ほかは、《ヴァルハラ》が沈まない程度には痛めつけられる可能性があった。砲台が沈黙すれば、次には艦隊が乗り付けてくるだろう。

（次から次と……司令の不在中によく起こってくれる）

　竜りゆう一いち郎ろうは椅い子すに座り直すと、誰だれにも気づかれぬようにため息をつき、それからコンソールのモニターに触れて、《ヨトゥンヘイム》を呼び出した。

　画面はすぐに六分割されて、それぞれの部屋及びサロンとつながった。サロン以外は向こうでスイッチを入れない限り映像は映らないため、『ＣＡＬＬ』の文字が表示されている。サロンは無人だった。呼び出しサインが三回を超えた頃ころ、それぞれの部屋の様よう子すが映って、少女たちの姿が現れた。

　どの顔も沈みがちだった。

　その中にあって、真しん珠じゆだけは微笑ほほえみを浮かべていたが、それもどこか無理が見えていた。

（あれだけのＧジー・Ｏオーが現れたんだ……仕方ないか……）

　竜一郎の考えは、そこまでにしか及ばなかった。

「……緊きん急きゆう事態が発生した」

　言葉を選びながら、彼は言った。

「現在、《ヴァルハラ》は多た国こく籍せき宇宙軍に包囲されている。彼らが艦かん隊たい戦を仕掛けてくる様子はいまのところない。だが、代わりに、中核のアメリカ宇宙軍が、《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》を出しゆつ撃げきさせた。我々はこれを《ヴァルハラ》の外がい壁へきで──迎える」

　全員が、苦痛とも、悲しみともとれる、そんな表情を浮かべて、竜一郎を睨にらんだ。その瞳ひとみは、何かを問い掛けているようでもあったが、それがなんであるかを、彼はわかることができなかった。しかし、何かまずい感じがした。背中に汗が浮かび、竜一郎は急いで言葉を探した。

「彼らは、《ヴァルハラ》と君たちの引渡しを要求している。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》には任せておけない、ということだ。しかし、それは国連の判断ではない。アメリカを中心とした連中の勝手な言い分だ。だから《安全装置セーフテイユニツト》のことは気にしなくても大丈夫だ。それもあり、断固我々が要求を拒否すると、アメリカは《黒のヴァルキュリア》を先せん鋒ぼうとして出撃させてきた。撃うてはしない、と考えてのことだろうが……見事に突かれた。《ヴァルハラ》の装備で対応すれば、最悪の場合、回復不能な怪け我がを負わせてしまうかもしれない。──ゆえに、君たちに、彼女を頼みたい」

『……Ｇ・Ｏの次は姉さんかよ？』

　そう言ったルビーの声には抑えようのない怒りが滲にじんでいた。

『まさか、あんたの口からそんな《命令》を聞くとは思わなかったぜ……がっかりだよ』

『まったくネ』

　レインの瞳ひとみは失望に沈んでいた。

『隊長は、ワタシたちの気持ち、わかってくれる人だと信じたかったけど、やっぱりそうじゃなかったのネ』

　まったく真意が伝わっていない様子に、竜一郎は慌てた。

「ちょっ──まってくれ！　俺おれは、代わりに彼女を撃て、と言ってるんじゃない。この基地を二〇分間だけ守って欲しいんだ。彼女の装備は簡易Ｓ２装備だ。酸素は三〇分しか保もたない。帰りのことを考えれば、二〇分守ることができれば、彼女は引き上げる。注意を引き付けて、要よう塞さいの破壊を最小限に食い止めて欲しい。俺おれが望むのは、それだけだ。……もちろん余裕があれば捕らえてもいいが、彼女は肉体のリミッターを外している。無理は禁物だ」

　レインとルビーは返事をしなかった。晶あきらもモニターの、さらに眼鏡めがねの向こうから、竜りゆう一いち郎ろうを見つめて、瞬まばたきもしない。

　ちりちりとうなじが熱くなった。

　時間はあまりない。ルビーたちが動かなければいまの竜一郎の立場では、最悪、ドミトルヴュナを撃うつことも考えなければならなかった。

　そんなことは、したくない。だが、やらなければならないことというのはあるのだ──好むと好まざるとに拘かかわらず。

「それにこれは命令じゃない。頼みだ。この要塞を──君たち自身の家を守るために、手を貸して欲しい」

　竜一郎は頭を下げた。そのことで作戦司令室全体がざわめいたが、彼は気にしなかった。自分には、こんなやり方しかできないのだから仕方がない。

『……あたし、やります』

　竜一郎は顔を上げた。そう言ってくれたのは、やはり真しん珠じゆだった。

『姉さんと戦うなんて嫌いやだけど、この家を失うのも嫌だし、アメリカなんかに引き渡されるのはもっと嫌だもの』

『ミルキィも……』

　真珠の隣となりのウィンドウで、ミルキィもそう続いた。

『お姉ちゃんたちが怪け我がしたら、すぐに治してあげるくらいならできるから……』

『おまえら、それでいいのか？』

　ルビーの目が険けわしくなった。

『人間の勝手な都合で、姉さんと戦わせられるんだぞ』

　だが、それを聞いた真珠はそれでは説得されなかった。

『わかってる。……でも、これはあたしたち自身のための戦いだと思うの。ルビー姉さん、言ったよね、これからはそうするって。これって、そうだと思わない？』

（何の話だ？）

　竜一郎にはわからなかったが、あえて口を挟まずにおいた。時間がない。せっかく真珠が説得してくれようとしているのに、水を注さしたくはなかった。

　真珠は続けた。

『だから、あたしは戦おうと思うの。ここを出ていきたくなんかない』

　ミルキィもこっくりと頷うなずいた。

『姉さんたちがやらないなら、あたしとミルキィでできるだけやるからいい』

『ミルキィもがんばる……』

　自信なさげに、しかし、ちゃんと彼女は頷うなずいた。

『……わかったよ』

　とルビーは呟つぶやいた。レインと晶あきらは無言だったが、異い議ぎはない、ということなのだろう。

　ひとまず胸を撫なで下ろすと、竜りゆう一いち郎ろうは、手早く作戦を説明した。




　標準タイプのＳ２装備を身につけて、真しん珠じゆたちは宇宙港《ノーアトゥーン》から外に──宇宙空間へと出た。

　当たり前だが何の音もしない。聞こえるのは自分がスーツの中で立てる音だけだ。

　頭の上にも、前後にも左右にも、ただ真っ黒な宙だけが広がっている。

　星は、そこにただ点としてあるだけで瞬またたかず、何もかもがはっきりとしすぎていて、漠然とした恐怖を、真珠は感じた。

　だが、それは自分だけではなかったらしい。

　ミルキィの手が、スーツの上から指に触れてきて、真珠はそれを軽く握り返した。

　感触が、ふわふわしている。

　簡易タイプのものよりはスーツが肉厚なためだろう。鍋なべ摑つかみのミトンの上から握ったみたいだった。ブーツの底は外がい壁へきに張り付いて射しや撃げき時の反動を防いでくれる仕様になっている。背中側の腰部には酸素供給管と命いのち綱づなが付いていて、活動可能時間に制限はなかった。

　持ち出した武器は《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》のみだった。

　ただ守るだけならば、銃は必要ない。代わりにヤング率の極めて高い超高弾Ｓ性炭素Ｃ繊維強Ｆ化プラスＲチック製Ｐの盾を、真珠たちは持ち出した。炭素繊せん維いを使っているため有色で、視界が制限されるという点ではガラスＣ繊維強Ｆ化プラＲスチック製Ｐの盾よりは使い勝手が悪いが、防弾率はこちらの方が上だった。

『《ミドガルド》の第三三区域方面へ向かってくれ。予測では、ドミトルヴュナはそこへやってくる』

　聞きなれない単語に、真珠は小首を傾かしげた。

「もしかして……ドミトルヴュナ、って、姉さんのことですか？」

　すると、バイザーに映った竜一郎は頷いた。

『彼女の父親は、アレクサンドル・ドミトルヴュナ博士だ。だから苗字はドミトルヴュナだろう？　いつまでも《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》では、呼び難いからな』

　真珠は頷いた。こういうところを見せられてしまうと、やはり諦あきらめきれない、と思う。

　きちんと自分たちを──敵対している相手でさえも、人間として扱ってくれるこんな人が、この先も現れるとは思えなかった。他ほかの姉妹たちはいまのことをどう感じたのだろう、と見たが、バイザーに遮られて、表情を窺うかがうことはできなかった。

　まさかそんなことを、竜りゆう一いち郎ろうに筒抜けの通信で話すわけにもいかず、真しん珠じゆたちは黙々と《ヴァルハラ》の外がい壁へきを進んでいった。

　宇宙に天地は無いが、地球の方角を地とするなら、真珠たちは逆さまに生はえた樹きを根の方へ向かっている形だった。緩ゆるやかな球面の外壁には、等間隔に防衛用火器が顔を覗のぞかせていて、さながら不毛の地のオブジェのようだった。

　二分後、三三区付近に到着した真珠たちは、隔壁の開いた対艦・対宙ミサイル発射装置の格納口へ、三つに分かれて身を潜ひそめた。装置自体は格納されたままで、その上に腰をおろす格好になる。当然、ミサイルは装そう塡てんされていない。ちょうど肋ろつ骨こつの下辺あたりまで隠れる格好になるので、盾をかざせばちょうど全身が隠れる。

　真珠のところには、ミルキィが一緒に入った。

『来るぞ！　一八分二四秒耐えてくれ！』

　竜一郎の声と共にバイザーの隅にウィンドウが開いて、ドミトルヴュナが着地しようとしている姿が映った。装備自体は軽装のようだった。見る限り、銃は腰の二丁だけで、あとはこちらと同じく《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を携えている。

　息を凝こらして、真珠たちはじっと待った。

　ふわり、とドミトルヴュナは着地した。その軽さは、黒い天使が舞い降りたかのようにも見えた──もしくは、悪あく魔まか。
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　彼女は辺あたりを見回すと、ホルスターから自動拳銃オートマチツクを引き抜き、おもむろに重レーザー砲に向かって発砲した。青白い高熱のガスを噴きながら弾丸は飛び、砲身に食い込んだかと思うと砲塔は無音で爆ばく発はつした。

　咄とつ嗟さに真しん珠じゆたちはそちらへシールドを回した。圧倒的な輝かがやきがバイザーを染め、飛び散る破片がシールドを腕から剝はがそうとするのを必死に耐えた。砲が吹き飛び、大きな穴が開いた外がい壁へきはすぐに隔壁が閉鎖されたようで、空気の流出などもほとんどなかった。

『気づいたぞ！』

　竜一郎の声がしてシールドの陰から見ると、ドミトルヴュナの腕がこちらに向かって上がるところで、真珠は慌ててシールドを斜めに構えた。

　直後、じん、と腕が痺しびれるような衝しよう撃げきが伝わってきた。それは骨にまで届いて、腕がもぎ取られるような感覚に、真珠は呻うめいた。

『シンジュおねえちゃん！』

　ミルキィが一緒になってしがみついてくれなければ、弾はじき上げられ、無防備な体をさらすことになっていただろう。何とか盾を元の位置に戻すと、二人は連続して襲おそってくる震動を必死に堪こらえた。

（きつ……い……）

　腕の感覚はすぐになくなった。目の前にあるシールドの裏が、ぐっ、と小山のように盛り上がるのを見て、ぞっとした。それはすぐに戻るのだが、いまにも突き破られてしまいそうだった。

　バイザーの隅のカウントダウンの数字は、なかなか減らない。誰だれかが悪戯いたずらして、時間を引き延ばしているのでは、と勘かん繰ぐりたくなる。

　その時、シールドの隅に異変を見つけて、ハッとした。

　ひびが入っている！

　次の瞬しゆん間かん、その部分が弾けて、今度こそ耐え切れず、真珠はシールドごと腕を弾き飛ばされて、ミサイル発射装置格納口から、ミルキィ共々絡み合うように転がり出てしまった。

「きゃああっ！」

　このまま宇宙の果てにまで飛ばされてしまうのでは、という恐怖に心臓を鷲わし摑づかみにされて、悲鳴が口をついて出た。命いのち綱づなの存在などすっかり忘れていた。

　しかし、それに頼るまでもなく、何回転目かにブーツの底が壁かべを捉とらえて吸い付き、真珠はミルキィを抱きかかえる格好で、したたかに背中を打って何とか止まることができた。

　息が詰まる。じわりと浮かんだ涙の向こうに、両手に拳けん銃じゆうを構えて近づいてくる黒い姿が霞かすんで見えて、真珠は咄とつ嗟さに体を捻ひねってミルキィを下にかばうようにした。ルビーたちが発射口から飛び出して、ドミトルヴュナに殺到するのが目の端に見えた。

（間に合わない！）

　指がゆっくりと引き金を引く──だが、奇跡が起こった。

　引き金は完全に引かれたのに、銃口には何の変化も起こらなかった。弾が切れていたのだ！

　ぐん、としなった《槍ランス》の柄が、左右からしたたかにドミトルヴュナの手首を打って、銃を叩たたき落とす。

『このっ！』

『やっ！』

　ルビーとレインは掛け声と共に、返す《槍》の柄で、それぞれ、頭を足を狙ねらったが、ドミトルヴュナは頭を下げつつ足を上げて膝ひざを抱えるような格好になると同時に、バックパックのスラスターを作動させて急速後退し、これは空から振ぶりに終わった。スーツが空気を噴ふん出しゆつして自動的に動きに制動をかけてくれなければ、命いのち綱づなに絡まって、蜘く蛛もに捕らわれた虫のようになってしまうところだ。

　ドミトルヴュナは十分に距離をとった場所で停止して体を伸ばすと、腰のガンベルトの後ろから《槍》を抜き、これを構えた。わかっていたことだが、彼女の方は手加減をするつもりはないようだった。しっかりと穂の方がこちらに向いている。

『あと八分！　皆、頑がん張ばってくれ！』

　竜りゆう一いち郎ろうの声が合図であったかのように──ドミトルヴュナには聞こえていないはずなのだが──彼女は外がい壁へきを蹴けると、スラスターを吹かし、低空で突っ込んできた。そのまま横よこ薙なぎに《槍ランス》を振るい、ルビーが穂先を外がい壁へきに突き刺してこれを受けた。

　フラッシュを焚たいたような火花が散り、互いの《槍》の歌が交じり合って不協和音を奏でた。

　物理的には聞こえるはずはない。音は振動の波であり、空気があって初めて聞こえるのだ。それなのに、その歌は確かに聞こえていた。頭が割れそうな、嫌いやな音だ。

『ここにいて』

　真しん珠じゆはミルキィにそう告げると、《槍》を手に立ち上がった。背中はまだ痛むが、そんな泣き言は言っていられない。

　振り返れば、ドミトルヴュナに対して、ルビーが猛攻をかけていた。《槍》同士が打ち合わされるたび、光が瞬またたく。ルビーはあれこれと攻め手を変えているが、ドミトルヴュナはその全すべてを受け止めていた。攻める隙すきを与えない攻こう撃げきではあるが、危うい、と思えた。

『いいかげんに……っ、大人おとなしくしてくれっ！』

　肩口を目掛けて、柄が振り下ろされた。命中すれば、鎖さ骨こつぐらいは簡単に砕けるほどの速さがある。しかしそれは、スラスター噴射を利用した高速回かい避ひで難なくかわされてしまい、大技であったが故の隙を突かれた。

　回転して勢いのついた柄が、ルビーのヘルメットのバイザーをしたたか打ち、蜘蛛の巣のような細かいひびが入ったかと思うと、次の瞬しゆん間かん、それは内側から砕けて、きらきらと光の粒子を辺あたりに撒まき散らした。

「姉さん！」

　真しん珠じゆは走ったが、壁かべに吸い付く足はひどく重かった。

　ルビーが、顔を押さえて仰のけ反ぞるのが見えた。レインが傍そばに駆け寄って腕を引き剝はがし、ヘルメットの脇わきを叩たたく。緊きん急きゆう用のシャッターが閉じた。再び空気が中に満ちているはずだ。レインは晶あきらと二人でルビーをできるだけドミトルヴュナから離そうと引きずった。

　その背中が、あまりにも無防備だった。

　ドミトルヴュナは《槍ランス》を構えると、一気に突きたてようとした。

「させないっ！」

　真珠はスーツに紐ひもでつながれた自分の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を、走りながら投げた。命中することなど、期待してはいなかった。牽けん制せいになれば、と思っただけだ。

　少なくとも後者は成功した。

《槍》は彼女とレインを分断するように飛んで、ドミトルヴュナの投とう擲てきを躊躇ためらわせることができ、その隙すきにレインと晶は、ルビー諸もろ共とも、ミサイル発射口へと転がり込んで盾を構えることができた。

　真珠は《槍》を手首の返しで引き戻し、構えた──穂を先にして。

（手加減なんてできる相手じゃない）

　そう認めた。

　なぜか、ドミトルヴュナは微笑ほほえんでいるように思えた。彼女はモデルのように美しい姿勢で立って、血でも払うかのように《槍》を一度振るい、そうして真珠と対たい峙じした。

（まだ五分もある……）

　真珠は唇を舐なめた。喉のどもひどく渇かわいている。この姉と戦って、五分も持ちこたえる自信はなかった。格かく闘とう訓練でルビーに一度として勝てたことがないのに、どうして勝てよう。

　こうして向かい合っているだけで息が苦しい。

（あっ──）

　額に浮かんだ汗が流れて右の目に入り、真珠はうろたえた。

　視界がぼやけ、動揺はそのまま槍の穂に現れてしまった。

　バイザーの向こうでドミトルビュナの赤い唇が、勝利を確信して笑みの形に攣つれたのが見えた気がした。次の瞬しゆん間かん、きらり、と穂先が光ったかと思うと、それは、真珠の胸元にぴたりと突きつけられていた。

　胃がきゅっと絞られ、口を開けば、奇怪な悲鳴が漏れてしまいそうだった。

　時間はまだ三分もある！　一突きするには十分すぎる。

　──だが、不可思議なことが起こった。

　ドミトルヴュナは《黄昏の槍》の穂を上げると、外がい壁へきをとんと蹴けって飛び上がり、スラスターを吹かして《ヴァルハラ》を離れると、そのまま虚こ空くうへ──おそらくは《ハース》の待つ方角へと飛び去っていってしまった。

　バイザーのカウンターは、二分三〇秒をようやく切ったところだった。

（見逃してくれた……？）

　全身にどっと汗をかいて、真しん珠じゆはその場にへたり込んだ。

　その時、目の端に小さな影が動いたのを、彼女の大きな瞳ひとみは捉とらえたが、目を瞬まばたき、そうしてもう一度見た時には、それは跡形もなく消えていた。

（いまのは──）

　真珠は幽ゆう霊れいでも見たような顔をしていたが、

『大丈夫か、海かい津づ院いん伍ご長ちよう！』

　という竜りゆう一いち郎ろうの声に我に返ると、頭をふって、大丈夫です、と応こたえた。

（きっと、恐怖が見せた幻覚だわ……）

　真珠はそう思うことにした。

　そうでなければありえないことだった──宇宙服も着ず、グレーのスーツの男の人が、そこに立っていたなどというのは。

　立ち上がり、ルビーの許もとへと向かって歩き出すと、後ろからやってきたミルキィが、ふらつく体を支えてくれた。

『大丈夫……おねえちゃん……？』

　心配そうなミルキィの顔がバイザーに映り、真珠は淡く微笑ほほえみながら頷うなずいて見せた。




　インナースーツのまま筒状のカプセルシャワールームに入った真珠は、手早く髪をまとめると、パネルを操作して設定を『メルト』にし、お湯の温度を四一度にしてボタンを押した。

　軽く足を開いて立ち、手首を摑つかんで両腕を伸ばすようにする。胸のふくらみが引き伸ばされて、個人の色素に合わせた肌色のスーツ諸もろ共とも形を変え、少し攣つれたような感じがあった。壁かべの小さな穴から、洗浄用ＭＭマイクロマシンと、肌に無害なポリマー溶解液の混じったお湯が勢いよく出て、肌に弾はじけた。

「ん……」

　くすぐったいような心地よさがある。

　壁はゆっくりと回転し、隅々まで綺き麗れいにポリマーを落としてくれる。見た目はほとんど変わらなく見えるが、足の付け根の翳かげりや、胸の先の色づきなどはスーツの上からではわからないものだ。

　真珠は、緊きん張ちようで硬くなった筋肉をほぐしながら、何となくポリマーが残っているような気がする、脇わきの下や臍へその窪くぼみ、腿ももの付け根と、その奥にまで指をゆっくりと這はわせ、ゆるゆると綺麗にした。

「は……」

　ようやく、体が柔らかくなってきたのが実感できて、思わず息が漏れる。

　そうして触りながら、真しん珠じゆはお湯の温みでぼんやりとした頭で、ドミトルヴュナがどうして急に引き上げたのか、そのことを考えていた。

　酸素が予定よりも早くなくなった可能性はある。運動量が増えれば酸素の消費量も上がる。

《槍ランス》を突き立てなかったのも、そんなことをすれば貴重な戦力が手に入らない、とアメリカが判断したのかもしれない。元々、ドミトルヴュナが攻めてきたのは、《ヴァルハラ》と自分たちを『接収』するのが目的だったのだから、ありえることだった。

（でも……そういうことじゃなかったのかもしれない……）

　真珠は壁かべに寄りかかるようにして指を這はわせながら、グレーのスーツを着た人間の男性のことを考えた。幻覚のはずなのに、目を閉じると、なぜかはっきりと細部まで思い出すことができるのが不思議だった。

　一見、人が良さそうに見える顔には、丸い眼鏡めがねが乗っていた。唇は……微笑ほほえんでいたように思う。そして微笑んでいて、暗い宙の下で、歯がきらりと白かった。

　あの顔は、見覚えがあるような気がするのだが、思い出せなかった。ものすごい遠い記き憶おくのような気もした。

　目を閉じたまま、首を仰のけ反ぞらせて白い喉のどを剝むき出しにし、真珠は頭をコツンと壁に寄りかからせた。その頰ほおは、ほんのりと上気している。

　ドミトルヴュナが手を止めた時、すでにあの男の人はあそこにいたような気がする。

　いや、そればかりではない。

　彼女に攻こう撃げきを止やめさせたのは、彼かもしれない──そう思えた。目の端に引っかかっていたのを、思い出したのだ。足元に、踏み潰つぶされかねないそこに立って、姉に向かって手を上げている姿を。

（これも幻覚なのかな……）

　あまりに、はっきりと思い出せるところが怪あやしかった。

　その時、チャイムが鳴って、ポリマーの洗浄が終了したことを知らせ、真珠はのろのろと目を開けて壁から離れると、濡ぬれた指でパネルを操作して、こんどは温風を吹き出させた。

　タオルで優しく拭ぬぐわれるように、肌が乾いていく。

　すっかり済むと、真珠は外に出て脱衣所のバスタオルを持ち上げて、はた、と気が付いた。

（あ……パンツ、持ってきてないんだっけ）

　直通エレベーターで部屋に戻ってきて、ボーっとした頭でそのままシャワールームに直行したものだから、用意するのを忘れてしまっていたらしかった。

　しかたなく、真珠はバスタオルを体に巻きつけただけの格好で廊下に出た。

「真珠君」

　横合いから急にそう声をかけられて、真しん珠じゆは驚おどろいて体ごと振り返った。

　廊下に、竜りゆう一いち郎ろうが立っていた。

　彼はいつもの軍服姿で、ビルを仰ぐかのように真珠のことを見上げていたが、なぜか見る間に顔が赤くなって、硬直した。

「あっ！」

　理由に気づいて、真珠はこちらも頰ほおを赤く染めて、慌ててバスタオルの裾すそを引っ張るようにした。すると、今度は八三〇センチの胸のふくらみの上の方がはみだす格好になったが、こちらは仕方がなかった。

「た、隊長さん……」

　腰が引けて前まえ屈かがみになるような格好で、真珠は、どうしたらいいかわからないといった竜一郎を見つめた。

　心臓が胸の下で跳ね回っている。

　これは決して、こんなみだらな格好を見られてしまったからというだけではない。モニター越しなんかではなく、直接、こうして顔を見ることができたことへの喜びだった。

「ど、どうしたんですか……」

「いや……心配になってな」

　コホン、と咳せき払ばらいをして、竜一郎は真珠に背を向けるようにした。深呼吸をしたのが、背中でわかった。
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「仕方がなかったとはいえ、君たちを姉さんと戦わせることになってしまった。すまないと思っている」

「それは……あたしは納得してますから」

「ありがとう」

　そう言った竜りゆう一いち郎ろうの横顔は、しかし、どこか寂しげで、真しん珠じゆの胸に刺とげのように刺さった。

「あの……ルビーの具合は……？」

「ああ、大丈夫だ。少しパニックになっただけで、肉体的には問題ない。いまは安定剤を投与して部屋で──《クレイドル》の中で休んでいるよ」

　強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》は、本来の目的の他ほかにも、真珠たちの治療装置としての役目も担っている。大おお怪け我がは無理だが、ある程度の裂傷などなら、ポッドでの自動治療が可能だった。忌まわしい《コフィン》からの応用だが役には立っている。

「レインも少し精神的に不安定だったから、同じく安定剤を投与して《クレイドル》で眠っている。──晶あきらとミルキィはどうしている？」

「えっと、ミルキィは疲れて眠ってました。晶は……あいかわらずですね」

　シャワーを浴びる前に部屋を覗のぞいた時、ミルキィはインナースーツのまま一〇メートルのぬいぐるみを抱き締しめて眠ってしまっていて、晶はノックをしても返事がなく、扉には鍵かぎがかかっていたが、これはいつものことだった。

「考えてみると……こうして顔を合わせて話をするのも久しぶりな気がするな」

　竜一郎の肩から、少し力が抜けたように見えた。

「立て続けに事件が起こったとはいえ、なかなか来られなかったのは、すまないと思ってる」

「そんな、隊長さん忙しいんだから、しかたないですよ……」

「真珠君は優しいな」

　竜一郎は、ふっと微笑ほほえみ、それは真珠の胸を激しくかき乱した。

　愛いとしさが込み上げてきて、彼を摑つかみ上げ、ぎゅっと抱き締めたくなるのを、頑がん張ばって堪こらえなければならなかった。

　しかし竜一郎が、そんな真珠の葛かつ藤とうに気がついた様よう子すはなかった。

「……けれど、本当に忙しいよ、こうなってみて、初めてわかる。ヘルガ司令は凄すごい人だ。俺おれなんか、状況に振り回されっぱなしで、振り落とされないようにするのが精一杯だよ」

「そ、そんなことないですよ！　隊長さんだって、凄いです。料理はいっぱい知ってるし、若いのに隊長さんだし、それに、それに……あたしたちに優しくしてくれるし……」

　それを聞くと、竜一郎は笑った。

「そんな風に言ってくるのは、君たちだけだよ」

「──少しよう尉いは？」

　ぽろり、と出てしまった言葉だった。慌てて口をつぐんでも遅かった。

「シュナイダー少しよう尉いか？　彼女とは、そういう話はしたことがなかったな……」

　竜りゆう一いち郎ろうは、少し天井を仰ぐようにした。

　彼の口が彼女を語るところなど見たくはなかったし、聞きたくもなかったが、なぜか目を閉じることも、耳を塞ふさぐこともできなかった。

「しておくべきだったかもしれないな。──もう遅いが」

「え……？」

　どきん、と心臓が跳ねた。

（もしかして、別れた、とか……？）

　喜ぶのは不ふ謹きん慎しんだとわかってはいたが、希望が湧わきあがるのを抑えるのは難しかった。

　だが、竜一郎の口から出たのは、思ってもみなかった言葉だった。

「真しん珠じゆ君……少尉は殉じゆん職しよくしたよ」

「殉職、って──」

「死んだ、ってことさ」

　真珠は、頭を鈍器で殴られたような衝しよう撃げきを受けた。死んだ？──信じられなかった。つい昨日、話をしたばかりではなかったか？

「で、でも、どうして……」

　声が震ふるえてしまった。自分がこんなに動揺しているのが不思議だった。

「彼女は、ニル・ライアーという男に殺された。……実は、司令が不在なのは、彼女もまた殺されかけたからなんだ。彼女の兄、ヴィクトル・アデナウワーが司令を刺し、その彼をライアーが射殺し、同時に、シュナイダー少尉も射殺した。少尉が撃うたれた理由はわからないが、司令が襲おそわれたことと何か関係があるのではないか、と思っている」

「そんな……」

　頭がぐらぐらして、真珠は壁かべに手をついた。そうしながら、竜一郎の背中を見つめた。

　恋人が殺される──それがどんな気持ちなのか、真珠にはわからなかった。

　情報としてはわかるが、実感は伴っていなかった。

　ただ、それを押し殺して、自分たちを気遣ってくれた竜一郎がますます愛いとしく、そして切なくて……彼の背中が、じわりと滲にじんだ。

「ライアーの行方は調査中だ。──君たちも彼のことは知っているんじゃないか？　以前、ジェイコブスン司令の下もとで、《特別顧問》をやっていたから。グレーのスーツを愛用している、一見、人の良さそうな男だ」

「あっ！」

「やっぱり、知ってたか。その男が犯人──」

「ち、違います！」

　竜りゆう一いち郎ろうの言葉を遮って、真しん珠じゆは言った。

「そうじゃないんです！　あたし、その人をさっき見ました！」

「なんだって!?」

　険けわしい顔で竜一郎が振り返ったが、もはや恥ずかしがってなどいられず、真珠は、幻覚かもしれないと思っていた話を、彼にして聞かせた。

　信じてもらえないかも、と思ったが、竜一郎は真剣に聞いてくれ、

「真珠君、よく気がついてくれた！」

　目を輝かがやかせ、彼は運動場のように広い廊下を、サロンの方へと駆けていった。




「これだ──ここをズームしてくれ」

　竜一郎の言葉に従って映像の一部が拡大されると、それまで懐かい疑ぎ的だった警けい備び班長の顔がみるみる真剣になった。

「ライアーだ」

　真珠のＳ２装備のスーツの頭部に取り付けられていたカメラの映像である。

　そこにはっきりと、ニル・ライアーの姿が映っていた。

「しかし、宇宙服も何も……着けていない……これは──」

「本物ですよ」

　映像の真しん偽ぎについては、そう技師が請け負った。

「何の加工もされていません。それだけははっきりと言えます」

「だが、生身の人間が真空の中で生きていられるはずがない。血液が沸ふつ騰とうしてとっくに死んでいるはずだ」

　そう言いながら、班長の目はモニターから離れなかった。

「こんなことはありえない」

「しかし、事実だ」

　竜一郎は、彼と同じようにモニターを見ながら言った。

「この時、ライアーは《ヴァルキュリア》たちの傍そばにいた。──彼が真空中でも平気なのは、特殊なサイボーグ手術を受けているからかもしれない」

「そんなの、聞いたこともないですよ」

　班長は冷笑したが、竜一郎はあくまで真ま面じ目めだった。

「彼は、あの《ガルド》の人間だぞ？　《ヴァルキュリア》たちを誕生させたと発表した時、誰だれが信じた？　しかし、彼女たちはいま、厳げん然ぜんとしてここにいる。この《ヴァルハラ》もそうだ。この要よう塞さいは、恒星間飛行を視野に入れて開発されている。平行して、過か酷こくな環境に合わせた人間の《調整》を行う実験が進められていても不思議じゃない」

「それは、そうかもしれませんが……じゃあ、弾丸が途中で熔とけたのも、その《調整》のおかげですかね？」

「熔とけた？」

「ええ。警けい備び兵の撃うった弾がライアーに当たらなかったのは、その手前で熔けてしまったからだとわかりました。現場から熔け残りが見つかりましたよ。こいつは、体のどこかにレーザー銃でも仕込んでるのかもしれませんな。いや、まるでコミックだ」

　班長は笑ったが、竜りゆう一いち郎ろうがあくまで真剣なのに気がついて口をつぐみ、咳せき払ばらいをした。

「……中ちゆう尉い。実際にこんな男が本当にいるとしたら、生かして捕らえるのは困難です。こちらも相当の被害を覚悟する必要があります」

「わかっている……だがそれでも、できるだけ生かしたまま捕らえたい」

　竜一郎は班長を振り向いた。

「だが、できるだけ、でいい。どうしても無理だと判断したなら射殺を許可する」

　班長は大きく頷うなずくと立ち上がり、踵かかとを合わせて竜一郎に敬礼した。













　　　　　Ⅴ．伝説の顕けん現げん







「中ちゆう尉い。超長距離通信が入っています」

　という報告が上がってきたのは、もう何杯目かも忘れたエスプレッソで、乾いてしまったサンドイッチを無む理り矢や理り喉のどに流し込みながら、スクリーンに映るさまざまな情報を眺めていた時だった。竜りゆう一いち郎ろうは喉に引っかかっていたハムを飲み込んでしまうと、手の甲で口の端についたマスタードを拭ぬぐって、オペレーターを見た。

「どこからだ？」

「衛星軌道上からです。日につ帝てい重じゆう工こう業ぎようのカザハナ・ナツミ、と名乗っていますが……」

「風かざ花はなさん？──よし、こちらに繫つないでくれ」

「了解」

　手元のモニターを切り替えると、すぐに彼女の姿が映った。だが今日はいつもと少し様よう子すが違っていた。見慣れた作業衣姿ではなく、ゆったりとした宇宙服の中に収まっている。ポニーテールはあいかわらずだったが、無重力状態なのか、ふわふわと、まるで水の中にいるように動いていた。

『あれ？　天あま宮みやクン？』

　きょとんとした顔で、夏なつ美みは竜りゆう一いち郎ろうを見た。彼女はまだ、ヘルガに起こったことを知らないのだろう。

「風かざ花はなさん、無事だったんですね。と、いうより、《ヴァルハラ》にいなかったんですか？」

『そうだよ──って、カリウス氏から聞いてない？』

「聞いてませんよ」

『うーん……昨日、伝言頼んだんだけどなあ……ま、仕方ないか。地上があんなことになっちゃあねえ……』

　それを言われると、竜一郎は黙だまるしかなかった。彼の責任ではないとはいえ、何の手も打てなかったのは事実なのだ。一連の騒そう動どうが始まってから二四時間が経過しようとしていたが、未いまだに一度も出しゆつ撃げきできていない。

　ひとつには《ＣＯＶ委員会》との連絡があいかわらず取れないという理由があったが、もうひとつには、多た国こく籍せき宇宙軍による、衛星軌道要塞基地オービツト・フオートレス《ヴァルハラ》の包囲が、一二時間を経過しても解かれていない、ということもあった。

　無理に出撃しようものなら、攻撃を受け、恐らくは拿だ捕ほされてしまうだろう。《スレイプニル》は最新鋭艦かんだが、あくまで輸送艦でしかない。複数の戦闘航宙艦スベースバトルシツプとまともにやりあって勝てる見込みは薄うすかった。

　それにその戦せん闘とうで《クレイドル》が傷つけば、大気圏への突入はできず、出撃してもただ戻るしかなくなる。その上、帰路にはふたたび、多国籍軍が待ち構えているのだ。あまりにリスクが大きい。

　それでも《ヴァルハラ》の全兵装を動員して戦えば、連中を排除するのは不可能ではないだろうが、こちらも、それなりの被害も覚悟しなければならず、竜一郎には決断しかねた。

　Ｇジー・Ｏオーの数は、この一二時間で加速度的に減り、すでに残り一〇〇体を切っている。

　当初、数が減る速度は、残り個体数に反比例すると思われたのだが、Ｇ・Ｏは新たな移動方法を手に入れて、戦いの効率をあげていったのである。

　その方法とは──瞬しゆん間かん移動だ。

　正確には違うのだろうが、そう言っても違和感はなかった。

　Ｇ・Ｏの出現は、常に唐突である。連中は、どこかの隠れ場所からのそのそと現れるわけではなくいきなり姿を現す。海中から出現していた頃ころは、巣のようなものがあるという説も支持されていたが、陸地に何の前兆もなく姿を現すようになってからは完全に否定されていた。

　ウランバートルにも、トロントにも、Ｇ・Ｏの巨体が隠れていられる場所などない。連中は何もない空間から突然現れたのである。それは複数の目撃情報からも確認されている。

　それと同じことを、旧人にまで進化を遂げたＧ・Ｏは、当たり前のように行っているのである。戦い、敗れた側は塵ちりとなって消しよう滅めつするが、勝者もまたその場から消え、そしてまったく別の場所へ──次の戦いの相手のいる近郊へと現れるのだ。

　消えたＧジー・Ｏオーと現れるＧ・Ｏが同一の存在であるという明確な証拠はなかったが、少なくとも常に数は合っていた。

　北南米、日本、中国、オーストラリア、アフリカ、中東からは、すでに姿を消し、現在はヨーロッパを残すのみとなっているが、いつまた突然、自分たちの所へ現れるかもしれない、という恐怖は人々の間から消えていないようだった。復ふつ興こうは手付かずで、ただ息を潜ひそめて、全すべてのＧ・Ｏが倒されるのを待っているばかりであることが、各地の報道からわかっていた。

　それを見る限り、地上は暴動やそれを鎮圧する軍隊の出動などで数時間前よりもさらに酷ひどい様相を呈ていしていて、よくも夏なつ美みは重力を振り切ってこられたものだ、と思った。だが──

「風かざ花はなさん、そのままムーンベースに向かってもらえますか？」

　竜りゆう一いち郎ろうは夏美にそう告げた。包囲網もうの中に飛び込ませるわけにはいかない。連中は、民間機だろうとなんだろうと、手加減などしないだろう。

『そうそう、それで連絡したのよ。──この連中って、何？　とても《ヴァルハラ》を警けい護ごしているようには見えないんだけど？』

　竜一郎は苦笑して、事の次第を話して聞かせた。すると、夏美の顔はだんだんと険しくなって、しまいには何かを蹴け飛とばしたようだった。

『ばっかじゃないの!?　こんな時に、何考えてんのよ！　この船にミサイルがあったら全弾ぶち込んでやるところだわ！』

「自分もそうしたいんですが、すると《ヴァルハラ》も無傷とはいかないので……」

『う、それは困るわね……』

「ですから、ムーンベースで待機していてもらえませんか？　国連で、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が出しゆつ撃げきできないのは多た国こく籍せき軍が包囲しているからだ、という弁明をしてきましたので、《ＵアＮンＭムＳツＳス》に残ったＥＵＳＮに直すぐに出しゆつ撃げき命令が出ると思うんですよ。それで、連中を挟撃する陣形になれば、包囲は解けると思いますので」

　三時間ほど前に《ＣＯＶ委員会》と連絡が取れないことで、国連総長からホットラインがあり、竜一郎は現状を説明していた。決して親米派ではない彼は憤りを顕あらわにして、直ただちに包囲を解くように計らうといってくれ、竜一郎は欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮの出撃を進言したのだった。

　いまのところ、まだ動きはなかったが、それも直だと思われた。

『それはどうかしらねえ』

　意味ありげに言った夏美の言葉は引っかかって、竜一郎は声を潜めた。

「……どういうことですか？」

『あのさ、別件で調べてるうちにわかったんだけど、実は《ガルド》から内密にＥＵＳＮへ待機命令が通達されてるのよ。宇宙からＧ・Ｏに無む闇やみに攻撃を仕掛けないようにってことなのかと思ったんだけど……関係あるのかもしれないわよ？』

「ＥＵＳＮは動かない、ってことですか？」

『ひょっとしたらね。この包囲自体、《ガルド》が後ろで糸を引いている可能性もあるわよ。そうじゃなかったら落ち目のアメリカに、日本や、ロシアが従うと思う？』

「でも、何のために──」

『それは司令チャンに聞くのが一番早いんじゃないの？　彼女は？』

「えっと……ここにはいません。いまの話は伝えておきますので、風かざ花はなさんはムーンベースに向かってください」

『冗談！　いつ包囲が解かれるかわからないのに、月になんて行ってられないわよ。そこも安全だなんて保障はないんだし。せっかく運んだ荷物、無む駄だにしてたまりますか』

「ちょ──何をするつもりですか!?」

『強行突破よ！　この船は、軍事用の高速シャトルを改造した奴やつだから、一直線に飛び込めばまず大丈夫！　侵入許可を出しておいてね。味方に撃うたれたんじゃ、洒しや落れになんないから。識別ナンバーは《００Ｂ９６８５７Ｍ63》──わかった？』

「無む茶ちやですよ！　やめてください！」

『わたしの持ってきたお土産みやげを見たら、絶対感かん謝しやするって。──じゃ、後で！』

　それで通信は切れてしまい、それきりうんでもすんでもなかった。

「まったく！──《ベルザンディ》！　識別ナンバー《００Ｂ９６８５７Ｍ63》のシャトルの絶対航行禁止区域への侵入及び《ノーアトゥーン》への入港を許可する！　同ナンバーのシャトルを防衛対象に！　多た国こく籍せき軍ぐん艦かん艇ていへの直接攻こう撃げきは引き続き禁止だ！」

「《了解しました》」

「中ちゆう尉い！　ＳＳＤＦの包囲を突破して侵入してくるシャトルを確認しました！──ＳＳＤＦからの攻撃はありません！」

　スクリーンを見て、竜りゆう一いち郎ろうはなるほど、と思った。シャトルの胴体には『日帝』の大文字と、巨大な日の丸が描かれていたのだ。

　この混迷した状況下で、自国旗をつけた船を攻撃するのを躊躇ためらう気持ちはわかる。彼らのこの作戦への参加動機が、夏美が語った通りのものだとすれば、なおさらだった。

　シャトルは左右の翼つばさの上下に、《コフィン》と同型の強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドを、計四基、装備していた。その大気圏離脱用のロケットも使用して、包囲網もうを突破してくる。

「！　ＵＮＳＮの《ウィスコンシン》、ＶＳＭ発射しました！」

「撃ち落とせ！」

　竜一郎が命ずるまでもなく、幾つかの重レーザー砲塔が回転して、チカ、と輝かがやき、シャトルの後方で炎と光の花を咲かせた。続けて六発のミサイルがシャトルをロックしたが、その悉ことごとくを《ヴァルハラ》の砲塔は撃ち落とすことに成功した。

　だが、続いて、チカチカと米国宇宙軍ＵＮＳＮのいる辺あたりで光が瞬またたいて、直後にシャトルの尾び翼よくが火花を散らして溶解し、吹き飛んだ。竜りゆう一いち郎ろうは息を吞のんだが、大気中ではないので飛行に支障はなかった。

「ＤＬを《ノーアトゥーン》周辺に撒さん布ぷ！」

　ＤＬとはDisturb the Laserの略で、レーザー光を乱反射させて拡散させるための金属物質を詰めた弾のことだ。これを撒まくと、威力を減衰させることができるが、同時にこちらのレーザー砲も使えなくなるという欠点があった。だが、今度のような重点防御には有効な策ではある。

「シャトル、逆噴ふん射しやをかけました！」

「《ノーアトゥーン》港湾口、第二三区から第二八区の重レーザー砲、五秒後に出力四〇％で援えん護ご射しや撃げき開始！　三秒毎に四斉射！　シャトルにも多た国こく籍せき軍にもあてるなよ！」

「三、二、一──斉射！」

　途と端たん、スクリーンの一端が激しく明めい滅めつしてシャトルも何も見えなくなった。ＤＬによってレーザー光が拡散されたのだ。

「──シャトル、無事に入港しました。火災の発生ありません」

「敵の動きは？」

「各艦かん艇てい、現在のところ、沈ちん黙もくしています」

　竜一郎は息をついた。ひとまず、これ以上は多国籍軍も、攻撃してくる意思はないように思えた。もしその気なら、もっと徹底的に仕掛けてきているだろう。

　こんな危険な真ま似ねまでしていったい何を持ってきたのか──それを確かめるべく、彼はマリア少しよう尉いに後を任せると、席を立って《ノーアトゥーン》へと向かった。




「風かざ花はなさん！」

　密閉されて焦げ臭くさい港で大声で彼女を呼ぶと、夏なつ美みは手を挙げて応こたえ、竜一郎を手招いた。すでに宇宙服は脱いで、見慣れたツナギ姿で腕まくりをしている。

　竜一郎は壁かべを蹴けって、無重力状態の中をシャトルの方へ向かって泳いでいった。無重力化での移動は、飛ぶというよりも、やはり、泳ぐという表現の方がしっくりする。自由落下がないためかもしれない。

　ゆっくりと進みながら、竜一郎はシャトルを見上げた。

　船体は中空で固定されていて、どこにも接地していない。重力下では、翼つばさの下にポッドがあるために、車輪が届かないことは明らかだった。船体のあちこちに、軽い焼け焦げができているのは、拡散されたレーザーに灼やかれたのだろう。だが、目立った損傷は尾翼だけで、ポッドを含め、その他ほかは無事のようだった。

　危うく行き過ぎてしまうところを、夏美に腕を摑つかんでもらって、竜一郎は床に降りた。親指に力を入れて、ブーツの底の電でん磁じ石しやくを作動させて足を安定させる。その頭上で、ポッドがひとつ翼つばさから外され、人の手によって移動が始まっていた。

「ね？　大丈夫だったでしょ？」

　ぱち、と片目を瞑つむって見せる夏なつ美みに、竜りゆう一いち郎ろうはため息をついた。

「ね、じゃないですよ。船体を見たんですか？　ＤＬを撒まかなかったら、撃げき沈ちんされていたかもしれない傷ですよ、これは」

「そうかなあ……そんなに怖い顔しないでよ。いいもの、持ってきたんだから」

「この旧式のポッドがですか？」

「……なんだか絡むじゃない」

「そうですか？」

「ま、でも、これを見れば、わたしに感かん謝しやすると思うよ。──いいよ！　ハッチ開けて！」

　夏美は、ポッドを台に固定し終えたばかりの整せい備び班はんの連中に、そう声をかけた。

　耳慣れた機械音と共にハッチが持ち上がっていく。するとそれに合わせるように、竜一郎の瞳ひとみはだんだんと大きく見開かれ、ついには口までも、ぽかん、と開ける羽目になった。

　──ポッドの中には、全身のほとんどを光沢のない深いブルーに塗られた、巨大な人形が格納されていたのだ！

　全高、約一九メートル。まるで中世の西洋甲かつ冑ちゆうを思わせる姿で、各関節の稼動範囲はそれほど広くはないと思えた。首は回りそうもない。まるで装甲の塊だが、その割には足は大きくなく、脚部の関節も特に補強されているようには見えなかった。

「見た目より軽いのよ？」

　心を読んだように、夏美は言った。

「装甲は超高弾Ｓ性炭素Ｃ繊維強Ｆ化プラＲスチックＰを使っているの。《ヴァルキュリア》用に試作開発された盾と同じ素材だから、防弾効果は折り紙付き。各関節部を守るキャンバスは、柔軟性の高いガラスＧ繊維強Ｆ化プラＲスチックＰ。動力源には新開発の大出力原子力電池を採用していて、長時間の連続稼動が可能になってるわ。内蔵火器はないけれど《ヴァルキュリア》用の小火器なら、全すべて使えるようになってるし、スナイパーライフルならスコープと機体を直接リンクして、超精密射しや撃げきも可能よ。そして──」

　夏美が何か指示を出すと、ポッドの中から銃じゆう架かのひとつがせり出した。そこに収まっていたのはしかし、どこからどう見ても巨大な『日本刀』だった。

「これが《ヴァルキュリア》の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》にあたる、近接格かく闘とう用武器──『京きよう』よ」

　その名前に、竜一郎は聞き覚えがあった。

「それって確か……試作型の《シグルズ》の内蔵カッターの名前ですよね？」

「ええ、そう。でも本当は、この子のために開発された武器だったの。かっこいいでしょ？」

「それは、そう思いますけど……」

　竜りゆう一いち郎ろうは曖あい昧まいに言って、巨大な甲かつ冑ちゆうを見上げた。これはまるで……コミックだ。

　以前、《ヴァルキュリア》は、人型万マンタイブオール能戦車マイテイタイプなどと呼ばれていたが、その実用性には常に疑問の声が上がっていた──つまり、人の形をしていることに何の意味があるのか、という点である。彼女たちの場合は、機械である、ということの方がフェイクであったため、その議論自体が無意味なものであったのだが、これは違う。

《シグルズ》のような浮遊兵器があるのに、このように二足歩行が必要である理由が、竜一郎には思いつかなかった。確かに、彼女たちをサポートするのに《腕》はあった方が便利だと思うが、それも試作型の《シグルズ》にあったマニピュレーターで十分である。

　しかし、夏なつ美みはとても満足そうだった。瞳ひとみがきらきらと輝かがやいて、頰ほおも少し紅潮している。もしここで、なんですかこれ、とでも言おうものなら、鉄をも砕くだく鉄てつ拳けんが飛んでくるだろう。

「ほんと、かっこいいわあ……ほれぼれしちゃう」

「あの……これ、いつの間に、開発してたんですか……？」

「ちょっと前よ」

　腰に手を当てて、夏美は胸を張った。ポニーテールが誇らしげに揺れる。

「対Ｇジー・Ｏオー用機動兵器のコンペで《シグルズ》に負けて、会社の倉庫に眠ってたのを全部持ってきたの。三機あるわ。ちゃんと天あま宮みやクン用に青く塗っといたんだから、感かん謝しやしてよね」

「えっ、じゃあこれって──」

「そう。天宮クンの、新しい機体よ。実験データは色々取らしてもらうけど、基本的には好きに使ってくれていいわ」

「は、はあ……」

「──ったくねえ、《ガルド》の連中って見る目がないんだから。なんでこれがあんな《壺ポツト》に負けなきゃならないのよ……しかも人のとこの『京きよう』まで持ち出してさ……」

　夏美は唇を尖とがらせてブツブツ言い、竜一郎は科学者の執念深さを見たような気がした。

「そ、それで、あの、これはなんて言う名前なんですか？」

「ん？──正式名称は『日帝ＭＡＴ─01』だけど、愛称は《ジークフリート》。意味はわかるよね？　《シグルズ》と同じ。『ニーベルンゲンの歌』の主人公で、ネーデルラントの王子にして不死身の英雄。その名前から取られたの」

「《ジークフリート》は知ってますが……《シグルズ》も同じ意味なんですか？」

「そうよ。採用された方にその名前が付けられるのは知っていたから、《シグルズ》に決まったって聞いて、悔しいから《ジークフリート》にしたの。でも似合ってると思わない？　いかにも不死身の英雄、って感じでしょう？」

　竜一郎はもう一度、ポッドに収まった巨大ロボを見上げた。

（確かに、強そうだけど……）

　二足歩行に関しては、日本は世界で最も進んだ技術を持っている。人間とほぼ変わりない動作を実現したのは、ずいぶん前のことだ。

　しかしこれは、戦場で使うものである。こんな精細そうな機械が、その過か酷こくな使用に耐えうるのかどうか……それが不安だった。

「心配？」

「ええ、まあ」

　つるり、と正直に言ってしまってから、竜りゆう一いち郎ろうは慌てて口を塞ふさいだが、夏なつ美みは、気にした様よう子すもなく、うんうん、と頷うなずいた。

「命を預けるのは天あま宮みやクンだものね。当然の心配だわ。──でも、大丈夫！　それはこっちもちゃんとわかって開発してるから。厳きびしいテストを気が遠くなるほど繰くり返して、耐久性と安全性は保障付きよ。《ヴァルキュリア》用の重機関銃マシンガンを三時間連続発射した場合の肩・腰部へのダメージも調べたし、全天候下での稼動実験も灼しやく熱ねつの砂漠から南極の氷上まで体験したわ。主に関節を狙ねらった実弾の耐久テストもクリアしたし、一二七ミリ劣化ウラン弾の直ちよく撃げきをどのくらい耐えられるかもきちんと調べてある。それらの実験データを総合して、戦場での使用には何の問題もない、と日帝は結論を出したわ。だからこそコンペに参加したの──負けちゃったけどね。あ、でもそれは、一機あたりの値段が高かったからで、性能はこっちの方が上よ？　だから、安心して使ってね」

「でも、操そう縦じゆうが難しいんじゃないんですか？」

「全然。基本動作は、全すべてマシンの方でやってくれるから大丈夫。多少の慣れは必要だけど、それはどの機械も一緒でしょう？」

「ええ、それはそうですね……」

「だったら、問題なく使えるわ──じゃあ、はい、これ」

　夏美は竜一郎にクリップボードに挟んだ書類を差し出した。

「納品書。本当は順番が逆なんだけど、天宮クンのサインを貰もらってから、司令チャンのサインを貰おうと思って。──いるんでしょ、彼女？」

　一いつ瞬しゆん、竜一郎は言葉に詰まった。

「……風かざ花はなさん、やっぱりカリウスさんから聞いていないんですね？」

　通信の様子から、ひょっとしてとは思っていたのだが、いざ、そうだったとわかると、日ひ頃ごろの仲の良さを考え、竜一郎はどう伝えたものか、と悩んだ。

「え、何？」

　夏美は、きょとんとした。

　その顔を見ながら、

（すぐにわかることだから……）

　そう考え、竜一郎は、事実をそのまま伝えることにした。

「実は……」

　と、彼は、ヘルガに起きた事件を、かいつまんで話して聞かせた。

　夏なつ美みの顔は、見る間に青くなっていった。




　長さ二〇メートルのベッドの上で、タンクトップにショートパンツという格好で、真しん珠じゆは膝ひざを抱えて、じっとパソコンのモニターを見つめていた。いま、そこではスクリーンセーバーが作動して、アロワナが銀色の鱗うろこをきらめかせながら、ゆったりと水の中を泳いでいる。

　しかし、彼女の黒い瞳ひとみは、その姿を映してはいても、認識してはいなかった。スピーカーから聞こえるこぽこぽいう音も、耳に届いてはいても、聞こえてはいない。

　いま、真珠の頭の中は、竜りゆう一いち郎ろうでいっぱいだった。

　背中を向け、微笑ほほえんでいた彼の姿が、あまりにも悲しくて頭から離れなかった。

（……あたしたち、何やってるんだろう）

　真珠は胸のふくらみを腿ももに押し付けるようにして、顔を膝ひざに乗せた。

　恥ずかしくて、死んでしまいそうだった。

　自分たちは、竜一郎を裏切り者と思うことで、失恋の傷を癒いやそうとした。

『ほら、やっぱり』

　と思える逃げ道があれば、傷は浅くてすむ。

　それ自体は悪いことじゃない、とは思う。

　ジェイコブスンの玩がん具ぐだった頃ころ、真珠は常に『今日もきっとおしおきをされる』と考えていた。そうすれば、やっぱりそうだった時に、ほらね、と思って諦あきらめることができるからだ。それで実際の肉体の苦痛が和らぐわけではなかったが、心は、ほんの少しだけ楽だった。

　けれど、竜一郎は全すべてを真正面から受け止めているように見えた。

　付き合い始めた恋人が殺されたことを、感情を押し殺して話し、何より、自分たちを先に気き遣づかってくれた。時間的なことを考えれば、シトロンが死んだのはＧジー・Ｏオーが大量出現したあの混乱の最中のことということになる。彼がいつ知ったのかはわからないが、あの状況下で、感情を抑えて《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の指揮をとらなければならない辛つらさは想像するに余りある。

（隊長さんは、いつだってあたしたちのために頑がん張ばってくれてる）

　真珠は目を伏せて膝頭に軽く歯を立て、抱えたふくらはぎに爪つめを食い込ませた。

（でも、あたしたちは何をしてあげられているの？）

　竜一郎は、あの暗い《棺桶コフイン》から自分たちを救い出してくれて、初めて『生活』というものを与えてくれた。だが、自分たちが彼にかけているのは、気苦労と迷惑ばかりだ。風か邪ぜを引いても倒れるまでそれに気づかず、休息させてあげられなかったのは、自分たちがふがいないからに決まっていた。

　Ｇ・Ｏと、頑張って戦ってはいる。しかしそれは、竜一郎のため、というわけではない。遠まわしには、彼のためということにもつながるのだろうが、彼自身のために何かをしてあげたことは、考えてみれば一度もないような気がした。

（いまのあたしにできること……）

　そう考えて、本当に何もないのだということに気がついて、真しん珠じゆは泣きたくなった。

　頑がん張ばっている男の人がどうしようもなく悲しい時は黙だまって抱き締しめてあげるのがいい、ということが、恋愛に関することをネットで調べていた時に、何かに書いてあったのを思い出したが、そんな簡単なこともできない自分が悲しかった。

　こんな大きな女の子に抱き締められたって、苦しいだけだ──そう思えた。

（あたしが、隊長さんにしてあげられること……）

　真珠は、この数ヶ月で自分ができるようになったことを指折り数えてみた。

　Ｇジー・Ｏオーと戦う──銃の扱いはずっとうまくなった。

　ＶＲヴアーチヤルリアリテイ訓練──始めた頃ころは駄だ目めだったけど、この頃、成績は良くなってきている。

　洗濯──洗濯機に入れるだけだけど、色柄物を分ける知恵もついた。

　片づけ──ベッドメイクだってきちんとやれる。

　パソコン──《ノルン》のデータバンクにも自在にアクセスできる。

　買い物──お小こ遣づかいのやりくりもうまくなった。

　料理──まだ、ちょっと苦手だけど……いくらかは、マシになった……気がする。

（お料理、か……）

　真珠は、顔を上げてアロワナを見た。

　頭の中に『恋の甘さはケーキの甘さ』という何かのフレーズが、ぽん、と浮かんだ。

　──ケーキ！

　真珠は、自分がケーキを食べた時に感じる幸せを思い出した。

　舌の上に広がるあの甘さ。戦いの疲れが癒いやされるあの幸福感。

　もちろんそれは一いつ瞬しゆんのことだけれど、仮かり初そめであってもそれを感じさせてあげられたら──真珠はドキドキしてきた。

（パーティにしよう）

　不意に、そう思いついた。

（ケーキパーティにして、それで、皆で甘いお菓子を食べれば、きっと姉さんたちも、もう一度、隊長さんと打ち解けてくれるわ）

　真珠は、そう思った──そう信じたかった。

　ベッドから立ち上がると、彼女は机の傍そばに行って、ブックエンドの間から一冊のノートを取り出し、ぱらぱらと捲めくりだした。

　その背には『隊長さん直伝レシピ集』と書かれていた。




　無菌服に着替えた竜りゆう一いち郎ろうと夏なつ美みは、集中治療室ＩＣＵへと足を踏み入れた。

　寒々しいほど清潔な部屋。そこには、ベッドは現在ひとつしかなく、捜さなくてもヘルガがどこにいるかは、すぐにわかる。近づいていくと、傍かたわらでマスクをして座っていたカリウスがこちらに気が付き、立ち上がって場所を譲ゆずってくれた。

「お休みでおいでです」

　頷うなずき、こわごわ、といった様よう子すで、夏なつ美みは酸素テントの中を覗のぞき込んだ。竜りゆう一いち郎ろうもその肩越しに同じようにした。

　これだけ間近で、ヘルガの顔を見るのは久しぶりだった。

　眠っているヘルガの顔には、普ふ段だんの彼女からは想像もできない、一二歳の少女のあどけなさが浮かんでいた。いつもは、ＷＷⅡ第二次世界大戦時代のドイツ軍の軍服に似た制服に身を包んで勇ましい彼女も、いまはなんだか弱々しかった。顔色は悪いが表情は穏やかで、呼吸も自発的に行っている。緑色をした簡易服の脇わきは開いていて、そこから白い肌が覗のぞき、延びたコードがオートナースマシンに繫つながって、いまの彼女の容よう態たいを常に記録、監視していた。

「命に別状はないんですよね？」

　くぐもった声で、夏美が、何度も竜一郎に確認したことを、もう一度訊きいた。

「はい」と、今度、答えたのはカリウスだった。「先ほど、短い間でしたが意識も戻られました。医師によれば、明日には一般病棟へ移れるとのことです」

「目を覚まして、それで？　司令チャン、何て？　何か言った？」

「ああ、それなら」

　カリウスはいたって真ま面じ目めな顔で、次のように言った。

「ヴィクトルのブタ野郎、と」

　それを聞いた夏美は、まず、きょとんとし、それから、クックッと喉のどの奥で笑った。彼女はしばらく肩を震ふるわせていたが、その目には涙が浮かんでいた。

「し、司令チャンらしいわ」

　はあ、と息をついて、夏美は微笑ほほえんだ。それは、ようやく彼女が見せた笑顔だった。

　夏美は手の甲で涙を拭ぬぐうと、もう一度ため息をついて、それからカリウスを睨にらんだ。

「酷ひどいじゃないですか。司令チャンがこんな大変な目に遭あってること黙だまってるなんて」

「申し訳ありません。動揺させてはいけないと思いまして」

「まあ、こっちも打ち上げで忙しかったし……でも、なんかもう、《ジークフリート》のことで浮かれてた自分が許せない」

「ああ、例のお土産みやげですか」

「そう。それも伝えてくれてなかった──って仕方ないか。これじゃ、ここを離れるわけにはいかないし、天あま宮みやクンもそれどころじゃなかったものね」

「申し訳ありません」

「いいわよ、もう。……そんなに謝あやまられると、なんだかわたしの方が悪い人みたいじゃない」

「申し訳ありません」

「ちょっと……」

　と、夏なつ美みは言ったが、カリウスの口元に、からかうような笑みが浮かんでいるのに気が付いて、苦笑した。

「余裕ね、カリウスさん」

　夏美は、お返し、とばかりに、彼の肩を軽く拳こぶしで叩たたいた。こんなやりとりも、ヘルガの命が助かったからこそできる。竜りゆう一いち郎ろうは二人の様よう子すを見て、本当に良かった、と思った。シトロンとの明暗が切なかったが、それは考えても詮せん無ないことだった。

　ひとしきり夏美に叩かれた後で、カリウスは少し表情を引き締しめ、夏美も手を止めた。

　二人の間に流れる空気に、竜一郎は妙な感じを覚えて、僅わずかに眉まゆをひそめた。

「ところで風かざ花はな様、お願いした件は……」

　そうカリウスが訊たずねると、

「ああ、あれ」

　夏美は、ちら、と竜一郎を見た。

　何か個人的なことなのだろうか？　竜一郎は立ち去ったものかどうか考えたが、そうする前にカリウスが、彼なら構いません、と言ってくれたので、このまま留とどまることにした。

「ふうん……じゃあ、外に出ましょうか。司令チャン、せっかく眠ってるんだし」

「そうですね」

　カリウスは頷うなずき、三人は静かにベッドを離れようとした。その時──

「待て……」

　どこか、弱々しい声が聞こえて、竜一郎は、ハッとして足を止め、ベッドを振り返った。夏美とカリウスも同様にして、そしてすぐに駆け寄っていた。

　清潔な白いシーツの上で、ヘルガが目を開いていた。黒い瞳ひとみは、まだ力がなかったが、視線はしっかりと竜一郎たちの方へと向けられていた。

「司令、大丈夫ですか？」

「お嬢じよう様！」

「司令チャン、平気なの？」

　三人が口々に言うと、ヘルガは形のいい唇を少し尖とがらせ、

「……まくしたてるな。頭に響ひびく」

　と呟つぶやいて全員を恐縮させ、それから薄うすく微笑ほほえみ、視線をカリウスへと向けた。

「何が、どうなった？」

「は……」

　彼女に忠実な執事は、知りうること、知りえたことの全すべてを、ゆっくりとヘルガに語って聞かせた。Ｇジー・Ｏオーに関することは竜一郎の方で補足し、地上の様よう子すに関しては、その混乱をじかに感じた夏なつ美みが語った。

　その間、ヘルガはほとんど身み動じろぎもせずに、じっと天井を睨にらむようにしていた。

　一通り話が済むと、部屋の中には重苦しい沈ちん黙もくが降りた。

　竜りゆう一いち郎ろう自身、あらためて順を追って口に出し、人の説明を聞いたことで、今度の事態がいかに異様なことであるかを、いまさらながらに思い知ることとなった。

　それは、夏なつ美みにしても同じであったようで、押し黙だまり、目だけが忙せわしなく動いてあちこちを見て、なんだか落ち着かない様よう子すだった。

　こうしている間にも、Ｇジー・Ｏオーは戦いを続けているのだ──最強を目指して。その後で何が起こるのか、不安を抱くな、というほうが無理な話だった。

「ナツミ……」

　ヘルガに呼ばれた途と端たん、彼女は体を強張こわばらせたが、すぐに微笑ほほえみを浮かべた。

「な、何？」

「それで、何か新しいことはわかったか……？」

「ああ、えっとね──」

　夏美は人差し指を額に当てて、何かを思い出そうとした。

　彼女がカリウスに頼まれて、以前にも《ヴァルハラ》の全職員の経歴の洗い出しを行っていたという話は、竜一郎には驚おどろきだった。それは、ヘルガはその頃ころから、何らかの危険を感じていた、ということのように思えたからだ。

「これと言って目新しい事実はなかったんだけど……ひとつだけ、おかしなことがあるんだ」

「なんだ……？」

「例の、ニル・ライアー。彼のファイルがどこにも見当たらないの。この間までは確かにあったんだけど、綺き麗れいさっぱり消されてたわ」

「なんだと……？」

「《ガルド》のだけなら、行動を起こす前に消去したっていうのも考えられるんだけど、ドイツのデータバンク、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》ファイル、クレジットカード……あらゆる場所のあらゆる記録が全部ないの。奥さんも子供も確認できなかった。要するに、記録の上では、ニル・ライアーという人間は、初めからこの世に存在してないことになってる」

「本当ですか？」

「わたしの腕をバカにしてる、天あま宮みやクン？　この情報化社会じゃ、どんなに頑がん張ばったって、ある人物が存在した痕こん跡せきを完全に消すことなんてできないわ」

「そうなんですか……」

「そうよ。でも、それが起きたの。──いえ、そうね……消された、っていうのは違うかもしれない。そもそも、そんなファイルは存在しなかったみたいなの」

「バカな……現に、私は見たぞ……」

「ええ、そうよね。でも、前の調査結果と比べようと思って、自分のバップアップを呼び出したら、そもそもそこに、ニル・ライアーのファイルなんてなかったの」

「誰だれかに壊されたのでは？」

「いいえ。カリウスさん、それはないわ。あのモバイルはネットには繫つないでいないし、わたしの指紋と声紋でしか起動しないようになっているから、誰にもいじれるはずはないの。……正直、わけがわからないわ」

　夏なつ美みは眉まゆを寄せて首を振った。

　ヘルガは黙だまってその様よう子すを見つめていたが、表情は険けわしかった。

「司令、傷が痛むんですか？」

　竜りゆう一いち郎ろうが訊きくと、ヘルガは軽く目を伏せた。

「いや……そうではない。それよりも中ちゆう尉い、ライアーはヴィクトルを撃うつ時に、なんと言っていたと言った……？」

「はい。それなら、《ヘズ》と」

「そうか……そういうことか……」

　ヘルガは深いため息をついて、それから竜一郎を見つめた。疲れたのか、目の下に、さっきまでなかった隈くまがうっすらと浮かんでいた。

　ただならぬ気迫を感じて、竜一郎は知らず、背筋を伸ばしていた。その腕をヘルガに、病人とは思えぬ力強さで摑つかまれ、彼は狼ろう狽ばいした。思いがけず、彼女の手は小さかった。
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「し、司令？」

「中ちゆう尉い……決して、《ヴァルキュリア》を出しゆつ撃げきさせてはならないぞ。ライアーは私をバルドルに、ヴィクトルを愚かな兄弟のヘズに見立てて、神話を再現しようとした。だが、私は生き残った。これは、必ずしも神話はなぞられるものではない、というひとつの証あかしだ。いいな。《ヴァルキュリア》をロキに会わせてはならないっ」

　ヘルガは、そう一息で言うと、ふっと白目を向いて、ぱたり、と腕をベッドに落とした。

「司令!?」

「お嬢じよう様！」

「司令チャン!?」

　竜りゆう一いち郎ろうは、どうしていいかわからずに彼女に触れようとして、しかし、

「何をしているんです！」

　ばたばたと部屋に入ってきた医師とナースに怒鳴られ、手を止めた。

「さあ、出ていってください！　早く！」

　三人は反論もできず、容よう態たいも訊きけず、ただ集中治療室ＩＣＵを追い出されるしかなかった。

　ヘルガの言葉の意味を彼女に尋ねることは、無論、できなかった。




（バター、マーガリン、砂糖、卵、牛乳、小麦粉、ベーキングパウダー、コーヒー……うん、全部ある）

　キッチンのテーブルの上に並んだ材料と、秘密ノートを見比べて、真しん珠じゆは大きく頷うなずいた。

　これらの食材は、厳げん密みつには本物ではない。

　それは卵を見てもわかる。真っ白な殻からのそれは、真珠の手にぴったりとくる大きさだが、決してダチョウの卵というわけではない。合成鶏けい卵らんなのだ。

　その他ほか、野菜や肉なども、真珠たちのサイズにあわせた、何でも一〇倍の大きさのものが地上や月の《ガルド》の遺伝子研究所実験農園で作られて、運ばれる。彼女たちはそれを使って自由に料理をすることができるのだが、正直、真珠はあまりそれが得意ではなかった。

　ケーキ作りなどは、四度挑戦して三度失敗している。

　成功した一回は、竜一郎に手伝ってもらった時のことだが、その時も、彼を生地に練り込みそうになって、焼きあがったら中から、見つからなかった彼の手帳が出てきて大笑いしたということがあった。

　そんな自分がケーキ作りなど無謀なのではないか、とずらりと並んだ材料をいざ前にすると思わず怯ひるんでしまいそうになるが、真珠は軽く頰ほおをはたいて弱気を追い払った。

（こんなこと本当は何の役にも立たないかもしれないし、ただの自己満足の空回りかもしれないけど……でも、隊長さんにも、皆にも元気になってもらいたいから──頑がん張ばらなきゃ！）

　真しん珠じゆは、タンクトップにショートパンツの上に首から下げるタイプのエプロンをして、まずは小麦粉のボウルにベーキングパウダーを混ぜた。

（えっと……下に別のボウルを置いてふるいにかけ、だまをなくす……んだよね）

　真珠はノートに書かれた手順に従い、二つの粉をふるい器に入れてレバーの内側にあるトリガーをにぎにぎと動かした。

（……こんな感じかな？）

　手を止めずに中を覗のぞき込む。途と端たん、舞い上がった粉が真珠の顔にまで届いてしまった。

「ふあ……ふあ……ふあっくしょん！」

　咄とつ嗟さに顔は他よ所そへを向けることができたが、ずさ、とふるい器は大きく動いてしまい、まだふるっていない粉がこぼれてせっかくほぐれた粉と混じってしまった。

「あー……」

　思わず声に出てしまう。だが、気を取り直してもう一度ふるい、それが済むと今度は、卵を割って中身を卵白と卵黄にわけ、卵白を泡立てて固めのメレンゲを作った。

　それから、バターとマーガリンの湯ゆ煎せんにかかる。一番最初、これを溶かすように言われた時は、ボウルをそのまま火にかけてしまい、大失敗をしてしまった。

（でも、いまはもう大丈夫）

　鍋なべにお湯を沸かし、その中にバターとマーガリンが入ったボウルを、中にお湯が入らないように気をつけながら漬けて、潰つぶすように混ぜていく。

（トロリとしたらお砂糖を入れてさらに混ぜて、それから牛乳と卵の黄身だけを入れて……）

　慎重に、しかし手早く行う。それから、最初にふるっておいた小麦粉とベーキングパウダーを合わせた物をこれに加えて大き目のへらで練り、よく混ざったら最初に作ったメレンゲをざっくりざっくり混ぜ合わせる。

　ここが一番大事なところだ。これを失敗すると、生地はうまく膨ふくらまず悲しい結果に終わる。

　自然と気合も力も入ってしまうが、決してそれを混ぜる腕には伝えず、慎重かつ大胆に、真しん珠じゆはへらを動かした。

（どうだっ！）

　何となく、誇らしげに胸を晴れるような生地ができた気がした。ボウルを持ってルビーの部屋のドアを叩たたいて見せびらかしたい気持ちになったのをぐっと我慢して、それをまた別のボウルに少し取り分けて、水出しした本物（！）のコーヒーを加えて色と香りをつけた。

　その時、視線を感じて顔を上げると、キッチンの入り口から顔を少し出すようにして、ミルキィが中を覗のぞき込んでいるのに気が付いた。彼女はフリルの付いたパジャマに、腕には兎うさぎのぬいぐるみを抱えていて、目はまだ何となく眠たそうだった。

「……何してるの、おねえちゃん」

　真珠は、へらを持ったまま、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ケーキをね、作ってるの」

「こんな時に……？」

「うーん……こんな時だから、かな」

　ミルキィは中に入ってくると、ボウルの中の二色の生地を覗のぞき込んだ。

「マーブルケーキ？」

「うん」

「ミルキィも手伝う！」

　彼女はそう言うと、ぬいぐるみを自分がいつも座る椅い子すに置いて腕まくりをし、壁かべにかかったエプロンを取ってつけた。

「じゃあ、パウンドの型にシートを敷いてくれる？」

「うん！」

　ミルキィは、型の大きさにあわせて調理用シートを折って中に入れると、わくわくした表情で、真しん珠じゆがその中にミルク色をした生地を流し入れるのを待った。バター生地とコーヒー生地が交互に流し込まれて重なっていく。この時に生地同士が少し混ざったり、重みで沈んだり、焼いた時に膨ふくらんで動いたりすることで、切った時に表面に、予想できないマーブル模様ができるのである。

「でもミルキィ、できたらチョコレートマーブルの方が良かったな。コーヒーマーブルって、ちょっと苦いんだもん」

「そっか。でも隊長さん、コーヒーが好きだから」

「おにいちゃんのために作ってるの？」

「うーん……皆のため、かな。なんだか色々あって、ちょっとギクシャクしちゃったでしょ？　だから、こんなことでも、またみんなが仲良くなれるきっかけになればいいな、って思って。ちょっとしたお茶会をしようと思うの。ミルキィも、ケーキ好きでしょ？」

「うん、好きだけど……」

　ミルキィはエプロンを握り締しめて、ちょっと上うわ目め遣づかいに真しん珠じゆを見た。

「でも……少しよう尉いも呼ぶの……？」

　オーブンにケーキ型を入れようとしていた真珠の手が止まった。彼女に、シトロンが死んだことを話すべきだろうか……？

　調理時間などの設定パネルを操作しながら考え、そして、

（いまは、やめておこう）

　そう決めた。真珠自身、事態をよく把握できていないのだ。いずれ、竜りゆう一いち郎ろうがきちんと話してくれるだろうから、いたずらに不安を煽あおるようなことは言いたくなかった。

「……ううん。あたしたちと隊長さんだけ」

　型を中に入れてオーブンの蓋ふたを閉め、真珠は振り返った。

　ミルキィはホッとしたような笑顔を浮かべると、真しん珠じゆの傍そばに駆け寄ってきて、どん、と体をぶつけるように抱きついてきた。

「ね、おねえちゃん！　じゃあさ、ここをもっと綺き麗れいに飾り付けて、それでパーティみたいにしようよ！」

「で、でも、別に何の記念日でもないわよ……？」

「理由なんか別にいらないよ！　その方が楽しいでしょ？」

「うーん……」

　さすがに、それは躊躇ためらわれた。それでは、まるで自分たちが、少しよう尉いが殺されたことを喜んでいるように思われてしまいそうだった。

　真珠はミルキィの頭を抱くようにすると、その大きいな青い瞳ひとみを見下ろして微笑ほほえんだ。

「今回は我慢しよ？　Ｇジー・Ｏオーがたくさん現れて、地上は大変なことになってるから、それだと、さすがにちょっと不ふ謹きん慎しんでしょ？」

「そっか……」

「パーティはまた今度、誰だれかのお誕生日の時にでも、ね？」

「うん、そうだね」

　ミルキィはにっこりと笑うと、真珠の腕からするりと抜けてオーブンのところに行くと、ぶら下がるようにして中を覗のぞき込んだ。その小さな体を後ろから抱き締しめるようして、真珠もまた、赤い輝かがやきに染まった庫内を見た。……当たり前だが、まだ膨ふくらんできてはいない。

「楽しみだね、おねえちゃん！」

　久しぶりに、明るい声でミルキィが言った。

　うん、と頷うなずき、彼女のこの声をまた聞くことができただけでも、真珠は、ケーキを焼いてよかった、と思った。

　一秒、また一秒と、オーブンのカウントダウンは進んでいく──




「説明してください、カリウスさん」

　集中治療室ＩＣＵの隣となりの部屋で、竜りゆう一いち郎ろうはそう彼に迫った。

「《ヴァルキュリア》を出しゆつ撃げきさせるな、とはどういうことですか？　ロキとは誰だれです？　誰に会わせるなというんですか？」

　しかしカリウスは、ガラス越しにナースの作業をじっと見つめて少しも動かなかった。腕を後ろに組み、その背中は問いに答えることをきっぱりと否定しているように見えた。

「ロキっていうのは──」

　夏なつ美みが口を開いて、竜一郎は彼女を横目で見た。

「北欧神話の神様の名前。バルドルとヘズっていうのは知らないけど、ロキは神様としては、結構メジャーな方よ。──カリウスさん。この事件にはもしかして《歓喜の黄昏たそがれ教団》が絡んでいるの？」

「《歓喜の──》なんですって？」と竜一郎は訊きいた。

「《歓喜の黄昏たそがれ教団》。《ガルド》の欧州グループに多くの信者をもつ、終末思想を教義の軸に据すえた宗教団体よ。ヴィクトル・アデナウワーも信者。教祖は不明。一説には《ガルド》の総帥、ロイヤル・アデナウワーがそうじゃないかって噂うわさもあるけど、ただのパトロンだって説もあるわ」

「それと今度の襲しゆう撃げき事件が、何かかかわりがあると、どうして思うんですか？」

「天あま宮みやクン、《歓喜の黄昏教団》の終末思想っていうのはね、北欧神話のラグナロク──《神々の黄昏》と呼ばれる、神様同士の最終戦争を、正確にはその後に訪れる新世界の到来を、待ち望むというものなのよ。そして、ロキっていうのは、その戦争の一方のリーダーの神様なの」

「……よくご存知ですね、夏なつ美み様」

　背を向けたままカリウスが言うと、夏美は小さく肩を竦すくめた。

「《霧む忍にん》と《扶ふ吟ぎん》を造った時に、ちょっと調べてね。なんでこんなへんてこな名前をつけるように《ガルド》は指示してきたんだろうって気になったから。まさかオーディンが飼ってた鳥の名前だとは思わなかったわ」

「そうだったんですか？」

「そ。徹底してるわよね。だから思うんだけど、ロキって言うのも、何かの機械とか船の名前なんじゃないかしら？　出撃した時、それが現れるのを、司令チャンは恐れてるのかもしれない。もしかしたら、アメリカと同じように《教団》も《ヴァルキュリア》を手に入れようとしていて、それで出撃しないようにって──」

「で、でも、その《教団》は《ガルド》と深い関かかわりがあるんですよね？　そいつらがどうして司令を、アデナウワー一族である彼女を襲おそうんですか？」

「それなんだけど……カリウスさん」

　動かないカリウスの背中を見ながら、夏美は言った。

「悪いけど、わたしの知ってることは天宮クンに話すわ。司令チャンがこんなことになった以上、黙だまってられないもの」

　カリウスは、何の返事もしなかった。

　夏美はそれを了承の返事と取ったのか、少し考え、そうして再び口を開いた。

「……天宮クン。司令チャンは、どうも連中と折り合いが悪かったみたいなの。少し前に作戦司令部で人事異動があったでしょ？」

「ああ、はい」

　竜りゆう一いち郎ろうは、それをしっかりと覚えていた。ようやく慣れてきたスタッフが、三人ほど異動になったのを、不思議に思っていたのだ。

「彼らは《教団》のメンバーよ。わたしが調べたんだから、間違いないわ。少しずつだったけど、司令チャンは彼らを重要ポストから遠ざけていたわ」

「でも、おかしいですよ、風かざ花はなさん。もし《ガルド》の総帥が《教団》の教祖なのだとしたら、司令をいまの地位につけたりしたりするでしょうか？　端から《教団》の人間を送り込めば──それこそヴィクトル氏を司令に据すえれば《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は、容易たやすく手に入ったはずじゃないですか」

「わたしは無宗教だし、神様を信じている人の気持ちってよくわからないけど……司令チャン、言ってたよね？　刺されたのは『神話を再現しようとしたんだ』って。ということは、今度のことは、司令チャンが《ＵＮＣＯＶ》の司令に就任したこと自体、計画の一部だったんじゃない？」

「まさか……」

　竜りゆう一いち郎ろうは笑おうとしたができなかった。《ガルド》にとってそうでなければならなかったと言うのなら、一二歳の少女が司令になれたことも簡単に納得できる。

「でも、なんでこんな時に──」

「こんな時だから、行動に出たんじゃない？　いまの状況は、いかにも最終戦争っぽいわ」

「待ってください！　それじゃあ《教団》は、Ｇジー・Ｏオーのこの大量発生を知っていたってことになりませんか!?」

「ならないと思うけど？　だって、ヴィクトル・アデナウワーはずいぶん長く滞在してたんでしょ？　ハワイ以降、人々の不安は増したわ。もっと大量のＧ・Ｏが同時に現れるんじゃないか、っていう話は、どのＴＶ番組でも普通に論じられてた。連中はその時に備えるために、彼を送り込んでおいたんじゃないかしら──違いますか、カリウスさん」

　竜一郎は、いつまでも動かない燕えん尾び服ふくの背中を見た。だが、そこからは何の動揺も伝わってはこなかった。ガラスに映った彼の顔も同様だった。

「……それで《ヴァルキュリア》を出しゆつ撃げきさせないことに同意して下さるのなら、そう考えてもらって構いません」

「カリウスさん！」

「大切なのは、何があっても彼女たちを出撃させないことです。それが《ＵＮＣＯＶ》司令長官、ヘルガ・アデナウワー様のご命令であることを、お忘れなきようお願いいたします」

「……それはできません」

　竜一郎がそう言うと、カリウスはやっと彼を振り返った。その目には、思わず怯ひるみそうになるほど強い光が宿っていた。

「我々は《ＣＯＶ委員会》から出動要請があれば──いえ、状況が許せば、すぐにでも出撃します。すでにＧ・Ｏは一〇〇体を切っています。このまま殺しあえば二体まで減るかもしれない。しかし、その間にも街は破壊されるでしょう。いまならば、多少の危険はあっても作戦は遂行できます。……それに、地上はあの状況です。もし我々が出撃を拒めば、彼らは本当に《安全装置セーフテイユニツト》を作動させるかもしれない。カリウスさん、もし多た国こく籍せき宇宙軍の包囲が《ガルド》の命令によるものならば、すぐに解除してくださるよう働きかけてはもらえませんか？」

「包囲？」

「そうです。現在《ヴァルハラ》は、ＥＵＳＮを除く全宇宙軍に包囲されているんです。これも《ガルド》の介入ではないんですか？」

　カリウスは再び背を向けると、静かに息を吐いた。ガラスの向こうでは、医師たちが作業を終えつつあった。特に大事は至らなかったようだ。

「……おそらくは、そうでしょう」

「では──」

「こちらから働きかけなどしなくても、じきに包囲は解かれ、委員会からは出しゆつ撃げき命令が下るでしょう──しかし、その命令こそ、無視していただきたい」

「！　そんなことはできません」

「彼女たちを失うことになっても、ですか？」

「……どういう意味ですか？」

「…………」

「カリウスさん！」

　彼はまた、ため息をついて、広い肩が僅わずかに下がった。

「……それこそが《敵》の望みだからです。──天あま宮みや様。《ヴァルキュリア》をポッドに入れ、強制睡眠を行ってはもらえませんか？　《安全装置》の無効化については、後一歩のところまできているのです。時間を稼いで、出しゆつ撃げきを引き延ばしていただきたい」

「ですから、理由を──」

「正直に申し上げたとしても！」

　朗、と響ひびく声でカリウスは竜りゆう一いち郎ろうの言葉を遮った。その力強さには、思わず、竜一郎も言葉を吞のみ込むしかなかった。

「……到底、信じられはしないでしょう。これは、そういう類たぐいの話なのです。私自身、完全には信じてはいない。しかしお嬢じよう様は刺された。つまり我々は負けたのです。残された抵抗は、彼女たちをもはや、Ｇジー・Ｏオーと戦わせないことだけしかない」

「あ！」

　夏なつ美みは、はたと手を打った。

「ロキって、ひょっとしてＧ・Ｏのこと!?」

「そうなんですか、カリウスさん!?」

「《教団》では、そう呼んでいます」

　その時、竜一郎の胸で携帯が震ふるえ、彼は仕方なく質問を打ち切り、それを取り出してディスプレイを見た。作戦司令区からだ。

　竜りゆう一いち郎ろうはカリウスたちに背を向けると、通話ボタンを押して声を潜ひそめた。

「……どうした？」

『中ちゆう尉い、《ＣＯＶ委員会》から入電しました。出しゆつ撃げき準備を整えておくように、とのことです』

「包囲の解除の目め処どがついたのか？」

『そう言っています』

「わかった。──残るＧジー・Ｏオーの数は？」

『一六体です』

「そうか。すぐに戻る」

　通話を終えて竜一郎が振り返ると、カリウスが自分をじっと見ていた。

「……《委員会》から出撃準備命令です。残るＧ・Ｏも一六体になりました。包囲が解かれれば、出撃しないわけにはいきません。しかし──」

　竜一郎は一呼吸置いて、心を静めた。

「しかし、先の戦せん闘とうによる負傷を理由にして、ある程度の時間の引き延ばしは可能です。それまでに本当に《安全装置セーフテイユニツト》を何とかできると言うのなら、引き延ばしてみます」

　それを聞いた夏なつ美みは驚おどろいた顔をした。

「天あま宮みやクン、本気!?」

「迷ったけど……司令は、少なくとも他ほかの人たちに比べれば、よほど人間らしく真しん珠じゆ君たちに接してくれた。その司令が、出るなというなら、ぎりぎりまで待ってみる」

　カリウスは大きく頷うなずいた。

「我々は、《ノルン》から切り離した一部を使って、ずっと《首輪チヨーカー》の解除パスコードを探させているのです。それがじきに終わります。そうすれば、もはや《委員会》の強制を受けることもない」

「わかりました。──風かざ花はなさん、《ジークフリート》をすぐに使えるようにしておいてもらえますか？　業を煮やせば再び《黒のヴァルキュリアＢｌａｃｋ　Ｖａｌｋｙｒｉｅ》が攻めてくるかもしれない」

「本当にいいの……？」

　探るように言った夏美に、竜一郎は少しはにかんだ笑顔を見せた。

「《委員会》よりは、ヘルガ司令の方がよほど信じられます──違いますか？」

　それを聞くと、夏美はため息まじりに微笑ほほえんだ。

「……わかったわ。ちゃんと使えるようにしといてあげる」

「お願いします」

　竜一郎はカリウスに目礼をして踵きびすを返すと、足早に部屋を出た。ガラス越しにちらりと見えたヘルガの足が、やたら白かったことが、なぜか頭に残った。













　　　　　Ⅵ．Separation







「状況は！」

　セントラル・エレベーターを降りて《ビフレスト》に足を踏み入れた竜りゆう一いち郎ろうは、司令官席へ向かいながら大声で怒鳴った。

「Ｇジー・Ｏオー、残り二体！　三〇秒前に、ドイツのラインラント・ファルツに再出現しました！　接触予測地点はライン川中流、ローレライ岩の半径五〇〇メートル以内です！」

　すぐにオペレーターの一人がそう返して、スクリーンを見上げた竜一郎は思わず息を吞のみ、その場で立ち止まってしまっていた。

（これがＧ・Ｏなのか……？）

　分割された画面に大きく映し出されていたのは、もはや『猿』とはいえなかった。

　背筋はすらりと伸びて、筋骨は逞たくましい。彫りの深い顔には、まだどことなく野性味が残っていたが、しかし、どこをどう見てもそれは人間の──男の顔だった。

　夕暮れが近いドイツの地を行く、二体の顔立ちはよく似ている。双子、と言ってもいいかもしれない。乱れきった髪は薄うすいブラウンで、瞳ひとみはエメラルドグリーン。ワイルドな演技で売り出し中の若手の映画俳優のプロモーション映像だといわれても信じてしまいそうだった。

「中ちゆう尉い！」

　上から声がかかって、竜りゆう一いち郎ろうは我に返った。見上げると、生物側面対策班のイングマン主任が司令官席にいて彼を呼んでいた。

「──《スレイプニル》発進準備！　クルーは直ただちに乗船して指示を待つように通達しろ！」

「了解！」

　オペレーター席にいたマリア少尉を初めとする数人が立ち上がり、セントラル・エレベーターへと駆け出す。竜一郎は急いで階段を上がると、イングマンの傍そばに行った。

「どうなっています？」

　彼は微笑ほほえんでいて、スクリーンを顎あごでしゃくるようにして、口の端をさらに持ち上げた。

「ご覧の通りですよ。Ｇジー・Ｏオーはついに我々と同じ、ホモ・サピエンスに到達した。一代前の四体は、化石現生人類のクロマニョン人に非常に良く似ていました。彼らはビルの鉄骨から作った武器を使って、それで相手を殺して進化を成し遂げた。社会人類学者なら、いかにも人間らしい、というかもしれませんね。人の歴史は闘とう争そうの歴史といいますから」

「それでこの先、あの二体のうち、勝利した方は、いったいどうなると思いますか？」

「正直、わかりませんな。劇的な変化を遂げるのか……それとも大して変わらないのか。脳の容量が増して、頭でっかちな、かつてアメリカが捕ほ獲かくしているといわれていた宇宙人のような姿にはならないとは思いますよ。あれは、人間の知能は未来永えい劫ごう高くなり続ける、という傲ごう慢まんな希望的観測によって導き出された夢です。ある程度文明が発達すると、そのグループの知能は低下する。一部が特化する代わりに、全体の平均は下がるんですな。もしＧ・Ｏが人類の平均を模倣した進化を遂げているのなら、御しやすくなる可能性もある」

「だといいんですんが……」

「どのみち、いまは見守るしかありませな。艦かん隊たいに包囲されていては何もできない」

　スクリーンを見上げるイングマンの目は輝かがやいていた。

「……嬉うれしそうですね？」

「そんなことはないでしょう？」

　そう答えた彼の口元には、しかし、隠しようもない笑みが広がっていた。

「Ｇ・Ｏ、接触しました！」

　オペレーターの報告に、竜一郎もスクリーンに目をやった。

　無人偵察機からの映像が映っている。ちょうど、二体のＧ・Ｏが互いを認めたところだった。

　背後にはライン川とローレライの大岩が見えていて、まるで一枚の絵のようだ。Ｇ・Ｏは互いを憎しみのこもっているような目で睨にらみつけると、辺あたりを素早く見回した。

「武器になる物を探しているんでしょうな。もう少し早くホモ・サピエンスに辿たどりつけば、アレも鉄器を創造することができたかもしれませんが、石器時代から一足飛びに進化してすぐに戦うのでは、それも無理。……少し残念ですな。チェス盤ばんから駒が除かれるように退場するのでなく、勝利した場所から、次の戦いの場所まで歩いてくれれば、その間に色々な工夫を見られたかもしれないのに──と、失礼。少々不ふ謹きん慎しんな発言でしたな」

　イングマンは咳せき払ばらいをすると、後は黙だまって画面を見つめた。

　しかし竜りゆう一いち郎ろうは内心、胸を撫なで下ろしていた。イングマンの言う通り、もしも次の相手のところまで歩くなり走るなりで移動を行っていたら、移動ルート上にある街は破壊されて被害はさらにひどくなったであろうし、その時間にＧジー・Ｏオーもどんな知恵をつけたかわからない。

　それに、いまならばヘルガの警けい告こくもわかる気がした。

　理由は違うだろうが、竜一郎もまた、

（会わせたくない）

　と直感的に思っていた。

　失う、といったカリウスの言葉は『死』を意味するのだと思っていたのが、それ以外の意味があるのではないか、という漠ばく然ぜんとした不安が、人になったＧ・Ｏを見た時から、胸の内に渦巻いている。それがなんなのか、はっきりとは口に出せなかったが、苛いら立だちに似た、焦りのような感覚だった。

　それに、直感ばかりでなく、理屈の面でも懸け念ねんはあった。果たして彼女たちはこのＧ・Ｏに銃を向けることが──倒すことができるのか、ということだ。これまで戦ってきたクラゲや恐きよう竜りゆうとは違い、少なくとも見た目は、自分たちと同じ人の姿をしているのだ。

　竜一郎自身、生身の人間を撃うったことはない。

　やむを得ず銃を向けたことはあるが、その時の重圧は想像を遥はるかに超えるものだった。まるで手の中に《命》そのものを持っているような感じなのだ。

　それでも自分は、いざとなれば引き金を引くことができるだろう。そのために訓練を積んできたのだし、心構えもできている。

　しかし、真しん珠じゆたちは違う。

　躊躇ためらうかもしれず、相手がその隙すきを見逃してくれるとは思えなかった。それに、人型をしているということは、真珠たちの武器をそのまま使うことができるということだ。奪われた時のことも考えなければならない。

（ＶＲヴアーチヤルリアリテイで訓練する時間があるといいんだが……）

　それも望みは薄うすかった──戦いはすでに決着がつきつつある。

「凄せい惨さんですな」

　すぐ傍そばでイングマンが呟つぶやいたが、その通りだった。

　さほど有効な武器を見つけられなかった二体のＧ・Ｏは、相手を殴り、蹴けり、互いに血ち反へ吐どを吐いていたが、鼻はひしゃげ、歯も折れて何本も抜けていた。一体は眼球が潰つぶれて血と眼がん房ぼう水すいの混じった物を流し、もう一体も肩の肉を大きく食いちぎられている。オペレーターのほとんどはスクリーンから目を逸そらし、口元を押さえているものも少なくなかった。

　Ｇジー・Ｏオーは人間体に進化し、武器を作る術すべを手に入れたのと引き換えに、相手の皮ひ膚ふや肉を引き裂く鋭するどい牙きばや爪つめ、一いち撃げきで首の骨をへし折る強きよう靭じんな膂りよ力りよくなどを失っていた。そんな生物同士が戦えば、致命傷はなかなか与えられず、凄せい惨さんになって当然だった。

　しかし、それもじきに終わるだろう。眼の潰つぶれた一体が、仰あお向むけに倒れたもう一体に馬乗りになって、その首を、力いっぱい絞め上げているからだ。

　下になったＧ・Ｏは必死に逃れようとしていたが、両腕を膝ひざの下に押さえ込まれて、どうしようもできないでいた。相手の親指が左右から喉のど仏ぼとけを挟むように深々と食い込んで、顔は爛ただれたように赤く変わり、口の端から泡がこぼれている。

　上になったＧ・Ｏの上腕の筋肉が一層盛り上がり、さらに力を加えたのがわかった。とどめを刺しにかかったのだ。

　ぐぐ、と、何やら自分の首が絞まるような息苦しさを覚え、竜りゆう一いち郎ろうは、思わず喉に手をやっていた。これはＧ・Ｏであって、決して人ではないとわかってはいるのだが、まるで殺人の生中継を見ているような気分だった。

　押さえつけられているＧ・Ｏの顔が、ひときわ赤くなったと思うと、びくびくと震ふるえ、それから全身の力が抜けていくのが画面から見て取れた。眼球が裏返り、顔の筋肉が弛し緩かんする。歯列が解けて、口に溜たまっていたのだろう、血の混じった泡が溢あふれた。膝の下で、鈎かぎ爪づめのように開かれた指も徐々に緩ゆるんでいく。

（死んだか……）

　だが、そうとわからないのか、しばらくの間、勝ったＧ・Ｏは首を絞め続け、何度も何度も、ぐっ、ぐっ、と親指に力を入れていた。

　ようやく手を止めたのは、敗者の体が分解して消えてからだった。手が空を摑つかんで初めて、Ｇ・Ｏは勝利を実感したように拳こぶしを突き上げ、そして咆ほう哮こうした。

　人の姿はしていても、その声は到底、人のものとは思えなかった──Ｇ・Ｏだからだ、と思いたかったが、頭の隅にそうではなく、人も獣けものなのだ、と何かが囁ささやいていた。

「さあ、始まりますよ」

　イングマンが言って、竜一郎は固唾かたずを吞のんだ。これが今度の大量出現の最後のＧ・Ｏであるならば、ホモ・サピエンスのその先を見せてくれるはずだった。

　どんな姿になるのか──竜一郎の興きよう味みは、真しん珠じゆたちが戦える相手になるかどうかのみの興味だったが、イングマンのそれは人間のその先を見たい、というものだろう。

（できれば、目も当てられない怪物になってもらいたいな）

　それが自分たちの将来かもしれない、と考えたら気が滅め入いらなくもないが、真珠たちが戦わなくてはならないのならその方が安心できる。

　見続けていると、Ｇジー・Ｏオーは疲れたかのように上げていた腕を下ろし、そしてうなだれた。

　懺ざん悔げをする罪人のように見えなくもない。

「！」

　まず、起こった変化は髪だった。血がこびりついて半ば固まったそれが、沈みゆく太陽の光を受けて、輝かがやくばかりの黄金へと変わり、燃え上がった。それはそのまま、滝が断だん崖がいから流れ落ちるように肩から背中を滑り落ちて、地面にまで届く。

　次に、見るからに逞たくましかった体に変化が起きた。

　過か剰じようなまでの筋肉が萎しぼみ、ほどよく均整の取れた体つきに変わった。全体に肉のつきは薄うすくなったが、内に鋼はがねを秘めているだと感じられた。肌の色は、色素が脱ぬけたように綿のような白に変化し、汗が珠たまになってその表面を滑り落ちると、それはまるで炎を閉じ込めたルビーのように見えた。

　Ｇ・Ｏは立ち上がった。ざあ、と黄金の髪が風になびいて流れ、白く細い指が、それをかきあげるように払うと、その下から、顔が露あらわになった。

　──美しい。

　息を吞のむ、という経験を竜りゆう一いち郎ろうは初めてした。

　潰つぶれたはずの瞳ひとみは、再生して明るい空色に変わっている。その顔立ちも、先ほどまでとはまったくの別物で、勇ましいが優しくもあり、男女どちらとも見える、性差を超えた美しさを備えていた。体には、傷ひとつない。皮ひ膚ふが薄いのか、下の筋肉のラインが、うっすらと浮き上がって見えている。

　全裸ゆえ、股こ間かんには、男としての象徴である肉の蛇が首をうなだれているのが、はっきりと映し出されていたが、いやらしさなどは少しもなかった。

　むしろ、神こう々ごうしいとさえいえた。

　ほう、とため息をついたのは誰だれであったか──気が付けばスタッフの全員が、魅み入いられたようにスクリーンを見上げて動けずにいた。

　その中にあって、イングマンだけが不満顔だったが、我を取り戻した竜一郎は、彼に色々と聞く前に、声を張った。

「──《ベルザンディ》！　Ｇ・Ｏを透過スキヤンし、結果をスクリーンに表示しろ！」

　彼の声に、スタッフたちも次々と我に返って、それぞれの持ち場の仕事を再開した。男女の区別なく、頰ほおの赤いものが多い。

「主任、気に入りませんか？」

　イングマンにそう訊たずねると、彼はつまらなそうに息をついた。

「ええ。どんな新人類が見られるかと期待したんですが、何も変わらないごく普通の人間体です。多少、見目のいいのが、特徴といえば特徴でしょうが……まったく、残念ですよ」

「自分も気に入りません。理由はまったく違いますがね」

　なぜ、と問おうとしたのか、イングマンの唇が動きかけた時、《ベルザンディ》の声が指令区に響ひびいた。

「《報告します。中ちゆう尉い、Ｇジー・Ｏオーの透過スキヤンに失敗しました》」

　竜りゆう一いち郎ろうの目は驚おどろきに見開かれ、イングマンのそれは期待に輝かがやいた。

「失敗した理由は!?」

「《電子ビーム、Ｘ線、歪わい曲きよく。超音波、核磁じ場ば共鳴、相そう殺さいされました。Ｇ・Ｏの周辺に空間の歪ゆがみが検出されています》」

「歪みの原因は！」

「《不明です。Ｇ・Ｏの推定質量からは、周辺空間の歪みは発生しません。──Ｇ・Ｏ消失します》」

「警けい戒かい！」

　区内にさっと緊きん張ちようが走った。次にどこに出現するのか、全世界を対象に直ただちに、サーチが実行された。一〇秒……二〇秒……反応はない。竜一郎は、何度も手を握ったり開いたりを繰くり返した。

「《──出現しました。ノルウェー中南部、ヨートゥンハイメンです》」

「な、に……？」

　そこは、真しん珠じゆたち《ヴァルキュリア》の母である巨人女性のミイラと、対Ｇ・Ｏ戦の切り札の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》が発掘された地だった。偶然か、それとも何か意味があるのか──竜一郎は、じわりと、冷たい汗が浮かぶをの感じていた。

「《映像でます》」

　淡々と《ベルザンディ》が告げると、スクリーンには《幻想的》という言葉がぴったりくる風景が映し出された。

　──雪が燃えている。

　否、実際に燃えているわけではなく、夕陽の輝きを受けてそう見えるだけなのだが、本当に燃えていても不思議ではない、と思わせる雰囲気があった。

　その只ただ中なかに、あのＧ・Ｏが一人立って、宙を見上げている。

　空色の瞳ひとみにはしかし、意思の光がなく、虚うつろで、表情も乏しかった。それは、何かを待っているかのようにも見えて、竜一郎の心をどうしてか激しくかき乱した。

「中尉！　《ＣＯＶ委員会》から入電！　通信ではなく電文です」

「読んでくれ！」

「はい。──《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機動騎き兵へい隊は、多た国こく籍せき宇宙軍の包囲が解け次第《ヴァルキュリア》の全員を率いて出しゆつ撃げきせよ──とのことです」

　ぎり、と竜一郎は奥歯を嚙かみしめた。

（タイミングが良すぎる。まるで、最後の一体になるのを待っていたかのようじゃないか！）

　竜りゆう一いち郎ろうは、オペレーターを向いた。

「《委員会》に返電！──《ヴァルキュリア》が米国宇宙軍ＵＮＳＮとの戦いで負傷！　全快にはいましばらく時間がかかる模様──以上だ！」

「で、でも中ちゆう尉い、《ヴァルキュリア》は──」

「以上だ！」

「は、はい……」

　オペレーターは慌てて竜一郎の言った内容で返信にかかった。

　視線を外し、険けわしい顔でスクリーンを見上げた竜一郎を、イングマンは首を傾かしげて見た。

「……何を考えているのです、中尉？」

「何も。ルビー・フォレスト伍ご長ちようは現に治ち療りよう中ゆえ、その通りのことを伝えたまでです」

「確かに。しかし、元々外傷はない。出しゆつ撃げきには何の支障もありませんが？」

「メンタル・ケアがまだです。先のことがトラウマになっていたとしたら、どんな事故が起こるかわからない。幸いにも、Ｇジー・Ｏオーは山の中で、人家に被害が及ぶ心配はいまのところありません。焦って出撃する必要もないでしょう。……それに、アメリカが大人おとなしく包囲を解くとは思えませんよ」

「なるほど……」

　イングマンは何かを考え込んだようだったが、それ以上は何も言わなかった。ただ黙だまって、興きよう味み深そうに雪山にたたずむＧ・Ｏを見つめた。

　あんなごまかしで、どの程度の時間が稼げるか、竜一郎にはわからなかった。《安全装置セーフテイユニツト》をちらつかせられたら逆らうことは難しい。ヘルガの話通どおり、あのＧ・Ｏに《ヴァルキュリア》を会わせるのが《委員会》の──《歓喜の黄昏たそがれ教団》の目的だとしても、全員が必要なのかはわからないのだ。誰だれかを生いけ贄にえに捧ささげるわけにはいかない。

　竜一郎は手元のコンソールのモニターに触れると、ハンガーを呼び出した。すぐに夏なつ美みの姿が映る。

『やっぱり天あま宮みやクンか、何？』

「《ジークフリート》の方はどうです？」

『《コフィンⅡ》に格納して、《スレイプニル》に取り付けたとこよ。いつでも出撃できるわ』

「ありがとうございます」

　頷うなずき、竜一郎はモニターを切ろうとした。だが、そこへ割り込んだ通信があって、彼は手を止めた。開いたウィンドウに映ったのは、警けい備び班長だった。

「どうした？」

『ライアーを発見しました。……信じられませんが、これが夢でないのなら、奴やつは本当に生身で宇宙にいます。映像を回しますからご自身で確かめてください』

　言うなり、別のウィンドウが開いた。それは《ヴァルハラ》の外がい壁へき部に取り付けられた監視カメラの映像で、はっきりと、地球に向かって立っているスーツ姿の人の姿が映っていた。

　紛れもなく、ニル・ライアーその人だ！

「面おも白しろい映像ですな」

　いつのまにか後ろから覗のぞき込んでいたイングマンがそう言った。

「……主任、宇宙空間で何の防ぼう護ご服ふくもつけず、生きていける生物は存在しますか？」

「少なくとも、地球上の生物には存在しませんよ。──しかしこの男、ロボットかサイボーグですか？」

「わかりませんが、会った限り、そんな印象は受けませんでした」

「ふむ……中ちゆう尉い。《ベルザンディ》に命じて、この男を透過スキヤンしてもらえますか？　そうすれば一発でロボットかサイボーグかわかりますよ」

「そうですね──《ベルザンディ》！　《ミドガルド》第三三区画の外がい壁へきにいる、ニル・ライアーを透過しろ！」

「《了解しました。実行中………………報告します。ニル・ライアー特別顧こ問もんの透過に失敗しました。電子ビーム、Ｘ線、歪わい曲きよく。超音波、核磁じ場ば共鳴、相そう殺さいされました。ニル・ライアー特別顧問の周辺に、空間の歪ゆがみが検出されています》」

「何!?」

　それを聞いて、イングマンは興きよう味み深そうに顎あごを撫なでた。

「あの男、Ｇ・Ｏと同じことをやりますか。……面白い」

　だが、竜りゆう一いち郎ろうにとっては面白いどころの話ではなかった。これもまた何かの偶然の一致なのか……そうは思えなかった。何か、関係があるのだ。そうでなくては、これだけのことが一度に起こるはずはない。必ず因果関係がある。それを解き明かすには──

「班長」

　辛しん抱ぼう強く待っていた警けい備び班長のウィンドウを最前に表示して、竜一郎は言った。

「すぐに警備兵を派遣して、ニル・ライアーを捕らえろ」

『すでにエアロックにて待機中です』

「よし。……発砲も許可する」

『了解。突入させます』

　ふっとウィンドウが閉じて、再びライアーの姿が映し出された。その時、竜一郎はライアーの唇が微妙に動いていることに気が付いた。

「何だ？」

「何か、喋しやべっていますね……」

「──《ベルザンディ》、解読できるか？」

「《……残念ですが、この程度の動きからでは単語を確定することはできません》」

「そうか……」

　竜りゆう一いち郎ろうは目を細めて画面を見たが、そんなことでわかるなら、《ベルザンディ》が解析できないわけはない、と気が付いて止めた。

　ライアーは、まだ喋しやべっている。モニターの中の彼は、なぜか、どこか楽しげに見えた。

　その表情は、竜一郎の心を、ひどく波立たせた。




（誰だれだよ、うるさいな……オレは、まだ眠いんだよ……）

　ルビーは、うう、と唸うなった。

　体がひどく重い。手足はほとんど動かず、意識は、霞かすみがかかったかのように、ぼんやりとしている。瞼まぶたを開けるのさえ、億おつ劫くうだった。

　この感覚には憶おぼえがある──薬だ。興こう奮ふん抑制のために、精神安定剤の一種を打たれた時が、ちょうどこんな感じだった。

　だが、思い出せても、そんなことはどうでもいいことに思えた。いまはただ、眠っていたい。寝返りをうって枕に顔をうずめ、何も考えずに泥の底に沈むように眠りたい。

　なのに──頭の中で声がする。

　それが誰で、何を言っているのかはっきりとしないのにも、苛いら立だたされた。

（これが、金かな縛しばりってやつか……？）

　そんなことをルビーは、ふと思った。

　眠っている最中に体が動かなくなって、人の声などが聞こえてくる状況を、そう言うのだ、と竜一郎が話してくれたことがあったのだ。

　いまのこれは、それにぴったりと当てはまる。違うのは、恐怖を感じないことだった。聞き取れないにしても、声の甘やかなのはわかったし、苛立つのは、ちゃんと聞きたいのに聞けないという、それが理由なのだとも、なんとなくやっとわかった。

（もっとちゃんと聞くには、どうしたらいいんだ？）

　これが本当に金縛りなら、目を覚ましてしまえば、この声も消えてしまうはずだった。

　それは少し惜しい、と思った。

　──大丈夫ですよ。

　幻聴というには、あまりにはっきりとしすぎていて、思わず目を開いてしまってから、ルビーは、しまった、と思った。

　反射的に頭を動かそうとした途と端たん、首に痛みが走り、ルビーは金縛りの原因を知った──拘こう束そくされていたのだ。

（クレイドルの中か……？）

　中の様よう子すから、そう思えた。なぜ、こんなところにいるのかはわからなかったが、パニックになることはなかった。まだ、薬が効いているのだろう。妙に平静でいられる。

（あ、そうか）

　最後の記き憶おくが靄もやの中から蘇よみがえってきて、おぼろげに理由がわかった。ドミトルヴュナにバイザーをぶち破られて、パニックになったのだ。恐らくはその時に安定剤を打たれて昏こん睡すいし、そのまま治ち療りようの意味もあってポッドに入れられたのだろう。

「えーと……拘束解除」

『了解』

　ルビーが命じると、内蔵コンピューターがそう応じて、額、腕、肩、腰、腿もも、膝ひざ、足首に食い込んでいたベルトが外れ、体が沈み込むような感覚があった。

「音声オフ。カメラ・オン」

　応答がうっとうしいのでそう命じた。すぐに、目の前にあるモニターに、外の様よう子すが映し出される。暗がりの中に、雑然と色々なものが積みあがっていた。脱ぎ散らかしたままの服や、脱ぎっぱなしのスニーカー（サイズ一〇〇インチ）、食いかけの菓子の袋や、空き箱など。

（……何だ、オレの部屋じゃんか）

　いきなり見えたのが宇宙空間だったらすごく嫌いやだったのだが、そうではなくてホッとした。空気が一いつ瞬しゆんにしてなくなり、眼球が弾はじけそうになった感覚は、まだ体の芯に残っている。

「ハッチ開け」

　ぷしゅ、と空気が抜けるような音と共にハッチが開くと、部屋の中の涼しい空気が足を浸した。外に出ると少し段差があって、九八〇センチの胸が、ふるん、と揺れた。ルビーは裸だった。ポッドに入る時はいつものことだ。

　ドアの横にある電灯のスイッチを入れて、山の中からバスローブを掘り出して羽は織おる。部屋の中はひどく静かだった。と、

　──サロンへ。

　あの声が突然、頭の中に響ひびいて、ルビーはぎょっとしてあたりを見回した。

　無論、部屋の中には誰だれもいなかった。

　天井のスピーカーを仰いで耳を澄ますも、やはり、何も聞こえてはこない。否、初めからそこから聞こえたわけでなかったことは、どこかで理解していた。

（サロン？）

　そこに何が待っていると言うのだろう？

（行ってみるか……）

　待機命令は解かれていないかもしれないが、ここに一人でいると気が滅め入いるのは、先の出動の前でわかっていた。レインでも誘って、サロンのＴＶで地上の様子でも見ていたほうが、ずっとマシだろう。

　ルビーはサンダルを探し出してそれを履はくと、開閉ボタンを押してドアを開け、廊下に出た。

「あ……」

　という声が、重なった。まるで示し合わせたように、レイン、それに晶あきらが部屋から出てきたところに出くわしたのだ。レインは自分と同じバスローブ、晶あきらはいつものジャージに白衣、という格好だった。

「ど、どうしたんだよ」

　そう言うと、レインが心配そうな顔で覗のぞき込んできて、

「ルビーこそ、もういいノ？　大丈夫なノ？」

　と訊きいてきて、そっと指でルビーの頰ほおに触れた。そこには、まだ消えきっていない、うっすらとした傷が残っていた。割れたバイザーが刺さった跡だった。

「平気だよ。──それより部屋で待機してなくていいのかよ？　戦せん闘とう待機命令、解除されたのか？」

「まだだケド……人のこと、言えないデショ？」

「オレは……ちょっとサロンにでも行こうかと思って……」

「えっ、ワタシもヨ」

「なんで？」

「なんで、って……ちょっと、そんな気になっただけヨ。別に理由なんか──」

「──わたしもサロン」

　普ふ段だん、めったなことでは喋しやべらない晶がそう口をきいたので、ルビーとレインは思わず彼女を振り返っていた。顔はあいかわらず無表情だったが、眼鏡めがねの向こうの瞳ひとみは揺れていて、驚おどろいていることがわかった。

「声が聞こえたから」

　今度、驚くのはルビーだった。あれは自分にだけ聞こえたものではなかったのか？　ひょっとして、とレインを振り向くと、彼女の方でもルビーを見ていて、互いを指差し、

「レインもか!?」

「ルビーもなノ!?」

　と同時に言った。

　その時、廊下の先から、チン、という電子音がして、三人は振り返った。




　チン、と音がして、オーブンのタイマーがケーキが焼きあがったことを知らせたが、それを聞くまでもなく、真しん珠じゆとミルキィはオーブンの前に陣取って中を見ていたので、すぐに扉を開けて、焼きたての甘い香りを存分に楽しむことができた。

「いい匂においだね、おねえちゃん」

　うっとりとミルキィが言うと、真珠は大きく頷うなずいた。

　苦節五度目（一人では四度目）にして、初めてうまくできたかもしれない。

　ミトンをはめた手でパウンド型を摑つかみ、テーブルに広げたクロスの上で横にして、周りを少し叩たたいてから、シートごとケーキを引き出した。

　香りが一層広がる。

　真しん珠じゆはコーヒーマーブルケーキをクロスの上におくと、クッキングシートをぱりぱりと剝はがし始めた。ミルキィは、テーブルにぶら下がるようにしながら、目を輝かがやかせてその様よう子すを見守っている。

「……ミルキィ、パンナイフ取って」

「うん！」

　くるりと踵きびすを返して、ミルキィはシンクの下の棚から、刃が直線ではなく波型になったナイフを選び出して、それを真珠に渡した。

　深呼吸をして、ナイフの刃をケーキの端に当てる。

　──ごくん。

　思わず固かた唾ずを吞のんでしまう。真珠は、手に軽く力を入れてナイフを押すようにした。

　さく、とした手ごたえがあって、次に少ししっとりした感覚が続いたが、それは張り付くほどではなく、刃は抵抗なく底まで届いた。ナイフを抜いて刃を見、真珠はホッとした。生焼けではない。もしそうなら、どろっとした生地がついているはずだが、それはなかった。

「じゃあ、開くよ？」

「うん」

　真珠が言うと、ミルキィもなぜか真剣な表情になって、大きく頷うなずいた。

　ドキドキしながら、真珠はケーキの一番端──耳の部分を倒した。

「わあ♥」

　ミルキィが嬉うれしそうな声を上げて、真珠はなんだか涙がこぼれそうになった。

　断面は、濃いブラウンと淡いクリーム色の、綺き麗れいなマーブル模様に仕上がっていた。生地もふわふわと柔らかく焼けている。だまもなく、ここを見る限りとてもうまく仕上がっていた。

（やった！）

　真珠の胸に、じん、と熱いものが広がった。これで、なにもかもうまくいくような──シトロンがやってくる前の、大変だけれど楽しい日々に戻れるような、そんな気がした。

「ね、ねえ、おねえちゃん、ちょっと食べていい？　ちょっとだけ！」

「うーん……そうね！　この端のところはどうせ出せないし、ちょっと味見してみようか？　本当にうまくいったかどうか、確かめなくちゃね」

「うん！　うん！」

　ミルキィは、嬉しそうにぴょンぴょンと飛び跳ねて、真珠の唇をほころばせた。

　じゃあ、と瞳ひとみを交わして、二人はいま切り分けたばかりの端の部分に手を伸ばした。と──

「真珠！　ミルキィ！」

　突然、そう声がかかって、二人は反射的に手を引っ込めると、ぱっと直立不動になって廊下を向いていた。

　そこに立っていたのは、三人の姉だった。なんだか怖い顔をしている。怒られると思ったのか、ミルキィは真しん珠じゆの後ろに隠れて、エプロンの端を摑つかんだ。その手を、包むように撫なでてやりながら、真珠もまた驚おどろいていた。

「ルビー姉さん、体はもういいの？──ちょうど良かった、マーブルケーキが焼けたところなの。見て？　こんなにうまく──」

「おまえたちも、聞いたんだろ!?」

　大きな声でそう言いながら、ルビーはキッチンへ大おお股またに入ってきて、真珠は思わず気け圧おされてしまった。怒っているようにも見え、エプロンを摑む小さな手が固くなるのを感じた。戦せん闘とう待機中に、こんなことをしているのが気に入らなかったのだろうか？　確かにそうかもしれないが、しかし──

　ルビーはテーブルを回ると、真珠の手首を痛いほど強く握った。

「聞こえたんだろ？」

「な、何のこと、ルビー姉さん……？」

「サロンに来いって言われただろ？」

「う、ううん、何にも聞いてないよ。……サロンに集合って、隊長さんの命令があったの？」

「違う！──頭の中に直接、聞こえたはずだ！　レインも、晶あきらも、聞いてる！」

「で、でも、あたしは本当に──」

「いいから、来いよ」

　ぐい、と引かれ、真珠はミルキィごとよろけてしまった。しかし、ルビーは構わずにふたりを引っ張った。

「ちょっ、待って、ルビー姉さん！　せっかくのケーキが──」

「そんなのはあとにしろ！」

　怒鳴られ、びくん、と真珠は首を竦すくめた。こんな強引なルビーは初めてだった。

（そんなの、なんて……ひどいよ……）

　喜びは、失敗したケーキのように萎しぼんでしまい、代わりに虚むなしさが広がって、真珠は悲しくなった。諸もろ手てを挙げて喜んで欲しいとはいわないが、いつものルビーなら、試食試食と言ってつまみ食いをして、真珠がたしなめるところだからだ。

　自分のケーキにはその価値もないのだろうか──そう思ってしまう。

　しかし、真珠のそんな気持ちには気がついてもいないのか、ルビーは彼女と、彼女にしがみつくようにしているミルキィをつれて進み、そして途中で廊下を折れた。サロンは静まり返っていて、壁かべのモニターはあいかわらず《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい隊章を映し出していたが、別に変わったところもなく、誰だれかが待っているということもなかった。

「ここがどうしたの、姉さん……？」

「…………」

　ルビーも困惑しているようだった。それでも手は放さず、真しん珠じゆの手首から先は、少し白くなって、微かすかに痺しびれを覚えた。

　いいかげんに手を離して、と言おうとした時、不意にモニターの映像が切り替わった。

　それを目にした途と端たん、全員が、

「きゃっ！」

　もしくは、

「わっ！」

　と驚おどろいた声を上げて、目を逸そらすか、顔を手で覆おおうかしていた。

　モニターに映ったのは、全裸の男性だったのだ。

　見てしまったのは一いつ瞬しゆんだったのに、その姿は細部まで瞳ひとみにしっかりと焼き付いてしまっていて、真珠を慌てさせた。ミルキィも彼女のエプロンに顔をうずめるようにしていたが、その耳は真っ赤だった。自分も同じだろう、ということは、鏡を見なくてもわかった。

（なんなのよ、いったい……）

　心臓が、ドンドンと殴るように打っている。ルビーはまさかこんなものを見せたくて自分たちを連れてきたのだろうか？　しかし、彼女もまた驚いているところを見ると、これは予定外であったような気がした。

　──ようこそ、皆さん。
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　不意に、そんな声が頭の中にはっきりと響ひびいて、真しん珠じゆは驚おどろいて体を震ふるわせた。

「な、に……いまの……」

「聞こえたんだな？」

　その声に振り向くと、真っ直ぐに姉たちが自分を見ていた。その顔を見れば、姉たちもまた同じ声を聞いたのだとわかった──おそらくは、ミルキィも。

「あんた、誰だれだ!?」

　ルビーは姿の見えない相手に向かって、大きな声を上げた。しかし、その調子の中に恐怖はなく、むしろなにか期待のようなものが見え隠れしているのを感じて、真珠は驚いた。

　──姿なら、もう見ているでしょう？

「！　もしかして、アレ、か？」

　ルビーは、褐かつ色しよくの頰ほおを赤く染めたまま、見ないようにしてモニターを指差した。

　──そうです。どうですか？　懐なつかしいでしょう。

「な、なにがだよ！」

　──この光景ですよ。雪に閉ざされた凍いてつく世界。皆さんの、いえ、我々の故郷《ヨトゥンヘイム》ですよ。人間たちは《ヨートゥンハイメン》と呼んでいますが。皆さんが、発掘されたその場所です。

（あたしたちの……）

　誘惑に抗しきれず、真珠は横目でモニターをちらりと見て、ホッとした。

　幸いにも画面は、男性の臍へそのあたりで下が切れていて、映っているのはその逞たくましく美しい上半身と、背景の一面の銀世界、それに、高く青い空だけだった。

（あそこが、本当の《ヨトゥンヘイム》……？）

　証拠はない。ただの露ろ出しゆつ狂きようが、雪の中に立っているだけかもしれない。

　けれど、なぜか胸の奥が疼うずいた──知っている、と思えた。

　あの土地ばかりではなく、この美しい男性のことも。

（どうして……？）

　その疑問に反応したように、モニターには別のウィンドウが開いて、角度の違う同じ景色を映し出したが、それは民間の衛星ニュース番組のようだった。

　局名が画面の端に表示されていて、キャスターの背後に映像が合成されている。

『最後の一体となったＧジー・Ｏオーと思われる巨人は、《ヨートゥンハイメン》に出現後、その場から動く気け配はいはありません。現在《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の基地である衛星軌道要塞オービツト・フオートレス基地《ヴァルハラ》は、米国宇宙軍ＵＮＳＮを中心とした多た国こく籍せき宇宙軍によって包囲されているため、《ヴァルキュリア》の出しゆつ撃げきができないでいます。アメリカに対しては非難の声が上がっていますが、一方で、《ヴァルキュリア》の危険性を指摘する声も広がりつつあります。Ｇ・Ｏと《ヴァルキュリア》と呼ばれる巨人の少女たちの関連が──』

「あんた、Ｇジー・Ｏオーなのか!?」

　ルビーがモニターを見ながら言った。

　──人間の言葉を使うなら、そういうことになりますか。しかし、私は、皆さんの敵では決してありません。

「じゃあ、何だよ？」

　──本当に欲しい物を与えられる存在。皆さんを、本当の意味で愛することができる、唯一の男ですよ。

　モニターの中で、Ｇ・Ｏがカメラを向いて。薄うすい唇に笑みを浮かべたように見えた。

　どきり、とした。鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。

　──私は、皆さんを愛するために生まれたのです。そして、皆さんは、私に愛されるために生まれた。それが真実です。これまでのことは、全すべて花嫁修業だと思ってください。私は戦士です。その花嫁にはやはり戦士こそが望ましい。そして皆さんは、人間がＧ・Ｏと呼ぶ、過去の私との戦いの中で成長し、一方で、女性としても素す晴ばらしく成長した。いまこそ、愛し、愛される時が来たのです。さあ、私の許もとへ──

「む、無理だよ！」

　ルビーが叫ぶように言った。

「恋の勝者は一人だろ!?　あんたは、オレたちの誰だれに話しかけているんだよ！」

　──なぜ、一人でなくはならないのです？　真の《愛》とはそんな狭量ものではありません。私は、皆さん全員を、平等に愛してさしあげることができる。それなのになぜ、血を分けた姉妹が自分と同じく《愛》に包まれることを、喜ぶことはできないと思うのですか？　独占したいと考えるのは《欲》であって、相手への《愛》ではありません。皆さんは、自分を包む《愛》を、ただひたすらに感受すれば、それでいいのです。私は皆さんに、決して寂しい思いなどはさせません。

　頭の中に直接響ひびく甘い声は、戦場で恐怖心をなくすために投与される、多幸感を誘発する薬のようだった。誰だれも悲しい思いをせず、皆が《愛》を得ることができる──それはとても幸せなことのような気がした。

　──さあ、ここへいらっしゃい。皆さんを、身も心も愛し、満たすことができるのは、同じ《巨人》である私しかいないのです。わかりますね？

　思わず頷うなずきそうになって、真しん珠じゆは慌てた。

「い、行けないわ！」

　と彼女は、誘惑を払うように叫んだ。

「そんなこと無理よ！　あなたがＧ・Ｏなら、あたしたちは戦わなくちゃならないもの！」

　──どうしてです？

「それは……っ」

　真しん珠じゆの頭には竜りゆう一いち郎ろうの顔が浮かんだが、それは理由としてはあまりに脆ぜい弱じやくな気がした。本当は別の理由があるのでは、と探し、そして見つけた。

「それは、あなたがいくら望んでも、あたしたちはここを離れられないからよ！　だって、あたしたちは《首輪チヨーカー》で繫つながれているんだもの！」

　それを聞くと、ようやく思い出したかのようにルビーたちの顔からは、希望のようなものが消えていき、真珠は自分がひどく冷酷なことをしたような気になった。しかし──

　──ああ、それなら。

　そう声が囁ささやいた途と端たん、喉のどのところでカチッと音がしたかと思うと、全員の《首輪》が外れて床に落ちて転がった。

「どうして……」

　信じられない気分で、真珠は自分の喉をさすったが、夢などではなかった。もはや忌まわしい《首輪》はなく、《死》の恐怖から解放されたのだということが、じわじわとわかってきて体が震ふるえた。

「本当かよ……」

「夢じゃないわよネ……」

「……涼しい」

「取れてる……取れてるよ……」

　皆、同じように驚おどろき、そして喉をさする指は震えていた。

　──これで自由です。

　画面の中のＧジー・Ｏオーは笑ってなどいないのに、なぜか笑顔が見えるような気がした。

　──ここまで来るための手段も用意しましょう。部屋に戻れば《クレイドル》が用意されているはずです。それに乗れば私のところへこられますよ。

「で、でも、外には多た国こく籍せき宇宙軍が──」

　──ああ、それなら心配いりませんよ。《彼女》が何とかしてくれます。

　声が微笑ほほえんだ。




　突如鳴り響ひびいた警報アラームに、ダラス司令は仮眠から叩たたき起こされ、慌てて士官室を飛び出した。

　ブリッジへと続く廊下で、持ち場へと急ぐ部下を押しのけて走っている合間にも、《ハース》を立て続けに震動が襲おそい、事故が起きたことを知らせる警報は鳴り止むことを知らなかった。

「何事だっ！」

　怒鳴りつけるように言って、ダラスはブリッジに入った。その彼を出迎えたのは、燃もえさかるハンガーの様よう子すを映したスクリーンだった。

「これは何だっ！　何が起きたっ！」

「《Ｖ─00》ですっ！　《Ｖ─00》がハンガーで暴れだして、手がつけられません！」

　その言葉を証明するように、スクリーンに黒いスーツに身を固めた《Ｖ─00》の姿が目に入った。《Ｓ２装備》に身を固め、手には《ヴァルキュリア》仕様のドラム給弾方式の重機関銃マシンガンが握られていて、銃口からは十字に炎が噴ふん出しゆつし、高速で打ち出された七六・二ミリ弾が次々と隔かく壁へきに穴を穿うがっていた。

（ロシア人め！　だから、奴やつらは信用できんのだ！）

　舌打ちをして、司令は艦かん長ちよう席せきについた。

「クロロホルムガスをスーツ内に放出！」

「了解！」

　クロロホルムは大きな手術などに用いられる、中枢神経に作用して意識を昏こん倒とうさせることのできる全身麻酔薬だが、これが《ヴァルキュリア》にも有効であることは証明済みだった。Ｓ装備には標準で装備されている。しかし──

「し、司令……」

　オペレーターの一人が、絶望的な表情で艦長席を振り向いて、ダラスはそれがうまくいかなかったことを悟った。原因の究明は後回しだった。手は十と重え二は十た重えにあるのだ。

「チオペンタールを投与しろ！　急げ！」

　ダラスは怒鳴った。だがオペレーターは、引きつった笑みを浮かべて脂汗を額に滲にじませ、コンソールに向き直ろうとはしなかった。

「何をしているかっ！」

「だ、駄だ目めなんです……スーツが、こ、こちらからの命令を全すべて拒否しています……」

「何だとおっ!!」

　思わず席を立ち上がった時、艦が大きく揺れ、ダラスは椅い子すから放り出されてしたたかに頭を打った。痛みに呻わめき、後頭部を押さえると、ぬるりとした感触があって、立ち上がろうとしたが足にまったく力が入らなかった。

　顔だけは、上げることができた。

　その時、ブリッジの窓の外を、黒い影が丸い筒のようなものにしがみついて過ぎていくのをダラスは確かに見た。

　光の加減で見えたバイザーの向こうで、彼女は確かに微笑ほほえんでいた。

　それが、彼のこの世で見た最後の光景になった。




「《ハース》爆ばく発はつ！　両りよう翼よくのカリフォルニア級戦せん闘とう艦かんの誘ゆう爆ばくの可能性は八〇％です！」

「デブリが来るぞ！　《ベルザンディ》！　ＡＦＣＳのターゲットの最優先に！」

　スクリーンの中で光と化した《ハース》の輝かがやきを受けながら、竜りゆう一いち郎ろうはオペレーターの報告に、そう怒鳴った。

「《了解しました》」

　合成音声が答え、命令はすぐに実行された。

「カリフォルニア級戦せん闘とう艦かん01、02、誘ゆう爆ばくしました！　デブリ来ます！」

「衝しよう撃げきに備えろ！」

　言って、竜りゆう一いち郎ろうは椅い子すの肘ひじ掛かけを摑つかんだ。背もたれには、イングマンが手を置いた。

　チカチカと《ヴァルハラ》の外がい壁へきの表面で光が瞬またたいた。レーザー砲が発射され、高速で飛んでくる破片を次々と灼やいていく。だが、無数に生まれたそれらを、全すべて破壊できるわけではない。十字砲火を乗り越えて届くものは少なくない。

　震ふるえのような小さな震動が椅子から伝わってきて、竜一郎は波が過ぎるのを待った。

　要よう塞さい外壁のチェックは命じなくても自動的に行われ、損傷の度合いによるが、修復も同じく自動化されている。沈ちん黙もくが続き、竜一郎は胸を撫なで下ろした。《ベルザンディ》からの報告がないということは、損傷は軽微だということだった。

　だが、安あん堵どする間はなかった。

「ＳＳＤＦ護ご衛えい艦《あまてらす》が攻こう撃げきを受けています！」

「！──最大望遠で映せ！」

　すぐに、スクリーンにかつての《家》であった、最新鋭護衛艦の姿が映し出されたが、それは僅わずか十秒足らずのことだった。

「《あまてらす》沈みます！──敵は《ヴァルキュリア》！　《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》です！」

　息を吞のみ、竜りゆう一いち郎ろうは肘ひじ掛かけを指が白くなるほど握り締しめた。

　スクリーンの中で、《Ｓ２装備》のドミトルヴュナが縦じゆう横おうに宇宙空間を飛び回って《あまてらす》に攻撃を加え、艦がエンジン部分から船体が膨ふくれ上がるようにして爆ばく発はつするのが、はっきりと見えた。

（仲間が……）

　あの艦には、かつての同僚が乗っていたが、到底、脱出は望めなかった。四〇〇名の命が一いつ瞬しゆんにして消えるところを、竜一郎は目の当たりにして、しかし、何もできなかった。このデブリの中には《スレイプニル》を発進させることはできない。そんなことをすれば、たちまち穴だらけだった。

（これが……こんなやり方が、《ガルド》の包囲解除なのか!?）

　竜一郎は、破れるほど強く唇を嚙かんだ。

　僚艦の《つくよみ》《すさのお》が、続けざまに爆発し、残る艦も巻き込まれて、航宙自衛隊ＳＳＤＦは瞬く間に全ぜん滅めつした。

「《黒のヴァルキュリア》移動します！──ＲＳＮが攻撃を開始しました！」

　舌に血の味を感じながら、竜一郎は一方的な虐ぎやく殺さつをただ見ていることしかできなかった。

　機動性が違いすぎる。それに武器が固定式でない分、どんな姿勢からも攻撃を加えることができていた。

（!?）

　その時、竜りゆう一いち郎ろうは手元のモニターが明めい滅めつしていることに気がついて、それがカリウスからだった時のことを考えて、ヘッドホンを着けてからタッチした。

　だが、現れたのは《ＣＯＶ委員会》メンバーのゲーニッツ卿きようだった。様よう子すがただならぬことは一目でわかった。白い肌が怒りに赤く染まっている。

『何をした！』

　開口一番、彼はそう言った。

『どうやって《安全装置セーフテイユニツト》を解除した！　馬ば鹿か者が、何のつもりだ！』

　では、カリウスは成功したのだ。

　これで頸くび木きは外された。何を企たくらんでいるのかは知らないが、もはや《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は《ガルド》や《ＣＯＶ委員会》の言いなりにはならない。

「自分たちは、彼女たちを信じています。それだけです」

　ヘッドホンから伸びるマイクに、竜一郎は囁ささやくように言った。

　それを聞くと、ゲーニッツ卿はさらに何かを言おうとした。

　だが、それは果たせなかった。卿は、突然、びくびくと体を震ふるわせたかと思うと、口から血を吹き、白目を向いてカメラに向かって倒れ込んできた。瞳どう孔こうがいっぱいに開いていく。

（死んだのか！）

　ずるり、と血の痕あとを残して体が落ちる寸前に、竜一郎は、指でこちらのカメラを押さえた。

　案の定、血のカーテンの向こうに、銃を持った男の姿が現れた。こちらを覗のぞき込むようにしたが、映っているのは竜一郎の手袋の布ばかりのはずで、首を傾かしげると離れていった。

『我々は、祖国を見捨てた《ＣＯＶ委員会》に正義の鉄てつ槌ついを下すものである！』

　誰だれかが、そう怒鳴っていた。

　それに銃声が重なり、悲鳴が聞こえたが、すぐに聞こえなくなって、映像も途と切ぎれた。

　通信が切られたのだ。《ＣＯＶ委員会》本部の通信用アンテナが爆ばく破はされたのかもしれない。

　竜一郎はヘッドホンを外すと、スクリーンを見上げた。

　あの怒りは、わからないでもない。

《ＵＮＣＯＶ》はＧジー・Ｏオーと戦うための組織だ。そのために世界各国は、僅わずかながら資金を提供しているし、協力もしている。それが、肝心な時に機能しないばかりか、宇宙で人間同士で睨にらみ合っているのだから、この事態は予測して然るべきだった。

　竜一郎は、スクリーンの中で縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回るドミトルヴュナを、じっと見つめた。

　そして、英国宇宙軍ＲＳＮが壊かい滅めつしたという報告を聞きながら、彼女が《ヴァルハラ》に向かってきたら、撃うてるのかどうかを自問した。

　答えは出なかった。




　その光景はサロンのモニターにも映し出されていて、ドミトルビュナの攻こう撃げきを受けて為なす術すべもなく沈んでいく多た国こく籍せき軍の航宙艦かんを見て、真しん珠じゆは声もなかった。

　──ほら、ね？

　凄せい惨さんな光景に似合わない甘い声が、頭の中で囁ささやいた。

　──これで、もう安全ですよ。デブリはコンピューターがうまく避さけてくれます。《クレイドル》は小さいですからね。大丈夫。乗り込めばあとは自動的に《ヨトゥンヘイム》へと運んでくれますよ。

「……行って、それで、どうなるっていうんだよ？」

　探るようにルビーが訊きいた。その奥に、期待が隠しきれていなかった。

　──幸せになるんですよ。

　声は躊ちゆう躇ちよなくそう返した。

　──お互いに愛情を与え合い、その結晶を抱いて幸せに包まれるのです。それは、そこにいては、決して得ることのできないものです。人間では皆さんを幸せにはできない。共存？　そんなことを考えている人間は、至極一部です。彼らが皆さんを生かしているのは、正直に言えば、利用する価値があるからです。Ｇジー・Ｏオーと皆さんを秤にかけて、皆さんの方が御ぎよしやすいと見て、《首輪チヨーカー》をつけ、鞭むちで打ち、時に飴あめを与え、いいように操っているにすぎない。

「隊長さんは、そんな人じゃありません……」

　──彼は飴です。飴は甘くなければ飴ではない。しかし彼の上官、その上の組織の連中は鞭むちです。ジェイコブスンを思い出しなさい。あれこそが典型的な人間の姿ですよ。

　彼に受けた仕打ちがリアルに思い出されて、真しん珠じゆたちは体を震ふるわせた。

　確かに、日々繰くり返されるあの拷ごう問もんを誰だれも止めてはくれなかった。そうしてくれたのは竜りゆう一いち郎ろうだけで、人間の大半はジェイコブスンのような男だ、という話はわからないではなかった。

　──ごらんなさい。

　画面が切り替わり、モニターには先ほどとは別のニュースが映し出された。

　それは何かの抗こう議ぎのデモのようで、廃はい墟きよとなった街の通りを、書きなぐりのプラカードなどを掲げて、鬼気迫る表情の人々が練り歩いていた。

　真珠は、悪寒を覚えた。

　彼らの手にしたプラカードには『《ヴァルキュリア》は我われを見捨てた！』『《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は解体しろ！』『《ヴァルキュリア》にロボトミー手術を！』『兵器に意思はいらない！』などという文字が躍おどっていたのだ。

　──これが人間です。皆さんは、こんな連中をまだ信じるというのですか？　このままここへ留とどまれば、いずれ脳をいじられて本当にただの肉人形になってしまいますよ？　それよりも《ヨトゥンヘイム》で私と静かに暮らしましょう。すでに彼女は──ドミトルヴュナと名付けられた彼女は同意してくれています。皆さんが脱出したそのあとで、彼女は自分の《コフィン》で地球へと降下する予定です。

「でも！　姉さんは、意思を奪われていたんじゃないの!?」

　──然るべき時が来るまで封印していたのですよ。その後の人間の仕打ちによって、子供を成なせない体にされてしまいましたが、彼女は戦士として私たちを守ってくれるでしょう。彼女もまた、皆さんを愛しているのです。この私と同じく。私たちは世界でただ七人だけの同族です。さあ、私の手を取ってください。……おや？　どうやら、少し用事ができたようです。それでは《ヨトゥンヘイム》で待っていますよ──

　水に溶けるように、そうして消えた声は、あくまで甘く、誘惑に満ちていた。

　モニターの中では、人間たちが手前勝手なことを言っている。

　ルビーはレインを見、晶あきらを見て頷うなずき合った。そうして、真しん珠じゆに向き直ると、真っ直ぐに見つめてきた。

「……オレたちは行く」

「！　ルビー姉さん、本気!?　もう少しよく考えて──」

「何を考えるんだ？　そうとも。オレたちは人間じゃない。遺伝子上は、半分はそうかもしれないが、見た目も何も全然違う。誰だれも、オレたちを人間だなんて考えるやつはいない。連中を見ろよ」

　ルビーはモニターを指した。

「あれが人間だろ？　ここに残ったら、今度は何をされるか本当にわからないぜ。そりゃあ、頭に喋しやべりかけてるのが、本当にあのＧジー・Ｏオーなのか確信はないさ。もしかしたら、これも人間の新しい罠わななのかもしれない。でも、姉さんはアメリカの艦かんを、そして、他ほかの連中の艦も沈めた。忌まわしい《首輪チヨーカー》も外れた。オレたちは自由になったんだ。──だから、行く」

　レインが静かに頷うなずいた。

「ワタシも行くヨ。ここに残っても、もう、いいこともなさそうダシ。《首輪》がなければ、仕方なく戦う必要もないネ。真珠だって、好きで戦ってたわけじゃないデショ？　ミルキィも行きまショ？」

　彼女は手を差し伸べたが、しかしミルキィは首を竦すくませると、真珠の後ろに隠れて、その手を取ろうとはしなかった。レインは少し悲しそうな顔をして、手を引っ込めた。

「しょうがないネ。強制はできないワ──晶あきらは行くんでしょう？」

「行く」

　即答だった。

「……真珠、おまえはどうする？」

　ルビーは訊きいた。

「あたしは……」

　エプロンの胸の前で両手を握り締しめ、真珠は泣きそうな顔で考えた──必死に。




「中ちゆう尉い、始めます」

　パージ警けい備び班長は宇宙服のバイザーに映った若者にそう報告をすると、竜りゆう一いち郎ろうが承認するのを待ち、各班の部下たちに前進を命じた。

　背中に地球を負いながら、自分も先頭に立って四人を率いてエアロックを離れる。

　命を預けるのが、特殊合金のロープと壁かべにぴったりと吸い付くブーツの底だけというのは不安だが、初めて宇宙に出た時を思えば、これにもずいぶんと慣れた。進む時は必ず片方の足を密着させておいて、もう片方の足を踵かかとから剝はがすようにするのだが、初めのうちは歩き難くてもそのうちに、普通に歩くよりも少し遅いくらいまでにはなることができる。

　だが今回のミッションに、新人は参加させなかった。連携が乱れて包囲に穴が開くのを避けるためだ。なにしろ相手は宇宙空間でも平気な化物なのだ。

　そのため、通常装備の小火器の他ほか、強力なスタンガンと射しや出しゆつ型のネット、相手がロボットだった時の用心として、ロケットランチャーなどを各班が携行していた。

　結局、ライアーがどうやって銃弾を防いだのかは、不鮮明な映像からだけではわからなかった。《ミドガルド》の職員宿舎の監視カメラには、サーモセンサーやその他の機能はついていないのだ。

　それに部下たちがなぜ、仲間割れをしたのかもわかっていない。

　瞬しゆん間かん的に催さい眠みん状態に陥れたか、特殊な幻覚ガスを使った可能性もあったが、そうした薬物は後の現場検証では見つかっていなかった。

　ガスならば、宇宙空間では役には立たないが、特殊な催眠方法を使ったのだとしたら厄やつ介かいだった。一応、医療班の心理学者には映像を見せたのだが、映像の限りでは、そうした可能性は低い、との見解だったが、いきなり後ろから撃うたれるのはご免めんである。

　なので班長は、ちょっとした用心をしておいた。もしも、自分たちがおかしな行動を始めたら、遠隔操作で麻酔薬を静脈に注入し、昏こん倒とうさせるよう、内部でモニターしている部下に命じておいたのである。危険だが、同士討ちを避けるには仕方がなかった。

（……いた）

　班長は、デブリに対して砲ほう撃げきを中止しているレーザー砲のひとつの影を出たところで足を止め、部下にも停止するように身振りで命じた。

　周りに遮しや蔽へい物ぶつの何もない場所に、ニル・ライアーは立っていた。

　グレースーツのポケットに手を入れ、こちら──地球を向いて微かすかに唇を動かしている。表情は見えづらい。眼鏡が光を反射して目を見ることはできなかった。

　ライアーは、本当に生身だった。

　スーツが宇宙服の役割を果たしているわけではないことは明らかで、何か見えづらい、特殊なテントの中にいるわけでもない。それなのに、何の痛つう痒ようも感じていない様よう子すで、時折、微笑ほほえみを浮かべたりもしていた。現実を見ているとは思えず、全員がひと時、思考を停止していたが、班長はライアーの向こうに、人影を見つけて我に返った。

「……配置に着いたか？」

『Ｂ班着きました』

『Ｄ班着きました』

『Ｃ班着きました』

「よし。一〇秒後に降伏勧告を行う。……五、四、三、二、一」

　カウントが零ゼロになった時、班長の隣となりで部下が、手にしたライトを明めい滅めつさせてモールス符号を使って信号を送った。これは音や光を使い、その長・短の組み合わせによって電文を送るもので、一八三七年に考案されたものだが、光を使った物は無線封鎖の際や相手に声が聞こえない時などにいまも使われていた。

　ただしこれは、相手もモールス符号を知らなければ何もならないのだが、《ヴァルキュリア》の特別顧問に任じられ、東京湾に沈んだ《ハース》に乗り込んでいたこともある男が、それを知らないというのは考えられなかった。

『応答ありません』

　部下の報告に、班長はもう一度、電文を送るように命じた。内容自体は短いものだ。降伏し、戦意なきを示せ──これだけである。パージの部下は更に三度、電文を送った。

『やはり、応答ありません』

「従う気はないということだな。──中ちゆう尉い。実力行使に訴えますがよろしいですね？」

『なるべく生かして捕らえてくれ』

「最善を尽くします」

　班長は竜りゆう一いち郎ろうとの通信を終えると、彼の顔をバイザーから消した。ちらちら映っていると気が散るのだ。

「──各班、スタンガンを試すぞ」

　そう、班長は命じた。彼がサイボーグであって、真皮にまで絶縁物質が使われていた場合は効果がない可能性もあるが、生かして捕まえろという命令である以上、この手順は仕方のないことだった。

「構え……発射っ！」

　電線のついた小さな銛もりが四方から射しや出しゆつされ、回転しながらライアーを目掛けて飛んだ。刺さればその瞬しゆん間かんに、強力な電流が流れて一いち撃げきで失神する代しろ物ものだ。しかし──

「！」

　銛先はライアーの手前一メートルで、何か見えない壁かべに阻はばまれたかのように、ぴたりと動きを止めた。そうして、震ふるえ、青い閃せん光こうを発して、弾はじけた。

『ぎゃっ！』

　部下の悲鳴がヘルメットの中に響ひびき渡った。

　振り向けば、彼の手の中でスタンガンが爆ばく発はつしていて、宇宙服の袖そでの部分がズタズタに裂けていた。隣となりにいた部下が、慌てて応急処置にかかる。同じことは他ほかの班でも起きていて、次々と報告が入った。

「ネット射しや出しゆつ！」

　負傷した部下に一人を付けて下がらせつつ、班長は命じた。本来なら動きを止めてから使うべきなのだが、障しよう壁へきのようなものがある以上それごと包むしかない。

　ロープの付いた網あみが打ち出され、ライアーの真上で広がった。無重力化では当然落下はしないので、網の四方に取り付けられている小型のスラスターがガスを噴ふいて、外壁に向かって落とすようになっている。

　やはり、何か不可視のテントのようなものに入っているのか、ネットはライアーの周囲で球形に広がったままそれ以上外壁に近づけなかった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、それもまた裂けて、パージは目を剝むいた。特殊繊維強化金属製ＳＦＲＭのこのハイブリッドネットは、簡単に裂けてしまうような脆もろいものではない。カタログスペックでは、戦車砲弾ですら受け止めることのできる強度を備えているはずだった。それが、一瞬でばらばらになり、スラスターは外壁にあたってあらぬ方向へと飛び去ってしまった。

「──くっ」

　もはやこれまでだった。班長は全員に射しや撃げきを命じるために回線を開こうとした。

　だがその時、背後──地球側で、何か強い光が発生したかと思うと、鈍い震動が外壁を、ブーツの底を通して伝わってきて、彼は、何事かと背後を振り返ってしまった。

　三つのミサイルが《ヴァルハラ》を離れようとしていた──否、ミサイルではない。強きよう襲げき揚よう陸りくポッド《クレイドル》だ！　それが単独で《ヴァルハラ》を発進しようとしている！

　ふっ、と落ちた影にパージは背中が凍りついた。

　それは人の影だった。

　彼なりに精一杯の速さで振り返ったとき、バイザーの向こう、その目の前に、酷こく薄はくな微笑ほほえみを浮かべた男の顔がいっぱいにあった。

　全身が総毛立った。

　班長は、喉のどまで出かかった悲鳴を吞のみ込んだ。意思は逃げることを命じていたが、それよりも先に反射的に腕が動き、グローブをして膨ふくらんだ指でライアーの腕を摑つかんでいた。

　途と端たん、体の中で嫌いやな音がして、一いつ瞬しゆん、激痛が全身を貫いたあとで何も感じなくなった。両腕の骨が折れたとわかった。痛みが一瞬だったのは、脳が許容できる痛みの範囲を超えたと判断して信号を遮断したのだ。

　部下たちも同様の目に遭あったということが、スピーカーから聞こえる声でわかった。何をしたのかはわからないが、何かをされたのだ。

　脂汗を浮かべて倒れるしかないパージの見上げる先で、ライアーは微笑ほほえみを浮かべたまま宙に浮かび上がり、何の推進力も持たないはずなのに、まるで魚が水の中を泳ぐかのように頭上を行き過ぎ、そして見えなくなった。

（……哀れみやがった）

　だがそうだとわかっても、悔しさはなかった。蟻ありが人間を見上げて何かを考えることがあるならこんな気分だろう、と思っただけだった。

「……中ちゆう尉い、ライアーの捕ほ獲かくに失敗しました」

　班長はそう報告すると、一方的に回線を切り、部下たちを回収するために立ち上がった。




「中尉！《クレイドル》が強制発進しました！　数、三！」

　その様よう子すは、スクリーンに最優先で映し出されていた。緊きん急きゆう離脱用のノズルから高温のガスを噴ふん出しゆつして、ポッドは急速に《ヴァルハラ》を離れていく。

「《ベルザンディ》！《クレイドル》の航行プログラムに強制介入して《ヴァルハラ》に引き返させろ！　最優先だ！」

　竜一郎は怒鳴った。だが、その返事は意外なものだった。

「《その命令は、受領できません》」

　作戦指令区全体がざわめいた。これまで《ノルン》が命令を拒否したことなど一度としてなかったのだ。

「どういうことだ！　もう一度命令する！　《クレイドル》の航行プログラムに強制介入して《ヴァルハラ》に引き返させろ！」

「《受領できません。ＡＡＡトリブルエーの最優先機密事項《クレイドル》地球降下作戦は、《ヴァルキュリア》の《安全装置セーフテイユニツト》が解除されたことをキーに開始され、現在、ロックされています。変更には、ロイヤル・アデナウワーの承認が必要となります》」

「な、んだと……」

　竜りゆう一いち郎ろうは愕がく然ぜんとした。《安全装置》の解除がキーになっていたと言うのなら、これは、ヘルガの作戦ということになるのではないだろうか？　《委員会》のメンバーは態度を見る限り、解除には反対であったと見えた。

（俺おれは、騙だまされたのか!?）

　竜一郎は、ぎりっと歯は軋ぎしりをした。《ノルン》がこちらの命令に従わない以上、ポッドの地球降下を阻そ止しすることは不可能だった。その時、指令区全体が揺れて、あちこちで悲鳴が上がった。竜一郎は慌てて椅い子すにしがみつき、何とか倒れるのを避さけることができた。

　原因はすぐにわかった──《ケイブ》が展開を始めたのだ。

《ヴァルキュリア》と直接作戦会議をするための空間が《ケイブ》である。そこには巨大な椅子が並び、出入り口はそのままエレベーターに直結していて、各人の部屋へ繫つながっている。彼女たちが、竜りゆう一いち郎ろう以外の人間に唯一直接会える場所、それがここだった。

　震動が収まり、完全に《ケイブ》が展開すると、壁かべにぽっかりと口を開けた五つのトンネル口の内の二つから、二人の《ヴァルキュリア》が駆け出してきた。

「真しん珠じゆ君！　ミルキィ！」

　竜一郎は、部下たちの前だと言うのも忘れて、名前で彼女たちをそう呼んでしまったが、わざわざ言い直しはしなかった。

　二人とも私服で、ミルキィなどは巨大な兎うさぎのぬいぐるみを抱いたままだった。真珠は苦しそうな息づかいの下で竜一郎を見上げた。その顔は、頰ほおは上気しているにもかかわらず、なぜか青ざめて見えた。

　竜一郎は、司令官席を離れて階段を下りると、彼女たちに一番近く寄れる、展望スペースへ駆けていった。真珠とミルキィも近づいてきて、息が感じられるほど傍そばに立つと、声を震ふるわせて言った。

「た、隊長さん！　姉さんたちが、姉さんたちが、出ていっちゃったんです！」

　声がびりびりと響ひびく。外耳道に装着した装置が自動的に音量を調節してくれなければ、鼓膜が破れるところだ。堪こらえきれなくなったように、真珠の大きな瞳ひとみから涙がぼたぼたとこぼれ、竜一郎は無意識にその頰に触れて優しく撫なでていた。

「どういうことだ？　何があった？」

「ジ、Ｇジー・Ｏオーが……あの男の人の姿をした、Ｇ・Ｏだっていう声が、みんなの頭の中で聞こえて、自分の所に来るようにって、愛してあげるって、人間は信用できないって、そう言って、《首輪チヨーカー》が外れて、あたしたちはもう自由なんだ、って、それで、姉さんたちは、みんな彼の所へ行っちゃったんです！　あたしとミルキィは、なんだか信じられなくて残って、でも止めて欲しくて、すぐに隊長さんに連絡しようとしたんだけれど、なぜか回線が全部繫つながらなくて、あたしたちの部屋のエレベーターは《クレイドル》に塞ふさがれちゃってて、だから、姉さんたちの部屋のエレベーターがもどってくるのを待って、それでやっとここへ来たんです！」

　真珠は声を震わせながら、そう必死に説明をしてくれた。

　大体はわかった。つまり、レインとルビーと晶あきらが、あのポッドに乗って向かったのは《ヨートゥンハイメン》だということだ。行き先がわかれば十分だった。後は連れ戻せばいい。

「真珠君！　ミルキィ！　部屋に戻って出しゆつ撃げき準備だ！　三人を連れ戻す！」

「！──はい！」

「──うん！」

　大きく返事をした二人に、竜一郎は力強く頷うなずいた。

「《スレイプニル》発進準備！　《ヴァルキュリア騎き兵へい隊》出撃するぞ！」

　振り返り、そう命じると、了解！　と、幾つもの声が応じて、《ビフレスト》は一気に活気づいた。これまで、地上がただ蹂じゆう躙りんされるところを見るばかりで、皆、鬱うつ屈くつが溜たまっていたのだろう。士気は高かった。だが──

「出しゆつ撃げきは認めん！」

　それを粉々に撃うち砕くだく声が辺あたりに響ひびいて、誰だれもが驚おどろいて振り返った。

「司令……」

　と呟つぶやいたのは誰であったか。

　セントラル・エレベーターの前に確かに、ヘルガ・アデナウワー、その人が立っていた。

　大丈夫なんですか、という言葉を、竜りゆう一いち郎ろうは吞のみ込んだ。どう見ても大丈夫だとは思えなかったからだ。

　彼女はスポーツブラをして、その上にいつもの軍服を羽は織おっていたが、袖そでは通していなかった。ブラのすぐ下には、幾いく重えにも包帯が巻かれていて、微かすかに血が滲にじんでいる。元帥杖じようをついて、カリウスに支えられることで、やっと立っているような状態に見えた。顔はいつにも増して白く、目の下には黒々とした隈くまが浮いている。その鬼き気き迫る形ぎよう相そうに、皆が息を吞んだ。

　注視の中、ヘルガはゆっくりと進み、そうして竜一郎の前に立つと、下から彼を睨にらみつけた。

「……出撃は禁止だ、と言ったはずだ」

　はっきりと気け圧おされるのを感じた。

　否を言わせぬ雰囲気があった。だが、竜一郎はそれを耐えて、あえて反論した。

「自分には、司令の意図がわかりません！　司令は、彼女たちをＧジー・Ｏオーに会わせるな、と仰おつしやいましたが、しかし《クレイドル》の航行プログラムは、《安全装置セーフテイユニツト》を解除したことで起動した様よう子すがある！　どういうことなんですか!?」

　それを聞くとヘルガの顔が苦渋に歪ゆがんだ。

「おそらく、我々が《安全装置》を解除することは最初から計画のうちだったに違いない。いや、そう仕向けられたのだ。──来い。話がある」

　ヘルガはカリウスに肩を借りながら、竜一郎の脇わきを通りすぎた。だが、彼は後に続こうとはしなかった。

「……どうした？　手間をかけさせるな」

「自分は三人を連れ戻します！」

「いいかげんにしろ、中ちゆう尉い！」

　ヘルガは、腹を押さえて呻うめいた。広いおでこには汗が浮いている。

「──どのみち《ノルン》が言うことをきかぬさ。もう忘れたのか？　連中を《ヨートゥンハイメン》に運ぶことは、現在《ヴァルハラ》の最優先事項になっているのだぞ。《スレイプニル》が発進できるものか」

　竜一郎ははっとして、オペレーターの一人を振り返った。彼女は手元のコンソールを素早く操作して振り返ると、ゆっくりと首を振って、ヘルガの言葉が正しいことを証明した。

「わかったか？　我々はこの宇宙に閉じ込められたのだ。何もできん。《ノルン》を停止させれば済むと思っているか？　ダメだ。そんなことをすれば《ヴァルハラ》の生命維持環境は三〇％にまで低下する。それに、《スレイプニル》は《ノルン》のサポートなしではろくに飛ぶこともできないぞ」

　反論はできなかった。確かに《スレイプニル》に搭載されているコンピューターはサポート用に過ぎず、メインはあくまで《ヴァルハラ》本体にあった。竜りゆう一いち郎ろうはただ、拳こぶしを白くなるまで握るしかなかった。

　それを見て、ヘルガは苦しそうに息をついた。

「わかったら来い。──他ほかのスタッフは現状のまま待機だ。それから、そこの二人！」

　呼ばれ、真しん珠じゆとミルキィは、びくっと体を震ふるわせた。

「《ヨトゥンヘイム》に戻っていろ。いまはできることは何もない。だが──」

　ふっとヘルガの口元に微かすかな微笑ほほえみが浮かんだ。

「よく残ってくれた。助かる」

　突然の、ヘルガのそんな言葉に、スタッフの誰だれもが驚おどろいた。彼女が《ヴァルキュリア》に対して礼を言うなど、誰も考えもしなかったことだった。

　それは真珠たち自身にしても同じであったようで、二人は目を丸くして、階段を上るヘルガの本当に小さな背中を、ただ見つめていた。

　エマージェンシー・エレベーターの扉が開いて、ヘルガとカリウスはそれに乗り込んだ。

「どうした。早く来い」

　まだ下にいて動こうとしない竜一郎に、ヘルガは声をかけた。

　だが、彼は彼女を見上げると、敬礼をし、踵きびすを返してセントラル・エレベーターへと向かって走った。

　誰も、止める間もなかった。

　竜一郎は中へ飛び込むと、ボタンを押し、扉を閉めた。ヘルガの苦しそうな、悲しそうな顔を見つめながら、しかし、戻るつもりはなかった。




「風かざ花はなさん！」

　エレベーターを降りた竜一郎は、《ノーアトゥーン》のハンガーで彼女を見つけて声をかけながら近づいていった。《クレイドル》が強制発進したせいか、辺あたりはひどく混乱していて、怪け我が人も出ているようで、誰かにぶつからずに彼女のところまで行くのは難しかった。

　それでも何とか傍そばまで行くと、最初に口を開いたのは夏なつ美みの方だった。彼女は竜一郎の腕を摑つかんだ。ツナギには誰のものかはわからない血が付いていた。

「天あま宮みやクン、ちょうど良かった！　いったい何が──」

「《ジークフリート》はすぐに動かせますか!?」

「え──」

「すぐに必要なんです！」

「一機はポッドに収納して、もう《スレイプニル》に装着してあるけど──」

「すぐに下ろせますか!?」

「無理よ。三〇分はかかるわ」

「じゃあ、他ほかの二機は!?　動かないんですか!?」

「動くけど、どうするの？」

「出しゆつ撃げきします！」

「──って、どうやって？　どういう理由かわからないけど《スレイプニル》は動かないし、装甲ハッチだって閉じたままだわ」

「《クレイドル》で射しや出しゆつするんですよ！　先に出発した三基のように！《ヨトゥンヘイム》に残っている二基を使えばそれが可能なはずです。急いでください！　レインたちを連れ戻すんです！」

　竜りゆう一いち郎ろうの目は、これ以上はないくらい真剣だった。

　彼には、レインたちが、Ｇジー・Ｏオーの許もとへ自分の意思で向かったなどいう話は、信じられなかった。何か理由があるに違いなかった。現に、真しん珠じゆとミルキィは残ったのだ。迎えに行けば、きっと戻ってくる──竜一郎はそう信じていた。

　だが、夏なつ美みは首を振った。

「何がなんだかわからないけど無理よ！　そのハッチなら、さっき司令チャンから指示があって溶接したもの！」

　それを聞くと、竜一郎は愕がく然ぜんとし、それから唇を嚙かんだ。

（こっちの考えなんか、お見通しってわけか。さすがですよ、司令！）

　竜一郎は踵きびすを返すと、肩を怒らせながらエレベーターの方へと取って返した。その背へ、

「あ、ちょっと、天あま宮みやクン！」

　夏美の声が追いかけてきたが、それに答える余裕は、いまの彼にはなかった。




　案の定、《ニブルヘイム》への入室は許可されていて、竜一郎はチェックをパスすると、セントラル・エレベーターを降りて、ぐるりと中を見回した。

　視線がエマージェンシー・エレベーターを捉とらえた時、竜一郎の体は一いつ瞬しゆん、固くなった。扉に赤黒い手形の染みが残っていた。大きさからして、おそらくはヴィクトルのものだとわかる。その周囲には弾だん痕こんも幾いくつか見えた。

　犯行がここで行われたという、生々しい証拠だった。

　さらに首を回すと、ヘルガの姿はすぐに見つかった。

　彼女は、マホガニーの執務机から少し離れた場所に置かれたソファーに座っていて、細いリボンでおさげにした頭を背もたれに預けるようにしていた。

　竜りゆう一いち郎ろうは、開口一番に怒りに任せて怒鳴りつけようと思っていたのだが、それは彼女の痛々しくも弱々しい姿を見て、たちまち霧む散さんしてしまった。

　ヘルガは先ほど見た格好のままだったが、ひどく汗をかいていた。息は荒く、スポーツブラは濡ぬれて、ぺたりと体に張り付いている。その下の包帯も同じで、そのせいか、滲にじんだ血は大きく染みを広げていた。顔は青いのを過ぎて、土つち気け色になりつつある。

（こんな体で何をしているんだ、この人は！）

　竜一郎は深く息を吸った。

「司令！」

　意識を呼び覚ますように大声を上げて、観葉植物が周りに置かれたソファーに近づいていくと、力なく目ま蓋ぶたが開いてヘルガの黒い瞳ひとみが彼を見た。僅わずかな時間、焦点が合わないように見えたが、それが定まると、どことなく黒ずんだ唇で彼女は薄うすく微笑ほほえんだ。

「遅い」

　言って、ヘルガは頭を起こしたが、それだけでひどく辛つらそうだった。じわ、と腹の包帯の血が広がって、竜一郎は慌てて手を貸そうとしたが、その手をヘルガは押しのけるようにした。

「大丈夫だ」

　とてもそうは見えない。

「司令、すぐに医療センターに戻ってください。すぐに救急班を呼びます」

　そう言って、踵きびすを返しかけた竜一郎の袖そでを、ヘルガは、これが大おお怪け我がをしている少女の手か、と思えるほど強い力で摑つかんだ。

「すでに、カリウスが呼んだ。時間がない。座れ」

「しかし……」

　躊躇ためらう竜一郎に横合いから、

「本当ですよ、天あま宮みや様。じきに到着するでしょう」

　そう声がかかって、見れば、カリウスが紅茶のカップを手に近づいてくるところだった。彼は、それをヘルガの向かいに置いた。ひとつしかない。

「私のは？　カリウス？」

「お嬢じよう様はいけません、お体に障さわります」

「ひどいやつだな。おまえの紅茶が飲みたくて抜け出したというのに」

　珠たまのような汗を浮かせながら、ヘルガはまだそんな冗談を言い、それから竜一郎の袖をもう一度引いた。

「とにかく座れ。これから起こることを話しておく必要がある」

「…………」

「さあ」

　ヘルガの切迫した様よう子すに、竜一郎はついにソファーに腰を下ろした。カリウスが呼んだというのであれば噓うそではないだろう。主の命を危険にさらすような男ではあるまい。

　彼女は、ようやくひとつ胸のつかえが取れたように息をついたが、傷が攣つれたのか顔を顰しかめて、それから無む理り矢や理り笑顔を作って竜りゆう一いち郎ろうに向けた。

「まったくやってくれた、あの豚め。……まあいい。中ちゆう尉い。これから私が話すことは、実に突拍子もない話だ。おそらくは信じられないだろう。だが、その背景はともかく、中尉は現実に世界で起こること、起こったことを、事実は事実として受け入れ、対処して欲しい」

「……わかりました」

　その返事を聞くと、ヘルガは微かすかに微笑ほほえんだ。それはどこか、どうだかな、と言っているようにも見えた。

「中尉。《ヴァルキュリア》がＧジー・Ｏオーの許もとへ向かうのは、初めから計画されていたことだ」

　彼女は、そう始めた。

　それはもう感じていた。《委員会》のおかしな態度。《ヴァルハラ》の包囲。《ノルン》に仕込まれたプログラム。そして何より、ヘルガの病床での言葉。

　竜一郎が頷うなずくと、だが、ヘルガはどこか嘲ちよう笑しようするような微笑みを浮かべた。

「本当にわかっているのか？　今度のことは、連中が《ヨートゥンハイメン》で卵子の状態で見つかった時から決まっていたのだぞ？」

「は？」

　やっぱりわかっていないじゃないか、とヘルガは力なく笑った。

「北欧神話の《ラグナロク》は知っているか？」

「え？──は、はい、少しなら。風かざ花はなさんに教えてもらいましたから。神々の最終戦争のことだと聞いています。《歓喜の黄昏たそがれ教団》が、それを教義にしている、とも」

「そうだ。北欧神話では、ある日、冷戦状態にあった巨人族が蜂ほう起きしてオーディンら神々と戦い、そのために世界は炎上して滅ほろぶ、といわれている。神々も巨人も共に滅び、そして、その後に僅わずかに残った人間が永遠に続く繁はん栄えいと平和を享受する、という一種の選民思想だな。他ほかにも似たり寄ったりの話はあるが……どうだ、中尉は信じるか？」

「いえ」

「だろうな。私も信じられなかった──連中を見るまでは、な」

「それは……《ヴァルキュリア》、ですか？」

　ああ、といったヘルガの声はますます苦しそうだった。

　竜一郎は、カリウスをちらと見たが、彼が何も言わないので、黙って先を聞くことにした。

「少なくとも」

　とヘルガは続けた。

「巨人族はその存在が確認されたのだ。ならばもう一方の当事者である神々が、いなかった、とどうしていえる？　特に北欧神話の神は、他の宗教と違って、絶対の存在ではない。悪戯いたずらもすれば恋もする。強大な力を持ってはいるが、それは巨人と相打ちになる程度のものだ。つまり善を神と定義し、悪を巨人族と定義してわかりやすくしているだけで、実は共に、違う民族の巨人だったのではないか──そう考える連中がいた」

「《歓喜の黄昏たそがれ教団》ですか？」

「そうだ。彼らは、以前に一度《ラグナロク》が起きたことでいまの人類の繁はん栄えいがある、と言っている。しかし、それは不完全なものだった。世界に平和はなく、愚かな人間も多い。ならば必ずもう一度《黄昏》は世界に訪れ、今度こそ本当の《夜明けの地》へと、選ばれた人間だけが逃れることができる、と言うのが連中の思想だ」

「よくある話だと思いますが……？」

「だが《ヨートゥンハイメン》での発見が、実は偶然でないとしたらどうだ？」

「つまり……誰だれかが、あそこを掘るように助言をした、ということですか？」

「その通りだ、中ちゆう尉い。正体はつかめなかったが、後に教団を作った人物の助言によって、あの場所で工事が行われたのだ。結果、あの大発見に繫つながり、総帥はその人物を信じ、妄想と言っていい考えに取り憑つかれた──《ラグナロク》を引き起こし、永遠の平和の世界で生きる、という、な」

「ま、待って下さい。逆じゃないんですか？　《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はＧジー・Ｏオーによる一連の災害──つまり《ラグナロク》から、人類を救うために作られた組織じゃないですか」

「違う。全然違うぞ、中尉」

　ヘルガは微かすかに頭を振った。おさげが、さらと揺れる。

「《ＧゴＯツＣク》は《ラグナロク》ではない。最終戦争はまだ始まってもいない。《ＵＮＣＯＶ》の真の目的はまったく別のところにある」

「それは、いったい……」

「花嫁修業だよ」

　いたって真ま面じ目めな顔で、ヘルガはそう言った。

「《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔ》は、《ロキ》にふさわしい花嫁を育てることを目的に、世界平和をカモフラージュに立ち上げられた計画だ」

「は？」

「花嫁だ。一夫多妻だがな」

「ええと……《ロキ》というのは、Ｇ・Ｏのことですよね？」

　花嫁とかいう話はとりあえず置いていて、竜一郎は先にそのことを聞いた。《教団》はそう読んでいると、カリウスは言っていた。

「つまり司令は、Ｇ・Ｏがいずれあの姿になることはわかっていたというんですか？」

　口調に非難めいた響ひびきがこもるのは、仕方がないことだろう。司令のいまの姿は、哀れを誘うが、自分たちを騙だましていたことには変わりがない。

「総帥はそう信じていた。私は……そうだな、初めはバカバカしいと思ったよ。しかもそれに花嫁をあてがおう、などという話だからな。だが、あの男がそれを信じているのなら、鼻を明かしてやろうと思った。だから、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令になるのを承諾し、リューイチロー、おまえを隊長に選んだのだ」

「……理由がわかりません」

「私の使命は、主として連中を女として成長させることだった。ようするに男を教えろ、ということだな。精神的に、だぞ？　《ガルド》は別の人間を用意していたのだが、私が横よこ槍やりを入れて差し替えた。思想調査結果などを見て、中ちゆう尉いなら連中と、離れたくない、と思わせる関係を築けるのではないか、と思ったのだ」

「ずいぶんと脆ぜい弱じやくな抵抗ですね」

　皮肉を込めて言うと、ヘルガは微笑ほほえんだ。

「そうだな。しかし私には、他ほかにできそうなこともなかったのでな。表立って動けばすぐに潰つぶされる。何かしていることは知られていたらしいが、一応は、総帥の意向に沿った行動を取っていたから無事でいられた」

「無事？　殺されかけたじゃないですか」

「頃ころ合あいと見たんだろう。それに、どうやら連中は神話の再現にこだわっているようだ。遊び、なのかもしれん」

「ライアー、が残した言葉のことですか？　《ヘズ》という」

「そうだ。盲目の神《ヘズ》は、《ロキ》にそそのかされて、兄弟神である《バルドル》を殺してしまう。世界が絶望に包まれ、《ラグナロク》の引き金となった事件だ。──最も、私を『世界で最も美しく、最も知恵があり、万人に愛された』という神に見立てたのはお笑いだがな。案外、私と殺し損ねたのはその無理な見立てにあったのかもしれないぞ？」

　笑えない冗談だった。

　竜りゆう一いち郎ろうが真ま面じ目めくさったままなのを見ると、ヘルガは肩を竦すくめて、

「……まあ、神話では《バルドル》が死ぬのは、もう少しあとのことなんだが」

　と不吉なことを言って、カリウスの眉まゆを顰ひそめさせた。

「神話では《ヘズ》も死ぬんですか？」と竜一郎は訊きいた。

「死ぬ。《ヴァーリ》という神の手で、な」

「では、ライアーはその《ヴァーリ》の役をやった、ということになりますよね？　その……自分でも馬ば鹿か馬ば鹿かしい質問だと思うんですが……彼は、人間以外なのですか？」

　ヘルガの顔が曇くもり、唇から重い息が漏もれた。

「……わからん。奴やつのやったことは、カリウスから聞いた。少しよう尉いは気の毒なことをした。《ヴァルキュリア》の恋愛感情を刺激し、心の成長を促すために《ガルド》から派遣してもらったんだが、他にも密命を受けていたのだろうな。それで口を封じられたのかもしれん」

　もちろん初耳だった。

（ルビーたちが行ってしまったのは、そのせいなのか？　彼女が何かをしたのか？）

　そう考え、しかし竜りゆう一いち郎ろうは首を振った。それは死者への責任転嫁だ。何をしたにしろ、きちんとした絆きずなが結べていれば、彼女たちが行くことはなかったはずだ。

　竜一郎はテーブルの下で強く手を組んだ。

　その様よう子すを見て何を考えているのか察したのか、ヘルガは、気にするな、と言った。

「二人も残すことができた。総帥の計画では、全員が《ロキ》の許もとへ向かい、アレが自分で花嫁を選ぶ予定だったが、これで選択の余地はなくなった。もう一人残せれば、完全に計画を狂わすことができたんだがな。仕方がない」

「司令、その計画とは一体なんです？　《ラグナロク》と花嫁と、一体、何の関係があるんですか？」

　すると、なぜか彼女は口ごもったように見えた。いつもはっきりと物を言うヘルガにしては珍しいことだった。ひどく顔色も悪い。と、じわ、と包帯の血が広がって、竜一郎は慌てて席を立って駆け寄った。

「司令！」

「……騒ぐな。大したことじゃない」

　ヘルガは、微笑ほほえもうとしたようだったが、失敗していた。

　その時、ポン、と音がしてエレベータのカーゴが到着したことを知らせた。おそらく医療班が着いたのだ。

　カリウスが応対に立ち、竜一郎も何か手伝おうとあとに続こうとしたが、その袖そでをヘルガが摑つかみ、彼女の傍そばに膝ひざをつく格好になった。彼女は、その耳に口を寄せた。唇が触れて、竜一郎は、ぞく、とした。それはひどく冷たかった。

「いいか中ちゆう尉い。神話では《ロキ》は《ラグナロク》に際し、三つの魔ま物ものを率いて神々に挑んだことになっている。《フェンリル狼》《ミドガルド蛇》《女神ヘル》の三人だ。そいつらは……《アングルボザ》という巨人の女との間に《ロキ》がもうけた、奴やつの子供だ」

　竜一郎の目が、驚おどろきに大きく見開かれた。

「そうだ。それが《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔ》の目的だ」

　ヘルガが袖を握る手に力を入れた。

「《ヴァルキュリア》は、《ロキ》の子供を産むために育てられた、《アングルボザ》の娘たちなのだ」

「そん、な……」

「《教団》の連中はそう信じていた！　そし、そして現実と……なった！　だ、だが、我々もまだ、敗北し、てはいな、い！　《ラグナロク》は……《ラグナロク》は、これからだ！　わ、わかったな？　わかった、ら……バカを、するな、よ……？」

　ふっ、と袖そでを摑つかんでいた力が抜け、ヘルガはずるずるとソファーの背もたれを滑って倒れ、竜りゆう一いち郎ろうはその細い肩を抱きしめた。さらり、とおさげにした髪が腕に流れ落ちる。顔にはびっしりと汗が浮かび、唇は細かく震ふるえていた。

　医療班がきて竜一郎を押しのけるようにして、手早く処置を施し、ヘルガを折畳式のストレッチャーに乗せると、彼らはすぐにエレベーターに向かった。

「お願いします」

　とカリウスは頭を下げたが、竜一郎は、ただ呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。

　──なにもかもが、現実とは思えなかった。




　いつものように《クレイドル》の着陸はとても優しかった。

　何の衝しよう撃げきも感じず、モニターに表示された『Ｌａｎｄｉｎｇ』の文字がなければ、地面に着いたことすらわからなかっただろう。

「外の様よう子すを映せ」とルビーは言った。

「《了解》」

　命令を受けてモニターが一いつ瞬しゆん乱れ、どこまでも白い世界が映し出された。空は青い。それはいままでに一度も見たことがない風景だった。いや、見たことはあるのかもしれない。しかし、気分が違った。嬉うれしくて叫びだしたくなるような、そんな心地だった。

　これを、自由、と言うのだろうか？

　首を回すと、それに合わせてカメラが回る。少し右へ振ったとき、それが映った。

　──全裸の男。

　輝かがやく黄金の髪。空と同じ青い瞳ひとみ。肌は大地と同じように白く滑らかで、そして──

（綺き麗れいだ……）

　一目で魅了された。

　データベースで『恋愛』を検索した時、『一ひと目め惚ぼれ』という項目があったことを、ルビーは思い出した。相手を全然知らないのに恋に落ちるなんてそんなこと、と鼻で笑ったのだが、間違いだったとわかった。

　見ているだけで、胸がドキドキする。

　男は天を仰ぐようにしていた。その様子は、何かを待っているようでもあった。

（……オレたちを待っていたんじゃないのか？）

　ふと、そんな不安が頭をよぎった時、何かが落ちてきて彼の肩にぶつかったように見えた。それは灰色をしていて、顔の影に隠れてすぐに見えなくなってしまったが、人間の姿に見えなくもなかった。

（まさか、な）

　人間のはずはない。ここは本当の《ヨトゥンヘイム》──自分たちだけの場所だ。彼がそう言ったのだ。噓うそのはずはない、とルビーはなぜか信じられた。

　外に出ようとして、ルビーは服をどうしようかと考えた。

　ここに用意されているのは《戦せん闘とう用騎き兵へい隊たい装備》だけだ。戦いに来たわけではない。彼に会うのに、ふさわしいとは思えなかった。

（……よし！）

　しばらく考えて、ルビーは心を決めた。このまま──裸のまま出ていこう。それが一番、心を示すことになると思えた。それに、彼も裸だ！

「ハッチ開け！」

「《了解。ハッチ開きます》」

　いつもと変わらぬ空気の抜ける音がして、装甲ハッチがゆっくりと開きはじめると、だが、予想していた冷気は、なぜか入ってはこなかった。

　むしろ、空気は暖かい。

　完全にハッチが開くと、ルビーはおそるおそる外へと出た。

　さく、と足が雪を踏み締しめる、と思っていたのだが、足の裏に感じたのは、ふわふわした柔らかさと、優しい温もりだった。

（綿だ……）

　雪だと思っていたものは、一面の、どこまでも続く綿の大地だった。

　すぐ傍そばに四つのポッドが着陸している。ハッチが開き、レインと晶あきらが出てきた。二人とも、ルビーと同じで、裸だった。三人は、胸を腕で押さえ、手と、それに足をすり合わせるようにして股こ間かんを隠した。それから顔を見合わせると、恥ずかしげに微笑ほほえみ合った。

　竜りゆう一いち郎ろうの時のように、一番になろうとかいう気持ちは不思議と湧わいてこなかった。

　最後のポッドはあの忌まわしい《コフィン》だったが、そのハッチが開いて中から出てきたのは、一人黒い戦闘スーツに身を包んだドミトルヴュナだった。

　彼女は、銃じゆう架かから重機関銃マシンガンと《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を持ち出し、ルビーたちを身構えさせたが、しかし、背を向けると、そのまま距離を取って、まるで辺あたりを見張るかのように、小高い丘の上に立って微動だにしなくなった。

「彼女は守しゆ護ご者しやです」

　頭の中にではなく、耳にそう声が聞こえて、三人ははっと振り返った。

　──目め眩まいがした。

　雲を散らす風に黄金の髪をなびかせて、彼が微笑んでいた。ただそこに立っているだけなのに、どうしようもなく嬉うれしかった。

「あっ……は、あっ……」

　熱い息がどうしようもなく漏もれて、悲しくなんかないのに涙が浮かんで視界が滲にじんだ。背中をぞくぞくしたものが走って、産うぶ毛げがぞわぞわした。何度も瞬まばたきをして、彼の顔を見ようとした。見たかった。

「よく来たね、花嫁たち。私は《ロキ》──君たちの『恋人』です」

　そうして、彼は大きく腕を広げた。

　ルビーは、レインは、晶あきらは、迷うことなく《ロキ》の胸に飛び込んだ。本当に欲しかったものがそこにあった──そうだとわかった。

《ロキ》はルビーの頤おとがいを摑つかむようにすると、その顔を仰あお向むかせ、ゆっくりとくちづけた。

　それだけで、彼女の褐かつ色しよくの体は震ふるえてじっとりと汗をかき、甘い香りをはなった。

　彼の白い手に大きな乳房を下からすくわれ、緩かん急きゆうをつけて指を動かされると、ルビーは塞ふさがれた唇の奥で、んっんっ、と声を上げ、ぐったりとなった。

　濡ぬれた唇を、彼に押し付けるようにしながら崩くずれ落ち、彼女は綿の平原に横たわって、大きく息をした。

「君も」

　レインの背を《ロキ》の指が撫なでて囁ささやくと、彼女は白い喉のどを反そらして体を震わせた。大きな胸がそれに合わせて揺れて、肌が期待にほんのりと赤く染まる。

　顎あごを捕らえられ、舌で唇を舐なめられると、それだけで腰の辺あたりが熱くなった。抱き締しめられると、乳房が彼の逞たくましい胸で大きく潰つぶれた。固く張って敏感になった胸の先が、彼の固い筋肉に擦すれて、レインは気が遠くなった。
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《ロキ》の肌に爪つめを立て、彼女もまた崩くずれ落ちた。背中から倒れ、両の手足を投げ出すような格好で、レインはびくびくと体を震ふるわせた。

　それを見て、晶あきらは、彼に開いた腕で抱かれながら、僅わずかに体を固くした。

「怖いかい？」

　こくん、と彼女は頷うなずいた。眼鏡めがねはかけたままである。外すと何も見えない。それでは余計怖かったし、彼の顔をずっと見ていたかった。

「大丈夫」

《ロキ》は晶の鼻の頭を軽くついばむようにすると、そのまま唇を奪った。ぬるん、と舌が滑り込んできて唇の裏を舐なめられる。いままで感じたことのない、気持ちのいい感覚に晶は思わず腰が引けたが、彼の手が逃げることを許さなかった。

　ぴたりと抱き締しめられて、腰の下の柔らかい肉を荒々しくつかまれた。それを揉もまれ、舌を吸われて、晶はぶるぶると体を震わせて、そして姉たちと同じように、くたっと綿の上に倒れ込んでしまった。しどけなく開いた唇からは、唾だ液えきが、つ、と流れた。

《ロキ》は三人の間に腰を下ろすと、それぞれの腕に指を滑らせた。

　すると、電気が走ったような感覚にルビーたちは我に返り、自分が横になって彼に見下ろされていることに気がつくと、体を起こし、自分の方からキスを、舌を求めて体を摺すり寄せていった。

　触られ、舐められ、吸われ、撫なでられ、三人は自分でも聞いたことのないような甘い声を上げて、彼にすがりついていた。そして自分からも同じように、彼のあらゆる場所を、触れ、舐め、吸い、撫でた。

　そうして、彼女たちはかわるがわる《ロキ》を自ら招き入れ、何度となく、その全すべてを受け止めた──それが《愛》だと信じて。

　ドミトルヴュナは、まったく興きよう味みのない様よう子すで彼らの営みに背を向け、武器を手に、ただ虚こ空くうを見つめていた。













　　　　　Ⅶ．ケーキ







『あの悪夢の日から、三日が経たちました』

　女性レポーターは悲痛な面持ちでそう喋しやべっていた。喪のつもりか、彼女の服装は黒だった。

『世界中の主要な都市は壊かい滅めつし、復旧の見込みはいずれも立っていません。死者の数はまったく不明です。ライフラインは各地で寸断され、生き残った多くの人々は、比較的被害の少ない地方へと避ひ難なんを始めていますが、暴動も多く発生しており、混乱は深まるばかりです』

　重苦しいその声を、竜りゆう一いち郎ろうは一人、薄うす暗ぐらいバーの片隅で聞いていた。

　彼の他ほかに客は誰だれもいない。

　ここは、ライアーとヴィクトル、そしてシトロンが密会を行ったその店だったが、竜一郎がそのことを知るはずもなかった。

　手元には、ブランデーの入ったグラスがあったが、少しも減っていなかった。頼んでみたものの、酔う気にはなれなかったのだ。

　ヘルガは、あれからまた集中治療室ＩＣＵに逆戻りとなって、安静状態が続いている。傷口が開いて、出血も多かったらしく、いまもって目を覚ましていなかった。伝えることを伝えて、少しは安心したのかもしれない。

　カリウスはそんな彼女に付き添って、ずっと医療センターに詰めている。あの後、話す機会はなかった。竜りゆう一いち郎ろうのほうもあれこれと忙しかったし、何を聞いたらいいのかわからなかったからだ。

　夏なつ美みは、《ノルン》にかかりきりで、他ほかに怪あやしげなファイルなどがないかを、彼女の信頼するスタッフと共に不眠不休で調べていた。現在のところ、出しゆつ撃げきができない以外、生命維持や防ほう衛えいシステムなどにはなんら問題はなかったが、いつ何が起こるかわからない箱の中にいるのでは安心できないため、急ピッチでチェックを進めてもらっていた。

　竜一郎にしても先ほどまで、何回目かも忘れた、国連の連中にこちらの状況を繰くり返し説明するという仕事に追われていた。《ＣＯＶ委員会》本部が暴徒によって襲しゆう撃げきを受けて壊かい滅めつし、委員の生死も不明の状況にあって、指揮権をどこが持つかで国連はもめているのだった。

　真っ先に手を挙げたのはアメリカだったが、《ヴァルハラ》の包囲行動が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の出撃を妨げて被害を拡大した、というヨーロッパ諸国の猛反発を受け、これを却下されていた。その後は、国連安保理に委ゆだねるべきだ、という意見と、それでは迅速な行動ができない、独自の判断に任せるべきだ、という意見の二つに分かれてまとまることを知らなかった。

　その間に立って、竜一郎は何度もモニターの前に立つ羽目になって、さまざまな──特に、《ヴァルキュリア》の《安全装置セーフテイユニツト》が解除された件と、《ヨートゥンハイメン》で起きていることに関して──説明を求められた。

　だが、竜一郎はどちらも、彼らが満足するような答えは、用意できなかった。

　ヘルガから聞いたことを、そのまま話せるはずはなかった。

　狂人だと思われるのがオチだ。

　竜一郎自身、どう判断していいかわからずにいるのが正直なところだった。

　全すべて《ガルド》と《歓喜の黄昏たそがれ教団》のたちの悪い妄想なのでは、と思いたくなる。だが、事実Ｇジー・Ｏオーは人型となり、ルビーたちは自分の許もとを去ったのだ。

　もうひとつ、《安全装置》に関しては、プログラム上のミスであり、その余波で《ヴァルハラ》は活動不能にある、と竜一郎は報告した。

　だが、国連加盟国の三分の二の国がこれを信じなかった。《ＵＮＣＯＶ》は即刻解隊し、《ヴァルキュリア》も全て処分するべきだと言う意見も少なくはなかった。

　それはまた、世論でもあった。

　国連本部の前には連日、《裏切り者の巨人を殺せ！》《怪物に死を！》などというプラカードをかかげた人々が、他に晴らす手段のない鬱うつ憤ぶんをぶつけている様よう子すが、繰り返し、まだかろうじて生きているアメリカのニュースチャンネルでは流れている。

　その運動は世界中に広がりつつあり、いずれ《ＵアＮンＭムＳツＳス》に駐ちゆう屯とん中の欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮとは一戦交えることになるかもしれない、という覚悟だけは、竜りゆう一いち郎ろうは固めていた。《ガルド》がどうなったかは摑つかめておらず、かの組織の束そく縛ばくから離れたとすれば、攻こう撃げきを仕掛けてこないとは言い切れなかった。

『こちら《ヨートゥンハイメン》です』

　そう聞こえて、竜一郎はのろのろとモニターの方を向いた。

　カウンターの内側で一人グラスを磨くバーテンの向こうに、状態の悪い画が映っていた。山を背景に、リポーターが立っている。

『《ＵＮＣＯＶアンコヴ》所属の三体と、米国宇宙軍ＵＮＳＮ所属の一体を合わせた、計四体の《ヴァルキュリア》がこの地へ降下して以来、信じがたい行動を取っています。男性の姿をしたＧジー・Ｏオーと《ヴァルキュリア》は交尾をし、繁はん殖しよくを始めた模様です』

　画面は、望遠レンズで捉とらえられた映像に切り替わり、竜一郎はグラスを、指が白くなるほど握り締しめていた。

　レインが、ルビーが、晶あきらがいた。

　皆、裸で、雪の中にあるいは横たわり、あるいは座っている。傍そばにはＧ・Ｏが──《ロキ》がいて、平等に、何かを話し掛けたり、髪を撫なでたり、時に乳房に触れた。

　少女たちは笑う。

　あの晶でさえ、眼鏡めがねの向こうではっきりと微笑ほほえんでいた。竜一郎は、ついぞ見ることのできなかった笑顔が、そこにあった。

　彼女たちの体には、はっきりと変化の兆ちよう候こうが見て取れた。

　下腹部が、大きく膨ふくらんでいる。

　地球に降りてまだ三日……しかし、はっきりと妊娠していることが外見からでもわかった。

《ロキ》はかわるがわる、そこにも触れ、耳を当て、唇を押し当てて、満足そうな笑顔を浮かべていた。

　腹立たしかった。

　ヘルガの話が本当なら、《ロキ》の欲しかったのは、子を成なす母体としての巨人であって、決して彼女たち自身ではないのだ。

　しかし、それを言ったところで、レインたちは信じないだろう。どのみち《クレイドル》への通信は《ノルン》に拒絶されていて、連絡は取れない。しかし──

（人間の、自業自得だ）

　竜一郎は、自らを責めこそすれ、彼女たちを責める気持ちは、これっぽちも湧わいてこなかった。むしろ憎むのは、《ロキ》と、彼女たちを端からこんな運命に突き落とすために育てた《ガルド》の連中と、掌てのひらを返したようにヒステリックに非難の声を上げる市民だった。

　本当に、どうしてこんな奴やつらのために、真しん珠じゆたちが命をかけねばならないのか、とこの数日でつくづく思うようになっていた。

　画面は記録映像に切り替わって、昨日の、欧州連合空軍ＥＵＡＦの攻こう撃げきの様よう子すが映し出された。

《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が活動不能であるため、ＥＵは独自の軍事行動を取ることを決議し、それを実行したのだ。使用されたのは燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんだったが、それは、攻撃目標周辺に均一な爆圧を加え、その上、同空間を一定時間無酸素状態にすることができる、核兵器を除けば、未いまだに最強の爆弾であった。

　そんなものを、連中は彼女たちに向かって落としたのである。

　しかし、攻撃は失敗に終わった。

《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》──ドミトルヴュナが、晶あきらの狙撃銃スナイパーライフルを使って、投下とほぼ同時にこれを撃うち抜き、爆撃機ごと破壊したのだ。

　映像もその時のものだった。

　以後、攻撃の悉ことごとくは、彼女によって阻はばまれていた。そのおかげで、《ＵＮＣＯＶ》はまだ必要である、と言う意見が根強いというのは、皮肉なものだった。

（毒をもって毒を制するってことだろう？）

　むかつきが喉のどまで込み上げてきて、竜りゆう一いち郎ろうはそれを、手にしていたグラスのブランデーで無む理り矢や理り押し戻した。

　喉がかっと焼けて、激しく咳せき込んだ。

『──世界はどうなってしまうのでしょうか』

　そんな言葉が聞こえて、痛みで浮かんだ涙で霞かすむ目で、竜一郎はもう一度モニターを見た。

　画面は再び、レインたちの中継映像に切り替わっていた。

　四角く切り取られた世界の中で、彼女たちは本当に幸せそうに微笑ほほえんでいた。

「…………」

　竜一郎の手の中でグラスが砕くだけ、カウンターにゆっくりと血が広がっていった。




（静かだな……）

　宙にある《ヨトゥンヘイム》の廊下に立って、真しん珠じゆは体に染みてくる静けさを嚙かみしめていた。静寂が耳に痛いというのは本当だった。音がなくなれば、今度は自分の体の中の音が聞こえてくるのだ。

　真珠は、Ｔシャツにショートパンツという格好で、足にはミュールを履はいていた。部屋にあったものを適当に着ただけなので、何となくコーディネートはちぐはぐだった。

　ぺた、と彼女は廊下を歩き出した。

　別に、どこへ行こうという目的があるわけではない。なんとなく、部屋にいるのが嫌いやになっただけだ。

　部屋の中の多目的エレベーターは使用不可のため、特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツプ《扶ふ吟ぎん》のＶＲＴヴアーチヤルリアリテイタウンで気晴らしに買い物をすることも、戦闘訓練航宙艦バトルトレーニングシツプ《霧む忍にん》で何も考えられなくなるほど汗を流すこともできない。

　軟禁されているのも同じだった。

　もっとも、現在《ヴァルハラ》そのものが、宇宙に軟禁されているのと変わらない、ということは知っていた。

　竜りゆう一いち郎ろうが、そう教えてくれたのだ。彼はこまめに連絡をくれはするが、あの日以来、直接には、顔を合わせてはいなかった。色々と話したいことはあったのだが、忙しいことは顔を見ればわかった。瘦やせていたし、目の下にははっきりと青黒く隈くまが浮いているからだ。それでも笑顔を見せてくれる竜一郎に、時間を作ってくれ、とは言い出せなかった。

（もう、三日なんだよね……）

　真しん珠じゆは、廊下に並んだドアを見ながら、そのことを思った。

　姉たちがここを出ていってから、そんなに経たっているのに、まだ昨日のことのようだった。

　その後のことは、ニュースを見て大体のことは知っていた。

　竜一郎は情報を遮断すればできるのに、そうはせず、真珠の『姉さんたちの様よう子すが知りたい』という願いに、きちんと応こたえてくれたのだ。

　その際に彼は、

「辛つらいかもしれないぞ」

　と忠告してくれたが、真珠自身はそうは感じなかった。

　姉たちが妊娠したこととか、そういうのはよくわからなかったが、ただ……混乱はした。

　レインたちは、本当に幸せそうだったからだ。

　いままで戦ってきたＧジー・Ｏオーの、その仲間と一緒にいて、どうしてそんな顔ができるのかがわからなかった。

　それにそれは、いままで真珠やミルキィが一度も見たことのない、甘い表情だった。

　自分たちも彼に──あのＧ・Ｏに抱かれれば、あんな顔をするのだろうか？

　そう考え、しかし真珠は、あのＧ・Ｏには何か薄うすら寒いものを感じていて、とてもそんな気分にはなれなかった。

　ミルキィも同じだったようで、彼女は、

「あの人、キライ……」

　と呟つぶやいて、真珠の指をぎゅっと握り締しめて、それきりＴＶを見ようとはしなかった。

　そのミルキィは、この頃ごろあまり外に出てこない。声をかけても返事がないことのほうが多かったが、彼女は彼女なりに色々と思うところがあるのだろう、と考え、真珠は、無理に一緒にいようとはしなかった。

　真珠自身も、何とも言いようのない気分が胸の奥の方でうまく形を取れずに渦を巻いていて、それがうまく、すとんと抜けてくれないのが、とても気持ちが悪かったというのもあった。

　こんな状態で顔を突き合わせても、お互いに嫌いやな想おもいをするだけだ。だから、これでいいのかもしれない。

　廊下を進み、キッチンに差し掛かったところで、真しん珠じゆはテーブルの上を見て、

「あ……」

　と呟つぶやいた。

　そこには、あの日のケーキがそのまま置きっぱなしになっていた。クロスの上にクッキングシートが広げられ、パウンド型も、パンナイフも、そのままだった。

　食事は部屋で取っていたし、料理もしなかったので、すっかり忘れていた。

「…………」

　真珠は中に入り、テーブルを回ると、椅い子すを引いて座った。

　そうして、味見をするつもりで切り分けた端の部分をつまむと、指でちぎって小さな欠片かけらを口に入れてみた。

　ふわ、とコーヒーの香りが広がって、それから優しい甘さを舌に感じた。

　──おいしかった。

　マーブルケーキ、初めて成功していた。

　不意に胸が熱くなって、真珠は胸のもやもやが一気に形に、涙になるのを、止めることができなかった。

　大きな黒い瞳ひとみから、とめどなく涙は溢あふれて頰ほおを伝った。

[image: ]

「……ぐすっ……姉さん、うま、くできたよ……ほんとに、おいしい、よ……」

　隊長さんも入れて、皆でテーブルを囲んで、食べてほしかった。それはきっと、とても楽しいティータイムになったはずだ。

（一緒に、食べたかったよ……）

　あの時、そう言えばよかった。もっと強く、行かないで、と言えばよかった。

　けれど、もう遅い。

　姉たちは、きっともう、帰ってこない。

　冷たくなってしまったケーキが、そう言っていた。

「ふふっ……おいしい……ぐすっ……おいしいよ……ほんと、なんだから……」

　真しん珠じゆは、ケーキを食べた。

　それは甘く、そして、少しだけ苦かった。





《ヴァルキュリアの機甲Ⅲ・終》















　　　　　あとがき







　犬。

　犬が好きなのです。

　その昔は、実家でも飼っていたし、自画像の写真はその愛犬です。

　しかし。

　このごろちょっと、嫌いになりつつあります。

　いま住んでいるところの、隣となりのアパート。

　ベランダが思いきりこっちを向いていて、その二階と三階にすむ住人が飼っている犬が、誰だれ彼かれ構わず、吠ほえやがるのですよ。

　外に──こっちに向かって。

　カラスが飛んでは、ギャン！（ワン、ではない）

　郵便配達員がくれば、ギャン！

　近所の人が道を歩いても、ギャン！

　ひどい時には二〇分くらい鳴きまくりです。まったく冗談じゃありません。

　ああもう、犬を嫌いになりたくはないなあ……。




『ヴァルキュリアの機甲』も残すところ、あと一巻となりました。

　春にはお届けしたい、と思っております。

　おかげさまで『Ⅰ』『Ⅱ』には重版もかかりました。

　買ってくれた皆、ありがとう！




　さあ、ラストスパートだ！




　それでは、また、次の夜に──


ゆうき　りん
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ゆうきりん

関東在住のガンダム好き。部屋にはＭＩＡがゴロゴロしている。アメコミヒーローではバットマンが最高。ミニョーラは素晴らしいよね。犬は可愛いです。
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イラスト／宮みや村むら和かず生お

12月10日生まれ。東京都出身。ゲーム会社を経て現在フリーにて活動中です。イラスト、デザインの仕事を行っております。http://www.din.or.jp/~abara/
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ヴァルキュリアの機き甲こうⅢ




～黄昏たそがれの花はな嫁よめ～








ゆうきりん
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